
        
            
                
            
        

    





























本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　アインズはマーレとともにダークエルフの村に向かって歩く。

　マーレは普段の女装ではなく、アインズの持っていた男ものの服を着ている。これはアウラに貸したものと同様、中にデータクリスタルが入っていない──魔法の力が込められていない──外装だけのものだ。

　この世界のものは魔化されていないと、自動でサイズを合わせてくれたりしないが、これはユグドラシルのものなので、マーレにジャストフィットしている。ただ、普段よりも防御能力は格段に低下しており、戦闘の際は慎重に事を進めなくてはならないだろう。

　二人にはもっと別の服を着てもらった方がいい、と最初はアインズも考えていた。

　双子に教えてもらったのだが、ぶくぶく茶釜が普段の装備品以外にも二人に色々なアイテムを用意していたからだ。

　しかし今回のような場所に行くとき、身分や実力を隠すのに向いたものがその中にあるのかと問われれば、残念ながら首を横に振るしかない。普段の装備品以外のものといえば、アウラの着ぐるみアーマーやマーレのドレスアーマーなどの、アインズの評価では色物に分類されるものが大半だったためだ。なので、二人の服はアインズが用意したというわけだ。

　それにこれはアインズの計画である。ならばアインズがその計画に必要なものを用意するのは当然だ。

　では、三人の外装が全く同じかといえば、アインズとマーレの格好にはアウラと大きく違うところが一点だけあった。

　それは二人の顔下半分をまるでマスクのように布で覆っていることだ。頭も布を使って額の辺りまで覆っているので、目元以外を全て隠した状態である。

　マーレには暑いかもしれず申し訳ないが、アインズのために付き合ってもらっている。

　村の入り口──はっきり入り口と言える場所はないのだが──にアウラの姿が見えた。アインズたちがやって来るのを見たとか、たまたまタイミングよく来あわせたというわけではない。〈伝言メツセージ〉で連絡してあったので、待っていてくれたのだ。

　その後ろにアウラの信者ダークエルフたちの姿がある。日常生活を木の上で過ごすエルフにしては珍しく、アウラと同じように地上にいる。たとえ村の近くといえども、危険な地上に立つのは強者アウラを信頼しているからか、あるいは信仰する人物と同じ場所にいたいという気持ちからだろう。

　そして木の上──木にかかる橋には、アインズたちを見ているほかのダークエルフたちの姿があった。隣同士で何か話をしている。距離があって話の内容は聞こえないが、まず間違いなくアインズたちのことを話題にしているのだろう。

「おぉおじさん！　マーレ！」

　ちょっと照れたように──皆に聞こえるように──アウラが手を振り、アインズはそれに笑顔で応える。

「大おお叔お父じさんじゃないぞ」と言いたい気もしたが、アウラのミスをあげつらうことになりそうなのでぐっと堪こらえる。

「やぁ、アウラ！　叔父さんだよ！」

　アインズは朗らかな声で返事をし、背負っていた荷物を足元に下ろすと手を振った。それから隣でおどおどしている少年の背中を軽く叩く。

「は、はい」マーレも小さく手を振った。「お姉ちゃん」と弱々しく呟くが、向こうに聞こえるような声量ではなかった。

　だが、声の小ささは問題ではない。重要なのはアウラの親戚である男と弟が来たと告知することだ。まぁ、手を振らなくても親しい間柄だとは理解されるだろうが、アピールしておいて損はないはずだ。

　だからということもないだろうが、ダークエルフたちはこちらに注目しながらも、アインズがアウラに歩み寄っても黙って成り行きを見守っていた。

「えっと、それじゃ、お、叔父さん、村を案内しまする」

　困ったような、緊張しているような、引きつった笑顔を浮かべるアウラにアインズは微笑む。普段と違うアウラの姿に、すごく可愛いとか頭を撫でまわしたいというほんわかとした温かい感情がこみあげ──そして急激に冷静さを取り戻す。

「──いや。ん……」

　少しだけ冷淡そうな声が出てしまい、アインズは数度、咳払いをしてから先ほどの朗らかな声を出す。

「……私はここにいる皆さんにアウラがお世話になったお礼を言わなくてはね。アウラはどこか家でも借りているのかい？」

　アウラは大きくカックンと頷いた。

「じゃあマーレと一緒にそこへ行っていてくれるかい？　私も後で向かうよ」

「はい、分かり……ちが、うん、分かった？」

　今のアインズはアウラの叔父という設定だ。

　ちなみに、ぶくぶく茶釜の兄なのか、弟なのか、もし弟ならペロロンチーノの兄なのか、弟なのかについては、事前に三人で話し合った。最終的にはぶくぶく茶釜とペロロンチーノの弟、ということになった。

　それを上手く演技しなくてはならないアウラはどのような態度を取ればよいのかまだ分からない様子であたふたしている。先にアウラ一人で送り出したため、時間が足りなかったのか覚悟が決まっていないのか、キャラの作り方が上手くいっていないのだろう。

「はっはっは。さぁ、アウラ、マーレを連れて行きなさい。長旅というわけでもなかったが、マーレを休ませてやってくれ」

「は、はい！　分かりました！」

　自分の中で何か結論が出たのか、アウラが元気のいい声をあげた。少しやけになっている感じがしないでもない。

　アインズに背を向け歩き出す二人の姿を少しだけ見送ると、その視線を集まっているダークエルフたちに向けた。

　結構な数だ。

　長老たちの姿はまだないが、村人の約半数はいるのではないだろうか。その中には数人の子供の姿もあった。アウラがこの村にもたらした恩恵のお陰で、彼らからマイナスの感情は感じられない。ただ、アウラの叔父というこの男はどれほどのものなのか、と品定めするような強い視線を送ってくる者たちがいた。

　アウラ信者のダークエルフとその取り巻きたちだ。

　少しだけアインズは違和感を覚えた。

　後からアウラの弟を連れてきたとはいえ、まだ子供のアウラ一人を先に送り込んできたような叔父だ。普通の感覚の持ち主ならそんな表情になるのも分かる気がする。

　なので、その視線が普通の──アウラ信者ではない──ダークエルフたちのものであれば、アインズは違和感を覚えなかったろう。

　しかし、彼らは違う。

　優秀であれば年齢など関係ないと考える者たちの集まりだ。素晴らしく優秀な野伏レンジヤーを一人先行させたという選択肢は理にかなっていると判断してしかるべきだ。

　とすると──

（──あの視線には別の意味があるということになる）アインズはほんの少しだけ考え、これだと思われる答えに行き着いた。（……ああ、もしかすると無能な叔父にいいようにこき使われているのでは、と考えているのかもしれないな。それならあんな視線にもなるか。……うーむ、それは当たらずとも遠からず、というのがつらいところだ。おっと……そろそろ始めるか）

　十分に観客は集まった。これ以上、時間をかけてもしょうがないし、好奇心で温まったお客さんが冷めるのは避けたい。

（久しぶりだな……）

　アインズはわずかに緊張感を覚える。講堂の教師や舞台に立つ役者というのはこういう視線にさらされることに慣れているのだろうか、そんなことをぼんやりと考えつつ、前もって用意した話の展開に沿うべく多少明るめの声を出して、木の上に並ぶダークエルフの聴衆たちに語りかける。

「さて──」

　アインズは顔の下半分を覆っている布を取り外し、その下の顔を見せた。

　そして笑顔を見せ、それからすぐに先ほどと同じように顔を覆う。

「──申し訳ない。私の部族の掟で男性はこのように顔を隠す必要があるんです。もし顔を隠すことがこちらの村──部族では非礼に当たるとしても、これはお許しいただきたい」

　聴衆から不満の声は上がらない。どうやらアインズの装いは受け入れられたようだ。

　もちろん大噓である。

　アインズはゴムのマスクを被った上でその顔を幻術で作っている。モモンスタイルだ。ただし、低レベルの幻術なので、しげしげと観察されたら鋭い感覚を持つ野伏レンジヤーには看破されるかもしれない。なので、ぼろを出さないよう、極力顔を見せないでおくためだ。

　流石さすがに目元だけで幻術と看破される可能性は低いと思いたい。

「それでは──お初にお目にかかります。うちのアウラがお世話になっていたようで……。アウラがお話ししたかもしれませんが、私の名前はアイン・ベル・フィオールと言います」

　三人で一生懸命考えた偽名を名乗る。ちなみに、実際はほとんど二人に考えてもらった名前だ。

「心ばかりの手土産を持ってきました。ちょっと机などお借りしても？」

　突然、近くの木が蠢うごめいたかと思うと、荷物を広げるのに十分な広さの板がにょきにょき横から生えてきた。集まった誰かが魔法を使ったのだろう。

「ありがとうございます」と感謝を口にしながらアインズは地面に下ろしていた荷物を机にどすんと載せた。

「気に入ってもらえるかどうか分かりませんが、受け取ってもらえると嬉しいですね」

　何を手土産にするかに関して、結構アインズは頭を悩ませたものだ。

　ナザリック内のエルフたちが、料理を美味しそうに食べている光景を思い出し、最初は調味料──塩などはどうだろうか、と考えた。やはり塩は調理には欠かせないものという考えがアインズにもあった。

　なので、当初は岩塩の塊を持ち込むつもりだったが、人間には塩が必要だが、ダークエルフもそうだとは限らないことに気がついた。

　もし必要だとしても、ダークエルフは人間よりも遙かに小量の塩分で大丈夫な種族かもしれない。そうなると塩のありがたみは下がる。

　実際、この村で調理の際に塩らしきものを入れている光景は──アインズが盗み見ている間は──なかった。それに干し肉というものをエルフが作っている姿も見たことがなかった。これは腐敗などを避けるための手段として魔法が存在するというのが大きいだろう。

　では、貴重品だから大切にしているのか、と考えるとそうでもない様子だ。

　流石に〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉を使っていても、台所を漁って塩の存在を確認することまではできなかったが。

　そういったことや獲物の血を無駄にしない姿勢から考えるに、肉食動物のように血液から塩分を摂っているのかもしれない。

　ちなみにエ・ランテルの領地内には大規模な岩塩鉱床や塩湖などがないので、塩は生活魔法などを修めた魔法詠唱者マジツク・キヤスターが生み出していた。あとは王国や帝国からの輸入だ。そのため、アインズたちが占領下においた一時期は多少塩の値段が上がることがあった様子だが、今では何も問題ないようだ。

　というようなことを書類で読んだ記憶があるような、ないようなという程度しかアインズは覚えていない。おそらくはアルベドがうまく処理したのだろう。

　何はともあれ、アインズは塩を持ってくることを止めた。

　その代わりに持ってきたのが──

「ドワーフの作った金属の刃物ですよ。素晴らしいでしょ？　こちらでは木を魔法的に加工してとてつもなく硬くして使っていると聞き及んでいますが、流石に金属よりも硬くはないでしょう。これらは特に鍛か冶じ仕事に秀でたドワーフが作ったもの。つまり一級品ということです」

　まず袋から取り出したのは細長く薄い小さな木箱で、中にあるのは包丁だ。それ以外にも鏃やじりや食事用ナイフなども机の上に並べていく。

　これは見本市なのだ。魔導国経済圏内にあるドワーフの国に外貨を流すための。

　もちろん、この村が顧客になったとしても、自給自足で成り立つこの村に支払える金銭はない。そうなると今度はこの村が外貨を稼ぐ手段を用意する必要が出てくるが、魔導国が仲立ちをすることによってこの村も経済の勢力圏内に取り込んでしまうことができる、とアインズは考えたのだ。

　問題はこの件についてはアルベドの判断を仰いでいない、ということだ。

（──俺みたいな頭の悪い奴が考えた計画がうまくいくとは思えないが、失うものは何もないはずだ。……ないよなぁ？）

　なので、失敗しても別に困ったことにはならないし、成功したらそれはそれで評価されるんじゃないかなぁ、というひそかな期待もあるが、期待しすぎるとだめだったときにショックが大きいので、出来るだけ考えないようにしている。

（要らない、と言われたって特に問題はない。好意で持ってきただけなのだから、気に入ってもらえず残念でした、で終わるはずだ。でも……いい雰囲気だ）

　周囲にいるダークエルフの目が輝いている。狩人の長でもあるダークエルフが最初に声をかけてきた。

「少し見せてもらっても？」

「どうぞ、どうぞ。手に取って見てください」

　アインズの元までやってきた彼が手を伸ばしたのは、やはり鏃だった。当然のチョイスだ。ここで狩猟頭が真っ先に包丁を手に取ったらちょっと驚く。

「素晴らしい。ドワーフというのは山に住むと言われる種族でしょうが、こんな良よいものを作れる者たちなのですね……。これはかなり貴重なものなのですよね？　どのようなものと交換したらいいのか……」

（……お、想定通りだ）

　営業マン鈴すず木き悟さとるがほくそ笑む。

　顧客が欲しいものを見事に提示できた、と。

　エルフの王都は法国と険悪化するまでは人間社会と取引もあったそうで、一部では貨幣を使用しているらしい。だがこんな辺へん鄙ぴな村にまでは経済活動は及ばなかっただろうし、エルフ以外の行商が来られるような場所でもない。なので、物々交換が基本の様子だ。しかも案の定、こうした「珍しい良い品」は歓迎されるようだ。

「……これは何かと交換するためではなく、皆さんに差し上げるために持ってきたものです。後で皆さんで好きに分配してください」

　鏃の鋭さを手で確かめていた狩猟頭が苦い顔をした。

「いや、あなたの姪であるフィオーラ殿には我々こそたいへんお世話になりました。これを対価なく受け取るのは……」

「いや、いや。わずかばかりの品ですが、親愛と感謝の印です。受け取ってください。ただ、物々交換ということになると……ドワーフならではの技術、ルーンという素晴らしい技術によって作り出されたマジックアイテムがあります」

　狩猟頭の瞳に宿った輝きが大きくなるのをアインズは感じた。

「ルーン？　マジックアイテムですか」

「そうです。ルーンによって作り出されたマジックアイテムです。私が個人的に使用しているものですが、欲しいということであれば交換する物によっては考えますよ。彼ら曰いわく初歩的なものらしいですが、そうは言っても魔法の品をただで差し上げるわけにはいきませんからね。元々、それなりの値段がしましたから」

　安売りは人を引き付ける。しかしやりすぎると、安くならないと購入しないという層も作ってしまう。

　ドワーフたちがそれをするならいいが、アインズがするのは少し不味いだろう。逆に高く売りつけるのがここでは正解だ。とはいえ、アインズ個人としてはこの村に欲しいものはない。いや──アインズが知らないだけで何かあるのだろうか。

（正直言って、ルーン技術はあんまり結果が出てないんだよなぁ。欲しいという声もあまりない。不採算部門とはいえ、止めるというのは早計すぎるか。百年とかそれくらい長い目で見ていかないといけないよな）

「とはいえ、皆さんのように森祭司ドルイドが多い村ではあまり使わないと思いますけど」

　そう言いながらアインズが懐から取り出したのは金属製の棒だ。こうして見せる準備はしていたので、取り出す手つきによどみはない。

「これは先端に小さな炎が灯るだけのものです。明かりという使い方よりは火打ち石のように使うのが基本ですね。というのも手を離すと炎が消えてしまいますので」

「なんだー」というマイナスの反応が起きないことにアインズは少しだけホッとする。

「これ以外にもいくつかありますが、それはまた後ほど。私もそろそろあの子がお借りしている家の方で旅の疲れを癒やしたいと思います」

　集まったダークエルフたちに納得の色が浮かぶ。

　彼らはあまり村を離れないが、住んでいる場所の危険性を理解しているがゆえに、旅してきた者の疲れを癒やしたいという気持ちは分かってもらえる。

「──お疲れのところ申し訳ない。すまないが、最後に二つお聞きしてもいいだろうか？」

「ええ、どうぞ」

　プラムとかいう名前のあのアウラ信者の男からの質問だ。

　アインズは襟を正す。ここで受け答えをミスすれば、彼らが敵に回る可能性もある。だが、彼らの望む答えをすれば、強力な味方となってくれるだろう。

「一つは……あなた方はもしかするとエルフの血が混ざっていたりするのかな？」

「おい、失しつれ──」

　狩猟頭が遮ろうとするが、アインズは軽く手をあげてそれを止める。

「大丈夫です。そういう話は聞いたことがありませんが……。そのように見えますか？」

「あ、いや、そうでないなら気にしないでくれ。なんとなくそんな感じに見えたんだ」

「そうでしたか」

　鋭い。

　かなり鋭い。

　アインズの今の顔はエルフの王都で見たエルフの顔立ちを真似たもので、皮膚の色をダークエルフと同じにしたものだ。アインズからすれば完璧に思えたし、マーレも特に違いを感じている様子はなかったのだが、生きつ粋すいのダークエルフからすれば目元だけでも微妙な違和感を覚える顔立ちということなのだろう。

「……親から聞いたことはありませんが、そう感じられるということは、もしかするとずっと昔、先祖にエルフと結ばれた方がいるのかもしれませんね。……そしてもう一つは？」

「……フィオーラ様は野伏レンジヤーとしての才能にあふれていますが、それは叔父である貴方もなのですか？」

　叔父に対してもアウラを様づけするのか。これは筋金入りだと変な感心をしながら、こちらも自分の姪を様づけする理由を問うべきか考える。それとも触れない方がいいことなのか。

　どちらがいいという明確な答えを出すことが出来ない。ただ、その前に向こうの質問に答えておく。

「いや、私にはあの子のような野伏レンジヤーとしての才能はありません。ただ、私はこれでも自分が一流の魔術師ウイザードであると自負しています」

「……うぃざーど」

「ええ、魔術師ウイザードです」

　プラムの視線が泳いだ。

（あ、これは魔術師ウイザードを知らない口だ。……そんなことあるのか？　いや、魔術師ウイザードは知識を獲得して魔法を行使する者。こういった教育制度がちゃんとしてない場所ではその存在は伝授されない……か？　なら、まぁ、知らないのも無理はないのか？）

　納得はいかないが、そういうことなら納得せざるを得ない。

「えっと、魔力系魔法詠唱者マジツク・キヤスターです」

「魔力系……なるほど。なるほど。それはすごいですね。さすがはフィオーラ様の叔父上」

　分からないけどすごそうだし、とりあえず褒めておこうという感じが伝わってくる。しかし、それくらいでいい。ナザリックで狂的な賛辞を浴びすぎているので、このような上っ面な褒め方はいっそすがすがしさすら覚える。

「あー、その、説明が不足していましたね。魔術師ウイザードというのは……森祭司ドルイドのように魔法が使える職業の者を言います」

「おお！　なるほど！　では食べ物が作れたりするんですか」

「え？　あ、いや、すいません。そういう魔術師ウイザードもいる……みたいなのですが、私は残念ながらそういうことはできないのですよ。どちらかといえば敵を倒す魔法に長たけているかと思います」

　生活魔法で作り出せるのは香辛料や調味料だと聞いた覚えがあったが、高位になると食材も生み出せるのだろうか。

　本来、アインズは無能と見なされることをそれほど不快には思わない。実際、自分でも大した人間じゃないと思っているし、相手がこちらを舐なめたり馬鹿にしてくれる方が、そこにつけ込めるからだ。むしろ、無能はほくそ笑むべき評価だ。

　しかし──アウラの叔父として、無能認定されることは絶対に避けなくてはならない。今のアインズはぶくぶく茶釜の代理人という立ち位置なのだから。

「敵を……なるほど……。なら狩人として働くことができるのですね？　なるほど。やはりフィオーラ様のご親類だけのことはある」

　いやいや、本職の狩人のくせに何を言っているんだとアインズは困惑する。

　外敵を倒すというのはこの村では狩人の役目かもしれないが、それが全てというわけではないだろう。どちらかといえば食材を危険な森から持ち帰るのが狩人の本来の役目ではないのだろうか。敵を倒すだけで狩人認定できるなら、この村は全身を鎧で覆ったゴリゴリの重戦士だらけになってしまう。

　しかし、狩人ではなく、この村のことを知りもしないアインズがそれを指摘するのも変だし、相手に不機嫌になられても困る。

　アウラとマーレが過ごすこの村の生活に波風を立てないように注意しなくてはならない。自分が来たことで印象が悪化しては何と言って謝ればいいのか分からない。アウラは本気で「気にしないでいい」と言うだろうからこそ。

　とはいえ、ちゃんと説明し、口頭でも確認は取っておいた方がいいだろう。後でなんのかんのと言われたときに、ややこしいことになるのはごめんだ。何しろ、ここではアウラとマーレがアインズの言動を常に聞いている。アインズが馬鹿馬鹿しいミスをしたとき、ナザリックの最高頭脳陣なら深読みしまくって「流石！」などと言って終わるが、子供たちは無邪気に「なんであんなことをしたんですか？　教えてください」と言ってきそうで怖い。子供相手だから「自分で考えるのだ」も使いたくない。

　そんなことをつらつら考えていると、プラムの方も内面で何らかの決着がついたようで、大きく一つ頷いて言った。

「いや、流石です。素晴らしい！」

　素晴らしいのか、と再びアインズは困惑するが、相手がそういうのならそれでいいのだろうと納得することにする。それにこの状況は考えてみると悪いことではない。ならば、とアインズは口を開く。

「私は狩人として働いたことがないので自信はなかったのですが、この村の優れた狩人の方が認めてくれたようで安心しました」これで責任はお前たちにもあると言い含めておく。「今はあの子が狩人として活躍して……いると思うのですが、その役目、この私が代わるとしましょう。その間、あの二人はこの村で遊ばせてやっていただけますでしょうか」

　なんだかすごいことを聞いた、という表情をプラムがした。とりたてて変わったことは一つも言っていないはずなのだが、とアインズは自分の言ったことを反はん芻すうする。が、やはり気になる点はない。

「こちらには、ダークエルフの村での生活というものを都市で暮らすあの子たちに体験させられれば、と思って来たんです。なので、都市ではできないような……そうですね。この村ならではの遊びなどを教えていただけたらな、と思っているんです」

「なるほど。都市の生活は村の生活とは大きく違うんでしょうね」

　狩猟頭が納得したように言う。どんな想像をしているのかは謎だが、彼の勝手な勘違いまではアインズも責任は取れない。アインズはちょっとした噓はついていても、大きな噓はついていないのだから。後で何か言われてもいくらでも誤魔化せる。

「──私も質問をしてもよろしいでしょうか？」

　口を開いたのは橋の上にいた野伏レンジヤーらしき男だ。エルフ種全般がそうなのだが、なかなか整った顔立ちをしており、クールという言葉が似合っている。

「どうぞ、どうぞ」

　全然嬉しくないし、してほしくない。とはいえ、そんなことは言えない。

　男は多少の躊躇ためらいを見せてから問いかけてきた。

「フィオーラ殿には婚約者がいますか？」

「ふぁ？」と言いかけ、アインズはぐっと堪こらえる。完全に想定外の質問が投げかけられた。

　こいつは何を考えてそんな変な質問をしやがったんだと目を白黒させつつ、周囲を見渡すとアインズ同様に驚いている者たちがほとんどだ。

（……どうやらこいつの独断専行だな。それにしてもアウラの婚約者を気にする理由……？　俺たちが住んでいる都市に婚約者がいるかどうか知りたい……ふっ。なんだ。これしかないじゃないか）

　アインズは質問の意図を把握できたと確信を持つ。というよりもこの答え以外あるとは思えない。

（アウラの血をこの村に取り込みたいんだな。確かに子供たちの中に男の子はいたな）

　アインズは子供たちに一瞬だけ視線をやる。男の子は何人かいる。

（もしかするとこの中にこいつの子供がいるのか？　……ダークエルフは外見からじゃ年齢がよく分からないなぁ。しかし、結婚なんて考えたことがなかったな。まぁ、アウラがこの人がいい、という人物がいるならいいんじゃないか？　ぶくぶく茶釜さんの代理として、そいつがちゃんとした奴かは調べる必要があるだろうがな！　……おっと考えがずれている。今は噓を言うか、真実を言うか、を決めなくては）

　とは言え、これは考えるまでもない。事実を伝えても何も損はなく、逆に噓をつけば更なる新しい噓を次から次に作らねばならなくなる。

「……いや、今のところはいません」

「そうですか」

　ちょっとほっとした様子だ。

（……子供の結婚相手探しにかなり干渉するタイプなのか？　不味いな。ここには友人を作るために来たんだ。この男が自分の子供ばかりを前に出して、他の子供を牽けん制せいしたら面倒だ。詳しい情報を得なくては……）

「……ところで……お名前を伺っても？」

　男の顔がキリッと引き締まる。

「ブルーベリー・エグニアと申します」

　アインズもブルーベリーという食べ物があるのは知っている。先のプラムという男の名前同様に食べ物の名をつけるのがダークエルフの文化なのだろうか。そういうことなら、「友達に偽名を呼ばれるのはどんな気持ちなんだろうか」などと考えずに、アウラの名前も完全な偽名にした方が良かったのかもしれない。そしてここで悩ましいのは、彼らが果実の名をこの世界の言語で発声し、それが自動翻訳されてアインズの耳に入っているのか、あるいは彼らも意味を知らずに名乗っている──つまりプレイヤーの痕跡なのかが判別できないということだ。

「……なるほど。覚えておきます。ブルーベリー・エグニアさんですね」

「はい。そうです。覚えてくださり、ありがとうございます」

　なんで感謝されるのか分からない。

　その理由を問おうとアインズが口を開きかけた時、ダークエルフたちが小さくどよめいた。

　雰囲気が変化した原因をアインズはすぐに察した。ダークエルフたちの視線の先に目をやると、思った通り、長老たちがいた。

　周囲からは「今頃来るのかよ」などという声が聞こえる。

　アインズは心の中でため息をついた。あの時もそうだったが最悪だ。

（……部外者に聞こえるように悪口を言う会社なんて今までにあったか？　愚痴を零こぼされたことはあったが、悪口はない……かな？　うーむ。こんな村に本当にアウラを置いておいていいのか？　……子供なら関係はないと判断するべきか？　しかし……親が悪口を言っているのを聞いた子供はどんな感情を抱いて、どんな行動をとるようになる？　分からないなぁ……。とりあえず、俺もアウラやマーレに悪影響を与えないように、日々の言動には注意を払うべきだな）

　この後の展開は予測できる。しかし、アインズとしては余計な厄介事には首を突っ込みたくない。あくまでも自由な立ち位置を維持したいのだ。

　ならばうまく対応する必要がある。つまり──

（──シミュレーションした結果をいかんなく発揮させるのみ！）

　さぁ、かかってこい、と心の中で構えるアインズに、周囲の視線を無視しつつ長老の一人が口を開いた。

「若き木フィオーラ嬢と同じ流れの方。これはよくぞ、遠方より来られた」

（若き木？　やはり、だな）

　アインズはニタリと心の中で笑う。

　ダークエルフ流の言い回しだ。この世界では、各種族の言語がアインズに理解できる言葉に翻訳される。にもかかわらず、若き木という言葉がそのままということはそこに意味はないはずだ。もし少女や少年など何らかの意味がある言葉なら、アインズに分かる単語に変換されるだろうから。つまり子供の名前の前には若き木という言葉をつけるのが決まりというだけなのだろう。

　ダークエルフ流の言い回しをしてきたのは、こちらが──都市のダークエルフの成人がどれだけの知識を持っているかを調べたいというところではないだろうか。

　このダークエルフの村には、長老たちのような伝統を重んじる派閥と、それから脱却したいという若者を中心とした派閥の二つの勢力が存在しているというのがアウラの調べ──あとアインズの盗み聞き──で分かっている。長老たちはアインズが──都市に生きるダークエルフがどちらなのかを見極めたいのだろう。

（……蝙蝠こうもりの状態を維持したい。しかし、ここで迂闊なことを言ったらどちらかの派閥に強制的に巻き込まれるかもしれない。もしどちらかに属するというのであれば、二人の友達を作るという意味では、親にあたるダークエルフたちに好かれておく──若者派閥がいいと思う。だが、それが正解という根拠に欠ける……情報はまだ不足しているんだよなぁ。ここは適当にそれっぽいことを言って、これがうちの挨拶だ、と無理やり誤魔化して煙けむに巻くのが一番）

　そう考えたからこそアインズは準備をしていたのだ。

「──大地は同じでありながら、違う森より来た者として、この森に生きる者に受け入れてもらえたこと感謝する」

　あまり考えることなくかなり適当にそれっぽいことをアインズが言うと、目を一瞬だけぱちくりとさせた長老たちが「ほぉ」と少し息を漏らした。

　それは決して悪印象を抱いた感じの溜息ではない。逆に好感を持って受けとめられたように感じられる。

「クヌギの木と樫の木は同じく硬く、その伸びる姿はどちらも勇壮。私は満足です。多くの木が生えればきっと森へと変わるでしょう」

　よどみなく続けてそう言うとアインズは満足そうに一つだけ頷く。

　正直なところ何を言っているのかは自分でも意味不明だ。そもそも、アインズは何も考えていない。

　言っているアインズが意味不明なのだから聞いている方はもっとそうだろう、と思いきや、長老たちもそれに応えるように大きく頷いていた。

　理解している、としか言えない態度だ。

　だが、この長老たちの反応、社会人である鈴木悟はよく知っている。こんな光景を目にしたことがあった。いや、アインズ自身がよくやっているからこそ分かるとも言える。

（あ、これ。専門用語とか略語とか、自分の知らないことを部下から言われた時の上司の態度だ……）

　アインズが挨拶をそれで終わりにすると、僅かばかりの沈黙があった。

「……それは良かった。それでは我々はこれくらいで下がらせていただこう。長旅をしてきた方に長々と挨拶をするのは蔓が伸びるようなものだから」

「蔓、ですか」

　思わずアインズは聞き返してしまう。長々と話すのは良くない、という時にダークエルフはそう言うのだろうか。もしそうならそういったニュアンスが伝わってくるはずなのだが、言葉通りの意味しか伝わってこない。

　そんなアインズの思わずこぼれ出た質問が聞こえなかったはずはないのだが、長老たちは背中を見せて歩き始める。

（……あれ？）

　シミュレーション通りにいかなかった。

　アインズは視線を持参した土産に移した。

　本来であれば、この分配は我々に任せてほしい、的な話をこの後、長老たちがすると思っていたのだ。

（え？　……本当に挨拶だけ？　どういうことだ？　何かミスをしたか？）

　あまりにも短時間で面接が終わってしまった時のような、ムズムズとした気持ちをアインズは抱く。面接が始まって二言ぐらいで「何か質問はありませんか？」と面接官から尋ねられたら、きっと同じように感じることだろう。

　もし先ほどのアインズの対応に相手が不機嫌になるなどのはっきりした反応が見られ、明確に失敗を犯したと分かれば、別の村に行く羽目になったとしてもいい勉強になったと思えただろう。

　しかし、相手の反応を一切引き出せなかったために、良かったのか悪かったのかさえも分からない。これではこの経験を後に活かすことはできない。

　周囲の反応を窺ってみると、アインズに対して不満や敵意などを持っている様子も見受けられない。どちらかといえば、彼らもまた困惑しているようにも感じられた。

（分からん……が、これ以上考えても仕方がない。場合によっては後で長老たちの集まりに〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉を使って潜り込んで、相手のこちらに対する反応を調べてみるか）

　アインズは長老たちの後ろ姿を見送り、思い出したように近くの村人に問いかける。

「……どうやら歓迎していただけたようですね。長老たちにはお話ししたいこともあったんですが、お忙しいんでしょうか？」

「え？　ああ、そう……ですね」

　村人は少しおたついて曖昧な返答をした。今のやり取りについて一生懸命考えていたのだろう。

「長老たちが集まるための木がありますので、後ほど場所を教えましょう」

　一番近くにいた狩猟頭が落ち着いた態度で助け舟を出した。確かにこの貫禄なら、アウラからおじさんだと誤解されても無理はない。

「そう、ですね。時間のある時にでも伺って話をしてみます。──それでは私はこれで、あの二人のところに行くとしましょう。どなたか案内してくださると嬉しいのですが」

「それでは私が喜んで!!」

　突然、横から飛んできた大声に、アインズのないはずの心臓が跳ね上がる。

　ブルーベリーだ。

　狩猟頭と話している間に橋の上から静かに降りてきていたのだろう。

「……いきなり大声を出すのは心臓に悪いので止めていただけませんか？」

「も、申し訳ない……。今後はこのようなことがないように、注意いたします」

　すごく悪いことをしたという表情を見せるブルーベリーにアインズはそれ以上のことは言えない。度量のあるところを見せておくべきだろうという判断もあるし、さらに突拍子もない行動をとられないよう落ち着いてもらう必要もあった。

「分かっていただけたようで嬉しいです。……それではお手数ですがブルーベリーさんにお願いしてもよろしいでしょうか？」

「お手数などということは何一つとしてありません。この村で何かお困りのことがあれば、ぜひ私に声をかけてください。出来る限り協力させていただきます」

「それは心強い」とアインズは言うと、ブルーベリーについて歩き出す。ただ、これで終わったわけではない。最も重要なことが残っている。

　途中でアインズは足を止めると、その視線を子供たちの方にやった。そして笑顔──布で顔はほとんど隠れているが──を向ける。

　子供たちの集まりは男の子が四人と女の子が二人の計六人。

　アウラとマーレよりも小さそうな子供は二人。男の子と女の子が一人ずつ。同じぐらいの年齢の男の子が一人。あとの三人は年上のようだ。

「やぁ、君たち」と声をかけ子供たちの方へと歩く。

　周囲の大人に警戒心から止められることもない。これは今までのアインズの態度が多少は良かったからこそだろう。

「うちのアウラやマーレをよろしく頼むよ」

　え、という顔を子供たちが浮かべた。ここで終わらせることはできない。ダメ押しが必要だ。はっきり言って、この瞬間のために今回のアインズの旅はあると言っても過言ではない。

「君たちの遊びにあの二人をまぜてやってくれ。とはいえ、運動神経を競うものではあの子たちには勝てないだろう。だからもっと違う遊び、都市ではできないような遊びに誘ってくれると嬉しいな」

　長老たちとの会話に関しては、マーレの協力を得つつシミュレーションを行った。それに対して子供たちとの会話のシミュレーションはアインズ一人の──脳内会議で出来上がったもの。色々とミスや抜けがあるだろう。

　大人の前でミスをするのはもしかすると今後の展開にマイナスになるかもしれない。なので、出来れば子供たちだけの前で行いたい。しかし、見知らぬ部外者を大人の監視なく大切な子供たちに会わせるかというと疑問が残る。なので、ここで話さなくてはならない。

　懐に手を入れたアインズは革袋を取り出す。

　そしてその中から琥珀色をした親指の先ほどの塊を手に取った。

「さぁ、手を出してごらん」

　アインズが声をかけたのは先頭に立つ少年だ。おそらくはこの村の子供たちのリーダー格だろう。

　アインズは手が直接触れ合わないように注意をしながら、それを少年ダークエルフの掌てのひらに上からポトンと落とす。

　決して釣銭落としのつもりではない。

　アインズだって落とすのではなく普通に渡したいのだが、この手は幻術だ。もし触れ合えばその手の異常な感触に気付かれるかもしれない。

　それだけは絶対に避けなくてはならない。

（うーむ。犯罪者の腕を斬り落として、その皮や肉で手袋みたいなものを作ったらどうだろう。ナザリック内を探せば得意な者もいるかも……人間の、なんて嫌がるかなぁ。ニューロニストあたりは好きそうな気もするが……）

「え、っと、これは……」

　掌の上の形容しがたいものを見る少年に、アインズは微笑みかけ、優しく語る。

「飴、だよ。果物よりも甘いよ。あっ、嚙むんじゃなくて舐めるものさ。ただ……本当に美味しい果物ほどは甘くないかもしれないけど……」

　わずかに自信なさそうにアインズは言う。

　アインズはこんな体なので味を知ることができない。せいぜい歯ごたえを確かめることができる程度だ。なので、味には自信が持てない。確かに元の世界の飴なら舐めたことぐらいはある。しかしながら舐めたことがないユグドラシルの飴が現実化しても、それがどれだけの美味しさを持つのかは分かるはずがなかった。

　それにこの世界には魔法的な力を持つ果物などがあることを考えると、アインズの持ってきた飴よりも美味しい甘味が存在する可能性も、それらをダークエルフたちが日常的に食している可能性もまたあった。

　ただ、普通の果物になら負けない自信もある。

　品種改良などが進んでいないこの世界の果物は必ずしも食べやすいというわけではないらしい。だからこそ、ナザリックでも品種改良をやっている者だっている。

　例えば副料理長などだ。

　アインズが手渡した飴を恐る恐るという様子で、少年が口に入れた。

　周囲の子供たちが──そしてアインズと、こちらを見ている大人のダークエルフたちが──不幸にして勇敢なる少年の反応を窺う。

「──あま!!　うま!!　なんだこれ!!」

　目を丸くした少年の第一声にアインズは微笑む。少年が驚きからか口から取り出した、唾液塗まみれの飴を見てもその表情は崩れない。

（美味しくないとか言われたりしなくて本当に良かった……。あとはアレルギーとかだが、まぁ、ないだろう……）

「さぁ、さぁ。君たちにもあげよう」

　アインズはそう呼びかけ、子供たち一人一人に配っていく。

　子供以外からも欲しそうな視線が向けられているが、それらは無視だ。これは子供たちに対する賄わい賂ろであるのだから、大人にも渡したら意味がない。アウラとマーレを子供たちに頼んだからこそ渡したという事実が重要なのだ。

　一通り配り終えると、アインズは念を押す。無論、脅しとはとられないように声の感じなどには十分注意を払う。

「それではあの二人を頼むよ」

　アインズは、するべきことは終わった、と歩き出す。誰かに呼び止められることがないことを確信し──

（ひゃっほーい！）

　──心から叫ぶ。

　今回のプレゼンはいい感じに成功を収めたんじゃないだろうか。いやアインズは顔を──動かないが──引き締める。

　成功したかどうかはあの子供たちがアウラとマーレの二人を遊びに誘いに来た時に初めて分かることだ。とはいえ──

（──やるべきことはやった。しかし……前を歩くブルーベリーが何も言わないのはなんでだ？　自分の子供に何か渡されたら親として感謝の一言ぐらい言うんじゃないか？　もしかしたら、あの子どもたちの中にブルーベリーの子はいない？　ほかにも子供がいるのか？　やれやれ。もう少し色々と頑張らないとな）
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　部屋にいたのは三人。

　最長老、ラズベリー・ナバー

　男の長老、ピーチ・オルベア

　女の長老、ストロベリー・ピシュチャ




　彼らの話題は一つだけだ。当然、先ほど現れた旅人、優れた能力を持つ野伏レンジヤー──アウラの叔父についてだ。

　そして彼らは頭を抱えていた。

　その理由は──

「クヌギって……どのような木なのだ？　あそこでその名前を出したということに一体全体如何なる意味が込められているのだ？」

　戻ってきてすぐに開かれた会議で、顔を顰しかめたピーチの質問に、同じく苦い顔のラズベリーが答える。

「分からん。しかし、あの場でそんなことを聞くことができるか……。もし、それが彼の部族で祖霊信仰や祭儀などに使われる神聖な木を意味していたら、それを知らないというのは侮辱されたと思うかもしれないぞ？」

　はぁ、とため息をついたストロベリーがぼやく。

「我々が知っていて当たり前、という態度でしたからね。あそこで知らないなどとは口が裂けても言えませんよ」

「他種族ならともかく同じダークエルフ。しかも来た方角から考えると、我々の親の時代に分かれた他の氏族の可能性が高い。そうなると言語の違いはそう大きくないはず。それらを総合すると、あれは彼の部族の流儀に則のつとった正式な挨拶なんだろうな」

「目の辺りしか見えていないので確信はないが、エルフの血が流れていそうな顔立ちのように見受けられた。もしかするとエルフに由来する挨拶の作法かもしれないぞ？」

　それ以外にも彼がエルフと関係がありそうな根拠がある。それは名前だ。

　ダークエルフの名前は姓、名の順、一方エルフは名、姓の順だ。それからすると彼らはエルフ流の名前の付け方に近い。

「……流石にエルフの流儀や作法までは知らんぞ？　二人は知っているか？」

　返事はない。

　第一、彼らとて、ダークエルフの伝承全てを知っているわけではない。この森に来るにあたっていくつかの口く伝でんは失われ、何が失われたか分からない状態であるのだから。だからこそ頭を悩ませてしまう。

「とりあえず、我々のことを彼の部族では樫の木の部族という呼び名で受け継がれている、もしくはそれに関係するような意味、例えば樫の木は分かれて育つので分かれた氏族である我々をそう呼ぶなどの意味を持つということまでは二人とも了解したな？」

「あの話の流れから考えればそれ以外にとりようはないでしょうね。しかし、クヌギもそうですけど樫というのもどんな木なのかしら？　私たちの知っている木のどれかの異い名みようという線はないかしら？　それに、その木が選ばれたことにはどんな意味が込められているの？」

　常識的に考えれば、その木が選ばれているというところには何らかの意図があるはずだ。

　逆に何の意図もなく、クヌギや樫なる木になぞらえたとしたら、そちらの方が正気を疑ってしまう。なので、その木を知れば、そこに込められた意味合いは摑める。だが、それなりに木や草に知識を持つ彼らにも、クヌギや──特に──樫という木に思い至るものがない。

　氏族によって木の呼び名が違うということまで考慮すると答えは出ない。

「うーむ。彼から直接話を聞ければいいんだが……」

「それができればそうしている。……もしそんなことも知らないのか、と彼に思われては厄介だぞ？　彼の口から若者に漏れるかもしれん」

　彼らだって若者グループが自分たちを嫌っていることくらい分かっている。それでも、若者たちも年を取れば自分たちの持つ知識に敬意を抱くようになると考えていた。伝統──古い知恵というのは一見すると意味がなさそうだが、実はそこには何らかの理由があり、それは無む下げにしてよいものではない。彼らだって知は力だということには同意するはずだ。

　ところがここで、正式な挨拶すらも知らない──伝統を喪失していると若者らに判断されてしまったらどうなるだろうか。それは今以上の深刻かつ致命的な対立を生み出すことになりかねない。

　だからこそ頭を悩ませているのだ。

「目を見ても何の感情も浮かんでいないようだったし、本当にただの挨拶なのだろうか……。無表情すぎて少し気味が悪かったな」

「……それで……どうするの？　ダークエルフの伝承に関する彼の知識を聞きたいところなのだけど……」

「……少し危険すぎる。彼に恥を忍んで、内密に話を聞きたいと言っても、本当に彼が口を噤つぐんでいてくれるかは分からん。そうなると……やはり、追われてもいないのに茨いばらの茂みに飛び込むこともない、か」

「そうだな。近寄らず、ある程度距離を取っておくのが一番だろう」

「ならば……彼の贈り物はどうする？　ダークエルフやエルフ以外が住む地の土産だ。希少なものがあることだろう」

　土産の分配を長老たち三人が引き受ければ、相応のメリットはある。

　無論、分配された中身によっては不満を表に出す者はいるだろうし、恨まれるというデメリットもある。しかしながら大抵の場合、そういう者はどんな物をもらったところで不平を口にすると相場は決まっている。一部の若者が長老が分けたというだけで文句を言うのは分かり切っているのだ。しかし、長老たちが公平に分配すれば、それ以外の者たちは不平を言った者を冷たい目で見るだろう。

　なので、長老たちは自分たちが分配する役目を担うとしても、自分たち自身は受け取らないつもりだ。

　無欲な長老たちというイメージを作り出すのは、希少な物品を懐に入れるよりも価値があるはずだ。しかし──

「──先ほども言ったように茨の茂みに飛び込むことはない。彼の贈り物を分配するということになれば、否応なしに彼に直接感謝を告げる必要が出てくる。そうなれば、やはりちゃんとした礼儀作法に則った形式で伝えなくてはならなくなるだろう」

「……礼儀作法を重視している相手の場合、こちらが無礼者と思われるかもしれないし、手土産に不満があると受け取られるかもしれない、というところね」

　村の長老たちならばちゃんとした礼儀作法を知っているはずと彼が思っていたとすると、無作法な態度を見た時、どのような反応を示すだろうか。高みから落下する際には、高ければ高いほどダメージが大きいということだ。

　それに素晴らしい土産をもらった際には、その辺のたいしたことのない品をもらった時と同じ対応はできない。礼を尽くさねばならないだろう。

「ならば若者たちに任せるとしよう。幸運なことに彼らが最初に手にしていたのだ。詳しく聞いているだろうから、そのまま任せるという形にすればいい」

「そうね。それがいいわね」

　ラズベリーとストロベリーが結論づける中、ピーチが渋い顔をする。

「それは構わないが、若者たちに注意を呼び掛けるか？　あれら伝承をおろそかにする者たちが彼の部族を知らず知らずのうちに侮辱してしまうかもしれん」

「うーむ」と先の二人も渋い顔をした。

「やはり、強権を発動してでも教え込まなかったのが悪かったか──などと言っている場合ではないな。あのウルススの王をたやすく撃退するフィオーラ殿の叔父だ。それ相応の実力があるのは疑いない。そんな人物に睨まれたくはないな」

「とはいっても、私たちが何か言ってもあのお馬鹿さんたちが素直に受け入れるとは思えないわよ？　とりあえず警告だけはしておいて、もし彼らが何か失敗したらその時は我々が泥をかぶるしか……ないのかしら？　正直言えば御免ですけど、それでも私たちは長老ですしね……」

「責任を取ってこその……か。仕方ないな……」

「しかし……どうする？　あの叔父殿がどんな理由で同族に会いに来たのか、聞くか？」

「……この村に伝わる礼儀作法を学びに来たとかだったらどうする？　……はっきり言って、その辺りには触れたくないな」

「歓迎の宴はしないとまずいでしょ？　フィオーラ殿が来た時も叔父殿が来てからということでやってないんだから、数日間であれだけ働いてくれた野伏レンジヤーに対し、歓迎の宴を催さないのはこの村の恥よ。……そしてその宴に私たちが参加しないのは、非礼を通り越して喧嘩を売っているのと同じだわ」

「……はぁ。宴には参加するが、出来るだけ近寄らないようにしよう。叔父殿は若そうだ。あの若者たちがきっと相手をしてくれるだろう」

「そうね。自分たち側に取り込むべく動くであろうあの子たちに感謝だわ」

　それから幾つかの議題が終わると、ラズベリーがピーチの方に顔を向け、先ほどから聞きたかった質問を投げかける。

「ところであの蔓が伸びるような……というのはどういう意味なんだ？　聞いたことがない言い回しだったんだが？」

　ストロベリーも視線を向ける。彼女も疑問に思っていたのだろう。流石にあの場では聞けなかったが、今なら問題はない。

　質問されたピーチはとぎれとぎれに答える。

「……すまん。つい……調子を合わせようと……適当に言ってしまった……んだ」

「はぁ」とラズベリーは深いため息をついた。

「……叔父殿、聞いたことがないという困惑が声にあらわれていたぞ」

「どうしよう……。もし次会ったときに意味を聞かれたらなんと答えればいいと思う？」

「そんなこと聞かれても……。もしそんな質問をされたら、今ここでそれらしい意味を考え出しておいて答えるほかないだろ……。適当に格好つけましたとは言えん……。それに我々が普段から言っている伝承なども格好つけで言っているんだ、などと若者たちに思われたら厄介だ」

「まぁ、そうするしかないかしらね。……もう二度と格好つけで言ったりしないでね？」

「ああ、悪かった。もう二度としない」

「それでは……蔓が伸びるような、というのがどんな意味を持つか、全員で決めよう。誰が質問されても同じ答えができるように、な」

　長老たちは終わったと思ったら出てきた新たな議題について、また意見を交わし始めた。
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　長老たちが頭を抱えつつ、一応の答えを出そうとしていたのと同時刻。同じように頭を抱えている者たちがいた。

　長老たちと対立している若者たちだ。

　彼ら──しいて言うなら若者派閥──が長老たちに反抗するのは、彼らの主義が長老たちのそれとは対立するからこそだ。

　森という危険な場所で暮らす以上、より優れた能力を持つ者に従った方が村のためであり、長く生きているといっても後進に能力で劣るならば、席を譲るべきだという意見を持つ。

　いうなれば、長老たちが伝統や伝承を重んじるのに対し、若者派閥は能力至上主義なのだ。

　なので、長老たちが純粋な能力──この場合は魔法や戦闘力などの目で見てわかるもの──で優れているのであれば若者派閥も従っただろうが、残念ながら長老たちにはそこまでの能力はなかった。そういう人物が何かにつけて口を挟んでくるのは彼らからすれば鬱陶しいものでしかなかった。

　それでも完全な対立にまで発展していないのは、この村で彼らが敬服する四人──狩猟頭、ブルーベリー・エグニア、薬師頭、祭祀頭──が長老たちとの対立を望んでいないからだった。

　しかし、ここに一石が投じられた。

　アウラの存在だ。

　素晴らしく優秀な野伏レンジヤー。彼女が旅人であるということを差し引いても、アウラの言葉は彼らの中では非常に重い。これまで信望を集めていた村の四人と同等かそれ以上だ。

　だからこそアウラの考えが気になって仕方ない。

　ちなみに若者派閥の中でも過激な意見を持つ者たちが信者ダークエルフたちだ。

「それでどうなると思う？」

　若者の一人が視線を動かさずに皆に問いかける。

　視線の先にあるのはアウラの叔父からの土産だ。自分が分配すると言い出す者が現れなかったため、ひとまずは村の共同倉庫として使われているエルフツリーまで運んできたところだ。

「誰が分配するんだろうな。長老たちか？」

　いつものパターンならばそうなるだろう。こういった時にしゃしゃり出てくるのが長老たちだ。なので、普段なら自分たちが先に配ってしまおうという意見が出るのだが、今回は誰も言い出さない。それどころか──

「──それでも構わないかもしれないな」

　という意見が出る有様だった。

　これはやはり彼らが尊敬しているアウラが関係している。

　アウラが来た際、彼女は自身の部族に伝わるような礼儀作法を見せることはなかった。そのため、森の外ではそういったものは廃すたれているか、能力のある者は気にしていないという、若者たちの考えは正しいと後押しされた気がした。

　しかしながらアウラの叔父──アイン・ベル・フィオールが登場したことで、その考えに疑念が生じた。

　叔父であるダークエルフ──少しエルフの血が混じっていそうな──の挨拶は何を言っているのか分からないものだった。こんなところで意味のないことを言うはずがないので、あれは間違いなく長老たちの言う礼儀作法に則った挨拶なのだろう。

　先に来てそういった素振りを見せなかったアウラと、後から来て儀礼を重んじた叔父。

　この違いはどこから来るのか。

　口には出さないものの、皆がすでにその答えを導き出していた。




　子供と大人の差、だ。




　叔父である彼は、二人を遊ばせてくれ、と要望を出してきた。つまりあれほどの力を持つアウラを単なる子供として扱っているということになる。

　あり得ない話だ。

　確かに森という厳しい場所で暮らすにあたって、子供がまず学ぶべき大切なことが礼節かというとそうではない。それよりもっと沢山の大切なこと──生存に関係することを教え込む必要がある。

　それゆえ、子供が礼儀作法を完全に知らないのも無理はないし、長老たちだって子供に礼式を厳しく教え込もうとする様子を見せたことはない。

　それを踏まえた上で問題になるのは、アウラの叔父はなぜ長老が来るまで儀礼的な態度を見せなかったのか、だ。

　アウラの叔父には、その場に集まった者たちがアウラ同様の子供に見えたからではないだろうか。若者派閥の者だけではなく、その場にいる誰も叔父に対して正しい礼儀を示さなかった。そんな作法を知らない子供に、大人はどういった行動を取るだろうか。

　まさか大人の方から礼儀作法に則った挨拶などをするはずはないだろう。子供と同じ目線で相手をするはずだ。

　今まで軽視していた意味のない儀礼には、意味があったのだ。それは相手に敬意を示すための記号であり、そして彼は長老たちだけにそれを示した。

　それが答えだ。

「我々が大人の外見をした子供と叔父殿に思われていた場合、土産を我々が勝手に分けたら、この村は子供が支配する──もしくは礼儀も知らない蛮族の村だとみなされるかもしれない」

「作法に準じた挨拶ができないからといってそれだけで子供だとは判断しないかもしれないが……するかもしれない。もしそうだった場合、彼が都市に戻ったときに、森に住むダークエルフの村では子供のような輩やからが幅を利かせていたと周囲に語られるとなると、な」

「……業ごう腹はらだ」

「ああ、同感だ。この村が外で笑われるというのは少し──いや、結構不愉快だ」

「……向こうから作法を守った挨拶をしてこなかったのは、こちらがどの程度のものか値踏みするため、だったんだろうな」

「ああ、もしこちらがちゃんとした作法に則った対応を取ったら、フィオール殿の態度は違っていたと思う」

　はめられたという気持ちは確かに少しある。ただ、悪意があってやったというわけではないかもしれない。というよりも悪意を持ってこちらと接触して、向こうに何の得があるというのか。無論、ただ彼の性格が悪いだけ、という可能性もないわけではないが。

「……なんとなく納得できないが、やはり作法を守って挨拶をした長老たちに任せるほかないな」

　長老たちには礼儀作法にかなった挨拶をしていたようなので、長老たちも礼儀正しい態度を取ったのだろう。現状、叔父は長老たちのほうに敬意を払っていると考えられる。長老らが土産を分ければ叔父も変に思わないだろう。

「そうだな。我々が何もしなければ長老たちが勝手に分けるだろ。あとは……あの場に来ていなかった薬師頭か祭祀頭にお願いするしかないが……どう思う？」

「あの二人……特に薬師頭は絶対に嫌がるぞ」

　薬師頭はこういったことを面倒がってやらないタイプだし、祭祀頭に振れば長老たちに任せるという話になるだろう。

「……よし。結論は出た。とりあえず我々は頼まれた仕事はこなしたんだ。さっさとここを出よう」

「ああ、そうしよう。後は……長老たちから最低限の作法を学んでおいた方がいいのか？」

　若者たちは嫌な顔をする。

　今までは礼儀作法など無駄だと断じてきたのだから。しかし、遠方から来た強者たる客人が再び作法にかなった対応をしてきたときに、子供扱いされることは二度とごめんだ。

　ただ、ここで長老たちに頭を下げるのも嫌だ。

　複雑な心境の若者たちは、胸の奥底から深いため息をついた。

「それに……フィオール殿と弟殿が来られたら歓迎の宴を開くという話だったが……どうする？　きっと宴にも礼儀にかなったやり方というものがあるはずだ。礼を欠いては恥だぞ？」

「宴なら大丈夫だろうが……この村が礼儀を知らない子供の集まりだと判断されるのは不味い。宴の仕切りは長老たちに任せよう」

「それがいい。あの長老たちなら……認めるのは癪しやくだが、その辺はちゃんとやるだろうからな」
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　長老たち、若者たちが各々今後のことで頭を悩ませていたとき、さらに頭を悩ませている者がいた。

　六人の子供たちだ。

　円陣を組むように集まった彼らの中で、最も頭を悩ませているのは最初にアインズに飴をもらった──つまりは直接アウラのことを頼まれた子供だった。

　遠方の都市という未知なる場所から来たという少女に、子供たちが強い好奇心を抱いたのは事実だ。今も興味があるし、仲良くなりたいし、遊んでみたかった。にもかかわらず、遠巻きに眺めるだけで決して近寄ったりしなかったのには理由がある。

　生きている世界が違うのだ。

　村一番の狩人を超える腕を持つ少女というのは、年齢的には自分たちぐらいだとしても、立場としては天と地ほどの差がある。そんな人物においそれと近寄って話しかけることなどできるはずがない。

　自分が尊敬する超有名人を見かけても、話しかけることすら躊躇ためらうのが普通だ。

　しかし、今からそれをしなくてはならない。

「どうするんだよ……。何して遊べばいいんだよ……。運動神経を競わない遊びってなんだよ……。つまり体を使った木登りとか以外、っていう意味だろ……？　そんな遊びねぇよ……」

　ダークエルフの子供たちがアウラを遊びに誘うのに前向きなのは、飴をもらった手前というのもあるが、それ以上にやはり彼らがアウラと遊んでみたかったというのがある。ある意味、アインズの提案は渡りに船だったと言えよう。

「葉っぱの中は？」

　葉っぱの中というのは他の種族でいうところのかくれんぼだ。

「今日来た男の子は知らねぇけど、あっちの女の子は超すっげぇ野伏レンジヤーだぞ？　一瞬で見つかるっての。相手にもされねぇよ」

「見つかってもいいじゃん。遊びっていうのはそういうんじゃないだろ？」

「ばっか。遊んでもらうのと、一緒に遊ぶのじゃちげぇだろ？」

　それを聞いた他の子供たちがぷひゅーと口笛を鳴らす。

「クーちゃんかっけー」

「さっすがー」

「おいおい。当たり前のことを言うなよ」

　クーちゃん──オレンジ・クーナス。アインズから飴をもらった子供が自慢気な笑みを浮かべつつ、まあまあと皆を両手で制した。

「まぁ、俺がカッコいいって事実は置いておくとして、何か、こう、運動神経を競わない遊びって、お前たち思い浮かぶか？」

「木のぼ……競うよなぁ」

　うーんと考え込んだ子供たちの中で、年上の少女が言う。

「それだったらさ、あの子たちが都市でやっている遊びを教えてもらえばいいんじゃない？」

　クーナスは「はぁ」とこれ見よがしのため息を吐き出してから端的に答えた。

「ばっか」

「ばかって何よ！」

「──何、怒ってんだよ。あの人の話を思い出せば当然だろ。あの人は都市ではできないこの村ならではの遊びをやらせてくれって言ってただろ？　もう忘れたのか？」

「……そうだったっけ？」

「そうなんだよ。だから都市じゃできなそうな……遊び、なんだよなぁ。というか都市じゃどんな遊びをしてんだよ。それを聞くところから始めるべきなのか？」

「村ならでは……だったら森にでも行く？」

「止めろ！」一人の提案を受け、クーナスが厳しい顔をした。「お前らだってアー君がどうなったか知らないわけじゃないだろ!?」

　全員が押し黙る。中でも発言した子は顔を青くしていた。

　村の中は比較的安全だが、村の周囲は違う。森に子供だけで遊びに行けば、危険が降りかかる。確かに一回や二回は大丈夫かもしれない。しかし、その幸運は何度も続かない。戻ってこられない子供が出る。そしてそれに対して大人が何か対策を講じることもない。

　子供たちの集まりに監視をつける、長い紐をつけるなどの単純なことさえしない。

　大人の言いつけを破り、危険にさらされた結果、戻ってこられない者がいてもそれは必要な犠牲だとみなしているのだ。

　一人の子供が死ぬことで、森の危険性を他の子供たちに教えることができるのであれば、それは大きな損失ではない、と。

　逆に森の危険を知らないまま大人になる方が怖い、と。

　実際、子供時代の友達が森の犠牲になっていない大人はこの村には誰一人いない。だからこそ彼らは十分に森を恐れ、そして警戒してこの村での生活を営んでいける。この森で生きるとはそういうことなのだ。

「あの女の子が凄腕の野伏レンジヤーだから、大人と一緒に行くよりも安全だ、と考えてるのは分かるぜ。でも、俺たちじゃ危ないんだよ。エイルズと──」クーナスは最も小さな男の子を指さした。「──俺とじゃ体力とかが全然違うだろ。せめてすぐに木に登れるとか出来なくちゃダメなんだよ」

「だったらどうするのさ」

　結局はそこに行き着く。

「やっぱ、あの二人から都市ではどんなことをして遊んでいるか、を聞くかぁ」

「っていうか、都市ってどんなところなの？　やっぱ、ここより木がたくさんなのかな？　あの子がすごい野伏レンジヤーになれるぐらい獲物がいっぱいなの？」

　子供たちは顔を見合わせたあと、自然とクーナスを見つめる。

　クーナスは勝ち誇った顔をして答えた。

「あの子と一緒に狩りをした大人から話を聞いているんだぜ」

「さっすが、クーちゃん。すげぇー」

「ほんとすげぇよな、クーちゃん」

「へっへっへ。……都市っていうのは、ダークエルフやエルフだけじゃなく、いろんな種族の奴らがたくさんいるところらしいぜ。そんで木とかは全然ないみたいなんだ。その代わり、レンガとか漆しつ喰くいとかいう土で作った家がたくさん建っているんだってよ」

「土で……。茸蟻人グリエイクたちみたいな感じなのかな？」

　この森に住む種族の名前を出す。

　グリエイクも雑食性だが知的生物までは食べないので、ダークエルフとは森で会ってもお互いに無言で離れるような距離感を保っている。

　そんな彼らの住居は、土で固めた箱のような形をしているらしい。

　子供たちはそんな箱がたくさん立った草原をイメージし、理解できないとばかりに首をひねった。

「うわ。なんかすごいところから来たんだな……」

「ちょっと都市の話を聞いてみたい気がしてきた……」

「あのさ。でも、聞いたところでその遊びを都市でもしたことがあったら、こっちが準備していた遊びの数が減るだけでしょ？　つまり遊びの内容を幾つも用意しておかなくちゃならないわけじゃん」

「あー」

　再び、全員で考え込む。

　本当に難しい。

「あのね、ままごとは？」

　最も小さい女の子がぽつりと言う。

　三人の年長の男の子たちが少し嫌な顔をした。彼らは流石にそれはもう卒業したと言いたいのだろう。しかし──クーナスだけが途中からそれも悪くないかという顔をする。

「確かにそれなら運動神経を競ったりしないよな。いや、それしかない！」

「でも森ならではの遊びじゃないじゃん。それこそどこでもできるよ！」

「村ならではのままごとにすればいいんだよ」

　村ならではのままごと。

　どんなままごとなのか、発言者であるクーナスを除いて誰も分かっている様子がなかった。

「それによ、後から来た男の子。あの子はあんまり運動が得意そうじゃないし、ままごとは悪くないかもな。あれくらいの歳なら、まだままごと、するだろ？」

「しないよー」

　一人の──アウラたちと同じぐらいの年齢の男の子が言うと、周りの子供たちが「えー」と反論する。

「お前、一人でままごとやってたじゃん」

「あれはままごとじゃないよ！　ダークエルフの英雄ごっこだよ！」

　子供たちの話題はダークエルフの英雄ごっこはままごととはどう違うのか、ということに移っていった。
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　ブルーベリーの案内を受け、アインズが到着したのは一本のエルフツリーだった。無論、アインズはここにアウラが泊まっていることは知っていた。なので、案内など不要だが、アインズが来たのは今日が初めてということになっている以上、知っている素振りを見せるわけにもいかなかった。

　外に姿がないということは、二人はどうやら先に家の中に入っているようだ。

「ご案内ありがとうございました」

　何か気になる点でもあるのか、二人がいるエルフツリーを窺う素振りをしていたブルーベリーが少し残念そうな声を出した。

「お役に立てたようで良かったです。他に何かあれば仰ってください。荷物を家の中まで運びましょうか？」

「い、いや、そこまでしていただいては申し訳ない。どうぞお気遣いなく」

「そうですか？　何でも申し付けていただいていいんですよ？」

　なぜだか知らないがぐいぐい来る。

　人にはパーソナルスペースというものがある。ダークエルフはこれが普通の人間よりも近いのだろうか。

　考えてみると、この村のように、周囲にモンスターが出るような危険な場所で暮らすということは、協力し合わないと生きていけないということでもある。もしかするとそれがこういったところにも表れているのかもしれない。とはいえ、頼みたいことは本当に何一つとしてない。

「いや、本当に何もありません。ここまで案内してくださっただけで十分ですから」

「そうですか……。それではフィ……ア、アウラさんにもよろしくお伝えください」

（……なんでアウラだけ？　……あ！　そういうことか！）アインズは答えに思い至る。（……しまったな。マーレのことを紹介してなかったじゃないか。アウラが名前を呼んでいたが、それだけではな）

　ただ、大人にマーレのことを紹介するメリットは大してない。子供たちに知ってもらえればいいので、その辺はアウラに任せればいいだろう。

「分かりました。伝えておきますね」

　何度もこちらを振り返るブルーベリーを見送り、アインズがエルフツリーの中に入ると、案の定、二人が待っていた。

「ご苦……」そこでアインズははたと口ごもり、かける言葉を訂正する。「いや、待たせたね、二人とも」

「早速なんですが、それでこれからどうされる──」

「──待った。過度な敬語はやめよう。野伏レンジヤーであるアウラの耳であれば、この村のどんなダークエルフが忍び寄ろうが、その足音を聞き逃すことはないと重々分かっている。すなわち、今、この場が安全であり、どんな言葉遣いをしても問題はないということも。だが、演技というのは常時していなくてはちょっとしたことからぼろを出してしまうもの。──この村にいる間、私はアウラの叔父だ。敬語を使う必要はない」

「うぅ」とアウラがうめき声をあげる。そしてチラリと隣にいるマーレに視線をやると、少しだけ視線を落とし、それから上目遣いでアインズを見ながら問いかけてきた。

「えっと、叔父さん。これからどうするんですか？」

　横では同意見だとマーレもコクコクと頷いている。

「グッド。いいぞ……いや、私もアウラの叔父としてこういうしゃべり方は不味いな。先ほどと同じような感じで……いいよ、アウラ。こんな感じかな？」

　アウラが苦笑いとも、困っているとも、照れているとも言えるような表情を見せた。ダメという態度ではないことを確認し──ダメと言われても普段よりも親しみのある態度を取るつもりであるが──アインズは二人に告げる。

「──さて、いや、えっと、かな？　とりあえずは当初の予定通り、最長で一週間、この村に滞在する予定は変わっていないさ……よ、の方がいいかな？　状況がどのように変化するか、しているのか分からないから断言はできないけど、のんびり過ごして、情報を収集するつもりだよ」

「あ、え、っとですね、叔父さん。情報ってですね、どんな情報なんですか？」

「グッド、マーレ。いい感じだぞ」

　普段とあまり口調が変わっていないような気もしたが、とりあえず褒めておく。マーレの照れた顔を一瞥したのち、説明を始める。ここに来る途中でもマーレからは質問を受けていたが、アウラが一緒にいる時に説明すると言って時間をかせいでいたのだ。

　おかげで言い訳をちゃんと用意することが出来ていた。

「全て、だよ。このダークエルフの村での全てなんだ。というのも今後二人には、普通のダークエルフとして行動してもらう時が来るかもしれないだろ？　いや、そういった時は来ないかもしれないけどね。ただ、そういった時が来た場合、ダークエルフの常識を知らずに行動しては怪訝に思われることになるだろう。なので、今のうちに将来のことを考えて、この村でダークエルフの常識に少しでも触れることが出来ればって考えているんだ」

　なかなか上手い言い訳ではないだろうか。そして重要なのはこれからだ。

「特に二人は一般的なダークエルフの子供の演技をしてもらう必要があるかもしれない。だから子供たちと遊んでみたらどうだろう？　もちろん！　これは命令なんかじゃないよ。もっと別のいい方法があればそれで構わないんだ」

　二人に友達を作るという計画からすると、この指示はぎりぎりだろう。もう少し踏み込むと命令になってしまうし、踏み込まないと子供を相手にしない可能性が高い。

　ただ、二人が少し不思議そうな表情をしたのが想定外だ。

（え？　なんで？　……何度もシミュレーションを重ねて練っただけあって完璧だと思ったけど、何か抜けがあった？）

「法国の情報はよろしいんで……えっと……いいの？」

　アウラの質問に今度はアインズが不思議そうな表情を浮かべてしまう。とは言っても、幻影の顔は微動だにしないが。

　なんで法国の情報なんて話が出てくるんだろう、とアインズは心の中で首をかしげる。

　ここに来るのは有給休暇だという話をナザリックでしたはずだ。これはナザリックがアインズやアウラ、マーレという上位陣が抜けても問題なく機能するかどうかというテストも兼ねている的なことも言った記憶がある。しかし──

（──法国の話はしなかったよな？　いや、あの魅了したエルフの時も法国の質問を提案してきたし……。なんでだろう？　あ、そうか！　ナザリックにいる元奴隷エルフのことがあったから近親種族なので心配しているということなのかな？　この二人はアルベドやデミウルゴスとは違ってカルマがそんなに低くなかったから）

　王国で二人がやったことは無視しておく。

　だいたい、この二人が抱いているかもしれない親近感はエルフとダークエルフに対してだけかもしれないし、単純に人間は嫌いなのかもしれない。

「ああ、そうだね。もし法国の情報も手に入るならお願いしたい」

「はい！　分かりました！──あれ？　うん。分かったよ……？」

　まだ慣れていない様子のアウラに笑いかけ、アインズは荷物の口を緩める。

「よし。それじゃ、最長一週間も暮らすんだ。荷物を整理していこう」

　アインズたちはドワーフが作った食器など様々なものを持ちこんでいた。結構な荷物になったが、これはダークエルフたちの興味を引くためのもの。先ほどのお土産と同じだ。そのためにも適当に置くのではなく、魅力あふれるコーディネートが要求される。

　つまりはモデルルームを作るのだ。

　美的感覚に全く自信のないアインズが双子と協力して木を飾り付けていると、アウラがその手を止めた。

「叔父さん。一直線にこっちに向かってくる足音が六つ。気配を消して接近してくる様子ではないです。軽さからすると子供、かな？」

　お、とアインズもその手を止め、入り口へと視線を動かした。まさか今日のうちに来てくれるとは思ってもいなかった。子供たちに感謝の念を送っていると、入り口から飴を渡した少年が顔を覗かせた。

　他人の家を覗き込む行為は一般的には無作法と言うほかないが、この村においてはこれが普通のようだ。

「やぁやぁ、もしかしてアウラとマーレを遊びに誘いに来てくれたのかな？」

「え、あ、はい。そうです」

　部屋の様子に少し驚いたのか、おどおどと答える少年に対し、アインズは破顔した。

「そうかい。そうかい。待っていたよ。さぁ、二人ともこの子たちと遊んでくるといい」

「え？　あ、あの、お、叔父さん。でも、ですね。お部屋の方が片付いてないですけど……」

「構わないさ、マーレ。後は叔父さんがやっておこう。この叔父さんに任せておきなさい！　おっと、叔父さんは自分の美的感覚には自信がないからね。後でもっとこうしたいということがあれば、それに従うぞ！」

　はっはっは、と笑うアインズに、アウラとマーレが驚いたような顔をした。

　確かに普段のアインズなら「はっはっは」などとは笑わないだろうからその気持ちは分からないでもない。少しキャラ作りがわざとらしかったか、などとは思いつつも、後で問われれば幾らでも演技だと言い張れる。

「──叔父さんがそう仰るんでしたら……。分かった！　そっちに行くからちょっと待ってて！　それじゃ、マーレ、行こうか」

「う、うん」

　双子が出ていき、アインズは心の底から満足げな笑みを浮かべた。

（あの誘いに来てくれた子供たちに感謝の証あかしとして、更に飴をあげたいところだな！　いや、待てよ……？　子供たちが飴欲しさに自分たちを遊びに誘ってきたとあの二人が知ったらどんな反応を示す？　ショックを受けるかもしれないな）

　正直、二人がそこまで繊細だとは思わないが──

（──俺は茶釜さんではないからな。あの二人のことをすべて知っているわけではない。ならば、やはりここはショックを受けると仮定した上で行動すべきだろう。危険を冒す必要もないな。これでトラウマになって友達を作らないなんて言われたら、茶釜さんに顔向けできないものな。しかし、どんな遊びを二人はするんだろう）

　アインズは目を細め、かつてを懐かしむ。

　鈴木悟の輝かしい時代。ユグドラシルというゲームに集まった四十人──そしてもう一人の姿を思いだす。

　あそこに集まった仲間たちは──それぞれ生きる世界が違った。

　巨大複合企業メガコーポのアーコロジーに暮らす者。それよりは劣るがドームシティで生活する者。そして鈴木悟のように過酷な環境に生きる者。そしてより劣悪な環境で耐える者。

　普通であれば接点がなかったであろう赤の他人を同じ遊びが結び付けた。

「……遊びは垣根を越える。越えてくれるんだ。いや、遊びだけが越えられるというのが正解なんだろうな。そして……生きる世界が違っても友達になれる。俺が……俺たちがなれたように……」

　圧倒的強者である守護者と脆ぜい弱じやくな子供。ここを離れれば接点はなくなるだろう。それでも──

「──友達という存在は素晴らしい、と知ってくれたら嬉しいものだな」

　当然のことだが、視線の先にあの二人の姿はない。

　それでもあの双子の姿が見えるようだった。

　子供たちと遊んで、気が合わないのであればそれは仕方がない。

　アインズだってそうだ。ユグドラシルに接続していたプレイヤーの数がどれだけいたのかまでは知らない。かなりの数がいたのだろう。それでも友人と言える存在はたったの四十一人だけだった。

　出会った全ての者と友人関係を築けるわけではない。

　二人が友達になってもいいと思える者に出会えるチャンスがあればいいのだ。そして友達を作るというのは悪くないと知ってもらえればここでの全ては成功だ。

　アインズは指輪を嵌はめていない右の薬指に目を落とし、ちょっとだけ笑うと──

（──前にも考えたが、デミウルゴスやアルベド、シャルティアにも友人を作るような努力をすべきなのか？　………………まぁ、いいや）

　あまりその辺は考えないことにする。少し考えただけでいい気分が台無しになってしまったのだから。

（それにしても──なぜ、俺のところには誰も来ないんだ？　〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉で話を盗み聞きしていた感じでは、そろそろ歓迎の宴を開いてくれるはずだろ？　その話をいつになったらしに来るんだ？　まさかサプライズで開くつもりなのか？）

　こっちにも都合というものがあるので、急に招かれても困るのだ。

　何よりアインズは食事を取ることが出来ない。どのような宴が開かれるのかまでは分からないが、普通ならこの村の権力者たちが集まる中でアインズの前にも料理が並べられることだろう。その料理に一切手を付けないという状況を、相手はどのように受け止めるだろうか。

　良く思われないのは間違いない。

　これが全く異なる種族であればそんなこともあると思うだろうし、口に合わない料理を提供したホスト側が責められるべきだ。しかしながらアインズは幻術で同じダークエルフに化けているのだ。

　アレルギーなどで一部の食材を食べられないというのはあるかもしれないが、全ての料理が食べられないというのを普通の言い訳で誤魔化すのは無理だろう。

　だからこそ、先手を打って理由を用意しておく必要がある。

（それともこっちが疲れているだろうと遠慮して、すぐには来ないつもりか？　その場合、宴自体を開くのも遅らせてくれるのであれば構わないんだが、準備が整ってから来てもらっても困るんだよな。……こちらから会いに行くか？）アインズは少し考え、首を横に振った。（いや、止めておこう。だったら……誰か来ればそのダークエルフに伝言を頼む形がいいか？）

　アインズは完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル状態で村に潜んでいた時に目にした光景を思い出す。

（朝晩の食事を一緒に運んでくるのが常だったが、時間的にはそろそろ、か？　なら料理を持ってきた人物に聞いてみるのはどうだろうか？　それともあれは旅人であるにもかかわらず、野伏レンジヤーとして獲物を村に渡したからこその分配なのか？　そうなると働いていない俺たちには食事が運ばれてこない？　いや、そんなことはないはずだ。アウラがしっかり働いていたし、あれだけの土産を持ってきたんだ。一週間ぐらい働かなくても食べさせてくれるだろう）

　無論、アインズだって働かないつもりはない。魔力系魔法詠唱者マジツク・キヤスターと名乗っているのだ。必要な時が来れば、第四位階までであれば魔法だって行使するつもりだし、アウラの代わりに獲物を獲ってくる気でもいる。

　今後の関係がどうなるか分からない以上、施しを受けるつもりはない。

（まだ時間的に早いだけかもしれない。来てくれたら言えばいいし、来なかったらこっちから出向けばいい。それに……行って、得たい情報もあるしな）
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　アウラは主人に送り出されてから、ずっと頭を悩ませていた。

「ダークエルフの常識を学ぶために子供と遊ぶ」が主人の提案だった。しかし、それには疑問が浮かぶ。

　子供が常識を知らないとか、非常識な存在とかいうわけではないが、子供から学んだことをダークエルフの常識と捉えるのは不合理な気がする。大人たちから学べるものこそがこの樹海に生きるダークエルフたちの常識というものではないだろうか。対比するための正しい常識を知らないのに、子供たちから学ぶというのは危険に感じられるのだ。

（誤った常識を演じることこそ子供らしいということかもしれないけど、そういう狙いで送り出されたのかなぁ？　そっちの方が子供っぽいっていう意味で）

　考えすぎかもしれない。しかし、出立前にアルベドから言われた、頭を常に働かせておけという言葉が脳裏をよぎる。

　いま主人に侍はべっているのは自分たちだけなのだ。ならばありとあらゆることに頭を働かせ、守護者の代表として恥ずかしくない姿を見せるべきだ。

　グリのネックレスを握り、力を発動してマーレに語りかける。すると即座に反応が返ってきた。

　そこで自分の考え──疑問などを双子の弟に伝える。

『──うん。僕もそう思う』

　返答するマーレはネックレスを握り締めていない。これは先に送信した側が発動の際──アイテムの起動──に必要な動作であり、会話を続ける場合でも受信した側はする必要がないためだ。

『そうするとやっぱり……いっしょに遊ぶのは常識を学ぶ以外にも何かの狙いがあるってことでしょ？　それは一体、なんだと思う？　この村に来る際に友好的に、ってことを仰っていたから、その一環？　あたしたちが子供と遊ぶということが友好的であるということのアピールになるから？』

『それもあるかもしれないけど……うーん……。あ、もしかすると子供を取り込む？』

『えー。それだったら大人を引き込んだ方が良くない？　邪魔だと思っていたけど、簡単に引き込めそうな奴らもいるし』

　ますます子供と遊ぶ意味が分からなくなってくる。

『だったら、アインズ様は子供を利用して何かすることを考えられているのかなぁ』

　マーレに言われ、アウラは前を歩く六人の子供の背中を眺める。

　弱く脆い存在であり、地位も高くない。利用価値がどこにあるのか謎だ。

『どんな利用方法がある？　人質？』

『完全に否定はできないけど、それはあまりないと思うなぁ』

『子供……。子供……。子供を利用して情報収集？』

『うーん。でも子供がどれだけの情報を知っているんだろう？』

『それだよねぇ……』

　子供だけが握っている情報が重要なものであるというのはちょっと考えにくい。それとも多角的に分析したからこそ子供の情報も欲しているということなのだろうか。

『というか、さぁ、あんたさっきから否定ばっかりじゃない。何か、これだ！っていう推測はないの？』

『うーん……』少し時間をおいてから再びマーレの声が響く。『あ！　ここの子供たちをエ・ランテルに連れていくことを考えられているんじゃないかな？』

『なるほど……。それはあるかもしれないけど、でもそれだったらやっぱり大人の方が良くない？』

『あんまり物事を知らない子供の方が簡単に丸め込めるとか……。ううん。もしかすると子供だけじゃなくこの村の全員を、とお考えかもしれないよ？』

『あー、そうか……。でもさ、村のダークエルフ全員が対象だったら、何も子供たちと親しくなるために遊べなんてことは仰らないと思うのよ』

　もしマーレの言う通りであれば、やはり大人を取り込むように動くはずだろう。子供の意見が非常に強いというのなら別かもしれないが、アウラが滞在したこの三日間に、村にそんな様子は一切見受けられなかった。

　どれだけ考えても子供に特別な価値があるとは思えない。

『じゃあ、やっぱり友好的な関係を培い、子供から情報を収集しろ、とかじゃないかなぁ……』

『それしかないかなぁ……。でも考えてみると確かにそうかも。というか、悔しいけどそれ以外に浮かばないというか……。まぁ、大人なら口が堅いかもしれないけど、子供だからぽろっと情報を漏らしてしまうとか。うん！　情報をすごく大事にするアインズ様だったらお考えになりそう！　なら色々と話題を振らないとね』

『お姉ちゃん、頑張って……』

『あんたも頑張りなさい。二人だけなら普通に喋れるんだから、練習よ、練習』

『ネックレスを使っているからだよぉ……』

　前を歩く子供たちの足が止まった。

　村の一角だが、遊具なども見当たらず特に何があるというわけではない。無論、そういったものがこの村のどこにもないのは村を散策した段階で知ってはいたが。

　いや、とアウラは自分の考えが間違っていることに気が付く。

　もしかしたらここにいる子供の誰かが魔法で木から遊具を生み出すということは十分にあり得る。

　野伏レンジヤーとしての自分の感知範囲には、こちらを窺っている大人が──一人。

『あ、あいつだ。またこっちを見ている』

『誰なの？』

『視線は送らないで。あたしたちの左斜めの方向にこの村で一番の狩人がいるの。あいつ、この村に来てから、時々、あたしの方を見ているんだよね。でも近寄ってはこない』

『怪しんでいるけど、確証がないから監視にとどめているって感じかな？』

『そんな感じ。マーレも怪しまれるような行動は取らないように注意してね。後でアインズ様にもお伝えしておかないと』

　アウラは努めて男を無視する。

　優れた野伏レンジヤーである自分が気づかないと思っているのだろうか。それとも気づかせることが狙い──監視しているぞ、という無言の牽制のつもりなのだろうか。

　うざったいが殺すことはできない。もし殺すなら主人の許可を貰った上で、アンキロウルススやそれ以外の魔獣などが殺したような状況を作り、簡単なアリバイ工作もしなくてはならないだろう。

　まぁ、魔獣使いのアウラであれば簡単に出来ることだが。

「……それでこんなところで何をするの？」

「おう！　ままごとをしようぜ！」

　最も大きな男の子が大きな声を出した。勢いでこっちを頷かせようとするかのようだった。

（──ままごと？）

　それがどんな遊びか一応アウラも知っている。

（ロールプレイの一種だよね。確か……ペロロンチーノ様が「俺は赤ん坊になってママによしよしされたい」って言ってたって、ぶくぶく茶釜様が嘆いていたけど……そういうことをするの？）

　アウラは自分がシャルティアの頭を「よしよし」と撫でる光景を思い描く。

（あー、なんかそれっぽい……。でも、あたしがそれをする、もしくはされるのかぁ……）

　ママ役ならまだいいが、赤ん坊役というのは恥ずかしい。というよりもロールプレイとはいっても至高の存在に階層守護者として作り出された自分が赤ん坊の役などをやったら、それはぶくぶく茶釜様に対する非礼ではないだろうか。

（ペロロンチーノ様の話をされたときにやまいこ様と餡ころもっちもち様は笑ってらっしゃったけど……。ぶくぶく茶釜様はお怒りになるかも……）

　やりたくないと言うことは簡単だ。しかし──情報収集をするため、相手の口を軽くするためにも受け入れる必要があるかもしれない。誰だってそうだ。自分の提案を受け入れた人間と、拒絶した人間。どちらの方に好感を持つだろうか。そして同じ遊びを共にした方が、普通は仲良くなれる。

　一方、やりたくないと言った場合はどうなるだろうか。

　ならばどんな遊びをするんだ、と問われたときにうまい提案をできる自信はアウラにはなかった。

　アウラだっていくつかの遊びを提案することは出来る。例えば、駆けっこ、木登り、チャンバラなどだ。しかしながらこういった遊びは能力などの差によって勝敗がはっきり決まってしまう。そしてアウラやマーレ──特にマーレの方だ──と肩を並べられる身体能力を持つ子供などいるはずがない。

　そうなると結果の分かり切った面白くない遊びとなるだろう。彼らの気分を良くしてやるために、程よく負けてやることはできる。が、アウラがウルススの王を撃退した──ということになっている──のは周知のこと。そんな強者が駆けっこをして「わー負けたー」などと言い始めたら、子供にだって接待プレイであることは分かるはずだ。そんなもので仲が深められるなら、子供たちこそ余程できた人物だと言える。

　では遊ばない、という選択肢はどうかといえば、それはあり得ない。

　絶対なる主人が「遊んで来い」と言ったのだから。

　ならば──

「お、お姉ちゃん……。も、もしかして……」

　視線を向けた先にいたマーレがぎょっとした顔をした。おそらくはアウラと同じことを思い出し、同じ答えに行き着いていたのだろう。

　そんなマーレにアウラは渾こん身しんの笑顔を向ける。

「まさに〝非常にハイレベルな仕事〟よ、マーレ！」
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　アウラとマーレを送り出し、荷物を片付け終わったアインズは壁にもたれかかると、時折、手元にある小さなメモ用紙を眺めつつ、ぼんやりと天井を見上げていた。

　暇である。

　元々荷物がそんなにあったわけではないので、片付けなどすぐに終わる。インテリアコーディネートに関しては後で二人と相談すればいい。

　それにしてもすぐに誰かが来ると思っていたのだが未だに誰も来ない。

　アインズは手元のメモ用紙に目を落とす。

　そこに書いてあるのは、ダークエルフの村に来てから起こり得るとアインズが考えた事態とその対処法だ。しかしながら、誰も来ないということはまったく想定していなかった。

　自分の考えたシナリオには、いきなり穴があった、と認めざるを得ない。

　ショックなどはない。所詮は一般人である自分のプランニングなどその程度だろうと思っているからだ。重要なのはここからどうリカバリーするかだ。

　即座に思いつく道は大筋で二本。一本はここでどっしりと構えること。もう一本は自分から動くというもの。

　アインズが選んだのは前者。すれ違いを避ける道を選んだのだ。

　しばらくの間、何をするでもなく待つアインズ。やはり選んだ道は間違いだったんじゃないかと不安に思い始めたころ、ようやく一人のダークエルフの女性が無遠慮に入り口から顔を覗かせた。この村での人間関係は、常にこんな距離感である。そんな彼女はアインズと目が合うと、少し驚いたような素振りをした。

　アインズはそこに少し違和感を抱く。

　アインズがいたというのがそこまで驚くようなことだろうか。

（いや、人の家──借りているだけだが──を覗きこんで中の人間と目が合ったらそんな反応をするのも当然か？　ダークエルフの人間関係の距離を考えるとちょっと違う気もするが……）

　女はアインズに挨拶するように頭を一度下げると視線を床に向け、室内に入り、持ってきた皿を床に置く。

　ダークエルフはエルフツリーの中でも靴を履いたままだ。なので口に入れる食べ物の皿を床に置かれるのは個人的に思うところがあるが、彼らは床に座って食事をする──アインズが見た限りテーブルを使う人は半分以下だった──ため、これが当たり前なのだろう。

　そしてそれ以上に気になる点がある。

　アインズと女の距離はそこまでない。手渡そうと思えば数歩進むだけで済む。にもかかわらず、無言で床に置いたのだ。しかも最初に顔を覗かせた時以来、一度も視線が交わっていない。

　アインズだって分かる。

　彼女にこちらと話す気はない。

　ただ──敵意や軽蔑、嫌悪感、そういった悪感情は感じられない。持ってきた皿を置く時だってとても丁寧な態度だった。彼女がそういう──喋るのが苦手だったりする──タイプの女性だという方が納得できる。

（いや、それ以外にも警戒しているという線だって考えられるな。あのアウラと同等の力を持つ大人が来たんだ。こっちの素性を知らない以上、警戒するのは当然だろうしな。特に異性だし。しかし、そう思われないために土産を持ってきたり、演技をしたわけなんだが……。不味いな。……ちょっと対応に困るな）

　この女性に子供がいるのかどうかは分からないが、もしこの村の女性陣──特に母親たちが己の子供たちにあの双子と遊ぶな、などと言い出したら厄介だ。

　親の言うことを無視するのも子供だが、親の言うことを守るのも子供だ。

　アインズは考え込み、答えを即座に導き出すことを放棄する。

（結局のところ、彼女の態度が何から、どんな感情から来ているのか分からなければどうしようもないし、普段の彼女の姿を知らない俺がどれだけ仮定を重ねても答えは出ないだろう。ここで焦って結論を出すべきじゃないな）

　彼女は持っていた皿を置くと、一礼してエルフツリーを出ていった。もちろん、アインズも同じタイミングで頭を下げておいた。

　誰もいなくなった空間を眺め、アインズはふぅ、とため息をもらした。

　聞けなかった。

　なんでそんな態度なんですか、と率直に聞くことが出来なかった。とはいえ流石にそうは問いかけられなくても、それ以外にも尋ねたいこと、話したいことはあった。ただ、なんというかはっきりとした壁があるのが感じられたため、尻込みしてしまったのだ。

　彼女はああいった態度だったが次の人はもっと違う態度を見せてくれるだろう、と期待するのも悪くない。

　壁を作っている人と無理に話すよりはそちらの方がいい結果を出してくれるに違いない。

　アインズはそう考えるが、ダークエルフの女が置いていった食事を目にして、鈴木悟時代を思い出す。

（──違う！　今ならまだ遅くない！　後で問題になるより今動くべきだ）

　会社でもそうだ。

　後でミスが発覚するよりも、即座に上司に告げた方が傷は小さい。というのも自分では大きなミスだと思っても、案外そこまで大きなミスでなかったりすることがあるからだ。ただ、こういったことは、時間が経過することで深い傷に変化したりするのだ。

　そう。ダークエルフたちに早く話しておいた方がいいことは幾つかある。

　アインズはエルフツリーから慌てて飛び出す。

　先ほどの女性の後ろ姿がすぐに目に入った。ダークエルフ──エルフもそうだが──は人間よりも聴覚に優れているので、アインズが飛び出した音を聞き取ったのだろう。振り返ろうとしている。

「──失礼」

「は、はい！」

　タイミングよく声をかけたためか、よほど驚いたのだろう。声が裏返っている。

「歓迎の宴のことなのですが──」

「──そのことは長老たちにお話しください」

　かなりの早口で、被せ気味に答えられる。

　何か隠したいこと、言いたくないことがあるのでは、と疑ってしまうような態度だ。ぱっと考えて浮かぶのは──サプライズだ。というよりも、アインズにはそれしか思い浮かばない。

　確かに歓迎の宴でサプライズというのも変な話のようだが、それがダークエルフの慣習かもしれないし、ここはあえて無視するべきだろう。

「そうですか……。この村ではなんと言われているのか知らないのですが、私は今、カヨウカゼンの忌き月げつに入っているのです」

「カヨウカゼンの忌月ですか……」

「ええ、ご存じないでしょうか？」

　無論、アインズが適当に作った名称であり、儀式だ。知っているはずがないという予想は続く言葉に裏切られた。

「あ、あ、いえ、ですね……。その、どこかで、そう！　どこかで聞いたことがあるような、ないような……そんな気がするんです」

　え？　とアインズは焦る。もしかして何か似た言葉がこの村にはあるのだろうか。もしそうだとしたら不味い。これが悪い儀式などであったら最悪だ。どのように誤魔化せばいいのか分からない。

　しかしながら忌月自体は命日のある月という意味もある言葉なので、彼らにはそういう意味が伝わっているはずだ。カヨウカゼンというアインズの造語が何かとかみ合ったとしても、まだいくらでも言い訳できるはずだ。

　ちなみにアインズが忌月という単語を知っているのは会社で学んだからではなく、ユグドラシルに忌月という特殊技術があったため、どんな意味なんだろうと調べたからだ。

「そ、そうでしたか。い、いや、そうですね。同じダークエルフですものね。もしかしたら同じような言葉があるかもしれませんよね。とはいっても意味までもが同じかどうかは聞いてみないと分かりませんが」

「た、確かにそうですよね。それにですね！　私は聞いたような覚えがあるだけで、カヨウカゼンと同じだとは断言できませんしね」

　アインズとその女性は、お互いに早口で喋りつつ、引きつるような笑みを見せ合う。無論、アインズは幻術なので、表情はほとんど動いていない。

「とりあえず、今月は私にとって死者の安寧を願う時期ですので、あまり宴のような陽気な場所に出ることは避けたいのです。もちろん、この村にはこの村のルールがあると思いますので、どうしてもという場合は参加させていただきますが、私が飲食をするのはご容赦いただきたいんです」

「ええ、死者の安寧を願う月ですものね。食事をされないんですよね。分かります」

　分かるんだ、とアインズは思いながら首を縦に振る。

「という話を長老にしたいのですが、どちらに行けばよろしいですか？」

「で、でしたら、私の方で長老に伝えておきますね」

「え？　それは……ありがとうございます！　では、よろしくお願いします!!」

　先ほどの話では自分で言いに行けという感じだったじゃないか、などとアインズは言ったりはしない。そして確認をしたりもしない。彼女の提案はこちらにとっては好都合なのだから、言げん質ちを取ったとばかりにお願いする。

　やっぱり止めたとか、気が変わったとか言われる前に、あとはさっさと逃げるだけだ。

　アインズの突然の勢いに押され、目を白黒させた彼女に一方的に別れを告げ、家へと戻る。

　努めて彼女を無視した──呼び止められなかったことに安堵しつつ、借家に戻ったアインズは彼女が床に置いた皿を持ち上げる。

　ずしりとした──アインズからすれば軽いが──重さ。三人では食べ切れそうにない量だ。

　これは朝と夜の分であることは間違いなく、三人の食事が二回分──計六食だろう。それを考えるとこれだけあるのも当然とも思えるが、それでもちょっと多い気がする。ただし、これは鈴木悟が食事にそこまで力を入れていなかったから、そしてアインズになってからは食事をしない身になったからこそ、彼の感覚からすると多いという判断になってしまうだけかもしれない。

（こういった場所で暮らすともなると、それなりのカロリーを取らなくてはならないのかもな。完全栄養食なんてないだろうし）

　食事は調理──焼いただけのように思われる──された肉と乾燥させた果実。付け合わせに何かの葉っぱを刻んだサラダのようなもの。そこに潰された芋らしきものがあり、多様な木の実がそえられていた。ついでに焼かれた芋虫──大きい──などの盛り合わせもあった。

　アウラの評価だとあまり美味しくない、とのことだ。しかも、食材や味の変化に乏しいため、すぐ飽きが来るそうだ。

　とはいえ、好奇心は刺激される。

　どんな味が口の中に広がるのだろう、と。

　昆虫はタンパク質が豊富なので、バーベキュー味などがつけられたものは鈴木悟もちょくちょく口にしたものだ。しかし、こんな太った芋虫を丸ごと焼いたものは食べたことがない。

　食事ができないこの身を少し残念に思いながら、アインズは一階降りた部屋にある棚の上に皿を載せた。そしてこれからどうしようか、と考える。

（昼飯という考え方がないのだから、子供たちの遊びもまだまだ続くだろう、多分）

　子供が労働力として数えられている場合は、ある程度遊ぶ時間が決められているかもしれないが、アインズが子供たちに双子と遊んでほしいという言葉を投げかけたのを知っている者は多い。ならば今日ぐらいは大人たちもフルタイムで子供たちを遊ばせてくれるのではないか。

　つまりアウラもマーレも帰ってこない可能性が高い。ならばアインズも自分の興味のために時間を使うとしよう。

〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉を使って村の中を歩いた──飛行していたが──ことはあっても、姿を見せて歩いたことはない。もしかすると新たな発見があるかもしれない。そして行ってみたいと思っているところもあった。

（一応、用意してあるしな）

　アインズは先ほど見ていたメモ用紙とは違うちゃんとした手帳を空間──アイテムボックス──から取り出し、そこに書かれた様々なことを暗記しようと心がける。

　記載されているのは様々な薬草や鉱物を使ったポーションの生成方法だ。

　とはいっても残念ながらアインズの脳みそではせいぜい二、三種類の調合を覚えることが出来る程度だ。ただ、確かにアインズの脳みそは優秀ではないが、それにすべての原因があるとは言えない。というのもかなり細かな──当たり前のことなのだが──調合方法であり、基礎となる知識がまるでなく興味もない者にとっては、暗記するのもなかなかに辛い。

　手帳を空間にしまい込むと、アインズは口の中でぶつぶつと調合方法を繰り返し唱えつつ、再び外へ出て、村の中を歩き始めた。

　幾人かのダークエルフがアインズに気が付き、視線を送ってくる。監視しているわけではなく、普通に村の中を歩いている者たちからで、そこに宿っているのは好奇心や興味だ。

　もし一人でも幻術を見破れる者がいれば厄介なことになるだろうが、幸運にもそういった能力を保有する者はいない様子だ。いや、いたら村に到着した時点で騒ぎになっていただろう。

　そんな村人たちだが、話しかけてくる者はいない。

　やはりこういった孤立した村だからよそ者には距離をおくのだろうか。いや、アインズ、いや鈴木悟だって見知らぬ者を社内で見かけたからと言って、近寄って話そうとはしないだろう。逆に近寄って話しかけてきたら、疑われていると思った方がいいのかもしれない。

　そもそも、アインズは疎外感を感じたりしていない。

　今回の主人公はあの双子であり、今のアインズは刺身のツマである。そんな端役が主張しすぎるのは問題だ。ただ、ある程度、存在感をアピールする必要はその内に出てくるだろう。来るときに考えていたように、英雄であるアウラを単なる子供に落とすために。

　前からダークエルフが歩いてくる。

　時折アインズに視線を向けてくるが、それはあくまでもすれ違う相手に対して向けるものでしかない。

（丁度いい。偽装工作に使わせてもらおうか）

〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉で村の大体のつくりは知っているが、アウラの叔父がここに来るのは初めてという設定だ。あまりにも慣れたように歩きまわっては訝しく思われるだろう。無論、幾らでも言い訳はできる。例えば、アウラから教えてもらった、などだ。しかし、わざわざ言い訳をするのも、相手に怪訝に思われるのも面倒だ。

　相手の警戒心を高めてもいいことなど何一つとしてない。ならば──

「あー、すみません」

　その辺のダークエルフに尋ねればいい。そうすれば完璧なアリバイが作れる。

「あ、はい。どうかされましたか？」

「ええ。姪から聞いたのですが、なんでもこの村では優秀な薬師の方が、薬師頭をされているそうですね。お訪ねしたいのですが、その方のエルフツリーはどちらにあるんでしょう？」

　アインズの質問に、疑いも隠しもせずに素直に答えてくれた。

　アインズはそのダークエルフに礼を言うと、教えられた──そしてアインズの知っているエルフツリーの方へ向かう。

　途中、一人のダークエルフの男が手を樹下の地面に向かって突き出している光景を目にした。

　何をしているのかと足を止めて見ていると、大地がモコモコと動きだし、塊となった土がまるで粘体スライムであるかのように幹を登ってきたのだ。

　マーレが使った〈大地の大波アース・サージ〉に似ているが、それとは色々な意味で違う。

　生活魔法、もしくは森祭司ドルイドの信仰系魔法であろうそれは、ユグドラシルの魔法ではなく、彼らが生きていくなかで開発したものだろう。

　そのまま土の塊は男の操作に従って、アインズからでは見えない木の上の方までいった。

　おそらくあれがダークエルフたちの家庭菜園に使われる土なのだろう。

　ダークエルフは木の中や木の上の方に作られたプランターで家庭菜園をしている。プランター自体は木で作られているとしても、その土はどうやって運んでいるのかと思っていたが、あれがその答えのようだ。

　面白いものが見られたアインズは満足し、再び歩みを進める。

　目的であるエルフツリーはなかなか立派──太いものだった。もしかするとこの村で一番太いかもしれない。流石はこの村の有力者である薬師頭の家だ。

　さらには周囲のエルフツリーから少し距離がある。

　これは、薬剤調合の過程で仮に有毒なものが発生したとしても、周囲に被害を及ぼさないように、だろう。

　レベルが高く、ゆえに免疫機能も強化されている薬師は発生した毒に耐えたとしても、子供や病人などの体力のない者までが耐えられるとは限らない。

　それにもしかすると──

（──知識を盗まれないようにするためかもしれないな）

　知識の独占という考え方は、アインズからすれば実に共感できる。自分の既得権益を守るという意味でも、盗まれて面倒なことになるのを避けるという意味でも、だ。

　薬は量を見誤れば毒にもなるのは誰もが知るところだ。

　では勝手に知識を盗んだ人物がちゃんとした薬など作れるだろうか。否だろう。粗悪な模造品が出回り犠牲者が出た場合、薬師の作った本来の薬でさえ疑われることになるだろう。

　つまりはそういうことだ。

「──ごめんください」

　エルフツリーの中に向かって声をかける。

　返事はない。

　エルフツリーの幹をノックし、もう一度声をかけた。耳を澄ますと、何かをゴリゴリとこすり合わせる音がしている。

「お邪魔しますよ」

　勝手に中に入る。すぐに少しふくよかな男のダークエルフの背中が目に入った。運動はしないものの、高い地位と立派な働きにふさわしいだけの食事が届けられることによってこういう体格になったのだろう。弟子ではなく、まず間違いなく彼がこの家やの主人──薬師頭と思ってよいだろう。

　彼は床に座って背の低い机と向き合っており、一心不乱に腕を動かしている。

　机には乳にゆう鉢ばちや薬や研げんなどの初歩的な器具。棚にはおそらく生しよう薬やくが入っているであろう壺。薬草らしき草が天井から吊り下げられている。

　草の青さと生薬の苦さが混じった匂いが鼻腔に流れ込み、ンフィーレアたちの仕事場を思い出させた。

　ダークエルフは人間よりも優れた聴覚を持っている。とはいえ、あくまでも人間と比較すれば若干いいという程度なので、薬師頭はアインズが入ってきたことに気がついているがあえて無視しているのか、それとも作業に集中しているため気がついていないのかを見分ける術すべはなかった。

　アインズは再び声をかける。

「失礼。少しよろしいですか？」

　そこで初めて、薬師頭はすりこぎを動かす手を止めた。そして肩越しに非難がましい視線をアインズに送り、それから眉を顰ひそめる。

「あんた──ああ、なるほど。その顔を隠す布。確か、この前来た少女と同じところから来たという男。魔力系魔法詠唱者マジツク・キヤスターだったか」

「ええ、そうです。どうやらすでにかなり詳しく知ってくださっているようですね」

　アインズが布を取り外そうとすると薬師頭から声がかかる。

「──その必要はない。部族の掟、なんだろ？　見せる必要はない。別にあんたの顔を見たところでどうだ、ということはないからな。そのままで結構だ。あんたの挨拶は受け入れる。──よし。それじゃ、終わっただろうから帰ってくれ。こっちは忙しいんだ」

　ブツブツとそれだけ言うと興味をなくしたように、視線を机に戻す。不愛想な態度に分厚い垣根を感じる。しかしながらアインズは安堵していた。

　こういった人物は、歯に衣きぬ着せぬ言動で心の内を率直に話す。「邪魔だから出ていけ」などと、にべもなくはねのけられてしまえば、そこから営業マンとしての能力を発揮したとしても、こちらを向いてもらうのは非常に困難だっただろう。

　ところが、彼はそうは言わなかった。つまり──まだ話を聞いてもらう余地があるということだ。

　すりこぎを手にした薬師頭の背中を見ながらアインズは問いかける。

「今は何をお作りになっているんですか？」

「なんでもいいだろうが」

　少し言葉に険がある。あまり無駄な会話はできない。

「──そうですか」答えたアインズは少し間を置いてから問いかける。「……一つ、お聞きしたいのですがこの村で腹痛を治す時にはなんの薬草をお使いになられているんですか？　キーネの皮でしょうか？　それともカンディアネの根でしょうか？」

　薬師頭の手がピタリと止まった。そして再び先ほどと同じように首を巡らし、肩越しにアインズを見つめてきた。

「少し待ってくれるか？」

「ええ、もちろん」

　薬師頭は先ほどと同じように、アインズに背を向けてすりこぎを再び動かし始める。ただし、態度は先ほどとは少し変わっているのが、後ろ姿からでも分かった。

　趣味や出身地などといった相手と共通の話題を探す、という鈴木悟時代の営業マンの基本の会話術が役立ったようだ。

　なんの接点もない人間と、同じ趣味を持っている人間。提示される商品の中身、外見、金額、納期などの全てが同じなら、取引相手には普通は後者を選択する。

　この薬師頭は仕事に熱意をもって臨む人物のようだから、懐に入り込むには薬の話題が一番だと踏んだのだ。

「丁度……作っているところだ。キーネはこの辺に生えてない。だから……アゼンの葉を使う。知っているかもしれないが、アゼンの葉は潰すと薬効が急速に薄れていく。ただ、潰す速度が速すぎて熱を持っても不味い」十分に潰し終えると、男はどろりとした液体をすり鉢に流し込んだ。「ネレの木の傷から分泌される液体だ。これと混ぜ合わせることで薬効が変化しなくなる。とはいえ、このまま使うと薬効が弱まっているので、もうひと手間必要だ」

　薬師頭は再び顔をアインズに向けると、上から下まで無遠慮にじろじろ眺めた。そして匂いを嗅かぐように鼻を動かす。それからしかめっ面になった。

「……匂いがないな。おい、手を見せてみろ」

　アインズは言われた通り、手を見せる。言いたいことはなんとなくわかるので、手の甲──指を見せる。一応、これだけの距離があれば触られるということはないだろうが、念のために相手が寄って来た時のことを考え、言いくるめられる言葉を探しておく。

「草木を潰した匂い──薬師なら当然染み込むであろう匂いも、指に染み付いた色もない。魔力系魔法詠唱者マジツク・キヤスターと聞いてはいるが……薬師の技を別の手段で行うというわけか？」

　ここを訪れたのは予定通りの行動なので、事前に薬草を潰し、その匂いを身に纏い、信頼を得ることはできた。それにアインズの手は幻術なので、彼の気に入るような手にすることも可能だ。

　しかし二つの理由から、それをしなかった。

　一つはバレアレ家がそうではないということだ。確かに作業中の彼らはそういった匂いを漂わせているし、作業場や作業着に染み付いた匂いはなかなか強烈だ。

　しかし常にそんな匂いを纏っているわけではない。むしろンフィーレアなどは、かなり気になるようで消臭に余念がない。もちろんバレアレ家だけがそうなのかもしれないのだが、身分を偽るにあたっては実在する人物を参考にした方が言動は自然になるし、一言一言苦心して噓を創造しなくて済む。

　もう一つは薬草学について、アインズが無知であること。

　匂いを擦り込み、指を変色させ、薬師の弟子と詐称しても、調薬について相手が質問してきたらまともには答えられず、すぐにぼろが出るだろう。そのほころびから全てが偽りだと疑われれば、この村での活動が実を結ぶことはなくなる。

「いえ、違います。師にあたる人が錬金術もお使いでしてね。その知識を少し教えてもらったにすぎません」

　よって、噓が看破されるのを避け、矛盾が生じないギリギリを狙ったアインズの設定がこれだ。

「……ふーん。そうか」

　薬師頭が興味を失ったのがすぐに感じ取れた。

　これは仕方がない。予想通りだともいえる。

　だからこそ、相手の気を引く切り札もいくつか用意してある。アインズは再び机の方を向いた薬師頭の横まで来ると、そのうちの一つを机の上に置いた。

「……あるところから持ち込まれた癒やしの力が込められたポーションです」

　エ・ランテルで作られた優美さの欠片もないガラスの瓶に入ったそれは、バレアレ家が赤色の治癒ポーション生成の過程で作り上げたものだ。すでに赤色のポーションは完成されている──現在は安価な錬金術溶液や薬草などを用いたものの開発に明け暮れている──ので、逆に今ではこちらの方がかなりレアだ。

「これは……紫？」薬師頭は瓶を持ち上げる。「容器に色がついているのではない……。青ではない理由……。何か混ぜているのか？」

　薬師頭は瓶を持ち上げ、底を見つつ、揺らす。

「わずか、本当にわずかに沈殿物がある……か……？」

　ブツブツと呟いている。

「使っても？」

「どうぞ」

　アインズの許可が下りるが早いか、薬師頭は瓶の口を開けると、迷いなく手にナイフを軽く突き刺し、その小さな傷にポーションを垂らした。

　結構な量だ。半分ぐらいは使っている。

　傷は──すぐとはいえないが──見て分かる速度で塞がっていく。

「速い……。時間を計るまでもない……？　薬草と魔法溶液を使って作ったにしては……沈殿物……？」

（独り言が多いなぁ……。というか、そのナイフ、さっきまで何かを刻んでいたものじゃないのか？　自分の手を切って大丈夫なのか？　魔法溶液というのは錬金術溶液の、ダークエルフ流の呼び方なのか？　それにそういう使い方できたんだ……。どんな傷でも全部使わないと効果は発揮しないんじゃないのか？　いや、戦闘中とかの極限状態では、傷の深さなどを考えて使う量を決めるなんて計算できないだろうから、か？）

　薬師頭はペロリと手にかかったポーションを舐め、それから匂いを嗅いだ。

「アゼンの匂いがする……？」アインズが突っ込みを入れるより早くそれは違うということに気がついたようだった。「違うか……。これは俺の手の匂いか……。無臭に無味……。隠すため、か？」

（……何を？）

「いや──」そこで薬師頭はぐるっと顔を動かし、アインズを見据えた。「都市の癒やしの薬は全てがこの色をしているのか？」

「それは違います。エ・ランテルを支配するアンデッドの王を経由して流れてきたという話を聞きました。どういう経緯で流れて来たかまでは知りませんが、まぁ貴重なものです。実際、一般的に流通している治癒のポーションの色は青です」

　薬師頭は大きく息を吐き出す。

「アンデッドの王？　……いや、今、それは問題ではないな。……問題のような気もするが、まあ、いい……か……？　ん。それで、これはもらっても構わないのか？」

　薬師頭は半分ぐらい中身が残った瓶を指さす。

「条件次第では」薬師頭がその先を待っているのを確認し、アインズは続ける。「代価は知識です。この樹海で薬師を務めてこられた貴方であれば、ここならではの知識を多くお持ちだと思います。その知識と引き換えであれば釣り合うと思いますが……いかがでしょうか？」

　しばらく沈黙が支配したのち、薬師頭は口を開く。

「……お前はその知識をどのような目的で使いたいんだ？」

　先ほどからの薬師頭の態度を思い出せば、彼の気に入る答えは見当がつく。それは薬師として上を目指すなどの言葉だろう。より優れた薬師になりたい、などの。しかし、それを口にすることはできない。

「特に何か目的があるということではありません。知識を手にしておけば、将来それを何かの取引に使えるかもしれませんし、知識欲が満たされます」

　アインズが予想していたように、薬師頭は少し嫌な顔をした。

「……そんなもののためにか？」

「私は先ほども言ったように魔力系魔法詠唱者マジツク・キヤスター。そちらの能力は非常に高いと自負しておりますが、錬金術師としての腕は皆無であり、才能がないと師には言われています。なので、薬師として生きるつもりは毛頭ありません。しかしながら知識は別です。知識は力であり武器、です。あるのとないのではまるで違う。そしてあなたに恩が売れるのは大きい」

「────恩？」

「ええ。薬師として生きるつもりのない私に秘ひ奥おうの知識を授けるお気持ちはないはず。──ですよね？」薬師頭の返事を待たず、アインズは続ける。「だとするとあの未知の治癒のポーションという、非常に希少なものとの交換につり合いが取れるだけの知識を提供してもらえるのか、という疑問が残ります。なので、差額分だけ恩が売れるということになります」

「つまらない調合や薬効の知識でつり合いが取れた、という形にするかもしれないぞ？　それでこちらは恩など受けていないと宣言するかもしれない。もしくはこちらの支払った代価の方が高いとして、お前の方が恩を受けていると言い張ることだってできる」

「それでも構いませんよ？」

　薬師頭が「え？」という顔をした。

「そちらが受けるデメリットは二つあります。一つは自分には噓がつけないということです。つまらない知識と交換で非常に価値のある知識を手に入れてしまった、という罪悪感が心に残ってしまうでしょう？」

「ほーう」

「もう一つ。あなたが厚顔無恥な人物だと評価されること。もし今後があるならそれを踏まえたお付き合いになるでしょう。それにこの話を私が都市ですれば、他の──私よりも知識のある薬師たちがどのように感じ、どのように思うか」

「──なるほど。辺境の蛮族の知識などその程度と見なされ、この森に住むダークエルフ、それも薬師は物笑いの対象になる、か。渡された薬の価値すら見抜けない薬師と見なされるのか、もしくは釣り合うだけの知識を持たない薬師だと思われるか。はたまた公正な取引ができない意地汚い薬師と判断されるか……」

「安い金額で高価な物を手に入れたと賞賛されるかもしれませんけどね」

「……都市の薬師はそういった考え方をするのか？　提供されたものに正当な対価を支払おうとはしないのか？」

「都市には様々な者が住んでいますからね。目先の利益に執着し、将来の自分を想像できない者がいないとは言い切れませんね。まぁ、そういった者にはそれ以降、二度目の取引の機会は巡ってこないのですからすぐに消えていきますが。逆に、初見の客こそ大切にする者というのは商人でも大成するチャンスを得られますね。損して得取れという言葉があるように」

「くっくっく」薬師頭が面白そうに笑う。ここに来て初めての笑顔だ。「本当に口の上手い奴だな。口から先に生まれてきたというのはまさにお前のことだな」

　アインズは少しほっとした。この薬師はもっと感情派のダークエルフだと思っていたのだ。

　はっきり言って、ごく一般的営業マンにとって感情が主体の客は面倒なことが多々ある。こちらがメリットとデメリットを説いても、それよりも己の感情を優先するような相手は性格的にもかなり厄介だ。その日に決まった仕様を、次の日に変更するように言ってくるのは、大抵の場合こういった人物だという話も聞いた覚えがあった。

　一流の営業マンだと、一度、取り入ることができれば、そういった客の方が楽だという意見らしいが、アインズ──鈴木悟のような並の営業マンからすれば取引したい相手ではない。

「そんな風に言われたのは初めてです」

　本当にそんなことを言われたことはない。

「皆、思ってはいるが口には出さないだけじゃないのか？」

　先ほどとは違って機嫌がよさそうだ。

「そうなんですかね？　自分ではそうは思わないのですが」

「くっくっく。──さて、このポーションに釣り合うだけの知識となると、俺の知る秘伝を差し出すほかない。お前はこの村にどれくらいいられるんだ？」

「はっきりと決めていたわけではないのですが、数日でこの村を離れるつもりです。長くても七日程度でしょうか」

　薬師頭は口をへの字にひん曲げた。

「そうか……なら……」

　そのまま黙り込んだまましばらく時間が経過する。アインズからは何も言わない。

「とりあえず、そんな短期間しかいないのであれば秘伝を教え込むのは無理だな。秘伝とされる薬は、大抵が微細な変化──必要とされる材料の時期ごとの変化などを嗅覚や触覚で感じ取り、使う量を細かく変えていかなくてはならない。はっきり言えば半年はここにいてもらって、変化をその五感に叩き込みたいところだ」

　あなたが作り方を紙に書いて渡してくれればいいんだよ、と言いたいところだが、それを言ったら不機嫌になるかもしれないので、アインズからは言い出せない。

「なので秘伝ではなく、価値からすると釣り合うかは分からないが、希少だと思える薬の調合方法に処方などの知識で構わないな？」

「ええ、それで問題はありません。お任せします」

「なら──今日から泊まり込みで教えよう。時間があまりにもないからな。その体にしっかりと叩き込んでみせる」

「──え？」

　それは困る。絶対に困る。

　幻術がバレる危険性は少しでも減らしたい。それに飲食もトイレも睡眠も必要としない身なのだ。どれだけ演技をしても異常だとバレるに決まってる。

「申し訳ありませんが、甥と姪がいるのでそれはお断りします。数を減らしてくださって構いませんので、なんとかなりませんか？　ちゃんと私が記録していきますので」

「……口く伝でんのみだ。記録なぞ一切許さん」

「それは……」

　アインズは口ごもる。

　教えてもらってもそれをすべて暗記できる自信などない。

　確かに、ユグドラシルという自分の全てを注ぎ込んだゲームでは、そこにある膨大な知識を記憶することは少しも苦ではなかった。しかしながら今回のように興味がまるでない知識を記憶できるかというと、首を横に振らざるをえない。

　大体、メモも取らず話だけ聞いている部下など、上司からしたら不安ではないのだろうか。

　そんなことを考える社会人・鈴木悟の沈黙を別の意味にとったのだろう。薬師頭は口を開く。

「不満があるみたいだな。だが、だぞ？　私だってそのポーションの製法を知りたいと言っているんじゃないんだ。それくらいはしてもらう」

「一切記録をとるな、というのは少し困ります。……私は自分の記憶力に自信がないんです。なので、覚えるためにちょっとメモを取る程度は許してほしいのですが？」

「何を言っている！」口から唾を飛ばしながら薬師頭が言う。「体に覚えさせるんだよ！　薬師見習いとして、今手に持った量がどれくらいの重さかすぐに分かるように指導を受けているだろ！」

　いや、そんなことはできません、などと答えるのは難しそうな感じだ。ならば噓をつくべきだろうか。

　噓をついてはいけない、などという綺麗事を言うつもりはない。時には優しい噓だってある。この場合は悪意ある噓はついてはいけない、と言うべきだろうか。

（──困ったものだ）

　話の流れ的にアインズが弟子となってここで特訓を受けることになっている様子だが、薬師に会いに来たのは、知識を得られるなら得たい、という程度の軽い気持ちだった。ダークエルフの薬草学の一端でも得られたら、そして魔導国よりも進んでいるなら将来的に何かの方法──技能実習生を送り込むなど──で取り込みたいと考えたのだ。

　その一環として学んだ技術を持ち帰り、調べようと薬学を求めた。決してアインズ自身が教えを乞いたいわけではない。

　ぶっちゃけた話、対価は知識だと言ったが、ここで作っている価値あるポーションを一本でも持ち帰って、それをンフィーレアに渡すという形でも、問題は──少ししか──なかった。彼なら多分それがどんな薬草などから作られているか分析できたに違いない。

（うーん。最初のコンタクトの仕方を少し間違えたかな？　しかし……相手の興味を引き出すにはああいうやり方しかなかった……。あれがあったからいい方に進んだとも言える。それに薬を貰っていったとしても分析できない可能性も考えると完全に駄目というわけではないんだが……さて、どうする？　いや、それよりも先に考えるべきなのは噓をつくかどうか、噓をつくならどんな噓をつくか、だ）

「どうなんだ！」

　考える時間をあまりくれる様子はない。ならばいつものように、行き当たりばったりしかない。

「……確かに師にあたる人物からは、体で覚えるように、とも言われています」

　薬師頭は、その通りだ、当たり前だな、都市の薬師も分かっている、と小さく呟きつつ、何度も頷いている。

「しかしながら同じように、こうも言われています。お前は頭が悪いんだからちゃんとメモを取れ。何度も同じことを言わせることがないように、とも」

「…………え？」薬師頭が目を丸くし、そこから眉をハの字にして問いかけてきた。「……頭が……悪いだと？」

「そう、師には言われています」

「そ、そうか……。いや、いや、師ってやつは自身の弟子に厳しいもんだ。別に本気でそう言っているんじゃない、と思うぞ？　ほら、先ほどのお前の話は理路整然として、こちらの逃げ道を塞ぐ形だった。あれは決して馬鹿ではできんことだ」

（慰められている……）

　相手に「自分は馬鹿です」と宣言されてしまうと、何とも言えなくなるのはダークエルフも同じのようだ。生きる世界が易しいものではないので、切り捨てられるかと思ったが、そうではない様子だ。

　複雑な気持ちではあったが、ここは押すしかないとアインズは答える。

「いえ、きっと私は出来が良くないんです。記憶力が弱いんでしょうね」

「そ、そうか…………」

　確信をもってアインズが断言すると、それに押されたように薬師頭が視線をそらした。

　お互いに黙ってしまう。

　量を間違えれば毒にもなりかねないものをそんな奴に教えられるはずがないだろ、と薬師頭が言う可能性は十分にある。

　しかし──突然、薬師頭が「なるほど」と何かを納得したような声を漏らした。

　何が、とアインズが思っていると、薬師頭が感心したような表情を一瞬だけ見せた。すぐに先ほどと変わらない表情に戻ったため、見間違いかとも思える刹せつ那なの変化だったが、決してアインズの気のせいではない。

　アインズは心の中でわずかに身構える。何か分からないが、薬師頭の中で話がつながった様子だ。

　アインズのよく知る悪魔が笑顔を浮かべ、薬師頭の後ろに見えた気がする。

（……何を考えた？　変なことじゃないだろうな？）

「……そういうことなら仕方ない。長くても七日、ということはもっと早くにこの村を発つ可能性だってあるんだろ？　同じことを繰り返し説明するのは乏しい時間をさらに無駄にするってもんだ。ちゃんと記憶したら記録は燃やすようにな」

　何が薬師頭の心境を変化させたのか分からない。アインズは警戒心を抱きつつも普段通りを装い答える。

「……ええ、約束します」

「なら分かった。要望に従ってかなり難しい調合を教える。厳しい指導になるが泣き言を言うんじゃないぞ？」

　要望なんてした覚えはないが、そこは置いておくとしてもこれだけは最初に言っておくべきだろう。

「いや、優しく教えてくれませんか？」

　薬師頭は口をぽかんと開け、それから苦虫を嚙み潰したような顔をした。

　アインズは厳しい指導に否定的というわけではない。しかし厳しいのと優しいのとでは後者を選ぶ人間だ。

「お前なぁ……」

「いえ、焼いた杭で叩かれるとかされたら嫌なんですけど？」

「そ、そんなことをお前の師はするのか!?」

「いえ、そんなことはされませんが──」

「──俺だってそんなことはしないぞ！」

「そうしてもらえれば嬉しいですね」

　アインズがおどけるように肩をすくめると、薬師頭は嫌そうな顔をした。

「はぁ。お前の性格が少し分かったよ。師が少し可哀想だ、ってこともな。さぁ、さっそく教えるぞ。これからいくつか薬の名前と効果を挙げる。お前が知っているものだったら無駄……いや、無駄とは言い切れないか。使う材料等の違いを学ぶという意味では悪くないな。まぁ、兎とに角かく、その中で教えてほしいものを言いな」

「ありがとうございます。ただ、その前に一つ、質問が。……口約束でよろしいのですか？」

　契約書にサインをしろとか、何かの術をかけるとかいうのであれば、今までの話はなかったことにしてもらった方がいいかもしれない。

「構わない。信頼は大切なんだろ？　お前が書物にすれば回り回って俺のところまで流れてくることもあるだろうさ。その時に軽蔑するだけだ。都市の薬師はそういう存在なんだな、と」

「なるほど、分かりました。都市の薬師の評判を下げるのは私にとっても大損。書物にして流通させるなどは絶対にしないことを約束します」





•






　都市から来たという男が見えなくなるまでその背中を見送っていた薬師頭は、ふっ、と笑う。

　誰かを見送るというのはいつ以来だろう。この村の薬師の長としての地位について以来、初めてのことかもしれない。

（──驚くほど聡さとい男だ。都市なる場所にはあのような男が大勢いるのか？）

　そんなはずはないだろう。いや、そうだとしたらとんでもない話だ。

（この森で暮らす全てのダークエルフよりも、都市の住人の数は多いという話を聞いたが、その中でもあの男は上位に数えられるはずだ。仮にあれほど頭の回る男が都市では一般的などであったら、今後、都市と親善を深め、やり取りが日常的に行われるようなことになった時には、騙されたりしないように細心の注意を払わないといけないだろうな）

　あの男は出来損ないだなどと謙遜していたが、もし本当にそうなら、あんなに口が回ったりはしない。さらには話の流れやこちらに与えてきた情報などを考えれば、決して馬鹿のする立ち回りではない。

　であれば、どうして薬師頭の教えを紙に書くことにこだわったのか。あそこで不機嫌になった薬師頭が教えを拒むとは思わなかったのだろうか。

　だが、そこにも狙いがあるということに薬師頭が思い当たったのは、あの男が自分は馬鹿だ、記憶力が悪い、などと言い始めてからだった。

　教わったことなど、後でこっそり紙に書き出すこともできる。にもかかわらず薬師頭を不機嫌にさせてまでも、目の前でメモをとると宣言する必要があった。つまり──

（──すぐには分からなかったが、あの男が伝えたかったことは多分、二つ。一つは隠し事をしない、とこちらに伝えたかったのだな）

　もちろん、それをそのまま信じることはできない。真実を見せつつ、他の何かを一つ隠すなどのことをしてくるかもしれないのだから。残念ながら、今日初めて会った男をそこまで信じ切ることはできない。それでも向こうから隠し事はしないと腹の内を出来るだけ見せてきたことは、将来的な信頼関係の構築に大きな意味を持つ。

（そして、もう一つは決して口では言えないが、時間がない中でも相当に難しいレベルの調合を教えてくれ、というところだろうな。何回か見る程度では絶対に覚えきれないレベルの）

　専門的な薬師でもない彼が、難易度の高い調合を知ろうなどとおこがましい話だ。それに難しい調合はそれだけ貴重な薬草などを使用する場合がほとんど。だからこそ自身から直接要望することはできなかったというところだろう。

　つまり、彼は恥を知る男ということだ。

　ただ、この二つ目に関しては別に問題がないと薬師頭は思っている。

　元々、あの未知の──伝説とされるポーションに関係があると思われる──薬との交換が条件である以上、秘伝を提供してもいいと考えていた。このダークエルフたちの秘伝というのは大きく分けて三パターンある。

　一番目は難しい調合によってできる薬。

　二番目は極めて希少な薬草などを用いて作られる薬。

　三番目は度を越して薬効が強い等の危険な薬。

　この三つだ。

　彼に秘薬を伝授できない理由として一番目を述べたが、二番目に属する薬を教えようと考えた。

　ひょっとしたらこの地域では珍しい薬草も、都市とやらには群生しているかもしれない。そしてそれは薬草に関してよくある話だった。しかしそれを言っては話が進まない。というより、一番目は無理で、三番目の危険をはらむ薬など教えるわけにいかないとなれば、答えはおのずと決まってくる。

　そういったところからこの場合は対価として適切であり、同時にもしこちらで滅多に見つからない材料が向こうでも珍重されるようなら、こちらにも利益があると思ったのだ。

　彼が都市に帰って伝授した薬を広め、結果として貴重な材料であったなら、それを得ようと都市の者がダークエルフの村に取引に来るかもしれない。紫色のポーションを見れば、都市の調薬が相当高いレベルにあることが分かる。その知識や素材を手に入れるチャンスがあるのは、薬師頭にとっても悪い話ではないと思う。

　あの男が来たことによって、将来的に村と都市に交流が生まれるのかどうかまでは分からない。だが、実利的な面から見てこの申し出を受けるべきだと言われていたら、逆に薬師頭は素直に頷かなかったに違いない。メリットだ、デメリットだ、などとお賢い話でなびくような性格なら、村人から「偏屈者」と囁かれることもなかったろうし、この歳になって嫁もいないなんてこともなかっただろう。同じ薬師仲間からさえ敬遠されていることを気にしていないわけではないが、いまさら自分を変えようとも思わない。

　あの男は損得の話をした。本来なら気に食わない論旨だ。しかしそれは──実に面白いことに──薬師としての誇りの損得だった。遠いどこかで薬師としての力量をあざ笑われようと、そんなことは知りようがない。知りようがないが、それでいいかと言われれば絶対に嫌だ。

　だから相手の差し出したポーションの価値を見抜き、同等以上の価値あるものを返してやらなければ安心できない。

　本当に口のうまい男だと感心する。理屈と感情の両面から同時に攻めてくるのだから。

　普通は教える側は優位に立ち、教わる側が下手に回る。

　しかし今回はそうではない。

　あのポーションの対価として教えるという話なのだ。しかも教えるも教えないもこちらにお任せというスタンス。この時点で対等な立場と言える。

　しかもあの男はすぐにメモを取るなどと言い出し、胸きよう襟きんを開いた。

（相手が隠し事なしで──信頼してもらえるように行動したのであれば、こちらもあの男に信頼してもらえるような態度を取るべきだ。しかし──）

　非常に難題だ。

　薬師頭は座卓に戻りながら顔を顰しかめる。

（俺にそんなことが出来るとは思えない）

　薬師頭は自分が人付き合いが下手なことを知っている。

　村人に知識を伝授した時のことを思い返しても、いい教師ではなかったと断言できる。

（教授などの役目でなければ、薬物を使って人格のタガを一時的に外せるのだろうが……）

　薬草棚に置かれている、麻薬の一種である乾燥させた葉をチラ見し、薬師頭は頭を振る。痛みを抑えるなどの用途には向いているし、不安などを解消するのにもうってつけだ。しかし、教える側の者が服用するにはあまりに不適当だ。

「頑張ってみるしかない、か」

　薬師頭はポツリと呟いた。

（ただ、まぁ、演技は不得意な様子だったな。あそこまで瞬きも忘れるほどこちらを凝視してくるとは……それほどまでにこちらに興味があったということか。ふふ……顔立ちからすると年下のようだが、確かに若いな。……なかなか可愛いところもあるじゃないか）
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　アインズたちは三人で食事をしていた。

　といっても無論アインズは食べられないので、食事をするのはアウラとマーレだけだ。料理はダークエルフが用意した素材の味を活かしたものだけではない。

　アインズがインベントリーに入れて運んできたナザリックのものだ。

　ダークエルフから支給された料理はアウラとマーレが一口ずつ食べ、手元の紙に感想を書き込んだあと、エ・ランテルにいる様々な種族の知識人に見せ、調査を行っている。

　ただし、今のところ驚くような発見──金銭的価値を含む──は何一つない。今後、この村との関係がどうなるのかは分からないが、有益な取引材料となってくれそうにはなかった。

　アウラとマーレが一口ずつ食べて感想をメモするのは、誰かに感想を聞かれた時にアインズでも答えられるようにするためだ。

　ただ、一つだけ問題があって、ナザリックの食事に慣れている──舌が肥えているアウラやマーレからは、ダークエルフの料理にいい感想が出てこない。しかし素直に「美味しくないです」と作ってくれた相手に言うことが出来るのは、人の気持ちを考えられない者か、この村との仲を悪くしたいだけの者か、百歩譲って子供だけだろう。

　なので、二人の食事の時間はかなりかかる。

　一口含み、嚙みしめ、眉根を寄せ、素直な感想を書き、その後、手帳をめくって、眉を顰め、その後、ようやくお世辞の感想を書く。毎回「食材が新鮮ですね」では感想としては失格だ。そのため少しでも言葉を変える必要がある。

　類語辞典でもあればすぐに捲めくりたくなるほどの、苦心に苦心を重ねた感想を書き終わると、アウラとマーレはぐったりした。まるで大食い競争でもしたあとのような姿だ。

　苦労が分かるからこそアインズは告げる。

「──お疲れ様」

　その声に二人がはっと顔を引き締める。

「いえ、こんなことなんでもない……よ、叔父さん！」

「そ、そうです。しょ、食事をして感想を書くだけなんですから」

　いや、マーレの言う通りではある。しかしながら「うん、そうだね」とか「その通りだ」などとは、食事をとることが出来ない身で言えるはずがない。そもそも、二人の苦労はアインズのためなのだから。

　子供である二人なら、素直な感想を述べても、そこまでは──多分──問題にならないだろう。大きな問題になるのはアインズだけだ。それにアインズが食事をとることが出来るなら、ここまで頭を悩ませてもらわなくても良かったのだから。

　感謝の言葉は何度口にしても足りない。とはいえ、繰り返し感謝を告げられても、二人は重く感じてしまうだろう。

　だからアインズはそれ以上は言わずに二人に食事の感想を聞く。

　素直な感想は二人とも同じものであり、毎回変わらない。それでも念のために、だ。

「最初に香辛料が利いた料理を提供して、我々はこういった食事をしていると告げておけばよかったかな？　そうすれば同じような料理を作ろうとしたかもしれなかったね」

「そうかもしれま……ないね？」アウラが自分の言葉遣いに首を傾かしげながら続けた。「肉を焼く際に塩だけを振るのはシンプルで悪くないんです──だけど、鮮度を保つ方法が不完全なのか、肉の臭みなどがかなり口に残るん……のよね。そこがいいんだっていう人もいるとは思うんですけど、あたしは好きじゃないよ？」

　この村に来てからそこそこ時間は経過しているが、やはりアウラの話し方は安定しない。

「ぼ、僕もそうです。ちょっと臭いです」

「そうか」

「野菜は悪くないですけど、甘みとかがあんまりなくて、苦みとか酸味とかが最初に来るの。そういうのが好きな人にはお勧めなのかもしれないけど……。フルーツあたりで何か調味料とか作れないのかなぁ」

「ドレッシングが欲しいよね」

「そうか」

　やはりいつもの通りだ。

「それじゃ、すまないが、二人とも書いたものを見せてくれるかい？」

　見ると、頑張って褒めているというのがよく分かる。

　本当にご苦労様です、とアインズは心の中で二人に頭を下げる。

　一通り──大した量ではないが──目を通し、それを必死に記憶したアインズは手帳を返す。これで朝の準備は終わりだ。

　ならば、次にすべきことは出社だ。

「よし！　そろそろ時間なので私は行ってくるよ。今日も遅くなると思うので、先に食事は済ませておいてくれるかい？」

　二人がそろって返事をする。その時、アウラが何か言いたげな素振りを見せるのにアインズは気がついた。

「どうしたんだい、アウラ。何か心配事でも？」

「あ、は、えっと、うん、そうなの、叔父さん。薬の作り方を教えてもらいに今日も行くんだよね？」

「その通りだよ。今日はもう少し難しい薬の作り方を教えてくれるという話でね。薬の名前は〈転移門ゲート〉を使ってンフィーレアに聞きに行ったんだが、彼も知らないと言っててね。……本当に〈伝言メツセージ〉を信じてもらえれば話は早いんだが」アインズはため息を一つつく。「まぁ、ナザリックに敵する者が使ってくる可能性も考えると、彼らはそのままの方がいいのかもしれないね」

「──大丈夫なんですか？」

　アウラの口調が変わった。だからアインズも調子を変える。

　階層守護者としての質問であれば、アインズもナザリックの支配者として答える必要がある。

「分からない。──が、私はその薬を作ることはしないつもりだ。もし使う薬草にユグドラシルにもあるものが含まれていた場合、私は絶対に失敗するからな」

　料理と同じだ。

　アインズはスキルを持っていないのでユグドラシルにある薬草や錬金術溶液などを使って薬を作ることはできないが、この世界の技術でこの世界ならではの薬草を使って薬を作ることはできる。なので、薬師から指導を受ける際は、最初にどんな薬草などを使うかを聞いておかなくてはならない。

　しかし──

「──本当に謎が多いな。ユグドラシルの薬草は使えないのだが、ではそれらをこの世界の大地で育成した場合はどうなるんだ？　この世界特有の薬草と判断されるのか？　それともダメなのか？」

「た、多分ですけど、あの、後者だと思います」

「そうだろうな。では、薬効が落ちた場合はどうなるんだ？　なんでも人が作る薬草畑で育てたものは薬効が落ちるそうじゃないか。ンフィーレアの話ではエ・ランテルなどで薬草畑を作っても上手くいかないのは、大地の、もしくは何かの栄養素が足りないからだ、という話だった。効能が弱い、と。だからこそあの森の中に薬草畑を作るなどの実験を行っているらしいが」

「はい。そうみたいです。森の中に小さいけどありました。あとはキノコが生えた原木や苔の生えた原木なども結構ありましたね。こっそり覗いたときにそんなものを見た覚えがあります。あの村ってこっそり近寄るの結構大変なんですよね……」

　アウラがしみじみと言う。

　カルネ村の周辺は、広い範囲でエンリの配下のゴブリンたちが警戒に当たっている。特にゴブリン罠師なる存在がいるらしく、彼らの作る警報系の罠はダメージ系の罠と違って、発見が相当難しいらしい。

「でも、もし栄養が足りないなら、マーレが頑張ったり、アイテムの力を使ったりすればいいと思うんですけど……」

　二人の視線を受け、マーレが小さくなる。

「あ、え、っとですね、出来ないことはないと思うんですけど、ほ、本当に、必要なのは大地の栄養なのかなぁ、って……。い、一応、エ・ランテルの冒険者組合の薬草畑では、夜の間にこっそりやっていますけど、あまりその、良くないような気もします……」

　見た目は同じでも、実際にポーションを作ってみると効能が僅かに劣る様子、という困った結果しか出ていない。

　マーレがやっているから栄養過多なのか、たまたまなのか、他にも足りない何かがあるのか、その薬草に適した魔法があるのか、など、原因かもしれない要素が多数あるため、いまだ答えを導き出せていない。

「もうこの世界に来て数年経過しているのに、本当にまだまだ分からないことが多いなぁ」

「はい」

「は、はい」

　知識が増えるたびに、一つ分からないことを発見するたびに、連鎖するように謎が増える。ただ、幸運と言ってもいいかどうかは分からないが、優先度が高いかというと疑問が残るものばかりだ。なので、調べないで後回しにされていることは山積している。

　これがシモベや召喚モンスターなどに任せることが出来れば、早く解決していくのかもしれないが、残念ながら一部の実験は召喚モンスターやシモベでは出来ない。

　最低でもＮＰＣのようにプレイヤーと同じ作り方で生み出された存在でなければならないと考えているが、もしかするとアインズプレイヤーとＮＰＣでも、同じことをしても違いがあるかもしれない。本当に調べたいと思ったら、アインズ、ＮＰＣ、シモベ、と三者が同じ実験を繰り返す必要があるだろう。

「こういった栽培などの実験であれば支配下に入れた者たちに任せてもいいかもしれないが、重要な実験などはこの世界の──潜在的に敵になりうる者にゆだねることはできない。そうなるとナザリック内の者だけでやらないといけないわけだが……その人的余裕がない。困ったものだ……」

（他国の技術がブレイクスルーしないように警戒もしつつ、こちらに有利になるようにナザリック内の技術だけは高める、か）

　困難だが──

（──アルベドやデミウルゴスに任せればなんとかしてくれるに違いない。あの二人は頭がいいからな）

　むしろ、あの二人のことだから既に対応している可能性もあるので、余計なお世話かもしれない。とりあえず問題だけ提起しておけばいいだろう。

（前と同じように召喚したモンスターに筆記させ、目安箱に投函しておけばいいだろう）

　そうすれば、「今更そんなことに気が付いたんですか？」という目で見られる危険は避けられる。

（──おっと！）

「──しまった！　もう時間だ！　それじゃ、行ってくる」

　二人が頷く姿を見るよりも早く、アインズは借りているエルフツリーから飛び出す。

　流石に遅刻する訳にはいかない。かつての社会人生活でも、一度も遅刻などはしたことがない。たとえ、どんなにユグドラシルに熱中したとしても。

（急げ、急げ）

　アインズの顔に光が差す。

　木々の生い茂る枝に出来る僅かな隙間から零れる日差しが、今日もまたいい天気だと伝えてくれた。
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　主人の走る足音がアウラの耳から聞こえなくなって、ようやくアウラは口を開く。

「なんだかアイ……はぁ」

　アウラはため息を吐いた。マーレと二人きりになるとどうも演技しきれない。これでは不味い。その点、マーレは演技らしい演技をあまりしていない。

　ちょっとずるいな、とマーレにジト目を送る。

「え？　えっと、お姉ちゃん、ど、どうしたの？」

「ん？　なんでもないよ。なんでもね」八つ当たりしても何が変わるわけでもない。アウラは気を取り直し、先ほど言おうとしたことを口にする。「叔父さん、なんとなく楽しそうだったね」

　アウラの言葉にマーレもうなずく。

　アウラとしてはその点がいまいちよく分からない。なので「うーん」と唸って首をこてんと傾けると、その疑問を口にした。

「それにしてもこの村に来てから毎日薬師頭のところに行ってるけど、そこまでする価値があるのかな？」

「どうなんだろう？　で、でも、ね。この木を使った森祭司ドルイドの魔法は僕もできないものだから、もしかすると薬学も独自の発展をしたのかもしれないよ？」

「あの頭のいい叔父さんが面白いって考えているんだから、そうかもしれないけど……。こんな田舎の村で、というのが信じられないんだよね。大体、この木を使った魔法ってあくまでもマーレが使えないだけでしょ？　それとも、マーレ以外の森祭司ドルイドもみんな使えないの？」

「うーん……。どうなんだろう。他の人なら、えっと、使えるかもしれないけど、僕としては生活魔法みたいにこの世界で生まれた独自のエルフ魔法、って気がするなぁ……。ただ、なんにしても、叔父さんが毎日通うということはそれだけの価値が絶対にあるってことでしょ？」

　ぐうの音ねも出ない正論だ。

「まぁ、そうなんだろうけどね」アウラは天井を見上げ、それから再びマーレへと視線を戻した。「じゃぁ、叔父さんが毎日楽しそうなのはどうしてなんだろう？」

「そ、それはあれでしょ？　そ、その、新しい知識──情報を入手して楽しいんじゃないかなぁ？　叔父さんはすごく、情報を重視するから」

「あー、なるほど。叔父さんはそうだよね。だからこそ、全て計算通りに動いていくんだろうね」

　単純に頭がいいだけではない。情報に対する飢えとも言えそうな執着心こそが、全てを見抜く叡えい智ちへと繫がっているのだろう。

　千年先までも見据えているという話をデミウルゴスから聞いた記憶があるが、主人のあの姿勢を見ていると、なるほどと納得せざるをえない。

　アウラは敬服し、感嘆の吐息をもらす。

　流石は至高の存在をまとめ上げた御方だ。

　アウラにとって最高の存在はぶくぶく茶釜だが、その次にアインズを尊敬している。それにちょっと落ちるが三位がペロロンチーノだ。そして餡ころもっちもち、やまいこが四位として並び、他の至高の存在はその下だ。マーレの場合は三位以下、全員横並びだ。

「流石は叔父さん。それに引き換え──」アウラは暗い顔をした。「──あたしたちときたら」

　マーレも同じく暗い顔をした。

「う、うん。特別な情報、叔父さんが求めていそうな情報は一切手に入らないし……それなのにまたするんでしょ……？」

「仕方ないでしょ？　あたしだってまたままごとするの、結構嫌だよ。でもじゃあ、別の遊びって言ったら何があるのよ。あたしたちが負けるはずないし、わざと負けて、あいつらが馬鹿にされたとか思っても面倒でしょ？　一応、仲良くした方がいいわけだから」

　二人は黙った。

　このままではまた、ままごとだ。しかし、それを辞退する完璧な言い訳がないし、代案もまたない。もしこれが至高の存在からの指示でなければ体調不良などと言って逃げる道もあったかもしれないが、そんなことはできない。

「…………とりあえず、あたしのテイマーとしての能力はダークエルフには効かないということが分かったのが、今まで誰も手に入れてなかった情報かな」マーレが苦笑いを浮かべるのを見たアウラは続ける。「ちなみに百レベルのダークエルフも含まれるけどね」

　何かを思い出したマーレがかなり嫌な顔をした。
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　葉の隙間から漏れる日差しの下、アインズは木にかかった橋を渡っていく。

　時折、アインズに手を振ってくるダークエルフの姿がある。それだけではなく、向かいから歩いてくるダークエルフは笑顔で話しかけてくる。

「フィオールさん、今日も薬師頭のところですか!?」

「ええ、そうです」とさらっとアインズは答える。

　最初はこの偽名にしっくりこなかったが、数日しか経っていないのに今ではもう完全に慣れてしまった。

「恥ずかしながら才がないもので、仮師匠にはとても手間を取らせてしまっております」

「フィオールさんは魔力系魔法詠唱者マジツク・キヤスターとして素晴らしい才をお持ちなのです。それなのに薬師としての才までお持ちだったらそちらの方が驚きです。森祭司ドルイドと野伏レンジヤー、両方に優れた者なんかいないのと同じことですよ」

　アインズは一度、この村に迫った魔獣──巨大催眠蛇ジヤイアント・ヒプノテイズムパイソンを魔法で殺した。そのお陰でこの村のダークエルフから強い尊敬を勝ち取ったという経緯がある。

　だから、話しかけてくる者、手を振る者。全ての者たちに敬意が見え隠れしていた。

「そう言ってもらえると救われる思いです。このままお喋りをしていたいところですが、仮師匠を待たせるわけにもいきませんので、この辺りで失礼しますね」

「申し訳ありません。こちらこそお忙しいところを呼び止めてしまって」

　いえいえ、こちらこそなどと社交辞令を交わし、アインズは歩みを進める。そして、ここ数日通い詰めている研修先に到着した。

「遅くなりました」と声をかけながら、エルフツリーの中に入った。

　本当に遅刻したわけではない。というよりもこの村では、時間を計るものは個々人の感覚しかない。そのため狩人を除いては時間にルーズなところがあり、時間による約束をほぼしない。しても、かなり大雑把だ。なので、アインズも決してこの時間に来いと指定されているわけではない。

　ただ、それでも普段よりも若干遅れたので、一応の礼儀として声をかけただけだ。

　事実──

「──別に遅くはないぞ？」

　中からそういう声が返ってきた。

　見慣れた仕事場ではこちらを振り返ることもせず、薬師頭が慣れない手つきで、ゆっくり、ゆっくりと皿に潰した薬草を載せていくところだった。

　その横に座ったアインズは、載せ終わった皿を取ると、天秤に嵌はめた。薬草を載せた皿の反対側の皿には重りが載せてある。

　残念ながら一度では釣り合わず、アインズは幾度か重りを載せ換えるという作業を繰り返し、ようやく均衡した。その後、アインズは重りの重量を用意してある紙の束に書き込んだ。

「どうぞ。続きをお願いします」

　アインズが重りを載せる姿をいらいらと眺めていた薬師頭は、荒々しい手つきで薬草を載せた皿を取ると薬草を別の器に移す。慎重にやってはいるが、潰した薬草の全てを皿から取れるはずがない。わずかな薬草の破片が──潰した汁とともに皿に残る。

　それをイラッとした表情で見た薬師頭はもう一度、ヘラを使って移し替えようとする。

　もしゴムベラのようなものがあれば綺麗に取れたかもしれないが、残念ながら木製のヘラだ。多少は取れたが、やはり皿の上には残っている。

「うがぁー！　面倒なんじゃぁ[image: ]」

　薬師頭がわめきながら頭をかきむしる。

　最初にアインズと出会った時には決して見せなかった態度。それは数日間アインズに指導して打ち解けてきたということ以上に、アインズの提案した手法によって苛立っていると過剰な演技で表現しているのだ。つまり「もうこんなやり方はやめよう」と暗に訴えているわけだ。

「我慢してください、仮師匠」

　ぶすっとした顔を薬師頭はアインズに向ける。

　女子供がやれば別の感情が湧くのかもしれないが、男──それも成人した大人がそういう態度をしてみせても、アインズとしては特に思うところはない。たとえ、それが美形だとしても。

「……こんな面倒なことやらせるな。仮弟子」

「いや、理由は前にも言いましたよね？　それに納得されたじゃないですか。私が強制したわけではないでしょ？」

「……あの時は確かにお前の話にも一理あると思った。巨人ジヤイアントなどがこの村にいるはずがないからな。しかし、寝ながら考えたのだが、やはり手に覚えさせることこそ重要であり、お前が後で都市に帰った時にしっかり量ればいいんじゃないかなぁ……」

　どんどん自信がなくなっていったのか薬師頭の声は徐々に小さくなっていく。

　その一方で、そこに気が付いたか、とアインズは心の中で舌打ちをした。

　早かったのか、それとも遅かったのかは分からない。しかし、言いくるめられたままでいて欲しかった。

　こうやって皿に載せるようになったのは、薬師頭がアインズに手や舌で覚えさせようとしてきたからだ。

　手なら──発動している幻術の操作を頑張れば、まだ誤魔化せる。しかしながら味はダメだ。舌にのせた時の痺れを理解しろ、と言われても、舌のないアインズにはどうしても不可能だ。だが、それを薬師頭に言えるはずがない。

　なので、言い訳をしたのだ。「私の都市にはジャイアントのような巨大な種族もいればドワーフのような我々よりも小さな種族もいます。そういった者まで同じ薬の量で問題なく癒やせるか自信がありません。ですから作ってくださる薬に使用した薬草の一人分の量を正確に計測し、各種族の体重などを勘案して作りたいと思います」と。

　ダークエルフ専門の薬師頭である彼にとっては、確かに、と思える言葉であっただろう。

　アインズも完全に噓だとは思っていない。しかしながら真実ではないことも理解していた。

　というのもアインズの理論はどちらかといえば元の世界で通用するものであって、この世界で通用するものではないからだ。

　この世界には魔法という異質な物理法則が存在する。ならばそこに片足を突っ込んでいるポーションなどは、アインズの知る昔の世界の常識から逸脱しているのは間違いない。

　実際、少ない量のポーションだって、ジャイアントの傷を同じように癒やしてくれる。

　無論、人間の一般人と霜の巨人フロスト・ジヤイアントの一般人では生命力の最大値が違うので、回復した量が違うようには見える。しかしながら実際は同じだろう。もちろん、そこまでの実験をしたことはないので、これはアインズの知るユグドラシル──この世界の法則に最も近い──の知識を使っての推測ではある。なので、言った内容が合っているという可能性もないわけではないが。

（考えてみたら最初の段階で味覚障害と言った方が良かったのかもしれないな……）

　そうすれば今の苦労はなかったはずだ。ただ、そういった偽りを伝えれば、それはそれで別の苦労を負うことになっただろう。

（……今更後悔してもしょうがない。今必要なのは、彼を言いくるめるための、納得してもらえる何か、なんだが……浮かばないな。上手く言いくるめられていると思って、新しい言い訳を考えていなかったのが失敗だ）

　アインズは幻影の顔を動かし、ゆっくり瞼まぶたを閉ざす。もちろん、幻術なので、アインズの視界はそのまま変わっていない。

　あの二人から「まるで仮面をかぶっているように顔が動かない」と言われたので、時折、わざと目を閉じたりしている。布で隠していない部分──目元や眉は感情が最も表に出るところなので、その辺りが一切動かない上に視線が一点を見つめて揺るぎもしないのは不気味、というのは自分では気づけなかった。

　なので、双子監修のもと練習を重ね、今ではこうやって意識すれば──表情の変化の過程がかなりぎこちないし、無意識には到底できないが──なんとなくそれっぽく見えるぐらいには腕前が上達している。

　アインズの沈黙をどう受け止めたのか、薬師頭は続ける。

「しかも、こんなことをしていては……そう！　生産性が落ちる、ってやつだ。一日に作れる薬が減るというのはこの村にとって大きな損害!!」

　それも正論である。

　この村には低位でも森祭司ドルイドが何人もいるため、緊急性の高い怪我などは大抵治すことができる。ただ、薬師の薬を必要とするのは、狩人などのこの村──森祭司ドルイドのいる場所──を離れる者たちだ。

　森祭司ドルイドが狩人に同行すれば怪我などした時には助かるかもしれないが、狩りをする段になれば潜伏するのが不得意な森祭司ドルイドが足を引っ張ってしまう。

　アインズのようなあまり狩りの知識がない者からすれば「ベースキャンプを作って、森祭司ドルイドはそこで待機していればいいじゃないか」と考えるところだが、この村にはこの村のルールがある。そういうものは大抵の場合、今までの試行錯誤の結果生まれたものだ。それをこの樹海の知識もない、部外者の立場から言えるはずがない。

「大体、この皿に載せることで変質することはないと誰が断言できる？　そうだろ？」

　この天秤も皿も、アインズの知るかぎりこの世界で最も優秀な錬金術師、バレアレ家で使われてきたもののお古だ。彼らだってこれを使っていたんだから、多分、問題はないはずだ。無論、彼にもそれは伝えている。師匠からもらったものだから問題ないはずだ、と。

　ただ、それでも、「その師匠はこれと同じ薬草を使っていたか？　この薬草では変質しないとは断言できないだろ？」と問われると答えに窮してしまう。実際、どうだったのかは聞いてみないと分からない。

「一応、それに関しては前も言いましたが、ないと思われます」

「思われると言ったな？　それは断言ではないよな？　つまりお前自身だって絶対にそんなことがないとは確信を持てない──自信がないということだろ？　それでいいのか？　薬は時には人を害する。この皿に載せたせいで変質し、人を害するものに変わっているかもしれないぞ？」

「…………まず、それはないと思います」

「もちろん、そうかもしれない。しかし、本当にそうなのかを調べるには、全ての薬を作って確かめる必要があるだろう。大体、調べたところで、わずかな変化であれば、すぐには変質したと分からないかもしれない。それに数日、数週間経過したときに大きく変わっているかもしれない。重篤者に使用した場合、その少しの変質によって助かる命が助からないかもしれないじゃないか」

　またまた正論だ。

　かもしれない、という仮定の話に対し、絶対に違うと断言できる根拠をアインズは持っていない。そのために論破は不可能。

　それに加えてアインズの知識が付け焼き刃というのがまずい。薬師としての知識で仮定の話を作り出して対抗することが出来ないのだ。多分、ここにいるのがバレアレ家の人間だったらすぐに論破出来ただろう。

　だが、ここで引き下がることは出来ない。

　舌で覚えろ、という指導をされる可能性を考えるとやはり引けないのだ。

「でしたら仮師匠はそのままやってください。私はそのデータを都市に持ち帰り、仮師匠の言われた通り、全ての薬を作って色々と調べます」

　薬師が何か言うよりも早く、アインズは重ねて告げる。相手に反撃のチャンスを与えるなど愚か者の行いだ。ちなみにアインズは愚か者なので、相手からの反撃──あれは後ろから撃たれたというのだろうか──をしょっちゅう受ける。特にデミウルゴスから。

「都市にいる薬師の数はここの比ではありません。彼らの協力も得られれば、一気にたくさんの薬が作れるでしょう。それに様々な種族がいますので、誰が使っても問題ないかを調べるため、それらの種族の薬師たちからも知恵を借りるべきでしょう」

　薬師頭は少しばかり嫌そうな顔をした。自分の部族に伝わる──秘伝であろうがなかろうが──薬の作り方を多くの者に伝えられるのはうれしい話ではないだろう。それにはアインズも同意だ。既得権益というよりも、敵になりかねない存在に知識を与えるなど愚ぐの骨頂だ。

　実際、アインズだって本気でそんなことをするつもりはない。あくまでもこの場を誤魔化すために適当なことを言っているだけだ。

　アインズだって友人から教えられているのだ。

　知恵の実は独占してこそ価値がある、と。

　だからアインズが得た知識を広めるとしたら、せいぜいナザリック内ぐらいだろう。

「異論はないようなので仮師匠、よろしくお願いします」

　アインズの反撃を食らい、薬師頭が不服そうな声をあげた。しかし、それに対する決定的な反撃方法が浮かばなかったらしい。これ見よがしに肩を落とし、再び、皿に薬草を載せ始めた。

　動きが速い。これでは自分の役割を果たしつつ、メモを取るのが大変だ。

　相手はまさにそれが狙いのように思われた。

　自分の仕事が終わっているのに、アインズの仕事が終わっていなかったら、間違いなく嫌みか何か言いそうだ。これは嫌な仕事を早く終わらせようというよりも、論破されたことに対する腹いせに違いない。

（なめるな！）

　確かに長年薬を作ってきた薬師頭に仕事の速度で勝てるはずはないだろう。しかしながらアインズだって数日間、彼の横で単純な作業を繰り返してきたのだ。最初から負けを認めるつもりなどない。

　うおー、と心の中で闘志を燃やしつつ、アインズも必死になって作業を始める。

　渡される薬草の入った皿に適した重りを、今までの経験を活かして瞬時に見つける。メモを取る時間がないなら頭に叩き込めばいい。アインズは決して頭脳明晰などと言えないが記憶力が皆無というわけではない。

　アインズの速度が上がると、薬師頭の手もさらに速くなった。

　両者ともに無言で──冷静な第三者がいれば絶対に突っ込みを入れるような速度で──競うように作業に没頭する。

（しかし──面白い）

　アインズはその薬の作り方を覚えつつ、その薬の効果に思いをはせる。

（この薬の効果は随分弱い。しかし、これとあの手を併用したら意外にシナジーがある？）

　ユグドラシルプレイヤーにとって、途方もなくデータの多いユグドラシルというゲームで新たな戦術を作り上げるのはこの上なく面白いことの一つだ。それはアインズ──いや、鈴木悟だって例外ではない。

　ユグドラシルにはないこの世界の技術で作られる薬は、新たな戦術に使える可能性を秘めている。

（魔法よりはマジックアイテムで弱点を補って……。いや、それだと時間がかかる。もっと短期で……）

　実際には、本当にシナジーがあるのかどうか検証を行わねばならないだろう。それでも新たな技術の獲得にアインズは興奮を覚える。

（もっと前からちゃんと勉強しておけばよかった……）アインズはンフィーレアの顔を思い浮かべる。（コネがあるんだ。言えばもっと色々と教えてくれただろう……）

　そうしなかったのは、アインズはこれまでもっと別の勉強に時間を割いてきたからだ。この世界の技術習得はティトゥスなどの面々に任せていた。

（はっきり言って、俺に組織の──国家の運営なんて無理だ。それよりはやっぱり技術探究の方に身を置いた方がいいんじゃないか？　それにこっちの方が俺は好きだし……）

　ここで薬を学びだした当初からぼんやりと思っていたことを再び考える。

　もし仮に鈴木悟に優秀な脳みそがあれば──アインズには入っていないが──両方をうまく学べたかもしれない。しかしながらそうではなかった。それなのに自分の不得意な分野に労力を割き、時間を無駄にしてきてしまったともいえる。

（今までは仕事から逃げることを考えていた。……違う。人には適した場所というものがあるんだ。ナザリックに戻ったら……部署替えをアルベドに申請してみよう……。でも、だ。でも、それはＮＰＣたちの信頼を裏切ることにならないか？　ギルド長であり、〝アインズ・ウール・ゴウン〟を名乗る者として正しいありかたなのか？　みんなは……なんと言うだろう……あ！）

　突然、薬師頭の手が止まったことで二人の競争は、そしてアインズの思考は急に終わりを迎える。

　薬師頭が後ろ──戸口を振り返ったのだ。

　勝利の笑みを浮かべそうになったアインズはすぐに取り繕い、同じ方向を見る。誰がいるわけでもない。ならば、と耳をそばだててみる。

　何か遠くの方が騒がしいような感じだ。ただ、緊急性──モンスターが村に襲撃してきた、怪我人が出た──がある騒がしさとは違う様子だ。

「都市から来るのはお前たちで最後、なのか？」

「え？　あ、はい。そうです。私たち以外に誰かが来るという話は聞いていません。……もしかして？」

「ああ、そうだ。この村に誰かが来た時はこんな感じ、だな。それも部外者……。この近辺のダークエルフであればこんな反応はない……。とするとエルフでも来たか？」

　もしくはナザリックから誰かが来たのだろうか。

　いや、とアインズは考える。もしアインズと連絡を取りたいなら〈伝言メツセージ〉などの方法だってある。ナザリックの誰かが来たとは考えにくい。ただ、相手がエルフなら、一つ思い当たる存在がある。

「エルフの行商でしょうか？」

「そう……かもしれないが……。ちょっと違うような気もするな。まぁ、我々には関係がないだろう。もしあったらすぐに誰か来るはずだ」

　薬師頭はそう自分に言い聞かせるように答えると、再び机に向き直る。

「それよりも作業を続けるぞ。お前も師匠から教わっているだろうが、調合の際、薬効が時間とともに劣化していく類たぐいのものもあるからな」

　先ほどよりもはるかにゆっくりした速度で作業は進められるが、それもすぐに中断を余儀なくされた。村のダークエルフが一人、息を切らして駆け込んできたのだ。

「マンゴーさ──！」突然入ってきたダークエルフの声は、アインズを目にすると勢いをなくした。「あ──フィオールさん。お仕事中に失礼します」

　アインズが薬師頭の家に入り浸って教えを乞うていることを知らない村人はいない。それでも何かが起きて、焦りから彼はそれを失念していた様子だ。

「……仮弟子に対しては謝罪があるのに俺にはない。これは一体、どういうことなんだ？」

　薬師頭がブツブツと言う。ただ、本気ではないだろう。その顔は不満そうだが、どことなくいたずらっ子っぽいものだ。

「あ！　すいません、マンゴーさん。お仕事を邪魔してしまって」

　マンゴー・ギレナ──それが薬師頭の名前だ。

　謝罪したダークエルフはアインズのほうをちらちらと窺い、話を切り出そうとしない。

「あー、私がいては不味い話であれば外に出ますがどうしましょう？」

「いえ、別にそんなことはないんです。ただ、ですね。……マンゴーさん。先ほど村にエルフが来まして、なんでもこの森の外にある人間の国が近くまで攻めてきたそうなんです」

　そこまで言うと再び、チラリとアインズを見てくる。

「なるほど、そういうことであれば私のいる国が攻めてきたわけではありませんね。多分、法国という国──私の国の近くにある国だと思います。エルフの国を攻めているという話を聞いたことがありますから」

　ダークエルフに安堵の色が見えた。

「それでこの村からも兵を出すように、とエルフが言ってきたんです。そのエルフは他の村にも伝達すべくもう村を出ていったんですが、長老たちはこれからどうするべきかの集会を開きたいそうなんです」
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　広場にはかなりの数のダークエルフが集まっていた。おそらく、子供を除いて村の全員が集まっているのではないだろうか。

　集会をする時はいつもこの広場を使うらしい。

　ただし、広場と言ってもダークエルフの村なので中空にある。木々から伸びた橋によって固定されたお盆のような場所だ。雨が降ったら使えなくなりそうな場所だが、村には集会所というのがない──この人数が入れるエルフツリーがない──ことが原因だ。もしかするともっと少数の時はここではなく、どこかのエルフツリーの中でやっているのかもしれないが、今聞くべきことではないだろう。

　集会には、アインズはアドバイザーとして参加していた。

　はっきり言って、そんな役目は御免こうむりたい。

　そんな責任ある立場は全力で遠慮したいのだ。大体、アドバイザー代だって貰えないのに、喜ぶ者がどこにいるだろうか。

　一番喜ばしいのはオブザーバーとしての参加なのだが、向こうが欲していたのはアドバイザーとしての参加だ。アインズ自身としても集会の内容には興味を惹かれたため、迷い、迷い、迷ってからしょうがなくという格好で頷いた。

　興味が惹かれるところは、まずは結果だ。どのような結論に至ったかを知ると知らないでは大きな違いだ。

　次に誰が賛成し、誰が反対するのか。そしてどんな雰囲気で議論が行われていくのか。こういった議事録を読むだけでは──話を聞くだけでは分からないものを知っておきたい。

　村の総意としてこの場で何らかの結論が出たとしても、中には不服に思っていたり、納得していなかったりする者もいるだろう。この村を今後どうするかは決めていないが、ナザリックに不利益をもたらす者は処分を、利益をもたらす者なら個人として取り込む方向に持っていくのも悪くない。

　アルベドやデミウルゴスなら参加せずとも察知できるかもしれないが、凡人アインズではやはり参加しないと難しい。

　集まったダークエルフたちを眺めながら、ふと、アインズは〝アインズ・ウール・ゴウン〟のことを思い出す。たとえ、顔の動かない仮想世界でも会議の際にその空気は伝わってきた。

　とはいっても、だからどうということもなかった。多数決で決めてきたあの集まりでは、そこまで空気を読む能力が重要ということはなかった。しかしながらここではそうではないだろう。

（意外にこの立場は美味しいかもしれない……途中退席して議決権は放棄しちゃえば責任をとる必要もないし、それに本当の会議にある程度の権利を持って参加する経験なんて、そうあるもんじゃない）

　はっきり言ってアインズは会議というものを明確には知らない。会議に参加したこと自体はもちろんある。鈴木悟は社会人だ。会議が一切ない会社の方が珍しいだろう。ただし、参加しても一票の価値はないに等しかった。会議とは名ばかりの、上じよう意い下か達たつの場でしかなかったので当然のことだ。なので、ただそこにいるだけだった。

　では、この世界に来てからはどうだ。

　ナザリック地下大墳墓での会議はアインズにとっては地獄である。

　支配者であるアインズの意見はどれだけ間違っていても正しいとされてしまうため、間違ったことを言うわけにはいかない。しかし、守護者はアインズを絶対の支配者であり、全てを見抜く天才と──なぜか──認識しており、意見を求められ続けている。この重責がアインズの精神をすり減らす要因の一つである。

（絶対者に対する忖そん度たくがないこの集会で、会議に関して何か得られるものがあればいいなぁ。ナザリックでは俺の意見が優先されてしまうから）

　何が得られるのか、アインズは何を求めているのか、を言語化するのは難しいが、それでも知見を広める何かがあって欲しいと考えていた。

　やがて最後に長老たちが姿を見せた。

　コの字の形で長老たちが中央、それを挟むように左右にダークエルフたちが雑多に並ぶ。アインズの位置は長老ゾーンの少し離れた所だ。

（うーむ、正直失敗したなぁ。仮師匠のところに入り浸っていたから、この村のダークエルフの関係図が完璧には把握できてない……）

　ここに集まっている村人も、軽い挨拶はしたことがあるが名前さえ知らない者もいる。

　村の重要人物に関しては情報収集の一環でアインズも頑張った。ただ、それらの人物を中心にどんな人間関係が形成されているか知っているかというと、そこまで詳しくはない。

　しかしこれは仕方ないことだと割り切っている。さらに頑張って人間関係を構築したとしても、この短期間で何でも腹を割って話してくれるほど親密にはなれなかっただろう。

（大人は──色々あるからな。子供はそうでないと信じたい……）

　そんなアインズの浅い知識からすると、特にこの並びには意味がないように思われる。友人、家族などの近い関係で適当に集まっている感じがする。

　ネームプレートが欲しいと思いながら、アインズはとりあえず真剣な顔を幻術で作って集会の開始を待つ。

「それでは始めよう」長老の一人──若い方の男──が口を開く。「既に話は誰かから聞いていると思う。しかし正確を期するために改めて説明させてもらおう。本日、エルフ王の元より使者が来た。話では北にあるという人間の国がエルフの王都の近くまで攻めてきているという。そ──」

　幾つもの視線がアインズの元に向かってくる。

　薬師頭の家に来た彼と同じように考えているに違いない。だから早さつ急きゆうに否定しておく必要があるだろう。変な勘違いをされては非常に困る。

「──失礼」アインズは手を挙げる。そういった決まりはないようだが、長老の話を遮るのだ。それくらいはしておくべきだろう。「念のために言っておきますが、私のいる国とは違いますよ。攻めてきた国は人間だけの──単一種族国家でエルフを奴隷にしている国です」

　奴隷、という言葉に反応して嫌悪の声が幾つか上がった。かと思えば「知っている」とか「エルフ」などの大した意味のない呟きも聞こえた。どうも、かなり自由な発言が許される集会のようだ。

「私の暮らしている国は前にも言った通り、様々な種族が共に暮らしている国です。法によって守られているので、対立もしていないし、襲われることもありません。……あ！　種族として狙われることがないということです。犯罪者はあまりいないですが、完全にいないというわけでもないので、危険な場所を一人で歩いていたら、もしかしたら……ということもないとは言い切れませんが。すいません、話の腰を折ってしまって」

　アインズが長老に軽く頭を下げると、長老もそれに応じた。

「それで他国が攻めてきているため、ダークエルフも兵士を出してほしいという要望だった」

「あれは頼みなんかじゃなかったぞ」一人の若者が嫌悪もあらわに声を上げた。「出せ、っていう命令だ」

　同意する声が、小さくはあったがあちらこちらから聞こえる。

　長老たちもそれを即座に止めようとはしない。彼らも少なからず、同じ思いを抱いたということだろう。

「それで我々はどうすべきか、ということを相談するべきだろうと考え、この集会を開いた。この村で出た結論を持って他の村と相談するつもりだ。なので、ここでの意見がそのままダークエルフ全体の意見となるわけではないことは分かってもらえると思う。それに他の村々との話し合いにこの村の意見を持ち込んだとしても、採用されないどころか、場合によっては結論すら出ないかもしれない」

　この長老の言葉に、別の長老が続けた。

「──いや、そちらの方が可能性は高いじゃろう。この見知った者たちしかいない村の中ですら意見がまとまらない可能性だってある。その結果として、かつてあったようにダークエルフが分かれて暮らすことになるかもしれん」長老がアインズの方に顔を一瞬だけ向けた。「意見が一致しないということは決して悪いことではない。ただ、自分の考えだけに囚とらわれることなく、村の中で意見を交わし、様々な考えを得る。そうして広い視野に立った上で、己の行動を決める必要があると考えている」

　それってどうなの、とギルド長としての経験を持つアインズとしては思わなくもない。

　意見を纏めず、各自好き勝手に行動していい、という考えを組織の長が後押しするのは間違っているのではないだろうか。

　嫌だから、納得できないから、という理由でギルドの決定に逆らえるのであれば、ギルドという組織を作る意味がないのではないだろうか。そもそも纏まるからこそ強い力を得られるのだ、分散してしまっては各個撃破のいい的だ。

　とはいえ、アインズはそんなことを口にはしない。

　この状況下で、自分の意見こそが正しいと部外者が押しつけるのは良くない。逆の立場になったとき、部外者に意見されたらどんな気持ちになるか。

　それに大樹海という危険な場所での暮らしにおいては、自己判断が重視されているゆえの考え方なのかもしれない。

　一週間ほどこの村で暮らしただけでも、ダークエルフたちは自己責任の考え方が人間よりも強い印象を受けた。

　そう思うと今までの何十年、何百年という暮らしの中で培われた考え方を、異邦人一人の意見で変更されたら、その方が色々と問題がありそうだ。

　第一──

（──ダークエルフが分散する方がナザリックにはメリットがあるんじゃないか？）

「そのために外の世界を知る彼にも参加してもらった」

　突然話を振られ、内心、少し慌てながらも、アインズは同意するように軽く頷いた。

「私がお役に立てるかどうかは分かりませんが、出来る限り知恵を絞りたいと思っています」

　おお、と感嘆の声が聞こえる中、一人のダークエルフが質問を投げかけた。

「それで長老たちはどう考えているんだ？　兵なんてものはこの村にいないが誰かを送るのか？」

「私たちはそれに賛成しているわ。確かにまだダークエルフの村が襲われたという話は聞いていないけど、それは今のところ襲われていないというだけかもしれない。みんなも知っていると思うけど、私たちの村はエルフたちの国の外れ──南東の外れに位置しているのだから、相手が順次攻撃を仕掛けているなら最後になるでしょ？」

「エルフを殲せん滅めつしたのちは、我々、ダークエルフも無事ではすまないだろう。ならば協力して追い返すべきじゃ」

「……そこが疑問なんだ。長老たちよ。エルフが攻められているというだけでダークエルフまでも襲われると決まったわけではないだろう？」

　確かにそうだ。アインズ──ナザリックの調べによると、ダークエルフが奴隷として売り出されたという事実はない。

「逆にエルフ側に立って参戦した場合、その人間の国がダークエルフも敵とみなすかもしれない。第一、人間の国と戦って勝てるのか？」

　ざわっと空気が揺らいだ。

　当然の質問だ。

　相手はエルフ王都付近まで攻め込んできているのだ。ここからの大逆転はなかなか難しいだろう。普通に考えれば勝算は低い。

「俺は長老の意見に賛同する」ダークエルフの一人が不快げに言う。「メロン。かつて我々がこの森に逃げて来た時、エルフたちは受け入れてくれた。その恩を返す気はないということか!?」

　メロンと呼ばれた先ほどの質問を投げかけたダークエルフが慌てて答える。

「いや、そういう話じゃない。戦う、戦わないが全てではないだろ？　例えばエルフたちを誘って逃げればいいんじゃないか？　この森はまだまだ広い。人間という生き物がどんな生き物なのかは知らないが、我々以上に森の生活に長けているわけではないだろう。逃げれば追ってこないかもしれないし……いざとなったら遠くの森に移住するという方法だってある。……それになんで人間たちはエルフを攻撃しているんだ？　エルフたちが先に攻めた可能性だってあるんじゃないのか？」

「……それだったら自じ業ごう自じ得とくだ」

　ぼそりと言ったのは薬師頭だ。小さな声だったが誰の耳にも聞こえるほど大きく響いた。

「……確かになぜ、エルフと人間の国は戦っているんじゃ？　人間もこの森で暮らしているのか？」

　長老が助けを乞うようにアインズを見てくる。

「──いや、申し訳ないですけど戦争の理由は知りません。というよりも人間の国がここまで攻め込んできているということを初めて知ったぐらいです。ただ、人間の国は大樹海の外にあります。決して生存競争ではないと思います」

「そうでしたか。この森ですらも我々が全てを知るには広すぎる。そして外の世界はそれ以上に広いということなんでしょうな。……それで私どもはどうすればいいと思われますか？」

（え？　部外者である俺にそんなことを聞く？　困ったなぁ。とりあえず、ダークエルフは絶対に欲しい種族というわけではない……）

　このエルフツリーの存在や薬師の知識など欲しいものもあるにはあるが、絶対に欲しいというほどではない。

（……が、まぁ、死んでほしいわけでもない。噓をつかず、死なない方向に話を持っていけばいい）

　アウラとマーレの顔がふと浮かぶ。

　上手くいっているのか分からないが、一緒に遊んだ子供たちが死んだと知ったら悲しむかもしれない。

　アインズは少し考え、答えを出す。

（うん。この状況から誘導とか無理。資料なんて今回作ってないからな）

　穴だらけの計画を慌てて立てて、それが災いの種になるのは避けたい。それなら素直に自分の思うところを言うべきだろう。

「まず、恩義があるのであれば、それを裏切る行為は最低でしょう。もし次があった時、ダークエルフは信用できない種族だと思われると誰も助けてくれなくなると思います」

　うんうん、と長老たちが頷いている。

「その一方で、勝てるという保証──エルフたちの考えではなく、皆さんが冷静に情報を集めたうえで勝てるという保証ですよ？　これがないのであれば全員で戦いに行くというのは無謀と言うほかないでしょう」

　うんうん、と若者たちが頷いている。

「なので、私ならどっちつかずの選択をします」

　不思議そうな表情を全員が浮かべた。皆の視線を感じながら、アインズはユグドラシル時代のギルド間抗争で、両方の陣営に参加してどっちが勝利しても利益が得られるように立ち回った時の作戦を思い出していた。

　同じような状況でもっとえげつない作戦もあったが、あれは当時のアインズたちのような立ち位置だからできる作戦で、ダークエルフには無理だろう。

「まず、一つの村につき数人の援軍を送ります。この人たちは多分、戦いで死ぬでしょう。それでも送ります。少ない援軍にエルフが文句を言うのは目に見えていますが、村を守ることも考えるとこの人数しか出せなかった、などと言い訳すれば、エルフだってそれ以上は言えないでしょう。一応は援軍を送ったわけですから。その一方で残った者たちはここから避難します」

　アインズが説明を終えるとあちらこちらから「なるほど」という声が聞こえてくる。それと同時に少しズルいんじゃないか、という声も。ただ、好意的に見ている者は多い様子だ。

「流石は都市に生きるダークエルフですな。私どもではそこまで知恵が回りませんでした」

　長老の言葉に幻術で作った顔を苦笑い的に変化させる。

（あんまり褒められている気がしない……）

　しかしながら長老が嫌みや皮肉で言ったわけではないのはよく伝わってくる。

（それにしても俺程度ですら思いつくアイデアがすぐに浮かばないのは、もしかすると彼らがすれてないからなのかもしれないなぁ……。でも同じようなことをリザードマンたちもやっていた……おっと！）

「都市で生きるからというよりも単純に私がズルいだけですよ」

「いや、そんなことはない。一部を切り捨てて他を助けるというのは──菜園などでもよく行うやり方だ」

　薬師頭が声をあげ、幾人かが驚きの顔をしているのが見えた。あまりこういった場では発言しないのだろう。もしくは参加さえしないのか。

「ありがとうございます、仮師匠。それで重要なことを言うのを忘れていました。これだけは覚えておいてください」全員の耳目を完全に集めてからアインズは続きを言う。「これはあくまでも私の提案。一つの意見でしかありません。決めるのは問題に直面している皆さんですよ。そこに生じる責任を負うのは皆さんなんですからね」

　これだけは絶対に言っておかなくてはならない。念を押してでも言うべきだ。

　アインズが提案したから、と責任転嫁されては困るのだ。

　選ばれた幾人かのダークエルフは確実に死ぬだろう。いや、死んでもらった方がエルフたちに対する言い訳が立つ。そうなると、死んだダークエルフの遺族などはアインズのことを恨むかもしれない。

　なので、彼らに主体的に選択させなくてはならない。君たちが決めたことじゃないか、と言うためにも。

（逆恨みなどをする奴には通じないが、そんな奴と友好関係を築く必要はないからな。それに全員を味方に引き入れることなど不可能だって、ぷにっと萌えさんも言っていたからな。ただ、アウラとマーレが一緒に遊んだ子供たちの親が送られたら少し禍根を残すか？　しかし、俺がそこに口を挟む方が問題になる。とはいえ……一応、後で確認をしておく……時間的余裕を考えると難しいな……）

　これがナザリックに大きなメリットがあることならもちろん違う。口を出し、回収できるアイテムを貸し出し、生き残ってもらえるよう努力するだろう。しかしながら彼らダークエルフはそこまでではない。失っても惜しくない相手なのだから、そこまで努力するつもりはない。

　それにアイデアの一つとして、法国側に投降することも提案したいところだが、アインズの口からは言えない。まぁ、投降して命が助かるかどうかなどはさっぱり分からないし、従うことがいい結果を生むとも限らない。

「素晴らしい意見でした」長老がアインズから視線を動かし、ダークエルフたちに向ける。「皆は何か意見はあるか？」

　異論の声はあがらない。

　アインズの提案で大体決まった──決まってしまったようだった。

　それから始まるのは何人送るか、誰を送るか、そしてどこに逃げるか、の話し合いだ。

　幾つもの村で集まって会議をするという話だったから、それを考えるとかなり気が早い。しかしながらそこで決まってからでは少し遅い。

　アインズはそんな光景を複雑な心境で眺めていた。

　自分の意見が採用されたことで承認欲求が満たされた感はあるが、プレゼンに成功したときのような喜びはない。明確な目的地がなかったからだろう。

　ナザリックにとって益になるような誘導をするわけでもなく、ただ発言に責任が発生することになってしまった。ここは素早く退散して、かつ責任を他の者に負ってもらうしかない。それに──もう時間は限られている。すぐにでも行かなければなるまい。

「──大変失礼ですが、これ以上私がいる意味もなさそうですし、そろそろ私はあの子たちのところに戻らせていただきますね」

　最年長の長老が代表して口を開く。

「今回は本当に助かりました。後は私どもで意見を取りまとめ、他の村にも提案したいと思います」

　そんなに遜へりくだらなくても、と思いつつアインズは応える。

「であれば、その際は私の名前を出さないでくださいますか？」

「そ、それはどうしてですか？」

「この村と──この森に住むダークエルフとはあまり関係のない者が出した意見と知っては、拒絶したくなる者もきっといるでしょう」

　もちろん、本音は違う。恨まれる可能性を少しでも減らすことが狙いだ。

「いや、そのようなことはありません。森を別れたとはいえ、祖先を同じくするダークエルフの言葉。蔑ないがしろにする者などいるはずがありません。ですが……分かりました。その辺りは秘匿しておきましょう」

「それはありがたい。では……当初の予定よりも若干早くなりましたが、私たちはそろそろこの村から離れ、都市に戻ろうと思います」

「なんと！」

「急な話になってしまい申し訳ないのですが、子供たちに何かあったらあの子たちの親に申し訳が立ちませんので」

「……フィオール殿が警戒されるとは……それほどまでに人間たちは強いのですか？」

　一瞬、アインズは困惑するが、自分たちほどの実力があっても逃げるようにこの村を後にするというのが、彼らの中では法国の強さに繫がったのだろうと理解する。

「それに関しては分かりません。大抵の相手であれば勝てる自信はありますが、人間の国の強者を全員知っているわけではないので、何が起こるかは未知数です。万に一つでも子供たちに何かあっては不味い、と考えまして」

　なるほど、と長老が頷く。

「……別れが惜しくなりますので、これから準備を整え、去りたいと思います」

「それは……せめて別れの宴でも……。歓迎の宴すら行っていませんのに、お帰りの時も何もしないのでは恥となってしまいます」

「いえいえ、それには及びません。今は緊急事態。私たちのせいで今後に差し障りがあってはなりません」

　何度か「宴をしたい」「しなくていい」の攻防を繰り返し、「これが最後の別れではない。また会った時にお願いしたい」という説得を行ったアインズが勝利を収める。視界の片隅でなぜかブルーベリーがなんだか変な踊りをしていた。もしかすると宴で披露する予定だったのかもしれない。

「それでは」と言って歩き出そうとしたアインズを長老が呼び止める。

「あ、フィオール殿。本当は誰もいないところでしようかと思っていた、まるで関係のない質問があるのですが、よろしいかな？」

「なんですか？」

「フィオール殿は婚姻を結んでいる相手はおられるか？」

　長老の質問にアインズは目を白黒させる。

「もしいないのであればこの村の誰かを娶めとる気持ちはないかね？」

　軽く見渡すと否定的な感情を向けてくるダークエルフはいない。逆に女のダークエルフの目には期待の色があった。村のために犠牲になろうということではなく、好意的な笑顔を向けてくる者さえいる。

　アインズは別に女性に詳しいわけではない。逆に全く知らない方だ。しかし、それでも彼女たちが浮かべているのは決して作り笑いではないと確信を持てた。

「い、いや、遠慮する。その……実のところ、私に好意を寄せてくれている女性はそれなりにいてね。なかなか困ったものなんですよ、はは……」

　想定外の方向からの攻撃に動揺し、言葉使いが多少乱れてしまう。しかし、長老は特に気にしてはいないようだった。

「そうでしょうね。あなたのような優れた力を持つ殿方なら、好意を抱くご婦人は多いでしょうね」

　戦闘能力の高さによってモテ度が変わるのは人間社会と同様のようだ。いや、女性陣の様子を見ると、こういった周囲に危険がある場所の方がその傾向は強いのかもしれない。ただ、今の言い訳でどうやら女性陣は納得してくれた様子だ。

　最後にこれだけは言っておくべきだろう。

「私からはこれで最後ですが、もし皆さんが……この村を捨てて私のいる都市の方に逃げたいということになりましたら支援するのはやぶさかではありません。その時は遠慮せずに仰ってください。数ヶ月後になるかもしれませんが、またこの村に来たいと思っております。もしそれまでにこの村を放棄するなどの結論に達するようなら、皆さんの居場所を記した地図などを私が借りていた木の前に埋めるなどしてもらえればと思います」

「……そのようなことがないことを願っていますが、もしもの時はよろしくお願いします」

　長老が頭を下げ、それに合わせてその場にいたダークエルフ全員が頭を下げた。

　皆が頭を上げるのを見たアインズは「それでは私はこれで」と告げ、皆を見渡し頭を下げる。それから最後にひときわ丁寧で深い礼を薬師頭に送った。

　そしてアインズは歩き出す。

　呼び止められることもなく──無論、そんなことは起こらないと思っていたが──アインズは彼らの視線が途切れるところまで歩く。

　そこにはアウラとマーレの姿があった。もはや叔父の演技も終わりだ。二人からは階層守護者としての態度が見えつつある。しかもアウラにいたっては警戒したようにアインズの全身に素早く目を走らせている。

「アインズ様……ご無事で何よりです。ですが、あいつらに何かされましたか？　アインズ様が最後にこちらに向かってくる前に異常な気配が生じていました。狩人が矢をつがえるような、そんな雰囲気が」

　思い当たるのは一つだけだ。

「ああ、少し面倒な話を持ちかけられたのでな。その際に女性陣からそういったものを向けられたのかもしれないな。とはいえ、大丈夫だ。ちゃんと言いくるめた」

「そう……ですか？　アインズ様がこちらに向かって歩き出しても少しそんな気配が残っていましたが……。いえ、より強くなったような気さえしました……」

　アインズは眉を顰める。アインズの目には女性陣は納得した様子に見えた。しかし、実のところそんなことはなかったのだろうか。ただ、こうすればいい、というアイデアは浮かばない。それにもはや帰るのだ。それに勝る対処法はないだろう。

「普通であればこちらを先に尋ねるべきなのだが、今こちらに注意を払っている者はいるか？」

「大丈夫です。いません」

　アウラがそう断言する。

　ならば間違いなく問題はない。いや、それを知っているからこそアウラは顔を合わせて最初に質問を投げかけて来たのだろう。

「──それで大丈夫だったと思うが話は聞こえていたか？」

「はい、アインズ様。内容は既にマーレにも説明済みです」

　ここで話すよりは借りている家に戻って話をした方がいい。しかしながらアインズでは見落としていた何かに二人が気づいているかもしれない。それによってはちょっと恥ずかしいが、もう一度あの場所に戻って集会に参加した方が良いかもしれない。そうなった時、家まで戻っているとタイムロスが大きくなってしまう。そのために危険を承知でこの場で話す必要があった。

「ならば、あの話に思うところはなかったか？　率直なところを聞かせてくれ」

　二人が顔を見合わせる。

「特に気になる点はありませんでした。アインズ様のご提案は完璧だったと思います」

「は、はい。お姉ちゃんから話を聞いて、あ、あの、僕もそう思いました」

（ん？　もしかして自分たちが遊んだ子供たちの親が戦場に──死ぬために送り出されることに気が付いてない？　それともそれに気が付きながらも俺の提案だから異議を唱えられない？）二人の表情を窺う。（分からん……。しかしちゃんと確認はしておいた方がいいよな？）

　もし前者だった場合、この二人を悲しませたり、せっかくできた友情に罅ひびが入るかもしれない。ここはもう少し聞いておくべきだろう。

「二人が遊んだ子供たちの親が送り出されるかもしれないな」

　二人は不思議そうな顔をした。そして顔を見つめ合い、それから再びアインズに視線を戻してくる。代表して口を開いたのはアウラだ。

「──そうですね。それがどうかされたんですか？」心底不思議そうな表情だった。「何か不味いことでもあるんでしょうか？」

「……いや、何でもない」

　なんで、そんな表情が出来るの、とは聞けなかった。

　ただ、友情は生まれなかったんだな、と思っただけだ。

（それとも……俺の仲間たちが現実を優先したように、この二人もナザリックを優先しているのかな……。だとしたらどうするのが正しいのか）

　アインズが迷っていると、アウラが耳の後ろに手を当て、遠くの音をよく聞こうという動作をする。何か向こうで重要な話が出たのだろう。アウラの邪魔をしないようにアインズとマーレは黙る。

「──アインズ様。向こうでアインズ様の話題が出ているようです」

「どんな話をしているか、聞かせてくれるか？」

「はい。大体、こんな感じのことを言ってますね」

　アウラが多少声色を変えて──とはいっても上手くない──聞かせてくれる。

「なぜ、彼の提案だということを秘密にすることにしたんですか？　人間の国の近くに、彼の住む国があるという。ここで彼がこういう意見を述べたという事実を人間の国が知れば、将来的に彼の迷惑になるかもしれない、と思わないか？　そんなことになる、と長老は考えるんですか？　分からない。しかし……彼に迷惑がかかるようなことが起きないようにするのは当然のことではないか？　──これで他の村人たちが賛同して、内緒にするということで決が採れました」

「なるほど。ありがとう、アウラ」

「あ、あの、これでアインズ様が誘導したという事実は、えっと、漏れなくなりますよね？」

　別に誘導した覚えはないし、何で誘導したと思っているんだろう、と問いたい気持ちはあった。アインズは一つ提案しただけだ。だがそこよりも重要なところはこっちだ。

「精神操作系の魔法がある以上、完璧に情報の漏ろう洩えいを避けようとするなら殺す必要が出てくるが……」

「やりますか？」

　アウラがさらっと尋ねてくる。

「いや、しない。することにメリットは感じない。いや、こう言うべきか。法国が知ったところでデメリットはない。なぜなら法国は仮想敵国。別に友情を深めたいわけではないし、敵の敵を支援するのは当たり前だからな。……いやそれこそメリットはあるな。俺は偽りの外見に名前だ。法国には無駄なことに労力を費やしてもらえるからな」

　アインズはそこで双子の態度を盗み見る。

「……しかし……残念だったな。法国がこの村を直接襲ってくれればもっと利益を得られたんだがな」

　双子が顔を見合わせて不思議そうにした後でマーレが質問を投げかけてきた。

「あ、あの、アインズ様？　なんでこの村を襲わせなかったんですか？　え、えっと、ダークエルフの変装をしたまま、あ、あの、法国の兵士を殺して、そのままこっちに引っ張って来ればよかったんじゃないですか？」

　その通りだ。

　そちらの方がナザリックの利益は大きかったはずだ。アインズだってそれは分かっていた。ＭＰＫの応用で難なくできただろう。にもかかわらずそれをしなかったのは──

（──したくなかったからだ）

　この村での生活が意外にも楽しかったのだ。そんな村に自分の手で火をつけるのはなんとなく嫌だった。

　これはごく当たり前の思いだろう。誰だって嫌なことはしたくない。しかし、それはナザリック地下大墳墓の支配者としては絶対に許されない。組織の長たる者は組織の利益を最優先すべきだ。にもかかわらず、自分の感情を優先してしまった。

　これはある意味、ナザリックに対する裏切りなのかもしれない。

（二人に友人を作る、などと言って、一番楽しんでいたのは俺だったというオチか）

　今後はこのようなことがないように注意しないと不味い。アインズはナザリック地下大墳墓の利益を最優先に考え、行動せねばならない。

　それが唯一残ったギルド長としての使命であり、ＮＰＣの主人の役目だ。

　アインズはそう心に誓い、マーレの質問になんと答えるべきか迷う。ここは正直に自分が甘かったからと詫びるべきだろう。

「……そうだな。それも考えていた。ナザリックの利益を得るためであれば、そうすべきだった。にもかかわらずそれをしなかったのは私が甘かったからだな。……ナザリックの支配者として正しくなかった。このようなことは二度とないようにする」

　二人がぎょっとしたような顔をした。

「え、い、いえ……そ、そんなことはないです」

「そうですよ。アインズ様のなさることは全て正しいです！」

　二人の慰めを聞いた辺りでアインズたちは借りていたエルフツリーに到着する。ここに置いていた物を回収してしまえば撤収の準備は完了だ。

　元々荷物はほとんどなかったため、すぐにそれは終わり、荷物を持って外に出る。そこでアウラが顔を上げた。アインズがその視線をたどっていくと薬師頭がこちらに向かって走ってくるところだった。

　すぐに彼はアインズたちの前に到着した。

　薬師頭はわずかに息を切らしている。彼は薬師としての高い能力を持つのでそこそこのレベルだと思われるが、その肉体のパラメータは低い。どんな職業を取っているかは不明だが、魔力系魔法詠唱者マジツク・キヤスターと同じような能力値の上がり方だからだろう。

　土産を持ってきたという雰囲気ではない。集会場所から直接来たに違いない。別れの挨拶に来たのだろうか。

「どうされました？　別れの挨拶が直接できなかったご無礼は──」

「──いや、仮弟子に対して最後の贈り物をしようと思ってな。女の何人かがお前たちと一緒に都市へ行こうとしている。駆け足で自分たちの家に戻る姿を見たからな。お前にその気持ちがないなら、急いでこの村を出たほうがいい」

「は？」

「は？　じゃないぞ？　お前に寄生するつもりはないだろうが、未知の場所に飛び込むことで唯一頼れるお前の援助を乞い、距離を徐々に詰める作戦だろうな。ちなみに養いきれるなら一夫多妻、一妻多夫は別に問題ないというのが我々の考え方だし、分かたれた部族がお前をなかだちにして再び一つになるというのも悪い話ではないと、皆、考えているだろう。他の村もこれを知れば……。俺は仮弟子の、ま、味方だが……言いたいこと、分かるよな？」

　最悪だ。

　身体に接触されたら正体がバレてしまう。彼女たちがそういう手に出ないとは断言できない。

　エルフたちはアンデッドを敵だと見なしていた。それはダークエルフも同じこと。

　ダークエルフたちを完全に取り込むまではアインズの正体を知られるわけにはいかない。そしてダークエルフたちを支配下に置くことも考慮すると先遣隊の彼女たちを害することは絶対にできない。

「え？　お前、そうなるって想像もしてなかったのか？　これっぽっちも、か？　おいおい、本気か？　お前ほど頭の回る奴が？　そうなるかもしれないと思っていたけど、こんなに早く行動に移すとは思ってなかった、とかじゃなくてか？　……おいおいおい。警告しにきたことを感謝しろよ？」

　アインズに取れる手段は一つ。

「…………行くぞ、二人とも！　小走りだ！　それでは仮師匠！」

　逃げることだけだ。

　別れの挨拶もそこそこに、薬師頭の横をすり抜けるように三人で走り出す。

　すぐに森に入ったが、足は止めない。流石にもう追ってこられないと思える地点まで走り、そしてようやく立ち止まった。

「……大丈夫です。追っ手の気配はありません。それで、あたしたちはこれでナザリックに帰るんですか？」

　アウラの質問に安堵の色を浮かべたアインズはにやりと笑う。無論、表情は一切動かない。というよりも幻術を操作さえしない。

「そんなことはしない。ナザリックに帰還し、兵を集めて行動するのも悪くはないが、この絶好のチャンスを無駄にはしたくない。ぷにっと萌えさんが昔、私に教えてくれた作戦を、私たち三名──少数精鋭で行う」

「そ、それは何でしょう！」

　マーレが目をキラキラさせながら問いかけてくる。アインズは少し嬉しかった。これで「ふーん」なんて態度を取られたら精神が沈静化したことだろう。

　アインズは自慢げに答える。




「厳密には少し違うが──横殴り、だ」
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　法国軍事機関の最高責任者である大元帥の右腕として、二人の方面軍司令官──元帥ヴァレリアン・エイン・オービニエとギャエル・ラゼルス・バルゲリーがいる。今回のエルフとの戦争においては、そのうちの一人であるヴァレリアンが指揮を執っていた。

　エルフの王都にかなり近い場所に総合作戦司令室として一つの天幕が置かれ、その中にはヴァレリアンの他に六人の作戦参謀の姿があった。ヴァレリアンが五十を過ぎているのに対し、参謀は皆がまだ二十代という若さだ。

　強さにおいて年齢は必ずしも指標となり得ないが、知識や経験などが必要とされる地位となると年齢は一つの指標となり得る。その理屈からすると参謀たちは若すぎると言っても過言ではない。

　そんな若者の目の下にはクマができ、眉み間けんにはしわが寄っている。長い間の疲労で精根尽き果てているような顔だった。

　そんな彼らの疲労と少し関係がある資料にヴァレリアンは目を走らせる。

　書かれているのは昨晩──まだ早朝なので数時間前の話だ──行われたエルフの夜襲による被害報告書だ。

「──多いな」

　予期していたとはいえ、どうしてもそれ以外の感想が浮かばない。

　そうは言っても、法国は信仰系魔法詠唱者マジツク・キヤスターの数が他国と比較して圧倒的に多いため、息がある負傷兵は、すぐに回収できれば重体であろうと癒やせる。そのおかげで死傷者の内訳の内、死者の数はかなり少ない。大半を占めている負傷者も、今頃は既に傷が癒えていることだろう。

　では、陣地内に残されたエルフの死者はというと、法国のそれよりも更に少ない。

　夜襲を迎撃されたという状況下で、仲間の死体を回収して撤退出来たとは到底思えない。なので、報告された人数が全部と思っても構わないはずだ。

　そう考えると殺傷対損耗比率キルレシオは非常に悪い。

「はい。流石にエルフどもの王都が近いため相手に強者が多かったのか、それだけの数の死傷者が出てしまいました」数字をまとめた参謀が同意する。「しかしながら敵兵力は分母が小さい様子ですので、エルフ側に出た損失もバカにはならないと思われます」

　一人の英雄は千の兵に勝る。ならばその英雄一人が死んだ場合の損失もまた大きくなる。単純な死者数がそのまま戦力に与えた損害に繫がるわけではない。

　作戦参謀が言ったのはそういうことだ。ただ、だからといって慰めにはならない。

「また兵たちの視線が厳しくなりますね」

「彼らからすれば当然の反応だろう。戦友たちの命が失われることになったのだから」

　別の参謀のぼやきに、ヴァレリアンはため息交じりに答える。

　嫌われるよりは好かれたいと思うのが人間として当然だし、信頼関係があると無いとでは戦闘指揮の際に大きな差が生じてしまう。更にヴァレリアンのように指揮官系の職業を修めている者にとっては、配下が心から従ってくれていないと支援の力を発揮することが出来ない。

「エルフの夜襲をこれまで迎撃出来てきたわけですから、防衛陣地の作り方が悪いわけではないのですが、やはり向こうが精鋭をぶつけてきた場合、どうしても同格の力を持つ存在が必要になりますね」

「まったくだ。こちらもそれなりの強兵を揃えているが、多くは信仰系魔法詠唱者マジツク・キヤスターだ。分野が違えば……はるかに上回る強さを持つ必要性が出てきてしまう」

　正面からの戦いになら信仰系魔法詠唱者マジツク・キヤスターの方が優位に立つだろうが、夜間の襲撃となれば野伏レンジヤーの方がはるかに強力だ。その結果が今回の死傷者数に表れてしまっている。

「我々がすべきことは、昨夜のようなことが二度と起こらないよう、より強固な防御陣地を作り上げることだろう。何かいいアイデアはあるか？」

　襲撃を受けた時から考えていたのか、すぐに幾つもの意見が参謀たちから挙がる。

　その幾つかはヴァレリアンも考えていたものであり、幾つかは彼には考えつかなかったものだ。それらを全て組み込むことが出来れば、かなり強固な陣地へと変わるだろう。ただ、問題はそれら全てを導入するにはそれなりの労力と資源、そして時間がいるということだ。実際には効率がいい順番を考え、取捨選択する必要がある。

　それに何より──

「──閣下。防御陣地ということですが、これ以上、時間をかけてここで戦い続けることに意味があるのでしょうか？」

　当然の質問だ。

「上層部より回ってきた指令書は君……」他の面々を見渡す。「君たちも読んだはずだ。我々はもう少しここで戦い続ける必要がある。違ったかね？」

　誰も否とは言わない。だが、それは納得しているという意味ではない。

　彼らが素直に同意しないのは当たり前のことだ。彼らがどんな思いを抱いているか理解しているが、決してそれを「若い」などという言葉で、この中では最年長であるヴァレリアンは片づけることはできない。

　はっきり言ってしまえば彼らの方が正しいのだ。

　今回のエルフの襲撃による犠牲者は無駄死にだ。決して避けられなかった死ではないのだから。

　法国軍はエルフの王都にほど近い、最前線といって差し支えない場所に本営を置いている。情報の伝達は極めて迅速に行われ、敵の動きにすぐさま反応できるのが強みといえるが、例えばエルフの強者が死兵と化して凶猛を見せた場合、いきなり本陣が落とされる危険性もはらんでいる。そして現在追い詰められているエルフがそうした戦術をとる可能性は高いため、早急に本格的な攻勢に出なければならない状況であることは疑いようがない。

　というのも、敵の強者を敵拠点の防衛に張り付けさせることが出来れば、本陣陥落のリスクは格段に下げられるからだ。

　だが、ここで足を止めてじっくり殴り合えというのが最高執行機関からの指示だった。これは当然、エルフの夜襲を想定した上でのことだ。

　確かに、戦局の悪化を受けてエルフたちの避難や逃亡が行われるだろうから、それを阻止するために動きの速い前線に本陣を置いてエルフを一網打尽にせよという指令は、まだ納得出来る。敵精鋭部隊や、ここまでほとんど姿を見せていないエルフ王を誘い出すための餌になれという意向にも頷こう。ただし、それにあたって火か滅めつ聖典の応援はないという条件さえなければ。

　なぜ、火滅聖典の力を借りることが出来ないのか。

　火滅聖典の副リーダーがエルフ王の手によって戦死したからではない。

　一応、最高執行機関からは火滅聖典は別の任務に就いているという説明を受けているが、そんな建前を信じる者はこの場にいない。

　ヴァレリアンは答えを知っており、一方、作戦参謀たちは若いながらも非常に優秀であるがゆえに、最高執行機関の考えは全て分かっている。

　火滅聖典の参加を許可しない最高執行機関の思惑はいくつかある。

　一つは経験を積ませること。

　都市での生活に慣れた人間がこういった森林で暮らすのは想像以上に難しいことだ。今までの安全な生活と違い、周囲の全てに警戒しなくてはならない。

　そのために今回の戦いがある。

　森から襲い掛かる魔獣の代わりがエルフだ。

　この後も同じように経験を積むチャンスがあるなら別だが、そんなことはないだろうし、頻繁にあっても困る。

　ただし、何も実際に被害を出す必要はない。

　経験を積むのが狙いなのであれば、安全な場所で演習をすればよい。例えばエルフの代わりの敵役に火滅聖典を使うなどして。それに気が付かない最高執行機関であるはずがない。ならばなぜ、こんなことをさせるのか──実際に兵に死者が出ることすらいとわないのか。

　それは──

（──意識改革だ）

　兵士として多くの人々を守ろうとするなら、狩人や野伏などの技術が要求されるだろう。

　エルフという森での戦闘に長けた存在との戦いを経て、多くの兵士にこの森で戦う術を学ばせる。場合によっては野伏レンジヤーなどの職業を習得するための熱意を持たせる。そのきっかけとして、死者の存在は重要だ。仲間に死者が出れば出るほど危機意識は強くなるだろう。

　ゆえに、エルフの一網打尽が可能な六ろく色しよく聖せい典てん──特に火滅聖典の支援を受けることを上は却下しているのだ。

　ヴァレリアンは上からの命令を思い出し、心の中で嫌な顔をする。

　上の考えは分かる。しかしながら素直に受け入れることなどできはしない。

「閣下。提案があります」

　参謀の硬い声が響く。この場では最も若い参謀だ。この戦いに若い参謀が集められているのも、言うまでもなく意識改革の一環だ。

　ヴァレリアンは彼に、そのまま続けるよう促した。

「もちろんそうなると想定されてはおりましたが、それでも許容できる最大値近くまで死者が出ております。この状況下で敵城下町を一気に攻めて陥落させるのは困難を極めるでしょう。特に夜襲に参加したエルフを全て殺し切れていない以上、さらなる激しい抵抗が予測されます。これ以上、兵の命を失うことには賛同しかねます。何なに卒とぞ、最高執行機関に作戦の変更を打診していただけないでしょうか？」

　彼だって無理だと分かっているのだ。それでも目の前の犠牲者数に心が弱ってしまったのだろう。

　ヴァレリアンはため息をつきたい気持ちを抑える。彼らがどんな思いを抱いているかは理解している。将校なら誰でも一度はこの道を通るからだ。

　命──この場合は自国の民の──の価値が高い。

　それは法国の一つの欠点なのかもしれない。

　これは決して悪いことではない。いや、逆にいいことだ。誰だって命の価値が安い国と、高い国であれば、後者に所属したくなるはずだ。

　英雄に守られてきた今までの法国軍部が甘かったといえばその通りだが、無駄な犠牲を出さないようにするという考え自体は決して間違っているとは言えない。しかし、それは武器を持たぬ者の考えであり、命を奪い、奪われるのが本領のはずの軍人がそのような考えでいいのだろうか。

　犠牲なく勝利を収めることができない時というのは必ず来る。

　聖典がいない状況下でも戦わなくてはならない時というのも必ず来る。

　その時に命の価値を高く見すぎて怯おびえ、戦端を開かないというのは、致命的な問題だ。

　これは兵の命を安く見ろ、ということではない。それを──ヴァレリアンたち軍の上層部は痛みをかみしめつつも吞み込まなくてはならないということだ。

　経験しなくてはならない痛みに今、彼らは触れている。その苦痛によって生まれるものが彼らの顔の上に現れている。

　おそらくは満足に睡眠もとれていないのではないだろうか。自分の指揮で苦しむ兵たちの声が耳から離れないのではないだろうか。

　ヴァレリアンは少しだけ哀れに思う。

　急すぎる方針転換さえなければ、もう少し緩やかな経験で済んでいただろう。そうすれば参謀たちが精神をここまですり減らすこともなかったはずだ。

　だがそんな悠長なことを言っていられない情勢になったのだろう。一兵一兵の練度はもとより、それを指揮する士官の資質も急激に求められるようになったのだ。兵は武力を培つちかい、士官は彼らに「死んでこい」と冷徹に命じる覚悟が必要になる。

（将来起こりえる魔導国との戦いでは多くの兵が死傷するだろうし、一般の民にも被害が出ると予測されている。だからこそここで死に触れさせる……。最高執行機関もひどいことを考える……）

「君の気持ちは痛いほどわかる」自分を含め他の参謀たちも思っていることだ。「それでも止めることはできない。今ではなく、未来を見据えるんだ」

「……………………」

　最年少の参謀は無言で俯うつむき、再び顔を上げると縋すがるような目でヴァレリアンを見つめる。

「……せめて、せめてエルフどもの王都を攻撃する際は大規模攻撃の許可を。敵の迎撃線を──外周の守りを破壊するために高火力の魔法支援を。カタパルトのような攻城兵器どころか、火矢すら使うことを許されない状況では、犠牲者の数はさらに増えます」

「──それもまた許されない。その理由は推測できているだろ？」

　ここにいる者たちは英才ぞろいだ。ならば法国の現状などから答えにはたどり着いているはずだ。それを自分の口からわざわざ告げるのはくどいと思われるだろうが、あえて口にした方がいいかもしれない。

「今後、あの邪悪な魔導国との対立は避けられないものとなるだろう。その時にこの都市が綺麗な形で我々の手の中にあれば、ここに民を逃がすという戦略が取れる……かもしれない。だからこそ、途中から木を切り倒さずにここまで進んできた。そのためにもこの都市に大きな被害を出すことは許されない。分かるな？」

「やはりそうですか。最高執行機関は既に魔導国との戦争を前提としているわけですね。……エルフの都市は奴らの魔法で作り上げられたものですから、たとえ火などで都市の一部を失ったとしても捕虜にしたエルフの魔法で復旧は可能かと思われます。それでは駄目なのでしょうか？」

　別の参謀の言葉にヴァレリアンは同意する。

「その通りだ。そういった意見があるのは知っている。他にもエルフたちを使って、別の場所に再建すればいいという意見も。しかしながら時間的猶予を考慮すると、その手は取れない」

　確かに捕虜にしたエルフを使うという計画はある。魅了などの魔法を使えば強制的に協力させることは難しくない。だが精神操作系の魔法は短期間に何度もかけることでしばらくの間抵抗しやすくなってしまう。

　それと、既に実験したことがあるそうだが、エルフたちの木は魔法を使っても、一から育てるとなるとそれなりの時間がかかる。魔導国との戦争がいつ始まるかは不明だが、多くの民を避難させるだけの都市を一から作り出すのは難しいという試算が出ていた。

　だから、今ある物を使うことを考えると、一切無駄にすることはできない。

「我々に許されているのは、被害が出ることを承知のうえで、力押しでエルフの都市を──最後の防衛線を打ち砕くことだ。もちろん、死者を多く出すことを上が望んでいるわけではない。将来の魔導国との戦いのためには一人でも多くの兵士が要る。ここで失うわけにはいかないのだから」

　上が望んでいることは本当に無理難題だ。

　矛盾していると、ヴァレリアンだって思う。しかし、最高執行機関の苦しい思いだって分かる。

「……閣下。それになにより死線を潜り抜けた者は強さを得る、ですね」

「ああ……そうだ。……その通りだ」

　この中ではヴァレリアンに次いで指揮官系の職業を高レベルで習得している参謀からの言葉に同意する。

　法国はこれまで、千の兵よりも一人の英雄という考えだった。だが、それでは足りない、と兵一人一人の強化に取り組み始めた。それこそがこの過酷な戦いの理由。

　全ての根底にあるのは魔導国との戦いが起こるという予測。

　そしてその可能性は極めて高い。

「皆、辛いとは思うが、それでも一人でも多くの者が再び法国の地を踏めるように、知恵を絞ってほしい」

　ヴァレリアンが頭を下げると、全員から了解の声が上がった。

　そして──もう一つ。

　ここでもたもた戦う理由がある。

　この戦場にいる者の中でヴァレリアンしか知らない、知らされていない人物。その到着を待っているのだ。

　強大な力を持つエルフ王。英雄に近い者さえ瞬殺する特級戦力。それを屠ほふるためのカードが法国にはある。

　それは戦略的には正しい。強者には強者、英雄には英雄。そしてそれを超える者には──。

　だが軍学的な理由以上に、最高執行機関はその人物をエルフ王にぶつけることに異常なこだわりを持っているように見える。

　真意は分からない。

　だがヴァレリアンは待つ。

　この遠征における最後のカードを。

　そしてその時、会議を遮るように伝令が入ってくる。緊迫した表情の伝令はまっすぐにヴァレリアンのそばまで来ると、耳打ちするように「閣下、本国から増援です」と報告した。ヴァレリアンは「そうか」とだけ告げると、すぐさま席を立ちながら、何事かとこちらを見守る参謀たちに告げる。

「諸君、本陣の守りは必要なくなった。守備に当たらせていた兵を前線に投入せよ。一大攻勢の準備にかかれ」

　長い戦いが終わりに近づく。戦局はついに最終段階を迎えたのだ。





•






（……なんであんな戦い方なんだ？　法国は自国の兵の犠牲をなんとも思わないのか？）

　ダークエルフの村を離れてから一週間後。法国がエルフの王都に攻め込むのを遠くから眺めたアインズの最初の感想はそれだった。

　木で壁のようなものを作り、それを押し進める形で進軍している。見事な精度で放たれるエルフの矢を警戒してのことだというのは分かるが、あまりにも無駄が多いように感じられる。

　というのも頭上まではカバーしていないので、曲射などの特殊技術による攻撃を防ぐことはできない。特殊技術による攻撃はそれほどあるわけではないので、多少の犠牲は許容範囲なのかもしれないが、それでも──

「──法国には信仰系魔法詠唱者マジツク・キヤスターが多いはず。広範囲魔法などを撃ち込めばいいのではないか？　現状、エルフたちが有利な位置を取っている。それを防ぐためにも天使でも召喚して上から攻めればいいのでは？　いや、根本的に住み処かとなる木を燃やしてしまった方が賢いだろうに。周囲に木がたくさんあるんだから攻城兵器を作って、遠距離から燃えているものでも放り込めばいいはずだろ？」

　太い生木というのはそう簡単には燃えないらしいが、小ぶりな枝や葉っぱなどは燃えてくれることだろう。それにそれらから出る煙がエルフを苦しめ、また射線を遮ってくれるはずだ。そういった手段を一切取らない法国の進軍は、アインズの目からすれば一種異様にも映った。

（それに強者をなぜ投入しない？　フールーダやガゼフのようなレベルの高い者がいればもっと大きな魔法や派手な攻撃などができるし、突出して戦況を変えているはずだ。この状況で温存する理由はないよな？）

「うーむ。私からすると理解できないのだが、法国の動きを見て気が付くことや、読み取れることなどはないか、二人とも？」

　一緒にその光景を見ている双子に問いかける。ちょっとしてからマーレが答えた。

「あ、えっと、何も考えてないんじゃないでしょうか……？」

「いやいや。それは流石にないと思うぞ。軍として司令官や参謀といった者たちが多数いるはず。その全員が無策というのは考えにくい。あの行動にはきっと何か特別な理由があるはずだ」

　しかしながらその答え──理由というのが浮かばない。無能な指揮官が政治的な理由で権限の全てを握っていて、参謀を蔑ろにして独断的に軍を動かしている可能性はあるが、木々を伐採して進軍する地道で堅実なやり方を見ると、どうもそうではないような気もする。

「うーん。ここだけではなく他の方向からも攻めてますけど、そっちも同じ感じでしたし……」

　法国はエルフの王都包囲網を半円状に形成し、王都の後背に当たる湖には対岸に幾つか部隊を置いている。

「捕虜にしたエルフを前面に立たせているというわけでもないみたいですけど……死んでもいい兵士を先に出しているとか……法国には奴隷制みたいなのがあるんでしょうか？」

「いや、エルフを奴隷にして売ることはあっても、人間の奴隷兵については聞いた覚えがないな。政治体制なら概おおむね分かっているはずだが……。確かに情報が十分だとは断言し難い。が、それでも、まぁ、ないと思うぞ？」

「……じ、実は召喚された兵士、というのは、そ、その、どうでしょうか？」

「矢に射抜かれた兵士の体は残っているようだし、それもないと思うんだが……」

　倒れた兵士の体を他の兵士が慌てて後方──法国の陣地に運んでいくのが見えたので、死んでもいいと思っての進軍ではないと思われた。

　なぜ取れる手立てを取らず、命を失わせているのか。

　アインズは頭を捻り、あり得そうな一つの答えを口にする。

「もしかして、だが。我々がここにいると気づいて、ああいった戦い方をしているのか？」

「え？」

「そ、そんな……」

「いや、我々と決めるのは早計だが、敵対する国家や組織に自分たちが愚かだと勘違いさせるために、もしくは強者の存在を隠すためなどの欺瞞作戦の一環で、ああいったことをしているのではないか？」

　偽りの情報を与えたい相手が魔導国だとは限らない。アインズたちが知らないだけで法国には敵対国家が存在し、そちらに誤情報を流したいのではないだろうか。

　アインズたちだって幾度もやってきたこと。同じことは法国も考えるだろう。

（法国はそれなりに歴史のある国だ。ならば敵は多いかもしれない。でも、そんなことあるのか？　しかし、強者を温存する理由なんて他には思いつかないし……。だとすると……警戒している敵は魔導国か王国の北にあるという評議国か？　人間を主とする法国と異種族からなる評議国の仲が悪いのはあり得そうだからな。うーむ。だったら同盟を組むことも考えた方が……いや、アルベドやデミウルゴスがその辺は考えているか。とはいえ、部下に何もかも丸投げするだけの上司なんている意味がないからな。それとなくちらっと聞いてみるか）

　王国との最後の戦いに現れたリク・アガネイアという謎の存在は、もしかすると評議国にいるとされる白金の竜王が関係しているのではないか、という推測もある。

　ただ単純に白金繫がりというだけだが、もしそうなら対評議国として法国と同盟を組むのは悪くない。もしくは逆に対法国として評議国と手を組み、相手の内情を調べるのもいいだろう。

　どちらにしても、評議国と法国が対魔導国で共同戦線を張るよりも先に一手打った方がいいかもしれない。無論、アインズ程度が考えることなどあの知者二人は織り込み済みである可能性は高い。

（……うーむ。二人が同盟などを結ぶための準備を色々としているかもしれないと思うと、やはり今回、法国に正体がバレるような行動は避けるべきだな。もしくは目撃者は殺す、か）

「アインズ様。それでしたら法国の陣地に潜入して情報を盗み出してきましょうか？」

　アウラの提案にアインズは首を振った。

「いや、それは絶対にしてはならない」アインズは自分の考えを二人に説明する。「そうだな……。仮に私と同格の力を持つ存在がナザリックに敵対したとして、ナザリック内に潜入して欲している情報を抜き出すことは可能だと思うか？」

「はい、できます！」

「僕もそう思います。アインズ様のようにすごい方と同じだけの力を持つ、という人が本当にいたらできると思います」

「あ、うむ……」

　自信満々──マーレに至っては彼にしては珍しくはっきりと──に言い切られたが、それはアインズの望んだ答えじゃない。

「えっと、質問が悪かった。えっと、そうだな。シャル──」

（──ダメだ！）

　この質問は答えが予想できてしまう。

　シャルティアと同格と言ったらアウラは絶対に「無理」と一刀両断しそうだ。確かに答えとしてはアインズの求めているものだが、その思考の途中にあるものは望んでいない。それでは駄目なのだ。

　ならば誰ならいいか、とアインズは考える。

（パンドラズ・アクターは……ギルドメンバーに変身できる関係上、アウラたちは「可能だ」と答えるかもしれない。ならば、デミウルゴス……。うん。あいつならナザリックから情報を普通に盗み出しそうだ。アウラ……とかマーレは駄目だよなぁ。そうなると……）

「先ほどの質問を繰り返すが、仮に、そう仮の話だがアルベドと同格の存在がナザリックに敵対したとしよう。その場合はナザリック内の全ての情報を抜き出すことが可能だと思うか？」

「え？　アルベドが、ですか？」

「あ、あの、何か、お心当たりでも……？」

「な！　違うぞ？　アルベドが裏切るなどとは思ってもいない！」アインズは少し声を荒らげてしまうくらい慌てて答える。「仮の話だと、同格の存在が、だと言ったではないか。そう。例えば、だ」

　あまり納得していない様子だが双子は互いの顔を見合わせ、それからアウラが代表して答える。

「流石にアルベドでも無理だと思います。まず、アルベドは潜入系の能力を伸ばしてませんから。装備品もそういった効果を持つものというのは聞いた覚えがありません」

「まぁ……そうなんだが……。アルベドは防御役タンク職だからな……。確かにそういった能力はないな」これも例としてあげた人物が悪かった。「……その辺は置いておくとして、彼女の智謀を駆使しても無理だと思うか？」

「は、はい。無理だと思います」

　もういいや。適切な人物の名前が浮かばないので、アルベドには悪いがこのまま行ってしまうことにする。

「うむ。そうだな。私も無理だと思っている。ナザリックは多種多様な防御手段で守られており、たった一人の力で突破されるものではない。ならば、だ。それは他の場所だってそうだと思わないか？」

「思いません。ナザリック地下大墳墓は至高の御方々がお作りになった尊き地。特別な──場所です。それが他と同じ、なんてことは絶対にありません」

　マーレの断言を受け、「あ、はい」とアインズは言いそうになり、ぐっと堪えた。

　マーレの気持ち──思いは、ナザリックを作った者の一人としてとても嬉しいが、この場合はそういうことが言いたいのではない。上司の言いたいこと──空気を読んでよ、などとは言えない。

　なので、とりあえずマーレの発言はなかったものとする。

「えっと、私はいつでもこう考えている。ナザリックにできることであれば、他にも同じことが出来てもおかしくはない、と」

　アインズ一人でナザリックの情報を奪うことはできない。ならば他のプレイヤーの作った組織なども同じようにアインズ一人で情報を奪うことはできないと考えるのは間違っているだろうか。

　いや、間違っているはずがない。

　自分たちが相手の諜報を阻害できるのであれば、相手だって同じように阻害できる。そう仮定して行動しないのは愚かだろう。

　だからこそアインズはプレイヤーの影がチラつく法国には諜報員を送り込んだりはしてこなかった。特に法国には長い歴史がある。もしプレイヤーの存在があるなら積み重ねた年月は相手にとって有利に働くだろう。

　実際、アインズの知らない──三つの質問に答えたら死ぬ──魔法などの開発に成功しているのだ。

「もちろん、どこかで危険を承知で博ばく打ちを打たなくてはならない時が来るだろう。しかし、それが今なのかという疑問が残る。アウラにマーレよ」

「はい」と双子が返事をする。

「ナザリック地下大墳墓は──我々は強い。しかし、唯一無二の最強だとは思うな。決して相手を見くびるな。情報を集めることを絶対に忘れるな」

　双子の「はい」という返事を聞き、アインズは大きく頷く。

「よし！　それでは──もう少し様子を見るか。今の状態では目的は達せられない」

　ここにいるのは横殴りのためだ。いや、正確に言えば横殴りとは少し違う。

　横殴りとは、誰かがモンスターなどと戦っている最中に、横からモンスターに攻撃を仕掛け、経験値などを奪う行為だ。今の状況で横殴りといったら、アインズたちがエルフなり法国なりに攻撃を仕掛け、被害を出させるという意味になるだろう。

　しかし、アインズの目的はそれとは異なる。

　アインズの狙いはエルフの王城にあるはずのマジックアイテムだ。

　王家などの由緒ある家柄は、それ相応の貴重なマジックアイテムを保有している確率が高い。そして貴重なマジックアイテムは往々にして強い力を持つ。この場合の力とは、戦力と言い換えてもいい。

　ここまで攻め込んできた法国が負けるとは思えない。つまりはエルフの国にあるマジックアイテムはこのままでは法国の手に収まるだろう。仮想敵国の戦力増大を許すわけにはいかない。なので、法国に先駆けて、エルフの国のマジックアイテムを奪うというのが今回の目的だ。

　これにはさらなるメリットが一つあって、直接法国とは敵対しないということだ。無論、もしバレれば法国はこちらを強く非難するだろう。しかしながらまだ法国のものになっていないものを奪ったところで、幾らでも言い逃れできる。

　なので、横殴りと言うよりは、火事場泥棒という方が正解だろう。

　ちなみにこういった策をアインズはユグドラシル時代に何度か実行したことがある。占領後、空っぽになった抗争相手の拠点を見て、激怒する攻め手側ギルドを笑ったものだ。だからこそ今回もすぐに考えついたのだ。

　ただ、問題はある。

　エルフの国、それも王城にどんなマジックアイテムがあるか知らずに、あると予断して行動を開始するべきではない。下手をすればない可能性だってある。すると危険の冒し損のうえ、法国との関係を無用に悪化させることにもなる。本来であればまずは情報を集め、それから行動するべきだ。

　仮にエルフ王家がマジックアイテムを保有していたとしても、この最後の戦いともいうべき追い詰められた状況下では、宝物庫などにしまいこんでおかず、法国との戦いに持ち出されていることだって十分に考えられる。他にも、安全な場所に移送された可能性だってないわけではない。

　しかしながら、調べるには時間があまりにもなかった。

「……もう少し状況を見て、それから王城に乗り込もう。マジックアイテムを持ち出されたら面倒だ」

「そうしたらあたしが追いかけますよ」

「ああ。そうだな。確かにアウラの追跡なら……いや、相手が森渡りなどの能力を持っていないとも限らない。出来れば持ち出される前に手にしてしまうのが一番だ。……うーむ。どこにあるのかを調べるということも考えると少し早めに行動した方がいいか」

「そ、それじゃ？」

「そうだな。今から行くとしよう」

　アインズは法国の攻め手を見る。

　あれから一週間も経ったのだから、周囲の村との話し合いの結果次第では、ダークエルフ村の村人たちがこの戦いのどこかに参陣している可能性はある。

　彼らがいるのか、いるならどこにいるのか知りたい気持ちがあったが、あの時の自分はナザリックの支配者としてはミスをしてしまったと、後悔したばかりだ。今はナザリックの利益だけを考えるべきだ。

　アインズは視線を王城からマーレへと移した。

「それではマーレ。場合によっては、前衛──防御役タンクとしての役目を任せても構わないな？」

　最後に確認を取っておく。

「は、はい。だ、大丈夫です。あの村もそうでしたが、この、ですね。エルフの王都も自然扱いですので、全然問題ないです。頑張ります！」

　マーレの格好もアウラの格好も普段のものとは違っている。特に鎧部分だ。今回はアウラが弓兵仕様、マーレが防御主体の装備品に変更している。

　二人の装備はアインズが提供したものではなく、ぶくぶく茶釜が持たせていたものだ。そのために普段のものと比べると格は下がる。ただ、それでも二人に合わせた装備品であるために全体としての能力はそこまで下がっていない。

　しかし、潜入工作なのだ。アインズも二人と同じように普段と違う武装をし、双子はシークレットシューズのようなものを履き、三人とも仮面か何かで顔を覆った方が賢いだろう。ところが、それらは一切、行っていない。

　大きな理由としては、最も外見を知られているアインズが普段と変わらない装備をしているためだ。これは二人が武装を変更することで微妙に弱体化している状況なのに、アインズまで武装を変更する──弱体化する──のは危険だと判断したためだ。

　色々と考え込んだアインズは結局「目撃者は全員殺しちゃえばいいじゃん」という非常に短絡的な思考にたどり着き、偽装工作を放り捨てたという流れである。

　そして小さい理由としては二人が着用している鎧が起因している。

　予備の武装の割に優秀なのは、幾つかの箇所に装備が出来ない代わりに鎧の能力を上げるデータクリスタルが入っていたためだ。マーレは顔の枠スロツトを潰している。なので、その鎧を着る限り、仮面を被ることはできない。

　それにしても──

（──これも性別が反転した格好なんだよなぁ）

　しかもそれだけではない。

　なんでこんな鎧なのー、と言いたい気持ちが生じて仕方がない。

　特にマーレである。

　ドレスアーマーと呼ぶに相応しいマーレの鎧は、おへその部分が守られていない、露出過多な、何を考えてこんな形状にしたんだという代しろ物ものだ。

　ユグドラシルの鎧の防御力は、使われている金属の質、金属の量、データクリスタルの三つの合計値とも言える。なので、マーレの胴体部分も守りが何もないということではなく、最低でもデータクリスタルの分は守ってくれる。いうなれば魔法のオーラでカバーされているということだ。

　おそらく、ここで戦っている一般人が全力で斬りつけても傷一つ負わないだろう。しかしこういった守りのない部分は、ユグドラシル時代であれば致命的な一撃クリティカルヒットが起こりやすい設定になっていた。

　はっきり言って、防御役タンクの装備ではない。

　防御役タンクとして正しい格好はアルベドの鎧のような厳いかつい装備のことだ。

　ぶくぶく茶釜だって鎧が着用できないという種族的な欠点を背負いながらも、両手に盾を持ったり、粘体として強固さを高めるような特技などを持っていたはずだ。

　何を考えて自身も防御役タンクであるぶくぶく茶釜はマーレにこんな装備を持たせたのか。

　答えは「何も考えていなかった」ではないだろうか。

　否。きっと真剣に考えていたはずだ。戦闘のことではなく、自分の趣味を追い求めることを。

　いや、姉弟なんだなぁ、という気持ちをぐっと堪えて、かつての仲間を擁護したいところだ。実際、元々のマーレはあくまでもＮＰＣであり、自分で武装を変更することはなかった。

　ならば今マーレが着ているへそ出し鎧はあくまでも着せ替え用のアイテムであり、タンスの肥やしに過ぎなかったわけだ。にもかかわらず、曲がりなりにも使える装備を用意しておこうとは普通は考えにくい。なので、ここはぶくぶく茶釜を褒めたたえるべきであろう。単なるファッションにもかかわらず、多少の性能を持たせていたことを。

　なんとなく、いい笑顔──顔はない──をする姉と何か物言いたげな弟の姿が、アインズの脳裏をよぎった。





２






　法国が攻勢を強め、ついにエルフの王都外周の守りは決壊した。

　法国兵が都市内へ侵入したのを確認し、アインズたちも少しの焦りと共に行動を開始する。

　エルフの王城に〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉で侵入したアインズが最初にしたことは、一人でいる──目撃者のいない──エルフを発見し、捕まえることだった。

　幾度かチャンスを見計らい、捕まえたのは使用人らしき女のエルフだ。

　即座に魅了し、〈転移門ゲート〉でアウラやマーレの待つ場所に逃げ帰る。そして先日エルフを捕まえた時と同様に情報を聞き出したが、価値ある情報は残念ながらあまり持っていなかった。

　これ以上、なにも聞きだせそうにないと判断したアインズは迷いなく女エルフに〈死デス〉を発動させた。陥落間際の城から使用人が一人いなくなったところで、大きな問題にはならないだろう。

　死体は服などの身元の分かる物を剝ぎ取った後、〈転移門ゲート〉を使って遠くの地──ウルススを発見した場所に放り投げておく。野生の獣が綺麗に掃除してくれるだろうし、誰かが発見しても傷のないまったくの謎の死体だ。ここからアインズに結びつけられることはまずありえないだろう。

　城の上空に転移させて、墜落死──自殺のように見せかける方が状況的には自然かとも思ったのだが、行方不明にしておくことで今後何かに使えるかもしれないと考えた末の行動だ。

　死体の処理等に多少ＭＰを使ったが、アインズの回復速度からすれば大した量ではない。これ以上、ここで様子見をする必要も時間的余裕もないだろう。

　エルフの王都内全体を使ったゲリラ戦じみた戦いでまだまだ法国側は苦戦しているが、兵力差などを考えればまず間違いなく時間の問題だ。この戦局を一変し得る強者の登場がないということは、どちらの側の強者もこの戦場にはいない可能性が高い。

　強者という噂があるエルフ王が守り手側として姿を見せないのは、既にこの地から逃げているからかもしれない。

　そうなるとマジックアイテムももう持ち出されており、無駄骨になるかもしれないな、とアインズは心の中で呟きながら、アウラとマーレに呼びかける。

「──さて、行くか」

　目的の場所は大体分かった。ただ、この国で最強だろうと思われる王の能力や、どんなアイテムがあるかの情報が手に入らなかったのが残念なところだ。もっと偉そうなエルフを狙った方が良かったかもしれないが、ターゲットを厳選する時間もなかった。

　残る問題は一つ。

（どうやって──いや、より正確には誰が身を隠す？）

　この敵地において、三人ばらばらで行動するという選択肢は最初からない。

　今まで極秘裏に行動していたのに、堂々と姿を見せて行動しては、これまでの苦労は何だったのか、ということになる。

　従って、三人揃って身を隠すことが出来れば最高だ。

　確かに三人とも身を隠す手段は有している。しかしながら、どれも問題があった。

〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉を発動したアインズがどこにいるか分かるのはアウラだけだ。それもなんとなくその辺にいるという程度の感覚だ。森祭司ドルイドには〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉を見破るための魔法を習得するチャンスがあるが、一部の魔法を除き、ほとんどが攻撃魔法であるマーレはその魔法を有していない。

　ギリーギリーマントを装備したアウラが隠密をした場合、アインズやマーレでは発見できない。

　マーレが普段着用している木漏れ日のマントは、野外、特に森林での隠密能力を非常に高めてくれるが、家屋内ではその能力は半減する。生きている木でできた王城は残念ながら家屋に当たるらしく、木漏れ日のマントの能力は低下する。そのため、アインズでもなんとか分かるようになる。しかし、アウラとアインズがマーレの位置を把握できても、敵にもマーレが発見されやすくなるわけで、それではあまり意味がない。

　つまり、アインズが隠れれば、アウラは発見できるがマーレは発見できない。

　アウラが隠れれば、アインズもマーレも発見できない。

　マーレの木漏れ日のマントでは隠密性能が低いし、例えギリーギリーマントを使用してもそれは同じことだ。第三者に発見される可能性は高い。

　結論として、三人が揃って身を隠せないなら、誰か一人が身を伏せ、切り札となるべきだ。では誰が最適かと言えばアウラこそがその役目に向いていると思えるが、いざという時、アインズもマーレもアウラの位置を把握できなくては不利になるかもしれない。下手をすればアウラがいるところに知らずに移動して、激突することだってあり得る。

（本当に大きなミスだな、これは……）

　一週間も時間があったのだ。はっきり言って、ここに来るまでに打ち合わせは絶対にしておくべきだった。

　アインズとてユグドラシル時代にはこうした隠密作戦を何度も経験している。ナザリックを初見攻略した時などは、ツヴェーグがうようよいる湿地帯を仲間全員でこっそり移動したものだ。しかし仲間たちは隠密作戦となれば各自で何らかの対策を準備したし、ほぼ全員が慣れきっていたので事前に相談しなくてもその場の簡単な確認だけでどうとでもできた。

　横殴りというユグドラシルを思い出させる単語に少し浮かれてあの頃の感覚でいたアインズは、双子と打ち合わせすることを完全に失念していた。

　ならばなぜ二人がそれを指摘しなかったのかというと──もし本当にそうだったらと思うと怖くて確認していないが──「アインズ様が何かお考えだろう」と全幅の信頼を寄せていたのではないだろうか。実際、二人は信頼に満ちた目でアインズを見ているのだから。

　ここで何も考えていません、などと恥ずかしいことは言えない。アインズは熱が出そうなほど──無い──脳みそを高速で働かせる。どう思う、と逆質問してもいいのだが、ここで無駄に時間を費やすのも勿体ない。まずはアインズ自身のアイデアを口にすべきだ。

「──それでは私が〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉を使う。先頭はアウラ、だ」

　アインズは決定する。

　双子は姿を隠さない。アウラの知覚力を頼りに、誰かに遭遇すること自体を極力避けることにした。そして不測の事態が起きたら二人が前に出て、アインズがそれをサポートする構えだ。誰かに見られることよりも、互いに見えないアインズたちが襲撃によって分断されることの方が危険だと判断した。

　二人から異論は出なかった。

（本当に、本当にそれで大丈夫なのか!?　何か気になる点があったら言ってくれていいんだぞ？）

　正直、異論があった方がアインズとしては嬉しい。

　アインズ一人で考えるより三人で考えた方がよりいいアイデアになるというもの。

　それに二人の同意は、アインズの提案だから、という信頼によるもの。これはひどく言えば丸投げだ。もしアインズが何か見逃していたり、作戦立案に失敗していたら──そしてそれはよくある──どうするのか。結果が思わしくなくても二人は何も言わないだろうが、それは決して良くないことだ。

（……ＮＰＣの悪い部分だ。しかし……ここで二人に無理にアイデアを出させても、議論する時間はないな……。ひとまずこの問題は棚上げしておいて、今回はより一層、注意して行動するしかないか）

　色々と対応を言い含めたアウラとマーレに魔法を発動したアインズがついていく形で王城内を歩く。

　アインズが一人で潜入した時もそうだったが、エルフの数が少ないため、誰かに会うことはない。もちろん、アウラが周囲の音を捉え、人がいないタイミングを見計らっているというのも大きい。

（王国の王城も最後はほとんど人がいなかったけど、それでも入り口にバリケードを作ったり、努力はしていたが……）

　法国に攻められているというのに、ここにはそういったものが何もない。まるで何事も起きていないかのような、そんな雰囲気さえある。

（防衛しようという気概がない……。やはり既にここにいる上位者は都市を放棄して逃げてしまったんじゃないか？　この国以外にエルフ主体の国はこの辺にはないそうだが、この樹海はかなり広い。もっと南の方にも領地が広がっていて、そちらにも都市があるということは十分に考えられる）

　その時は無駄働きだった、と思うしかない。

　何はともあれ、答えはすぐに出るのだ。考えても仕方のないことをこれ以上考えるのもバカらしい。

　宝物庫──立ち入り禁止区域は上の階にあるようだ。

　王の私室がある階の二階上で、この王城でも最高層に当たる場所だ。外から乗り込めないかとも考えたが、そんな場所に窓があるはずもないだろう。

　そうして三人でどんどん上に進む。

　誰にも発見されることなく階段を上り切り、目的の階に到着したアウラが訝いぶかしげな声を小さくあげた。

「なんだろ、ここ？」

　十五メートルほど上にある天井は、全面に照明が埋め込まれているように明かりが灯っている。周囲を見渡しても窓などはないので、間違いなく魔法的手段によるものだ。

　ただ、眩しいというほどではない。

　アインズは軽く自分の体を動かし、自らの身にペナルティが及んでいないことを確認する。

　神官などが使うような、アンデッドにマイナス効果を及ぼす光ではなさそうだ。エルフの国ということを考えると森祭司ドルイドによる信仰系魔法である可能性が高い。

　それ自体は特に不思議なことではない。ナザリック地下大墳墓第六階層だって同じだ。それに魔力系魔法にだって、精神系魔法にだって、明かり系の魔法はある。ただ、副次的な効果が全くないのではどの系統の、何の魔法かを見破るのは難しい。

　アウラが怪訝な声をあげた理由は、その反対側である床にこそある。

　──土で覆われているのだ。

　壁や仕切りで遮られていない一階層丸ごと──百メートル四方はあるだろう──の床、そのほとんどの範囲が、だ。

　完全には覆いつくせてはいないが、奥にある大きな扉の辺りは覆われている。

　アウラが数度地面を蹴りつけ、土を軽く掘り返す。すぐにその下の床が見えた。流石にそこまで厚く覆っているわけではないらしい。

「絨毯の代わり、かなぁ……？」

　確かにそう言われてみればそんな感じだ。ダークエルフの村でも床に絨毯を敷くという文化はなかった。草を編んだ座布団のようなものがあったぐらいだ。

「えー、ちょっと……いや、文化っていうのは色々とあるんだろうけど、ちょっとどこの蛮族って感じ？　それとももしかして警戒のつもり？　足跡が残るように？」

「で、でも、それだったら見回りの人とか警備の人とか置くよね？」

　アインズもその意見に賛同する。周りを見渡しても誰かがいるようには見えない。

（不用心だな……。誰もいないとは……。いや、法国の襲撃でここにいた者たちまで駆り出されたのか？　あの使用人は入ることは禁止されていると言っていたが、衛兵が詰めているとの話はなかったな……）

「……あのね。籠ろう城じようとかを考えて、城の中でも野菜を育てられるようにしているのかも……」

　マーレの考えに「ああ」とアウラが納得したような声を上げるが、アインズも同じ声を上げていた。

　確かに日光は入ってこないが、森祭司ドルイドなどがいればここで畑を作ることはできるだろう。もしかするとあの明かりは太陽光と同じで、普通に植物を栽培できるのかもしれない。

　アウラが掘った辺りは外周部だったので、もっと中央寄りのところは野菜を植えられるくらいの深さがあるのかもしれない。

（シャルティアのような日光にペナルティを受ける種族がいればもう少し分かるのかもしれないな……。マジックアイテムなら〈上位道具鑑定オール・アプレイザル・マジツクアイテム〉を使えばいいが……）

　宝物庫を漁っていいものがなかったら、せっかくだからあれを持ち帰れるか試してみよう。

　アインズはそう決めると、二人の後を追って歩き始める。二人ともスキルの力で地面に足跡が残らない。アインズも〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉、さらに〈飛行フライ〉で飛んでいるので足跡は残らない。

　一行が部屋の中央まで到達し──

「──ほう。奇妙な気配を感じたので来てみればダークエルフ。それも双子の子供とは、な」

　突然、そんな声が聞こえた。

　振り返ると一行から十メートル以上は離れている場所に一人のエルフの姿があった。

　左右の瞳の色が違う冷ややかな顔立ちの美形だ。使用人かと問われれば、そうではないと断言出来た。

　その男の態度の端々に命令することに慣れた──高慢なものが漂っていたのだ。

「──何？」

　アインズは誰にも聞こえない声を漏らす。そこにはあんな男はいなかったはずだ。それは間違いない。アインズやマーレが見逃すことはあるかもしれないが、アウラまで見逃すとは思えない。

　不可視化していたのではない。それならアインズが見破ったはずだ。

　もしかすると潜伏関係の特殊技術でアインズの目を誤魔化し、同時に不可視となることでアウラに見破られなかったということだろうか。もしくは──

（──転移してきた？　しまった、な。〈転移遅延デイレイ・テレポーテーシヨン〉を展開しておくべきだったか）

　アウラがすっと動き、アインズとそのエルフの射線を遮る場所に移動する。マーレが両手でしっかりと杖を握りしめるのが見えた。

　二人が戦闘態勢をとったにもかかわらず、そのエルフは身構えようとはしない。アインズの目からすると隙だらけのように見えるが、もしかするとそれは相手がこちらを誘っているのかもしれない。戦士としての才能があれば分かるのだろうが、アインズには判断がつかなかった。

　アインズは少し二人から離れ、男に対して軽く手を振ってみたりする。

　視線が一切動かない。

　つまり、アインズの〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉を見破ってはいないということ。

　アインズは双子の様子を窺う。

　潜入前に出していた指示は「謎の存在に遭遇した場合、向こうが明確な攻撃を仕掛けてくるまでは情報収集に徹せよ」である。

　アウラが何気ない素振りで自身のネックレスに手を伸ばし、それを握りしめた。二人で相談しながら情報収集をするつもりなのだろう。

　気持ちはわかるが、これは少し軽率だと言える。

　目の前で侵入者が不審な行動を取れば、アインズなら即座に攻撃をするだろう。装備したアイテムに触れるなど、銃を抜いたも同然の行動だ。

　謎のエルフから二人に攻撃が飛ぶことを予見し、いつでも状況に適した魔法を使おうとアインズは身構え、そして首をひねる。

　エルフの男の様子に変化はなかった。

　アウラの行動に気がついてないわけではないが、特に気にしているらしき態度を示さなかった。

　それは己の能力によほどの自信があるからか、それともアウラが何をしているのか分からないからか。はたまた相手もこちらから情報を得ようと攻撃を躊躇ったのか。

「──ん？　どういうことだ？　その目は……。ダークエルフは抱いた記憶がないが、な。……いや、あったか？　ふむふむふむ。ならば、確かめてみるか」

　男から放たれる威圧感というべき何かが大きくなった。男の体が膨れ上がったように感じる。

　ちっ、とアウラが舌打ちをした。

「〈光輝緑の体ボデイ・オブ・イフアルジエントベリル〉」

「ほう。ほう。ほう。これを耐えきれる、というのか。初めて、かもしれんな」

「あのさ、何、殺気を向けてきてんの？　殺すよ？」

「〈不屈インドミタビリテイ〉」

「──は、はははははは！」

　最高の冗談を聞いたとばかりに大声で男が笑う。アウラの眉が危険な角度にまで吊り上がった。その握られた拳にかなりの力が入るが、アインズの見ている間にゆっくりと抜けていく。

「〈上位抵抗力強化グレーターレジスタンス〉」

「見事だぞ！　いや、いや、そうか。そうか！　考えてもいなかったな。孫、か。なるほど！　子供が優秀でなくとも、孫の代で血が目覚める可能性もあったか！　こんなことに気が付かないとは、我ながらなんとも間の抜けた話だ」

「何、訳の分からないことくっちゃべってんの？」

「〈上位全能力強化グレーターフルポテンシヤル〉」

「いやはや。私の狙いは間違っていなかった、ということだな。なぁ、私の孫よ」

（孫？　何を言っているんだ？　何と勘違いしているんだ、こいつ）

「え？　……まさか茶釜様の？」

　その言葉にアインズは一瞬焦りを覚える。もしかするとぶくぶく茶釜は一人この世界に飛ばされ、そこでこの男を残したのかもしれない、という可能性に思いいたったのだ。しかし──

（──それにしてはスライム部分がまるで残っていない。ソリュシャンみたいな可変型なのか!?）

「ちゃがま？　何を言っているんだ、お前？」

（違う……？　だったら……まさか、あけみちゃんさんか!?）

　やまいこの妹にあけみちゃんという人物がいた。彼女はエルフでキャラメイクしていたが、そこまでユグドラシルにはハマっていなかったようで、あまり縁がなかった人物だ。

「んー、あんた、純粋なエルフ、だよね？」

「……しまった。〈魔法詠唱者の祝福ブレス・オブ・マジツクキヤスター〉」

「何を妙なことを──まさか、私が誰か分かっていない……なんてことはないだろうな？」

「知ってる知ってる」

「う、うん。知っているよ」

「二人とも演技がへた！」

　思わずアインズが叫んでしまうぐらい棒読みで適当な態度だった。実際、エルフを騙すことはできず、男は口をぽかんと開けてしまった。

「ま、まさか知らんとは……。あり得ないが……。まったく。ダークエルフという部族が国の外れに住むとは聞いていたが、お前たちは驚くほど未開人なんだな……」

　ギョロリと男が睨む。

「孫であるから一度は許してやるが、無知は罪だぞ。私の元でしっかりと教え込んでやる」

「教え込んでやるとか言われても……で実際、あんた、誰？　一応、確認しておくけど、エルフの王様でいいんだよね？」

　アウラがそう推測したのは、実力がありそうな人物ということで知るのはエルフ王だけだから、というところだろう。

「〈生命の精髄ライフ・エツセンス〉。ほう！」

　アインズは驚き、声をあげる。かなり膨大な生命力だ。プレアデスを軽く凌しのぐ生命力で、おそらくユグドラシルでいうところの七十レベルは最低でもあるのではないだろうか。油断できない相手、ということになる。

「はぁ……。あきれ返るな。親から何を教わって今まで生きて来た？　この国の王にして、全てのエルフ種の……今の頂点たる私、デケム・ホウガンの名前以上に重要なことがあるわけないだろうが」

（くそ）

　アインズは吐き捨てる。

　そうだろうと予想はしていたが、事実だと肯定されると悪態をつきたくもなるというもの。

　ここまでの隠密行動が無駄になった。勿体ないという感情しか湧き上がってこない。

　仮想敵国である法国の兵力を大きく削ってくれる大切な最大戦力──多分──を、自分たちの手で葬らなくてはならないのだから。

　この状況で王を殺さないという選択肢を選ぶのは難しい。弱ければ無力化して記憶を書き換えるという手段が取れただろう。しかし、〈生命の精髄ライフ・エツセンス〉でこの王の戦闘能力──正確にはＨＰ量だが──はこの世界においては驚くほど高いというのが分かった。

　もちろん、普通に戦えば間違いなく勝てる。ここには百レベルの存在が三人もいるのだから。では、無力化も可能かといえばそれは難しいだろう。というのも、警戒を怠ることができないためだ。

　先ほどの突然の出現からも、このエルフ──デケムが未知の能力を持っている可能性は高い。こんな情報不足の状況で無力化を優先するのは危険なことだ。

　ただ、唯一、あけみちゃんさんの名前が出なかったということで、九割以上関係がないということが分かったのは幸運だろう。もし関係があるならちなんだ名前を付けているだろうからだ。

　流石にやまいこ家族の子供ということであれば、殺すのは追い詰められた時ぐらいにしたい。

「王様？　だったらこんなところにいていいわけ？　人間たちが攻めてきてんじゃん。さっさと倒しに行って自分の民を守りなさいよ」

「〈魔力の精髄マナ・エツセンス〉。……なるほどな」

　デケムの魔力もやはりこの世界の住人としては膨大だ。シャルティアに届くか、届かないか、という量だ。

　生命力と魔力。この二つの量とエルフたちの文化などから推測されるデケムの職業は、十中八九、マーレと同じ森祭司ドルイドだろう。それも後衛系の森祭司ドルイドと思われる。

「なぜ、そんなことをしなくてはならない？　お前は王というものを勘違いしているようだ。王とは民が奉仕すべき至高なる存在であって、民の世話をするためにいるのではない。上の者が下の者に対してする行いは慈悲というのだ。いいか？　慈悲は乞うものであって、要求するものではない。与えられなくてもそれに満足しなくてはならないのだ」

　何言ってんだ、こいつは。

　アインズは呆気に取られる。真面目に言っているとしたら頭がおかしい。というよりもこんな輩を王に戴いただくエルフが哀れだ。

「だから助ける気はないってこと？　でも、あー、一部は納得がいくなぁ」

「う、うん。間違っているとは言い切れないよね……」

（──はぁ!?）

　アインズは驚き、双子の顔を凝視する。相手に賛同し、機嫌をとって口を軽くする作戦には見えない。

　あんな発言のどこに、一部納得がいくところや、間違っているとは言い切れないところがあるというのか。

（い、いや、もしかして俺の方が間違っているのか？　もしやあれが王としての正しい考えなのか……？　ジルクニフも何となくそんな感じがないわけではないが……。クアゴアの王はどうだった？　あいつは卑屈だからなぁ）

「ほう。流石は私の孫だけのことはある。無学ではあるが本質を理解する頭はあるようだな」

「──あ、失敗した。時間を無駄にした。……ここはこっちだな。〈魔法からの守りマジツクウオード・炎フアイヤー〉」

「でも、致命的に一つ、大きく間違えているんだよね。至高の御方々だけが他の全てに奉仕されるべき存在であって、あんたみたいな雑ざ魚こエルフはそうじゃないの。まぁ、その辺のエルフたちだけに奉仕されるのなら好きにすれば、って感じだけど」

（いやいや……。それは絶対に違う……。でも注意しても変わらないし……アウラとマーレの気持ちも分からないでもない……。ナザリック外に親しい人間が出来れば……。そういう意味ではあの目の怖い少女と友好関係を作ったシズに期待するところもあるんだが……。今回は上手くいかなかったからなぁ。いや、帰りの時の話を考えるとあまりシズも……。やはりセバス──あ！　また無駄なことを！）

「なんだ？　至高の御方々？　そんな言い伝えがダークエルフにあるのか？」デケムが少し考え、それから小さく首を振った。「まぁ、いい。どんな話かは後でじっくりと聞けばいいだろう」

「そんな時間があるの？　さっきも言ったけど、今、人間の国が攻めてきている最中じゃん」

　一手無駄にしたと、アインズは慌てて魔法を発動させる。

「〈虚偽情報フオールスデータ・生命ライフ〉」

　その時、ズズン、という震動が下の方から伝わってきた。法国がようやく攻城兵器でも使いだしたのだろうか。

　双子とデケムは共に視線を床に向け、口を閉ざす。その間にもアインズは魔法を発動させる。

「〈虚偽情報フオールスデータ・魔力マナ〉」

「──ちっ。それにしても人間どもが煩わしいな。私が直々に出向いて消してもいいのだが……面倒だ。行くぞ」

「……どこに行くって言うのさ？」

「〈抵抗突破力上昇ペネトレートアツプ〉」

「特には考えていないが、まぁ、どこだろうと私の力があれば問題ない」

「無計画とか最低じゃん。……それでついていくとどうなるの？」

「土、か……。んー。読み違えると勿体ないけど……」ほんの僅か逡巡し、アインズは巻物を取り出すと魔法を使う。「〈大地の支配者アース・マスター〉」

「ああ」ジロジロとデケムがアウラの体を眺める。「まだまだ子供だな。成長するまでには多少時間はかかるだろうが……まぁ、仕方がない。これだけ待ったのだ。数十年程度は誤差というには長いが、大した時間ではないと思うしかあるまい。ついていくとどうなると、聞いたな。答えは簡単だ。私との間に子供を作るぞ」

「──え？　何言ってんの？」

「──あ？　……〈上位幸運グレーターラツク〉」

「お前もだ」デケムがマーレの方に視線を向ける。「女は一人孕はらむと次を作るまでに時間がかかる。そういう意味ではお前の方が期待できるな。私と一緒に何人も子を作ってもらうぞ。血が薄れるとも考えたが、孫で覚醒するということはひ孫が覚醒する可能性もあると考えるべきだろう。実験はしっかりと行うべきだな。ああ、そうなると面倒だが、お前の相手として民も何人か連れて行かないと不味い、か。しかし……なぜ、男なのに女の格好をしているんだ？　ダークエルフの文化、なのか？　正直なところ、純粋なエルフではないというのが気にならないわけではないが、人間種全般に手を広げることに比べれば遙かにましというものだな」

　アウラとマーレが口を半開きにして、デケムを見ている。

「────」

「まぁ、今は分からないでも構わん。行くぞ」

　何を思ったのかデケムは、棒立ちの二人に歩み寄り、双子──アウラに手を伸ばす。

　──アインズはそれを払いのける。その動作が攻撃と判定され、即座に〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉が解除される。

　デケムが驚きの視線をアインズに向けるよりも早く、握り拳をその顔面に叩きつける。

　デケムが吹き飛び、大地に転がった。

「──この変態ペド野郎。預かっている娘さんに気持ち悪い欲望を向けやがって。死ね」

　罵声を飛ばしつつも、頭の片隅にある冷静な部分が自らの失態に舌打ちしていた。

　せっかく〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉がかかっていたのに、怒りのあまり殴りつけてしまった。こんな勿体ないことがあるだろうか。

　アインズの感情はある一定ラインを越えると自動的に抑圧される。その能力が働けばもっと冷静に──殴りつけるなどではなく、即死魔法などを叩き込んだはずだ。怒りよりも嫌悪感が強く、抑圧されるほどではなかったということだろうか。

「な、な」

　混乱した様子で起き上がったデケムの両方の鼻からは勢いよく血が流れ出す。しかし大きなダメージを負ったというわけではない。〈生命の精髄ライフ・エツセンス〉が、削れた体力は微々たるものだ、と教えてくれる。

　アインズの渾身の一撃を無防備の状態で顔面に受けても、その程度で済んでいる。

〈虚偽情報フオールスデータ・生命ライフ〉のような魔法なり、道具なりでそのＨＰを偽っているパターンはあるかもしれないが、多く欺瞞している可能性はなさそうだ。

　アインズは双子に手の平を向け、「動くな」というポーズを取る。

　ＨＰやＭＰの合計から推測されるデケムの力量を考えると、推定七十レベル以上、八十レベルはないと思われる。

　しかしながら、可能性は低いが一つだけ警戒すべき点がある。

　ユグドラシルにはなかったが、この世界にはＨＰやＭＰが上がらない職業があるのではないか、ということ。レベル自体は百レベルだが、ＨＰとＭＰの合計値的には七十レベルというパターンだ。

　まずありえない、と否定していいはずだ。しかし、絶対、はない。

（──三人がかりで一気に殺すという手段もあるが、今はまだ不味い。最低でも先ほどの転移のネタが分かるまでは……）

　アインズが今後の戦略を練っていると、デケムが声を張り上げた。

「──ア、アンデッドだと！　なぜ、こんなところに、それも突然」視線がアインズから双子に移る。「お前たちのどちらかがネクロマンサーだというのか!?」

　二人が答えるよりも早く、アインズが口を開く。

「その通りだ。このお二方こそ比類なき力を持つネクロマンサー。そして私はこのお二方とお二方の両親、計四名分の力を合わせて生み出された守護者である。力なき者がお二方に触れることを決して許しはしない。私を滅ぼすことが出来たあかつきには、お連れしても構わないが──」アインズは相手が不快感を抱くように全力で嘲笑してみせる。「──まぁ、無理だと思うが、なぁ？」

「ほう……」デケムが鼻を押さえていた手を離す。すでに血は止まったようだ。「少し驚いたぞ。私に血を流させるとは……何十年、いや何百年ぶりのことだ？　なるほど。大口を叩くだけの能力はあるみたいだな。しかし王に対する口の利き方がなっていない。だが、これは幸運というものだな。喜べ、この辺りで彼我の実力の差というものを教え込んでやろう。躾しつけてやる」

　アウラとマーレを見ながらのセリフだが、完全にアインズの言葉を信じている様子。

　はて、とアインズは思った。

　なぜ、敵アインズの言葉を疑いもせずに信じたような態度を見せるのだろう。

　もしかするとこいつは不可視化する手段を持っていないのだろうか。もし持っていれば、突然アインズが出現したのは、召喚系ではなく、最初から〈不可視化インヴイジビリテイ〉などで潜伏していたと考えてもいいはずだ。

　ならば、マーレのような特化した森祭司ドルイドだというのだろうか。

（それとも俺がいることを知っていての演技……ブラフだとしたらその狙いは何だ？）

　もし自分があの男の立場だったらと考えたいところだが、相手に怪訝に思われないためにも、思考に時間を割くことはできない。

「ならば正々堂々一対一で戦おうじゃないか。そっちの方が私の主人とお前、どちらの実力が上か、よく分かるだろ？」

　デケムが目を丸くし、面白い冗談を聞いたかのように大きな声で笑う。

　アインズは無詠唱化した〈伝言メツセージ〉をマーレに飛ばす。

（──マーレよ。今の言葉は大噓だ。もし私が不利になるようなら、協力してあの男を確実に殺すぞ。アウラにもこっそり伝えておいてくれ）

　当たり前だ。誰があんな男に二人を渡すものか。それに命のかかった勝負で、正々堂々一対一で戦うなど愚の骨頂だ。負けてもいい勝負があるのは事実だが、命の奪い合いにおいて負けることなど許されるはずがない。

　しかし──

　ミスったな、とアインズは思った。

　もう少し時間を稼ぎ、バフをかけておきたかった。ただ、あんな変態にアウラが触られるなどまっぴらごめんだ。それに強制転移などのアインズの知らない技を持っているかもしれない。

「私は先ほど──アンデッドを使役するお前たちの姿を見て、自分の孫であることを確信したよ」

　地面が動く。

　まるで砂浜に寄せる波が沖に帰るように──床に敷き詰められていた土がデケムへと動く。

　アインズはそれを無視して、これ見よがしに巻物を──服の下からのように──取り出し、魔法を発動させる。

　非常に勿体ない。しかしながらそうせざるを得ない。相手の知識量がどれだけなのか不明である以上、相手を警戒させてはならない。

　発動したのは第八位階に属する魔法、〈次元封鎖デイメンジヨナル・ロツク〉。

　悪魔や天使などの異界の住人はこれを特殊技術として使えるが、それと同じ能力を持つ魔法だ。これは転移などに代表される瞬間転移系魔法を使って範囲外に移動することを無効化するものだ。

　その間にデケムの前に集まった土つち塊くれが一つの巨大な姿になった。

　それはアインズも知る精霊の姿。

　マーレから驚いたような声が聞こえたが、アインズもまた驚いていた。

（──根源の土精霊プライマル・アースエレメンタルだと!?）

　通常手段での召喚は不可能な精霊を前に、驚愕したアインズは警戒心を一気に強める。

　マーレとは違い、アインズは驚きを必死に嚙み殺し、決して口から漏らさなかった。知っているという事実を知られてはならない、とは『誰でも楽々ＰＫ術』に書かれた心得の一つだ。

　マーレのような子供の外見であればその威容に驚いたと勘違いしてもらえる可能性は高いが、アインズの場合は知識として知っていると思われるかもしれない。

　だからアインズは大きく肩を竦すくめる。

「──ふん。なんだ？　土の精霊などというばかでかいだけの土塊を作り出して？　自ら相手になるのではなく、これに私の相手をさせようというのか？　私を甘く見ているのではないか？」

「ほほぅ。これが何か知っている、というのか？」

　デケムがニヤニヤと嗤わらっている。

（良し！）

「──無論だ。土の精霊で間違いがないだろう？　昔呼び出されて滅ぼしたことがあるよ。まぁ、それはこれほど巨大ではなかったから、これだけの大きさのものを従える力は見事だと言っておこう。大きさが強さの指標の一つであることは事実だからな。しかしながら大きさだけが全てというわけではない」

「そうだな。その通りだ。竜王のように図体だけがでかいものもエルフに負けたりもする。──しかし、感心したぞ。お前の知識は間違っていない。これが土の精霊だというのは正解だ。ははは。お前の見識、いや記憶力か？　それには頭が下がる」はっきりと分かる嘲笑をデケムはより濃くする。「──せっかくだ。その身で一度受けてみたらどうだね？　大したことがない精霊の一撃を」

　プライマル・アースエレメンタルがその拳をゆっくりとした動きで持ち上げる。

（……プライマル・アースエレメンタルならばその動きはもっと速い。わざと、だな。ありがたい）

　猫が獲物をいたぶるような動きはまさにアインズにとって好都合。

（──最高じゃないか）

　笑みを隠しつつ──無論、アインズの表情は動かないが──アインズはプライマル・アースエレメンタルの能力を思い出す。

　レベルは八十を超えるプライマル・アースエレメンタルは同格の根源精霊の中では防御役タンク的な立ち位置にある。いや、基本的に土の精霊自体、そういった立ち位置ともいえる。

　その攻撃は大地に存在するほぼ全て──レベル以下──の金属の属性を持っていると見なされる。つまり、例えばルプスレギナのような銀に脆ぜい弱じやく性せいを持つ生き物の場合、その脆弱性を突かれることになる。

　また敵と自分の双方が土に触れている限り、僅かではあるが全ての能力に対してボーナスがある。ただ、既に室内の全ての土がデケムの元に集まっているので、木で出来た床があらわになっており、その能力は使えないはずだ。土に潜る能力もあるのだが、ここではそういったものは使えない。結論的には、プライマル・アースエレメンタルにとって、この場はあまりいい戦場とは言えない。

　攻撃手段で警戒すべきは、その両腕による叩きつけ。単純だが、破壊力はなかなかのもの。速度と精度は高いとは言えないが、アインズのような後衛職ではかわすことは難しい。しかも殴打属性なので、アインズには効果的な攻撃となる。

　腕を鞭のように延ばして広範囲を薙なぎ払はらうこともできるが、その場合のダメージは一気に落ちる。

　攻撃面と同じように防御面でも様々な金属の属性を持っていると見なされ、全種類の武器耐性Ⅴを持っている扱いだ。しかもそこに物理ダメージ軽減効果も重なる。以上の理由でまさに防御役タンクにうってつけであり、物理的攻撃のみで倒そうとするとかなり厄介な相手と言える。

　しかし当然、弱点もある。

　危険なからめ手──特殊能力を持たないということ。それはすなわち、戦局を大きく一変するような攻撃は持っていないということだ。

　もう一つは金属などによくある弱点はそのまま通用するということ。

（……ヘロヘロさんならたやすく倒してくれるだろうな）

　つまりは酸などに弱く、そして──もう一つ、弱点属性がある。

　アインズはアイテムボックスから杖スタツフを取り出す準備をしておく。まだここで出すわけにはいかない。相手は自分を単なるアンデッドと思っているのだ。警戒される能力を目の前で見せるべきではない。

　問題はこの一撃を受けるかどうか、だ。

　本気の一撃を受けることでこれが単なる土の精霊ではないとアインズが知った、とするパターンは流れとして美しい。その場合のデメリットは一撃で殺せなかったということに相手が警戒心を抱いたりするのではないか、ということ。

（……そうだな。召喚系に特化しているのは間違いがない。そうなると当然、土の精霊の一撃の破壊力も増大しているだろう。無駄にダメージを負うのは今後の戦闘にとって不利益。ならここは──）

「〈骸骨壁ウオール・オブ・スケルトン〉」

　土の精霊の一撃が振り下ろされ、同時にアインズの前面にスケルトンで構築された巨大な壁が作り出された。それは即座に破壊され、消失する。

（やはり……魔力が減っている？）

「──な、な、なんだと！」男に聞こえるようにアインズは大声を出す。「なぜ、私の壁を一撃で壊すことが出来るんだ!!」

「ははは。単なる土の精霊の一撃で壊れるなんて、お前の壁は随分脆いじゃないか」

　アインズは魔法を機嫌の良さそうなデケムに飛ばす。

「〈一方的な決闘ロツプサイデツド・デユエル〉」

　これは第三位階の魔法で、相手が転移で逃げ出したとしても、この魔法で結びついた使用者も同じ場所に飛べるというものだ。さらに相手が〈転移遅延デイレイ・テレポーテーシヨン〉によって守られていたとしても、無視して同じ出現タイミングで転移場所に現れることができる。

　しかしこれは一長一短がある。もし仮に相手が仲間の待つど真ん中に転移した場合、結びついている側も同じ場所に飛ぶので、袋叩きにあってしまう。だからこそ、一見すると便利そうな魔法にもかかわらず、第三位階という低さで習得することができる。パッチが当たる前は仲間にかけて、一緒に転移することもできたようだが、パッチ適用後は敵にしかかけることができなくなった魔法でもある。

　もちろん、デケムが逃げた先に同格の存在がいた場合は、即座に逃げに転じる必要があるだろうが、この〈一方的な決闘ロツプサイデツド・デユエル〉はその名の通り、使用者側が転移を発動しても相手側は一緒に飛ぶことができないというわずかな利点があるので、逃げること自体は難しくない。

「──何をした？」

「……即死魔法だ。なるほど。即死に対する対策を施している、というわけか？」

「……まぁ、それなりに賢い、と言えるな。ベヒーモスに勝てないとみて、私を攻撃するというのは。しかし、精霊よりも私の方が弱い、と思ったのか？」

（使役されている者より使役者お前の方が弱い、というのはユグドラシルの常識ではありえないが、多分、お前の方がレベルが低いだろ？　弱者だと見くびっている俺の質問に答えなかったのは即死に対する耐性を有していないからか？　それにベヒーモス？）

　デケムが顎をしゃくるとプライマル・アースエレメンタルが拳を振り上げる。先ほどよりもその動きは速い。同時にデケムが魔法を発動しているのが聞こえる。

「〈沙羅双樹の慈悲マーシー・オブ・シヨレア・ロブスタ〉」

（ちっ。第十位階を使えるのは想定の範囲内だったが、面倒な魔法を発動したな。殺すときは魔法二重化で殺さないと駄目か）

〈沙羅双樹の慈悲マーシー・オブ・シヨレア・ロブスタ〉は第十位階の魔法で、その魔力の消耗量は第十位階ではトップクラスであり、〈現断リアリテイ・スラツシユ〉級である。

　この魔法は三つの効果を持つ。

　まず一定の時間、徐々に体力が回復していく。ただし、その回復量は微量であり、このレベル帯だと役に立つとはなかなか言えない。

　次が即死に対する完全耐性。即死耐性だけを得たいのであればもっと低位の魔法もあるので、そちらを使えばよい。にもかかわらず、この魔法を森祭司ドルイドの多くが習得するのには理由がある。

　それが三番目の効果、体力がゼロになって死亡した際に復活できるというもの。これによる復活はレベルダウンを引き起こさない。体力がゼロという条件──溺死などの、ダメージによらない死亡は対象外──があるとはいえ、かなり有益な魔法だ。神官などであれば死亡した直後にかければレベルダウンしない蘇生魔法などもあるし、森祭司ドルイドなら〈不死鳥の炎フイーニクス・フレイム〉などがあるが、事故死ケアレスミスを防ぐためにこの魔法が使われることは多い。とはいっても、復活したときの体力はかなり少ないので、多段ヒットする攻撃などではそのまま死ぬ確率が高いのだが、これのお陰で助かったという話は──ないわけではない。

　ちなみにこの魔法は蘇生魔法にも属しているので、アインズの切り札であるThe goal of all life is deathによる死亡を回避することが出来る。ただし、その場合は効果時間が残っていても、この魔法は消えることになる。これは元々、蘇生が発動した瞬間、魔法が消えるためだ。

（俺が即死魔法を発動したというブラフに警戒したのだろうが……ミスをしたな。自分が使えない魔法を騙かたるべきか。今後はそうしよう）

「〈魔法三重化トリプレツトマジツク・骸骨壁ウオール・オブ・スケルトン〉」

　想定通り一撃で骸骨壁ウオール・オブ・スケルトンが破壊され、続いての一撃でもう一枚が破壊される。もう一枚が残っている──デケムの視線がはばまれている間にアインズは少し場所を移動しながら、巻物を取り出し、魔法を解放する。

〈貫く不協和音ピアツシング・カコフオナス〉。

　強化バフに属する魔法であり、不要となるかもしれないが念のためだ。

　プライマル・アースエレメンタルが再び攻撃したのだろう。

〈骸骨壁ウオール・オブ・スケルトン〉が砕かれ──

「──〈魔法三重化トリプレツトマジツク・骸骨壁ウオール・オブ・スケルトン〉」

　新たに作り出した三枚のうち、一枚が破壊されると同時にデケムの魔法が聞こえた。

「〈精霊の相アスペクト・オブ・エレメンタル〉」

　森祭司ドルイドの第八位階の魔法で、精霊の持つ耐性などを得る魔法だ。これによって毒や病気に代表される様々なバッドステータスは無効化される。それ以外にも致命的な一撃クリテイカルヒツトの効果も無効であり、それに属する効果も意味をなさなくなる。

　似た魔法では第九位階に〈精霊形態エレメンタルフォーム〉という魔法がある。

　アインズの得意とする分野がどんどん防がれていくのは困ったものだ。

　とはいえ──

（──どれだけ相手の魔力を削れるか）

〈魔法三重無詠唱化トリプレツトサイレントマジツク・上位魔法封印グレーターマジツクシール〉

　さらにアインズは少し立ち位置を移動する。これで当初の場所からデケムを軸として九十度、階段の方に動いたことになる。

　プライマル・アースエレメンタルの攻撃が放たれ、骸骨壁が砕かれる。残念ながら骸骨壁は作り出せない。

〈魔法三重最強位階上昇無詠唱化トリプレツトマキシマイズブーステツドサイレントマジツク・魔法の矢マジツク・アロー〉

　がりっと魔力が削られた。

　流石に低位でも四つも魔法強化を使えばこれだけ減るというものだ。

　プライマル・アースエレメンタルが召喚されたものなら、〈上位排除グレーター・リジエクシヨン〉が決まれば一撃であり、こんな魔法の準備は必要ない。ただ、デケムが召喚に特化した職業構築をしていた場合、これだけのレベル差があっても解除できない可能性は十分にあり得る。

　それに〈上位排除グレーター・リジエクシヨン〉で消去できるのは召喚されたものだけであり、例えば創造に属する能力などで生み出されたものを消すことはできない。

（精霊の副官とか、か？　経験値消費で生み出したのであれば、半永久的に使役できるかもしれないな。ただ、維持するのに魔力を消費している姿を見るに違うとは思うが……博打は打てないからな）

　ならばそのための準備はしておくべきだろう。

「ようや──」デケムが双子とアインズの立ち位置を見て、首を傾げた。「──なぜ、そちらに移動した？　守護者と言いつつ、逃げるつもりだったのか？」

「ちぃ！」

「ははは！　なら協力してやろう」

　階段に向かって走り出したアインズの無防備な背中に、プライマル・アースエレメンタルの一撃が叩き込まれた。巨体によるノックバック効果で、アインズは大きく吹き飛ぶ。

「ほう。一撃で潰れないとは、大口を叩くだけのことはあるな。ま、無駄な抵抗ではあるが」

　吹き飛ばされたアインズだが、〈飛行フライ〉によってバランスを崩すことなく階段の前に着地した。

「しかしながら逃げる、ということは主人である二人は置いていく、ということでいいんだな？」

「そんなはずがあるか」

　そこでアインズは再び〈骸骨壁ウオール・オブ・スケルトン〉を生み出す。

「またそれか？　私の精霊に傷を与えないでどうするんだ？　愚策だぞ、それは」

　呆れたような声こわ色ねのデケムを壁越しにアインズは嘲笑する。

「ははは！　私は、この国に人間たちが攻め込んできているということを知っているんだぞ。なぁ、エルフ王よ。時間は私にとって味方だとは思わないか？」

「……なるほど。そういうことか。なかなかに頭が回るじゃないか。だがそれは無意味だ。不可能だからな」

「何？　不可能だと？」

「そうだ。この最高位の精霊を操れる私を人間ごときが倒せると、少しでも期待していたのか？」

（昔、天使を召喚した奴の発言は呆れたものだったが、プライマル・アースエレメンタルは確かに最高位と言っても過言ではない。……法国はデケムがこれだけの強さを持つと知っていて攻めてきているのか？　そうするとデケムを倒す手段があるということになる。しかし、こいつはそこに思い至っていない。法国が知らないのか、こいつが知らないのか。しかし、法国がデケムの能力を知っていたら、あの時にあれが最高位の天使だ、などと言うか？）

　無言で考え込むアインズをどう思ったのか、心底呆れたような声がした。

「少し考えれば分かることだろ？　本当に浅はかな奴だな。いや、仕方がない、か。アンデッドだ。脳みその代わりに空気が入っているのだからな」

（分からない。エルフとの戦いに備えていたとしたら、最低でもこいつと同格の強者が法国の陣営にいることになる。そうなると時間は俺の味方というわけではない、か。連戦だけは避けたいが……）

　どれだけ相手の力をうまく消費させることが出来るか。

　アインズはそう考えながら〈骸骨壁ウオール・オブ・スケルトン〉を発動させた。

　マーレに〈伝言メツセージ〉で告げた通り、本当に勝利を収めたいときに、一対一で戦うなど愚かなことだ。しかしながら今回は負けそうになるまではそうせざるを得ない。それに今回の戦いではもう一つ面倒なことがあった。

　それは戦い方がある程度縛られてしまうことだ。

　デケムが〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉を見破ることが出来ないのは分かっている。ならばそれを使えば圧倒的有利に物事を進めることが出来るだろう。

　しかし、それが出来ない。

　なぜか？

〈完全不可知化パーフエクト・アンノウアブル〉を使い、一方的に攻撃をし始めたらどうなるだろうか。

　他にも、例えば〈時間停止タイム・ストツプ〉などの高位魔法を使うことでこちらが強者だと悟った場合はどうだ。

　デケムは自分が勝てないと判断すれば撤退するだろう。幸いにも攻撃の目標を双子に向けることは──ないとは言い切れないが、可能性は低い。あの男の目的はアウラ──次点でマーレ──だ。致命傷を負わせるような行動には出ないと思われる。

　しかし、デケムが突然この場に現れた手品の種がまだ見破れていない状況で撤退されるのは不味い。

　突然出現したということは、突然消え失せないとも限らない。いや──最悪を想定して、その能力を持っていると考えるべきだろう。

　逃がしてしまった場合、この変質者にアウラやマーレが狙われる未来が訪れるかもしれない。

　それだけは絶対に避けたい。

　デケムの能力の底が見えない限り、アインズとしては二人を崖際に立たせているも同然だ。

　だから〈伝言メツセージ〉で語った通りなのだ。




　──逃がさず確実にここで殺す、だ。




　なので、アインズはすぐには二人に協力を要請出来なかった。

　数的戦力差は勝敗にかかわる大きな要因の一つだ。もしアインズが彼我の強さの差が分からない状況で、自分たちよりも多い数の敵と遭遇したら、撤退を第一に考えるだろう。きっとデケムもそうだと考えるべきだ。

　確実に殺せるチャンスを作るまでは、相手が不利を悟って逃げ出すような状況を作らない方がいい。だからこそ双子の力を借りるどころか、アインズはアンデッドの召喚もしてこなかった。

　そして二人を連れて行ってもいい、などという大噓をついたのもそれが理由だ。

　相手の行動を縛り、この戦場から離脱しないように、出来ないように思考を誘導したのだ。

（サ、サ……なんだったか。そうだ。サンキューコスト効果だ。これをうまく積み重ねられるかどうか……。見破られてないといいんだがな……。戦闘経験値が不足していることを祈るとしよう。……最低でも心をへし折らないとな）
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『こ、怖いね……』

　ネックレスを伝わって響いてくるマーレの震える声にアウラは即座に同意した。

『うん。怖い』

『アインズ様ってあんなに怖いんだ』

　なぜ、自らの主人、絶対なる支配者があのような戦い方をしているのか、アウラとマーレにはよく分かった。

　相手の底を見る──それもあるだろう。だが、それがメインではない。

　狙いは一つ。

　相手を逃がさず、確実に殺すために泥沼に引きずりこんでいるのだ。

　対戦相手の体力が分からない状況で、戦闘中、いつ逃げるという判断──損切りをするのだろうか。

　様々な意見があろうが、ダメージが一切通らない時などの例外を除けば、やはり一番は自分の体力がある一定のラインを下回った時だろう。

　では、自分の体力はかなりあるが、魔力がすり減った時はどうだ。

　特にそこに至るまでに自分の魔力を多く使っていたら？

　もう少しで勝てそうだ、という予感をもっていたら？

　分かっていてもできないのが損切りだ。だから普通は痛い目を見た経験や、得てきた情報で自分なりのルールを作る。

　つまり、戦闘経験値が低く、対戦相手の情報が乏しい場合は、その損切りが上手く出来ない可能性が高い。

　主人はそれを見抜いたのだ。

　王という地位に就き、高慢であり、同格存在と対等に戦ってきた経験がない、と。だから損切りが出来ないような状況に追い込んでいる。

『あの情けないセリフは全てブラフ。アインズ様って本当に、失礼だけど化け物みたいに頭が切れる御方だよね……』

　アウラはぶるりと身を震わせた。

『デミウルゴスさんが自分よりも上、っていうのも当たり前、だよね……』

　マーレもまたぶるりと体を震わせた。

『巻物を使ったりしている姿を見せるのもすごいよね』

『自身の力を一切見せないようにしているんだからね』

　あそこまでやる姿を見ると恐怖しか覚えない。それと同時に非常に勉強になった。

　ああいう人が上に立つ自分たちはどれだけ幸せなんだろうと、二人は同時に思う。
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　破壊した直後にまた壁が張られた。

　その光景を前に、デケムは無駄に時間を稼がれていることに対するいら立ちを笑みの下に隠す。

　これで何回目だろうか。回数など面倒で数えていなかったが、最低でも二十回以上だろう。

　一撃で破壊できる脆くか弱い壁ではあるが、幾枚も同時に展開することでベヒーモスの攻撃が届かないように立ち回っている。

（雑魚は雑魚なりに頭を使う。……違うな。その程度の魔法しか使えない分、必死になるということか）

　雑魚というのは言い過ぎにしても、あのアンデッドが自分よりも──ベヒーモスよりも強いということは決してあり得ない。今までのありとあらゆる情報がその判断は正しいと教えてくれる。

　もしあのアンデッドがベヒーモスよりも強いなら、積極的な攻撃を仕掛けるはずだ。しかしながらあのアンデッドは見苦しく動き回りながら魔法で防御するだけ。まるで第三者に期待しているような行動と言える。確かに壁を破壊するたびにベヒーモスも損傷を受けているが、あまりにも微々たるもの。これで倒し切れるなどという虫のいいことはいくら何でも考えてはいないはずだ。

（ベヒーモスに微々たるダメージでも与えようとしているのは、人間たちが倒しやすいようにという涙ぐましい努力だろうな。……だが、ベヒーモスの体力はお前の想像以上だぞ？　先にお前の魔力が尽きるんじゃないか？）

　また壁が壊れ、次の壁が見える。

　デケムはため息をついた。

　まだまだ、あれの相手をしなくてはならないのかと思うと流石に面倒くさくなってくる。

（もしかするとそれも狙っているのかもな。私が面倒になって去るということを。──だが、どうやれば簡単に滅ぼせる？）

　あの壁をいちいち相手にしない方が賢いのは分かり切ったこと。しかし、デケムの使役するベヒーモスには残念ながら特別な能力があるわけではない。無視しようとすると、あの長い壁を回りこむように動かなくてはならない。ただ、そういう動きをしても、別の壁を作り出してくるだけだろう。

　それではイタチごっこだ。

　デケムは己よりも強い精霊を支配し、命令することが出来る。通常なら自身よりも強いものを召喚し、使役することは出来ないのだが、デケムが修めている職業によって、その理ことわりの外側に立つことが出来た。しかしその代価として、戦闘行為を行っている間は己の魔力が徐々に消費されるデメリットがあった。

　ベヒーモスを使役するのに集中しなくてはならないということはないので、デケム自身の魔法を使うことはできる。ただ、それではベヒーモスの戦闘時間が減ることになる。

（仕方がない。やはりここは攻撃魔法を使っていくか？　ベヒーモスと私。二人の攻撃を食らえばあの壁を作る余裕などなくなるはずだ）

　確かにデケムは第十位階までの魔法を使うことが出来る。

　この世界に存在する魔法詠唱者マジツク・キヤスターたちがどれだけ努力しても到達できない領域──選ばれた者のみが立入ることを許される絶対なる領域の魔法を。

　しかし、召喚に特化させたがゆえになんとか使えるという程度。決して得意ではない。それでも、あのアンデッドごときなら第十位階の魔法を使えば倒せるだろう。しかし──大切な魔力をそのように使っていいのだろうか。ベヒーモスを戦闘で使うためにも温存しておくべきではないだろうか、という迷いがある。

（どうにかしてあのアンデッドに、人間どもでは私やベヒーモスは倒せないということを分からせる必要がある。そうすれば無駄な時間稼ぎはしないんだろうが……）

　伝えてはいるが、信じた様子はない。

　いや、それが当然のことなのは彼だって分かっている。

　敵である自分の言葉を信じないのは当たり前だ。ただ、デケムは実際、噓を言っているわけではない。ベヒーモスに勝てる存在など今までいなかった。実際、古老エインシヤントまで至ったドラゴンですら相手にならなかった。第二位階の魔法で身を強化していたが、ベヒーモスの拳の前には潰れるだけだった。

　デケム自身でもベヒーモスを敵に回したら命を落とすのは必ひつ定じようだ。

　おそらくベヒーモスに勝てるのは自分の父親くらいだろう。ただ、父は既に死んだ身。つまり倒せる存在などいないということだ。

（魔力がなくなれば勝てると思いこんでいるのかもしれないが、それも間違い、なんだがな……）

　魔力を消耗してしまえば、魔法詠唱者マジツク・キヤスターなど簡単に倒せると思っているのかもしれない。それは魔法詠唱者マジツク・キヤスター系アンデッドである己を鑑かんがみての判断だろう。

　確かにその考えが一部は正しいことを認めよう。

　精霊使いとして特化した能力を持つデケムは、魔力がなくなってしまえば──ベヒーモスを使役する能力を失えば──その戦闘能力は激減する。ただし、それは彼が弱いということとイコールではない。森祭司ドルイドとして最高位に位置する彼の肉体は、数多あまたの生物を超越した性能を誇る。

　拳を振るえば脆い人間の体など真っ二つにすることが出来る。蹴りを入れれば鉄の鎧に足跡が残り、内部の脆い肉は潰れることになるだろう。

　数千、数万程度の人間の軍隊など、その肉体能力だけで殺し切れる自信がある。

　なら大丈夫かと問われれば、確信をもって頷くことはできない。

　今まで戦闘は全てベヒーモスに任せてきたので少しだけ不安があった。数千の兵士であれば、殺しつくすのに数千回拳を振るわなくてはならないということで、それだけスタミナが続くかどうかは試してみるまでは分からない。そして何より──

（私が直接戦う──この身を人間どもの血で染めるという蛮行などしていられるか）

　精霊使いとしての自分を誇りに思うデケムからすれば、自ら武器を振るって相手を殺すなどまさに野蛮の極み。絶対に避けたい戦いだ。

　ならば、どうすればいいのか。

（魔力の消耗は無視できない量だ。まだまだ戦えるが……だからと言って長時間戦える、ベヒーモスを使役できるということではない。人間どもを殺しながら孫たちを──抵抗できないように魔法で身動き取れないようにしないといけない。そういうことも考えると、あまり魔力に余裕はないな）

　したがってこれ以上、あんなアンデッドに魔力を割くことはできない。

（あれを無視して、孫を連れ去るか？　だが、すぐに再び召喚されるだけだろう……）

　それではこの無駄な戦いがもう一度繰り返されるだけだ。

　それにそんな形では駄目なのだ。

　戦って勝つことでどちらが強いかを知らしめ、あの二人の心をへし折り、どちらが上かを教える。そうしなければあの二人は延々と自分に逆らい続けるだろう。

　やはりあのアンデッドをここで完璧に滅ぼす必要がある。

（結局はここに戻るんだが、ならば、どうやって滅ぼす？）

　今までベヒーモスの一撃の前では全ての敵はたやすく折れる枯れ枝のようなものだった。こうしてのらりくらりと時間稼ぎをする相手を追いかけまわす戦いなど、想像したことさえなかった。

（ふん。──いい経験だな。これからは逃げ惑う虫けらどもも殺して練習を積むとしよう。まずは──あれだ）

　デケムはベヒーモスの前に聳え立つ壁を睨む。いや、その向こうにいるはずのアンデッドを。

（やはりしょうがない。ここは魔力を大量に消費してしまってもいいから、あれを短時間で殺す。精霊使いである私が攻撃魔法を使うというのは非常に、そう、非常に美しくないが……仕方がない。肉弾戦をするわけではないからここは我慢するとしよう）

　そう決心したデケムは魔法を選択し、行使する。

〈陽光爆裂シヤイニング・バースト〉

　第七位階の攻撃魔法によって、太陽のごとき輝きと灼熱が炸裂する。白い光が半球状に顕現すると同時に、忌々しい骨の壁が一瞬で消し飛んだ。しかしその後ろの壁は依然として無傷のまま。

（なるほど。範囲攻撃魔法でも次の壁を破壊することはできないようだな）

　全部の壁が一度に破壊できれば良かったが、相手の壁の性能が一つ分かっただけでも十分だ。これをもとに次の魔法は別のものを選べばよい。

　範囲攻撃魔法も、拡散するのか、爆発するのか、はたまた放射するのかで、少しずつ違う。

　続いてベヒーモスの巨大な右の拳がもう一枚の壁を破壊する。そして一息の間も置かずに左の拳が振り下ろされ、最後の壁も破壊された。そしてようやく慌てふためくアンデッドの姿が見えた。

（どうせ次の壁を作るのだろ？）

　ならばこちらは先の結果をもとに選んだ別の攻撃魔法を使うだけだ。

　しかし、そんな予想は外れた。

　ベヒーモスから離れるように歩き始めたアンデッドは、ローブの下からアイテムを取り出したのだ。おそらくは巻物だろう。

　エルフの場合だと巻物は特別な木の皮を使って作り、森祭司ドルイドの使える第三位階までしか込めることができない。あのアンデッドが使っているのは森祭司ドルイド系ではないので、あれの使う系統だとああいう形になるのだろうと思われた。

（低位の魔法？　俺をバカにしているのか？　その程度のもので防げると？　……それともあいつの使う巻物にはより高位の魔法が込められるのか？　……しかし、いつ、それを手に入れた？　特殊な召喚なのか？）

　巻物が消滅し、魔法が発動する。

「な！」

　濃厚な霧がアンデッドを中心に湧き起こり、視界全体を包み込む。ほんの数メートル。おそらくは五メートルも離れれば何も見えなくなるほどの、ミルクをぶちまけたような濃い霧だ。

　また鬱陶しい魔法を発動してきた。

　攻撃魔法を発動したいところだが、視認できない状況下では効果が薄い。範囲魔法でも同じだ。というのも先ほどあのアンデッドは歩きながら巻物を取り出していた。おそらくはこの魔法を使うと同時にさらに移動していることだろう。最後にいた場所に魔法をかけても目標が範囲内にいるとは限らない。

　アンデッドを探してベヒーモスが動き出す。ただ、その動きは鈍い。

　ベヒーモスの感知は視力に頼っている。しかし霧を見通すような目は持っていないため、相手を見失っているのだ。

　ならば、とデケムは第四位階〈振動感知トレマーセンス〉を発動する。

　ほんの微かな振動でも感知し、それによって相手の居場所などを知覚する魔法だ。本来は地面の方がいいが、床などでも問題ない。しかし──

（──なんだと？　どこにもいない、だと？）

　白霧に隠れて視認は不可能だが、〈振動感知トレマーセンス〉が二人の孫──動いてはいないが足を組み替えるなどしたのだろう──はまだそこにいると教えてくれる。そうなると転移などの手段によって逃げ出したとは考えにくい。召喚を解除したというのはもっと考えられない。ならば、どういうことか。その理由にデケムは気がつく。

（床に触れていない！　空中に浮かんでいるのか！）

　走って逃げたりしていたから勘違いしていた。相手は何らかの手段で空を飛んでいるのだ。〈振動感知トレマーセンス〉は床などから伝わる微細な振動を感知する魔法であり、空中にいられると感知することができない。

　見事なまでに神経を逆なでしてくれる。

「こんなくだらない時間稼ぎを！　面倒な雑魚が！」

　本当に不快だ。いっそこちらから人間どもを呼び寄せ、奴もろとも一掃してしまった方が早く、お手軽なのではないだろうか。

（弱いくせに！　外で戦うのであればもっと早く殺せるのに！）

　孫やアンデッドを外に引きずり出す手段がパッと浮かばない。王城の壁を破壊して外に放り出すという手はあるだろうが、そんなにうまくいくはずがない。

　彷徨さまよい歩くベヒーモスに命令を飛ばし、自分の近くで待機させる。

　霧の中に隠れた奴がどのように行動するか不明だが、こちらを直接狙ってくるかもしれない。一撃で死ぬはずがないのでそれはそれで構わないのだが、あんな下等な輩に再び血を流させられるのは業ごう腹はらだ。

　相手の動きを窺っている間にもじりじりと時間が経過する。大した時間ではない。だが、魔力が徐々に失われていく感覚が、時間の流れをより遅く感じさせる。

（──もう、これ以上、無駄な時間はかけられん！）

　この霧を吹き飛ばす。デケムは長らく使っていない魔法の数々を思い出そうとする。今までベヒーモスが全ての敵を屠ってきたため、習得しても使っていない魔法は多い。だが、霧を吹き飛ばすほどの暴風を生み出す魔法ぐらいは知っている。

　選んだのは第九位階魔法──〈暴風雨テンペスト〉。

　荒れ狂う暴風が生じ、霧は一瞬で吹き飛ばされる。しかしながら同時に〈暴風雨テンペスト〉によって生じた吹き付ける豪雨によって視界が奪われる。荒れ狂う豪風はすさまじいもので、デケムですら吹き飛ばされないように耐えるのが精いっぱいだ。この中を動くのは困難きわまる。

　ベヒーモスだけは流石と言うべきか、速度は鈍るだろうが、暴風に耐えてその巨体を歩ませることはできる。

（あいつもこの大嵐の中、動けないはず）

　降り注ぐ雨で視界は利かない。ベヒーモスもあのアンデッドがどこにいるか分からないだろう。しかしデケムは違う。〈振動感知トレマーセンス〉は床に雨粒が当たるのを全て捉えてしまうので、この中で歩き回る者がいたとしても、その振動を判別することはできない。しかし、逆に雨の当たり方が弱い地点は把握できる。頭の中に広がるこのフロアの平面図には、雨を遮るものが存在する地点が二つ浮かび上がっていた。一つが自分の孫のいた辺りなので、必然的にもう片方はアンデッドのいる場所だ。

（──動いている？）

　この視界も利かない大雨。ベヒーモスの巨きよ軀くをもってしてもようやく動ける程度という激しい暴風。そんな中、あのアンデッドはどうやって動いているのか。飛行していてもこの風に絡め取られるはずだ。

　逡巡は一瞬だ。即座にデケムは〈暴風雨テンペスト〉を解除。

　魔法によって生み出された暴風も大雨もまるで何事もなかったかのようになくなった。しかし、幻ではない証拠に、床も服もびっしょりと濡れている。

　デケムは濡れて顔に張り付く髪をかき上げ──アンデッドがいた場所に聳える壁を目にする。解除と同時に作り上げたのだろう。

「貴様、いい加減にしろよ!!」デケムは大声で怒号を浴びせる。「堂々と戦おうとはしないのか！　こそこそ壁の後ろに隠れて!!　卑怯極まりない!!」

「──戦いにおいて策を練るのは当然のことじゃないか？　そんな当たり前のことを聞かないでくれ。それで私の方もいくつか質問したいんだがいいか？」

　壁の向こう側からアンデッドの声がした。

　魔力が徐々に消費されていることを考えると無視した方がいいが、好奇心が刺激される。あのアンデッドの言葉はあの双子、ひいてはその親の考えを代弁するものだろう。ならば聞くべきだ。

「…………なんだ？」

「人間たちは相手にしなくてもいいのか？　ここで戦闘を始めてそれなりの時間が経過した。今頃下ではエルフたちが虐殺されているかもしれないぞ？」

　少し想定と違う質問に面食らうが、素直に答えることにする。

　ベヒーモスの戦闘状態を解除することも一瞬考えたが、再び今の形態に移行させるのには多少時間がかかる。そうすれば、あの卑劣なアンデッドのことだ。話の途中だろうと、隙ありと見れば攻撃してくることは疑いない。一撃くらい食らったところで致命傷にはほど遠いだろうが、だからと言って甘んじて攻撃を受けるのは御免こうむる。魔力消費を維持することにはなるが、ベヒーモスは戦闘状態のまま待機させることにする。

「──お前たちのように私の血が後世で覚醒することを考えると助けた方がいいという見方もあるが、ここ以外にもエルフはいる。それに自分たちの力だけで逃げ出した者の方が多少は見込みがあるだろう。要はここで人間ごときに殺されるような弱者をわざわざ助ける必要はないということだ」

「なら次の質問だ。エルフの秘宝があると聞いているんだが？」

「エルフの秘宝？　私のことか？　それともベヒーモスこれのことか？」

「……これというのはそこにいるプライマル・アースエレメンタルのことか？」

「プライマル・アースエレメンタル？」

「そこに引っかかるのか？　お前が召喚したのはプライマル・アースエレメンタルだろう？　それとも別の種族……精霊名というのか？　別の名称で呼ばれているのか？」

　下げ郎ろうが愚かなまま滅びるのは当然にしても、相変わらず単なる土の精霊かその亜種程度に思っていることに苛立ちを覚える。孫たちにしっかり教育を施すためにも、とんだ思い違いを訂正しておかなくてはならない。

「あれはベヒーモスだ。大地の守護精霊ベヒーモス」

「ベヒーモス？　聞き違いではなかったか。……大地の守護精霊？　陸の大魔獣ではなく？　レイドボス？　私の知っているベヒーモスはもっと違う姿をしているが……。誰が最初にその名前を付けた？　お前か？」

「違うが──」

「──じゃあ、誰だ？」

　食い込み気味の質問だ。なぜ、そこにこだわるのだろう。陸の大魔獣というのは何なのか。レイドボスチームで戦うべき強敵というのはあっている気がするが……。こいつは──それとも孫だろうか。何か彼でさえ知らないことを知っているのだろうか。ならばこれ以上は答えを教えない方がいいかもしれない。

「……教えてほしいならその壁を解除したらどうだ？　顔も合わせずに話を聞こうとは無礼じゃないか？」

「なら教えてくれなくていいさ。知的好奇心が刺激されたから質問したにすぎないからな」

　デケムは双子に視線を向ける。

　召喚されたアンデッド本人が欲しているのか、それとも孫たちがどこからか何らかの情報を入手しているのか。雨に濡れた二人は憮然とした表情を浮かべており、そこから何かを読み取ることはできなかった。

「それでは別の質問なの──」

「もういい。もはやお前と話をする必要は一つとしてない」

　デケムは焦りと共に双子に向ける視線に力を込める。流石にこれ以上、魔力を消耗していられない。質問も自分が思っていた内容とは大きく異なっていた。ならばこれ以上話す必要もない。

「おしゃべりはおしまいだ」

　突如として壁が消え失せる。

　双子に〈緑の鎖グリーンチエイン〉を使おうとしたタイミングで、肩透かしを食らわされた。どっちを狙うべきか、デケムは迷う。

「──ここまでが限界かな。とりあえず、魔力は十分に減ったな」

「……何？」

　アンデッドの酷ひどく静かな声にデケムは戸惑う。

　なぜ、あれから余裕らしきものを感じるのだろう。

　時間稼ぎしか出来ない無能なアンデッドが──。

　ベヒーモスに命じてぺしゃんこに──。

　その瞬間、デケムはアンデッドの後ろにある階段に目をやる。人間たちがこの辺りまで来たから、目的を達成したからそういった態度を見せているのではないか、と考えたからだ。しかし、人間の姿はない。耳を澄ませても、人間たち──のみならず誰の足音もない。

　デケムの反応をどう思ったのか、アンデッドは再び口を開いた。

「魔力は十分に減ったな、と言ったんだ。根こん──ベヒーモスを維持するのにあとどれくらい持つ？　おそらく、まだ何分かは可能なのだろうな」

「ああ、そういうことか。魔力のない私になら勝てると考えたか。確かにあの拳を避けることはできなかった。しかし、それはお前が突然召喚されたからで、最初から来ると分かっていれば避けられたぞ？」

「──知っている」

　やはり静かな声だった。デケムは我知らず唾を飲み込む。

　どうしてそんな態度が取れる。

　おかしい。

　なぜ、自分がこんな単なるアンデッドに気け圧おされているのか。

　かつてこの世界を征服したエルフの血を引く、現存するエルフ最強たる自分が。

　奥歯を嚙みしめ、己の内に浮かんだ恥ずべき感情を押し込める。

「なるほど！」大声で怒鳴る。「お前の拳で私が血を流したから肉弾戦なら勝てる、と傲慢にも考えたわけか。あの一撃はさほど私にダメージを与えてなどいないがな！」

「それも知っている」

　こちらの怒号に淡々と答えるアンデッドを前にして、デケムは得体のしれない気持ち悪さに襲われた。

　もしかして──。

　一瞬、気の迷いのようなあり得ない考えがよぎる。

　だったら、なぜ？

　どうしてあんな戦い方をする？

　欺瞞だ。

　余裕ある態度でこちらを騙そうとしているのだ。

　それ以外の理由などあるはずがない。

「ベヒーモス！」怒鳴り声なのか悲鳴なのか、自分でも分からないような声が出た。「──潰せ!!」

「始めるか」静かな声の意味を次の瞬間に悟る。「〈魔法三重最強化トリプレツトマキシマイズマジツク・不快音の爆裂カコフオナス・バースト〉。──解放」

　最初に起こったのは音波の爆発。続いて生じたのは天使の翼。

　アンデッドとデケムの間に立ち塞がったベヒーモスを衝撃波の嵐が襲い、先ほどの豪雨もかくやという光の雨がその巨体を蹂躙する。大地の守護精霊の生命力が見る間に失われていく。生身と違って血を流したり、体を欠損することはないが、主あるじたるデケムには、ベヒーモスが既に虫の息であることが分かった。

　混乱。

　混乱以外のなにものでもない。

　ベヒーモスは最強の精霊。誰も対等に戦うことのできない存在だ。今まで戦いで損耗することがあっても、その膨大な体力からすればごく僅かなものだった。

　それが──

　こんな──

　こんな死にかけになるまで体力が減ったことなど一度もない。

「ば、ばか……な……」

「流石だな。弱点を突いたのに六発じゃ倒せないか。私がもっと攻撃魔法に特化していれば違ったのかな？」

　相変わらず淡々とした声音は感情を一切感じさせない。先ほどまでのアンデッドとはまるで別人のようだ。

（い、いったい、何が起きているんだ？）

　心の中で膨れ上がった困惑がわずかに収まり、その隙間に恐怖が入り込んでくる。

　先ほどの考えが大きくなる。

　もしかして──このアンデッドは自分よりも強いんじゃないか、と。

「なっ！　ベヒーモス！　私を！」

　守れ──その意思に従ってベヒーモスがアンデッドの視線を遮るように動き、右拳を叩き込む。

（やった!!　──ん？　なに!?）

　続いてベヒーモスが左拳を放つ。それはあのアンデッドを一撃で殺せていないということに他ならない。

　二撃も叩き込まれたにもかかわらず、ベヒーモスの向こうにアンデッドが堂々たる姿で立つのが見えた。

　潰れていない。

　今までのどんな敵も潰れたはずなのに、あのアンデッドは平然としている。

「〈魔法三重最強化トリプレツトマキシマイズマジツク・不快音の爆裂カコフオナス・バースト〉」

　彼の目の前でベヒーモスが──無敵の大精霊が大量の土塊となり果てる。

　その瞬間、巨大な喪失感に襲われた。

　今まであった何か、それが心の内から消えてなくなった。ぽっかりとした穴だけが残る。

「オーバーキルだったが……そっちにスキルがあるだろうことも考えると間違った選択ではなかったと思うんだが、どうだろう？」

「──ひっ！」

　あり得ない。

　絶対無敵の大精霊、自らの分身。ベヒーモスが負けて滅びるなどあり得ない。

　しかし、目の前にいないのは事実。

　では何をすればいいのか。

　自分はどのような行動を取ればいいのか。

　目の前のアンデッドは一体何者なのか──。

「そう怯えないでくれ──〈現断リアリテイ・スラツシユ〉」

　すさまじい痛みが襲った。

　今までに感じたことのない痛み。

「あ、あぁぁ」見れば胸から血が出ており、雨で濡れた服が今度は真っ赤に染まりつつある。「いたぁ、痛いいいぃ!!」

　痛い。

　痛い。

　痛い。

　それだけがガンガンと頭の中で響き渡る。

「その気持ちはよく分かるよ。私もこの身じゃなかったら先の一撃で同じように痛みに我を忘れていただろうからな。さて、提案だ。投降しろ。そうすればこれ以上痛みは与えず、投降後の安全も保証してやる」

「あ、あ、あぁ、いた……ほ、本当にか？」

　耐えられない痛みに涙を浮かべつつ、デケムは二人の孫に質問を投げかける。

　二人が少し慌てた素振りを見せてから、孫娘の方が「本当」と声を返してきた。

「この通り、ご主人様たちからは許可を貰っている。それでは武装を解除してもらおう。安心してほしい。危険なものがないのを確認したらお前に返そう。本当だ。噓は決して言ってない。ご主人様たちに誓って約束する。信じてくれ」

　真しん摯しで優しい声音でアンデッドは言った。信じてもいいような気がする。

　痛い。

〈沙羅双樹の慈悲マーシー・オブ・ショレア・ロブスタ〉によって少しずつ傷は治っているのだろうが、深々と開いた傷の痛みまでは癒やしてくれない。

　一瞬、この痛みから逃れられるなら投降しようかという気持ちが生じる。だが──プライドがあった。

　王として長い時間、この国に君臨してきた自分が、孫とはいえ年下のダークエルフに命乞いをするなどできない、というものが。

　痛い。

　魔力はない。いや、あることはあるが、残りの魔力でこのアンデッドと戦ったとしても、もはや勝てる気がしない。

　近接戦に可能性を見み出いだすべき、か。

　いや、今ひとつ、自分に自信が持てない。アンデッドのあれほどの強力な魔法を何度も受けたら、先に死んでしまいそうだ。

　痛い。

　デケムは視線をアンデッドの後方──階段へと向ける。

　誰もいない。

　だったら──

　走る。それだけだ。

　痛い。

　怖い。

　痛い。

　怖い。

　それでもデケムは走り始めた。

　流れ出る血は己の命がすり減っている証あかし。

　死への強い恐怖が心の中から湧き上がる。たとえ、マジックアイテムで恐怖に対する耐性を有していても、自身の内から自然に湧き上がる恐怖まではかき消してくれない。

　だからこそ──恐怖に後押しされるからこそ、肉体は精神の要求に完璧に応えてくれた。今まで出したこともないようなスピードで足が床を蹴る。

　即座に視界は後ろに流れ、アンデッドとの距離はなくなる。

「止まれ！　殺すぞ！」

　警告を無視し、アンデッドの横を通り過ぎた瞬間、強い舌打ちとともに魔法が発動された。

「〈時間停止タイム・ストツプ〉」

　痛みはない。いや、あったのかもしれない。それ以上に胸に走った深い傷の方──走ることによって生み出される激痛が強すぎて、他の痛みを感じる余裕がない。

　ならば──デケムはそのまま走る。階段はもうすぐそこだ。

　胸の痛みは驚くほど強いが、足の動きに乱れは一切ない。

「アウラ！」

　アンデッドが魔法を唱えたようだ。しかしながら今度の魔法もデケムに影響を及ぼさない。

　ならば駆けるだけだ。

　階段まで到逹し──足元が爆発する。それも三度。

　衝撃が一瞬体を浮かせるが、デケムは自身の身体能力を最大限に活かして体勢を立て直し、減速することなく疾走する。足からは痛みがあまりなかった。というより、胸に開いた傷の痛みと恐怖で何も分からない。

　後ろの方でアンデッドが何か言っているような気がしたが、気にする余裕などない。

　デケムは階段を飛び降りるように駆ける。

　後ろから追ってくる音は聞こえない。少しだけ緊張が緩んだ瞬間、すさまじい痛みが足に走った。

　思わず悲鳴をあげそうになり、それを必死に堪える。大声をあげるのは流石に不味い。

　視線を下に動かすと、足がズタズタになっているのが目に入った。先ほど、足元が爆発した際に負った傷だろう。

　傷を認識するとより一層、痛みが強くなった。

　デケムは視線を動かし、自らが走ってきた方を確認する。流れた血の痕が続いている。相手に追跡する能力がなくても、自分を追うことは容易だろう。

　痛い。

　走りたくない。

　それでも逃げなくては、もっと強い痛みが待っているに違いない。

　なにより──死にたくない。

　その一心でデケムは痛みを堪えて足を動かす。

（どうして私が、こんなことに。なんで私の孫は協力しない！）

　訳が分からない。

　なぜエルフ種のために協力しようとしないのか。

（ちくしょう！）

　心の中で──声を出すことで自分の場所がバレるのが怖い──罵声を飛ばし、目の端に涙をにじませながら、デケムは走る。





•






　デケムに対し、アインズは自分にできる限りの優しい声で投降を呼びかける。あの謎の転移が使えない条件を満たしたのか、それとも追い詰めたことで思考を誘導することに成功したのか、は分からないが、デケムは呼びかけに応じそうな素振りを見せた。

　ようやく、アインズは内心でにんまりと嗤わらう。

　先ほどの提案など当然噓だ。身の安全など保証する気は端はなからない。装備を捨てた段階で処分するつもりだ。

　心をへし折れば二度と双子を狙ったりはしないと考えていたが、やはり確実なのは「死」だ。

　ただ、次の瞬間、デケムの瞳に炎が宿ったようにも見えた。

（ん？）

　デケムが突如、走り出す。それもアインズの方へ、だ。

（ちっ！　近接戦か!?　ならば──構わない！）

　アインズは内心の笑みが表にこぼれ出ないように注意し、逆に驚愕と怯えを声音に浮かべようとする。

　確かに近接戦は魔力系魔法詠唱者マジツク・キヤスターであるアインズが嫌う戦い方であり、弱点を突いてきたといえる。しかしながらデケムに戦う意思があるのはアインズにとっては喜ばしいことだ。少々のＨＰと引き換えにデケムを確殺できる。だが、アインズが本当に驚愕を──表情など作れない顔に浮かべそうになったのはその直後だった。

　デケムの走行ルートはアインズから微妙にずれていた上、一切減速の気配がない。

　アインズはすぐ自分の推測が外れていたことに気がつく。

（──しまった！　これはガン逃げだ！）

　これではデケムに対する評価を、悔しいが一段階──とまでは言わなくても少しは上げるほかない。

　アインズにとって最も厄介なことが、全力で逃げに徹されることだ。この状況であれば、アインズだって──もっと早いタイミングだろうが──デケムと同様の選択をしたはずだ。

　それを知っているからこそ、アインズはデケムが現れたときと同じような魔法的な手段で逃亡しないように対策は幾つかした。しかし純粋な身体能力で逃げようとしたときの対抗手段はあまり取れていなかった。準備時間が足りなかったし、能力をうまく隠しながら色々と仕込むのはなかなか難しかったためだ。

「止まれ！　殺すぞ！」

　警告を発しはしたが、アインズも止まるとは思っていない。そもそも止まったところで殺すのをやめるつもりもない。よって即座にアインズは次の手段を検討する。

　壁を作っても飛び越えたりされるし、アインズの視線を遮ってしまうため、相手の次なる逃走手段に対応できなくなる可能性がある。

　精神操作系の魔法は決まれば一撃と言える。しかしながら推定レベル七十超のデケムを精神操作できるとはあまり思えない。というのも精神操作系の魔法を防ぐ手段やアイテムというのはユグドラシルであれば結構簡単に手に入る。全ての精神操作系を防ぐとなるとそれなりに難しくはなるが、一種類なら持ち合わせている可能性がある。

　実際、帝国の皇帝ジルクニフも精神操作を防ぐマジックアイテムを持っているのだ。デケムが持っていないことに賭けるのはあまりにも浅はかだろう。個人的には即死系を打ち込みたいところだが、〈沙羅双樹の慈悲マーシー・オブ・シヨレア・ロブスタ〉がかかっている以上、使っても意味がない。

　ゆえに選んだのは〈時間停止タイム・ストツプ〉。これも対策を取っていれば防ぐことはできる。しかしながらマジックアイテム以外の手段で防ぐのは難しいはずだ。

「〈時間停止タイム・ストツプ〉！」

　止まらない。

　デケムは止まらない。

　舌打ちはしない。この可能性も頭の片隅で考えてはいた。ならば、他者の手を借りるだけだ。

　即座にアインズは命令を発する。

「アウラ！」

「はい！」

　アウラが弓を構え──

「影縫いの矢」

　──床にあったデケムの影に突き立てる。それでもデケムは一瞬たりとも止まることなく、そのまま階段の前まで到達した。一応、逃走されたときの備えとして〈骸骨壁ウオール・オブ・スケルトン〉の後ろに隠れてコソコソと最低限の準備はしておいた。

　デケムの足元で発動したのは〈爆撃地雷エクスプロードマイン〉。

「無駄だよ。足元には──」

　聞く耳を持たず、階段を駆け降りる足音が聞こえる。それはどんどん小さくなっていく。

「──ブラフと読まれたか？　それとも単に話を聞くつもりがなかったのか？　壁系の魔法に対して貫通系に属する魔法を使わない程度の知識しかないから、と甘く見ていたな」

　ブラフをかけて、足止めしようと思ったが突破されてしまった。

　デケムも森祭司ドルイド。系統が違うとはいえ魔法詠唱者マジツク・キヤスターとして、アインズの魔法的罠を見破ったということは十分にあり得る。基本的に同じ魔法は同時に幾つも展開できない。召喚魔法を繰り返し使ってたくさんのモンスターを召喚することが出来ないのと同じだ。

「逃がしてしまって申し訳ありません！」

　謝罪の言葉を受け、アインズはデケムが消えていった階段からアウラに視線を移す。

「いや…………。いや、そうだな。……確かにあの技は選択ミスだったな、アウラ。あの男は時間対策、即死耐性を持っているのを戦闘中に見たんだ。移動阻害に対する対策も何か有していると判断すべきだった」再び謝罪しようとするアウラに、アインズは片手を上げてそれをとどめる。「しかしながらそれに対する警告もしなかった私も同罪だ。正直に言って、私も奴が移動阻害の対策をしているとは考えていなかった。それより……どうするか」

「すぐに追って殺します」

「待て！」

　アウラが走り出そうとするのをアインズは止める。

　デケムが七十超レベル程度の森祭司ドルイドだとした場合、アインズの移動速度では追いつけない可能性が高い。追いつけるのはアウラとマーレだ。しかしその場合、魔力を多少消耗したアインズが孤立してしまう。

（〈転移門ゲート〉でナザリックから兵を連れて──そんな時間はない。まず、ここは見逃すか、確実に殺すかを決める）

　魔力はかなり減っているが、デケムの肉体に関する能力値はそれなりに高い。魔法に頼らない近接戦ではアインズに勝ち目はない。もちろん、〈完璧なる戦士パーフエクト・ウオリアー〉などを使わないという前提で、だ。

（魔獣を連れていないアウラだと奴がなんらかのからめ手を使ってきた場合、対応できない可能性がある。アンデッドを召喚して……いや、もし奴がプライマル・アースエレメンタルをもう一度召喚出来たら？　いやいや……そんなことはあり得ない）

　自分よりも強い精霊を何度も召喚出来たら、それは少しバランス的におかしい。いくら魔力が消費されていくといっても、死霊系に特化しているアインズだってできない技だ。ただし、アインズの「あり得ない」という考えはあくまでもユグドラシルの設定に則のつとった考えであり、この世界では通用しない可能性もある。

　これまではゲームの知識が通用したといっても、デケムが使役していたのはゲームの知識では無理な精霊。そう考えると──

「──マーレ！」

「は、はい」

「危険だがお前ひとりの力であのデケムを殺せ。普段と違う装備だから警戒は怠るな。勝てそうにない場合は魔力を温存し、時間稼ぎをしろ」もっと色々と指示したいところだが、これ以上は時間が惜しい。「行け」

「はい！」

　マーレらしからぬ元気な返事をすると、デケムを追って階段へと走る。その速度は流石というべきもので、足音は瞬く間に遠ざかっていった。

　一人で走っていく姿に、召喚したアンデッドを追従させることも考えたが、特別な事態が生じた時、盾とするためにも温存しておくことにする。まだ〈一方的な決闘ロツプサイデツド・デユエル〉は切れていない。アインズが再びあの王と戦う時が来るかもしれない。その時は短期決戦で決めるためにも。

「──アウラ！　お前は私の警護だ。早さつ急きゆうに宝物殿を漁り、全てを手に入れる。その後すぐにマーレと合流するぞ」

「はい！」
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　前線の総司令部は戦争中はいつも騒がしいが、戦局が決まりつつある今もやはり騒がしい。いや、戦争に勝利したとしても、占領統治を行う協力者──文官たちが来るまで喧噪は続くだろう。

　現在参謀たちは、各所の伝令兵からの情報を集約し、そのピースを一つ一つ検証しながら当てはめて、戦局の絵図を完成させることに腐心していた。あとは負傷兵の数や捕虜の輸送の仕事もある。死体の処理などの雑事は戦闘中のため捨て置かれていた。

　とにかく、元帥であるヴァレリアン・エイン・オービニエの元に来るのは偽りのない確定された情報だ。

　だからこそ待ち望んでいた情報が入ってきた時、彼は心の底からの安堵の感情を表に出した。

「閣下。エルフどもの防衛網を間違いなく突破しました。これにより敵の反撃は七割減少。……少々減りすぎな気もしますが、強者が欠けたことによる戦力の減少は大きかったと思われます。ただ、残存兵力が都市の各所に潜伏していると思われます。いかがいたしますか？」

「無駄な被害を出すのはよせ。立てこもった遊撃兵は恐ろしくないが、都市内を自由に動きながら攪かく乱らんしてくる奴らは怖い。占領地域を広げ、圧をかけ、エルフどもを外──展開している包囲網に追い立てろ。屋内での戦闘は避けよ。都市内に入る隊には個として強い者を入れておくことを忘れるな」

「はい。すぐに指示します」

「包囲網に突撃してくるエルフは間違いなく死兵と化しているだろう。油断は絶対にしないように繰り返し周知させろ」

「畏まりました」

「──道は開いたそうだが、王城からの反撃は？」

「ありません。依然沈黙したままです」

　本来であればヴァレリアンの表情はもっと暗いものだろう。

　王城ががら空きのはずがない。エルフの精鋭が守りについている可能性は高い。それに追い立てた兵士たちが王城に逃げ込んでいるのは間違いない。そして何よりもエルフ王の存在がある。

　エルフ王の支配する土の精霊により、火滅聖典の副リーダーを失ったのは記憶に新しい。英雄には及んでいなかったとはいえ、それに近い実力者を殺したのだ。

　しかも法国の百年以上前の記録によると、英雄級の実力を持つメンバーで構成された漆黒聖典ですら、エルフ王の戦闘能力の前に壊滅的被害を受けたという話だ。どういう作戦だったのかは不明ながら、作戦自体は成功したようなので絶対に無敵であるということはないはずだ。しかし、抹殺となるとヴァレリアンの指揮する法国軍には荷が重く、エルフ国との戦争の最大の山場はまだ乗り越えていないと言える。

　しかし──今は切り札がある。

「念を押させてくれ。突入はできるんだな？」

「はい。可能です」

　参謀の断言を聞き、ヴァレリアンは椅子から立ち上がる。

「それでは……既定の目標も達成したと見なしていいだろう。……諸君、ご苦労だった。王城は遠巻きに監視を続ける程度にとどめ、それ以外の任務に励むように指示を出したまえ。私はあちらの方かたに報告をしてこよう」

　ヴァレリアンは一人で天幕を出ると別の天幕へと向かう。その天幕の主はあまり他者を好まない。機嫌を損ねていい相手ではない。

　天幕の外から声をかける。

「失礼、いま入っても構いませんか？」

「どうぞ」

　すぐに返事があった。

　ヴァレリアンは入る前に一度だけ深呼吸をする。

　決して危険人物というわけではない。ここに来た際に軽く挨拶をしたが、理性的な人物のように思えた。しかしながら漆黒聖典という英雄の領域に立つ人物──人の域を超えた存在との対面ともなると、彼であってもそれなりの覚悟がいる。襲いかかってこないと理解していても、強大な肉食獣を前にするなら相応の心構えは必要だ。

　そしてもう一つ。

　この天幕の中の人物は英雄領域に立つ強者という以外にも、法国において例外的な人物なのだ。

　異なる人間種同士で子を作ることは出来るが、それは法国においては禁忌の考えだ。

　人間という種族のみの繁栄を考える法国では、人間以外の種は、たとえ人間種でも敵である。

　ただ、その考えもここ百数十年ぐらいのことらしい。実際、それよりも前であれば法国は人間種という種族全体のことも多少は考え、共に手を取り合って他種族と戦っていくべきという方針だったようだ。

　それが変更されたのも──この天幕の主が要因の一つとされている。

　法国最強とされる人物であり、その寿命は非常に長い。そして守り神と言われる不確かな、しかし存在するとされる者の弟子だという。ヴァレリアンが知るのはこのくらいだ。

　そんなあやふやな情報の中、確かな情報として知っていることもある。

　そのうちの一つが元帥という地位に就く彼であっても決して失礼があってはならない人物ということだ。いや、強大な肉食獣の王に上から目線で話しかけたりするつもりはまったくないが。

　入り口の布を捲まくって入ると、簡素な椅子とベッド、それに棚と兜が置かれたテーブルが見えた。外見は他の天幕と違いはないが、中に置かれている調度はかなりいい物だ。これは法国から〈転移〉を使って運ばれてきた物で、元帥である彼の天幕の中にもない品々だ。

　その中央で、眩いまでの鎧で身を包んだ彼女が、ぴょんぴょんと跳ねている。

「一体、どうされましたか？」

　ヴァレリアンには理解できない何かだろうか。例えば特殊な儀式であるとか。

「ん？　特に何かあるというわけじゃないわ。なんとなく体を動かさないと落ち着かないから」

「左様ですか」

　それから数秒ほど飛び跳ね、ようやく彼女はそれを止めた。

「敬語なんて使わないでいいわよ。一応、立場的にはあなたの方が上なんだから」

　そう言いながらも、彼女には口調も態度も上位者のそれを改める気配はない。

「いえ、そういうわけにはいきません。法国最高戦力にして守り神の弟子にあたる御方なのですから」

「硬いわねぇ。……まぁ、そうしたいなら止めないわ。それであなたが来たということはそういうこと、だと思っていいのかしら？」

「はい。後は王城のみとなっております。ただ、王城には残存兵力が集まっていると思いますが……」

「そっちも私が始末しておくわ。とはいっても私の狙いは一人だけだから、丁寧に掃除しておくってわけでもないけどね」

「畏まりました。そちらはお任せください」

　絶ぜつ死し絶ぜつ命めいと呼ばれる女がゆっくりと表情を変えた。

　その顔に浮かんでいる笑みを見たヴァレリアンは目を伏せる。

　自分に殺意を向けているのではない。それは分かっている。それでも恐怖を感じるのだ。

「あ、ごめんなさいね。……あのさ、ちょっと聞いてくれる？」

「はっ。私でよければ」

「うん。正直に言って、私個人としてはあれに恨みはないとも言えるのよ。だって直接何かされたわけじゃないからね。父親らしいことをしてないと言えるかもしれないけど、それだってあっちからすればそんな理不尽な話はない、って言えるかもしれないじゃない。私という存在すら知らない可能性も十分にあるわけだし。……父親に恨みがあるのって私の母じゃない。だから、この私の気持ちっていうのは母に植え付けられたものって言い方もできるわよね」

　なんと答えればいいのか。同意か、否定か。そもそも彼女はもしかしてエルフ王の娘だというのか。だとしたら母親は一体誰なんだ。頭を次々に疑問がよぎる。

　困惑して何も答えられずにいるヴァレリアンを気にもかけずに彼女はそのまま話し続ける。

　分かった。

　これは独り言と一緒だ。答えが聞きたいわけではない。

「だったら私の憎悪というのは母にぶつけるべきよね？　こんな厄介な感情を抱かせた本人に。とはいっても既に死んでいるんで、ぶつけようがない。だから代替として父親に憎悪をぶつけようとしているのかもしれない。本当に恨みを晴らすなら……母の愛したものにぶつけるべき、なのかもしれない、わよね？」

　話の雰囲気が変わった。

　ヴァレリアンは彼女の顔を窺う。

　笑顔のままだ。何も変わっていない。

　しかし──これは本当に笑顔なのか？

　思わず固唾をのむ。

　自分の返答次第では法国滅亡の引き金を引いてしまうのではないかと怯えたのだ。

　その緊張が伝わったのだろう。彼女が苦笑いを浮かべた。

「……あ、また。ごめんなさい。怖がらせちゃった？　恨みのぶつけ先として法国を潰そうとか言うんじゃないわ。だって……なんだかんだ言って私は法国が好きだからね」

「そ、そうですか。それは良かったです」

　上手い返事ができない。ただ、安堵がヴァレリアンの内に広がった。

「ただ……なんだろう。私に焼き付いた母の恨みを晴らした時、私は自由になれるのかな、なんてことも思ったりするわけ。なんというかこうやって言葉にすると恥ずかしいわね。多感な時期ってやつよ、きっと」

「そうですか」

「知り合いだとここで、今、何歳でしたっけ？　みたいな突っ込みが入るんだけどね」

「気が回らず、申し訳ありません」

　頭を下げたヴァレリアンのことなど気にも留めていないかのように彼女は続ける。

「母は何を考えていたんだろう」

「え？」

「……弱いと踏みにじられるだけ。だから強くなれ。間違った考えじゃないわ。子供にあれだけ厳しい訓練を積ませる必要あるのかって思わなくもないけど、この世界で幼少時に死にかける訓練をしているのが私だけとは断言できないわけだし、強くなるために私よりももっと厳しい訓練を受けている者はいるかもしれない。そうすると私の考えは単なる甘え、よね？」

「それは……そうだと断言するのは難しいか、とも思いますし、なんと言いますか……」

　肯定か、否定か。どちらの方が彼女の機嫌を損ねないのか、そればかり考えるヴァレリアンとしては、訳の分からない返答となってしまった。

　そんなヴァレリアンの気持ちを察したのか、彼女は──今度は本当に──笑った。

「全部片付いたら昔の記録を調べるのもいいかもね。昔の私では気が付かなかったこと。第三者の目から見ないと分からないことがあるかもしれないわ。どうせ……何か残っているでしょうからね。母がどんな気持ちで私と接していたのか。……さぁ、行きましょうか」
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「ひっふ。ひっふ。ひっふ──」

　デケムが持つ身体能力からすれば、この程度の距離を全力で走ったところで息が切れるはずもない。しかしながら今、息は乱れに乱れていた。原因は恐怖だ。内面から湧き上がる心の乱れが肉体にまで強い影響を引き起こしているのだ。

　走りながら耳をそばだて、後ろから迫ってくる者がいないか聞き取ろうとする。

　来ない。

　誰も追っては来ていない。

　逃げられたのだろうか。

　いや──デケムは心の中で頭を振る。

　油断はできない。

　もう最強のエルフとしての誇りを優先すべきではない。ここから逃げるべきだ。

　敗北は全ての終わりではない。エルフはこの森にしかいないわけではないはずだ。もっと離れたところに行って、そこで再び王国を作ればいい。それだけの力を自分は持っている──持っているはずだ。

（次は同じ過ちはしない）

　孫、ひ孫──子供の代に限らず将来的に血が覚醒するという実証は得られた。ならば今度はより賢く行えばいい。

（そうだ。これは失敗でもなければ敗北でもない。いい経験を得ただけだ。私は得た経験を無駄にはしない。そんなバカな男ではない。失敗を繰り返す者こそ本当の愚か者なんだからな！）

　そうだ。

　まずは自らの子供にダークエルフとの間に子を作らせよう。それとも自分がダークエルフとの間に子供を作ればいいのか。

（とりあえず時間はない。最短距離でここから逃げるか。それとも……食料ぐらいは持っていくか）

　走りながら考える。

　デケムの転移は自身と繫がった精霊の元に移動するものであり、ベヒーモスが倒れた以上、そこに移動することはできない。そのために自身の足を使ってここから離れるほかない。とはいっても魔法で飛行することもできるので、正確に言えば足だけで移動するというわけでもないのだが。

　そう、デケムには魔法の力がある。

　はっきり言ってしまえば何も持ち出さなくても、今着用しているマジックアイテムさえあれば何とでもなるだろう。そしていったん文明圏に辿り着けば、欲しいものは奪い取ってしまえばいい。デケムほどの強さがあれば、それは可能なはずだ。

　確かに先ほどは敗北──悔しいが認めよう──したが、あの二人の孫の強さは例外だ。デケムの血を引くからこその強さであり、逃げた先にあれほどの強さを持つ者がいる可能性は低い。しかし、そうやって力を振るえば目立ってしまう。もし仮にデケムの情報が拡散すれば、あの孫の操るアンデッドが再び追ってくるかもしれない。

（それにしてもあの二人の目的は何なんだ？　あの階に姿を見せた理由は宝物庫があったからなのか？　宝が目的なだけなら、私の命にはもはや興味がないのでは……）

　この考えは甘いかもしれない。孫の言っていた──アンデッドに言わせていた──ことが本当であると信じるのは難しい。

（私の命こそが狙い……かもしれん）

　最悪の想定をすべきだろう。なにより自分の命がかかっているのだ。

（そうすると、やはりできるだけ、この地から離れるまでは目立たないようにしないといけないな……。魔法を使うのも極力避けたい。そうなるとやはり食料だ）

　森祭司ドルイドの魔法の中には果実を作る魔法がある。宝物庫には、それを四時間のうちに六回発動できる杖スタツフが収められていたはずだ。ただ、デケム自身はその魔法を習得していない。そして森の中の活動に長じているかというとそうではない。魔獣に襲われても撃退できる自信はあるが、森の中で食料を調達する──殺した獣をうまく調理できる──自信はこれっぽっちもない。

（部屋に果実や酒といった最低限の食料がある。それを持って出来るだけ早く、魔法を使わずにこの森を抜ける。後は孫の耳に情報が届かないように、会った奴らを皆殺しにし、物資を奪う。そうやって遠くまで逃げればいい。そうだ。価値のあるものも持っていく方がいいか。宝石とか金銀などというものが役に立つという話だったか？）

　デケムは荒い息を吐きながら、やっとの思いで自室の前に辿り着いた。

　女どもが何人かいるはずだが、連れて行くのは目立つし、足手まといになるので、ここに残していくべきだろう。

　それとも一人二人ぐらいは連れていくべきか。

　王である自分がそんなことをしないといけないのは不愉快だが、担ぎ上げればそこまで足を引っ張られないはずだ。

（──食事の準備ができる女であれば連れて行っても構わないな。それにこの森を出たらエルフと次に会えるのがいつになるか分からん。そう考えれば子供を作るためにも連れて行った方がいい）

　痛みから滲む汗を拭い、乱れた息を整える。女どもの前で王らしくないところを見せるのは避けたい。

　今にも後ろからアンデッドが姿を見せるのではないか、と来た方を気にしながら、デケムは自室の扉を開ける。

「お帰り」

　女の軽い口調が投げかけられた。

　デケムは即座に怒りを覚えた。

　今まで自分にへりくだった態度をとっていた女どもの誰かに、そんな態度を向けられたのだ。まるで自分が孫たちに敗北したことを揶や揄ゆされているような気がした。しかしその怒りは部屋の様子を目にしたことで一瞬にして収まった。

　赤い部屋だった。

　自分の部屋が赤く染められていたのだ。

　血だ。

　濃いという言葉を遙かに通り越したところにあるほどの濃密な血の臭い。部屋の外からこれに気がつかなかったのは、自分の傷から漂う血の臭いで鼻がバカになっていたためだろう。

　部屋には女どもの残骸が転がっており、その中央にある椅子──わざわざそこに運んだのだろう──には一人の女が座っていた。

　見覚えのない女。見事な全身鎧を着込み、片手には兜を、もう片手には奇怪な杖が握られており、その先端には血に濡れた刃が三本、弧を描いて飛びだしている。どんな用途を想定してそんな形状に作ったのかさっぱり分からないような武器だ。

　女はエルフではないような気がする。しかしながらその容貌にはどことなくエルフの特徴がある。ならやはりエルフなのか。そして、なによりその瞳──

「いやー、初めまして、お父さん」

　ニヤニヤ嗤う女。

　結論は出た。

「そうか。そうか……お前があの子たちの母親か……」

　ピタリとその女の表情が固まり、すぐにニタニタと嗤い始める。

「その通ーり。あの子……たちの母親でーす。その傷を見ると……あの子たちに負けたんだー。そんな強かった？　どんな力で負けたの？　教えてよ、お父さん」

　口を開こうとして閉ざす。こいつの時間稼ぎに付き合っている余裕はない。

　即座に踵きびすを返し、この部屋から少しでも離れようと──

「──逃がすかよ」

「ぐ！」

　足に痛みが走り、床に転がる。

　見ればあの女の奇怪な杖から生えた刃が足に引っかかっていた。足払いされたのだ。そして部屋に引きずり込まれた。

　足に真新しい傷ができ、そこからまた血が流れている。しかしながら、あのアンデッドから受けた胸の傷や、走っているときに受けた足の傷と比較すれば大したことではない。

　しかし──理解できない。

　両者にはある程度の距離があった。しかしながらこの女は自分に即座に追いつき、足を攻撃してきたのだ。まるでこの女──自分の子供──の移動速度が自分を遙かに超えているようではないか。

　背中を強く押さえつけられる。

　どうやら女の足に押さえ込まれているようだ。

「くぅ！」

　デケムは立ち上がれない。

　己の力を超えているというのだろうか。それとも特殊な力によるものか。

「胸の傷は刃物によるもの？　足の傷はなに？　土の精霊を使うと聞いているがそいつは？」

　矢継ぎ早に質問を投げかけてくる。相手から感じられるのは余裕だ。

　確かにデケムは深手を負っている。そして精霊ベヒーモスを失っている。しかしながらだからといって弱いわけではない。物理的な戦闘能力は健在であり、拳を叩きつければその辺の生き物を即死させることは容易だ。そんなデケムが全力で逃げようとしたのだ。たとえ痛みで動きが鈍っていたとはいえ、この女が追いつけるはずがない。

　どうやら、認めざるを得ない。

　野蛮な力において、この女はデケムを上回っている。

　だが、疑問が残る。

　こんな高い能力を持つ子供が生まれた記憶はない。首を動かし、自分を押さえ込んでいる女を見上げる。

　やはりこんな女は見覚えがない。それに先ほども感じたが、エルフだとしたらどことなく顔立ちが変だ。

「……な、なにが狙いだ！　なぜ、私にこんなことをする！」

　純粋に心の底からの疑問だった。女がハハハと嗤い声をあげた。

「強者は弱者に何をしてもいい。違う？」

「ぐ……むぅ」

　その通りだ。

　デケムは今までそうして生きてきた。

「野生の獣ばりの論理だけど……文明の発達していない森に住む野蛮人に似合いの考えよね」

「こ、ここにいた女どもが言ったのか？」

「…………ふぅ」

　女がたまった熱を大きく吐き出すようなため息をついた。

　その瞬間、背中にのせられた足に強い力がどんどんかかっていく。
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「ぐ、がぁ……」

　肺が圧迫され呼吸が出来ない。

「さっさとさっきの質問に答えてくれる？　──もしかして質問を忘れちゃった？　ボケてるの？」

「ごがぁ……」

　女が足でかけてくる力はデケムをしても耐えきれないものになってきた。体の中からミシミシという音が聞こえ、空気を求めて開いた口は吐き出すだけで吸い込むことが出来ない。

　ちっ、という舌打ちとともに力が若干弱まる。しかし、逃げることが出来るほどではない。そもそもデケムは新鮮な空気を求めるだけで精いっぱいだ。

「どんな攻撃でそんな傷を負った？」

（なんで、私がこんな目に……。孫に会ってから……最悪……だ。しかしなぜ、この女は傷痕にこだわる？　自分の子が何をしたのか分からないのか？　ネクロマンサーとして様々なアンデッドを使役する……いや、違う……のか？）

　自分に匹敵──いや自分以上の力を持つ子供や孫がこのタイミングで三人も出現したというのか。いやもしかするともっと別の理由かもしれない。

（そうか！　私の孫──子供と思っていたが、血族であるなら別の線もある！　もしかして私の父の……！　まさか！　こいつらは私の異母兄弟だというのか!?）

　それこそ最もあり得るのではないだろうか。

　彼の父親はエルフの大英雄にして最強の軽戦士。

　八はち欲よく王おうなどという敬称とは思えない──蔑称のような二つ名をつけられてしまったのも彼が誰よりも強かったから。弱者たちが偉業を塗りつぶすためにそういった名前をつけることで栄光を貶おとしめようとしたのだ。

　そんな偉大なる血──軽戦士としての素質をデケムは受け継がなかったが、この女はそれを受け継いでいるのではないだろうか。

「ねぇ？　早く喋って欲しいんだけど？　喋らないなら殺すよ？」

「ぁぁ……ぁ……かは！」

　喋る、喋るから力を抜いてくれ、そう叫びたいが声が出ない。体の中からパキリという音が聞こえた。胸に鋭い痛みが走る。臓腑を抉えぐられるような激痛に全身が硬直し、我知らず床に爪を立てる。

「……あれから母親を哀れ、なんて思う気はもうこれっぽっちもなくなったと思っていたけど……。こんな雑魚に犯されて私を身ごもった、と思うと少しだけ……そうね。哀れに思うわ」

　独り言のように呟いたかと思うと、女は足にさらに力を込めた。バキリ、ペキリと立て続けに音が聞こえ、先ほどと同じ痛みが音の数だけ走る。

　喉の奥から血の味がこみ上げてきて、それを吐き出そうとするが口の端からこぼれる程度。

　苦しい。

　苦しく、痛い。

　なんで自分がこんな目に遭うというのか。

　悪いことなどなにもしていないというのに。

　デケムは全身全霊の力を込めて暴れる。少しでも呼吸が出来ればいい。それでも逃れられない。圧倒的な力の差の前では無意味だった。

　死ぬ。

　死んでしまう。

　つい先ほど同じような気持ちを抱いたが、それ以上だ。

　怖い。

　怖い。

　苦しい。

　苦し──

　なぜ、自分が──

「……本当にむかつく。こんな雑魚のせいで私が……。私の母が……」

　暗く──

　なんで──

　涙があふれる。

　どうしてこんなひどいことをするのか。

「本当に、本当に！」

　呼吸が出来ない。

　死にたくない──

　誰か──

　助け──

　───。

　──突然、意識が戻る。しかし、痛みがなくなったわけでも、呼吸が出来るようになったわけでもない。

　なんだ。

　何が起きた。

「……体が膨らんだ？　全く、しつこい!!」

　──ボキボキボキボキボキ。

　骨が一斉に折れる音。

　いた──

　なにが──

　おきた──

　再びデケムは世界が暗くなるのを見た。
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「お前の論理、でしょ？　自業自得というものよ。あぁ、それにしても残念。本当はもっといたぶって殺したかったんだけど……」

　血縁上の父親はピクリとも動かなくなった。絶死は視線を周囲に転がったエルフたちの死体へと動かす。

　今思えばここまでする必要はなかったかもしれない。母への憎悪の転嫁がなかったといえば噓になる。ただ、それ以上に彼女の好きな国が、不愉快な──同じ世界に生きているということすら吐き気を催すような男と同じことをするのが嫌だった。それならいっそ殺してやろうという感傷が、この女性たちを血の海に沈めた理由だ。

　生きていればいつか幸せになれるというポジティブな考えを持てる者からすれば、絶死の考えは納得がいかないだろう。しかし、絶死からすればそんな考えを持てる者の方が理解できない。

　絶死はふと視線を入り口の扉へと動かす。

　開いたままの扉の隙間からダークエルフ──の少女──が姿を見せた。

　まず間違いなく、これがエルフ王を追い詰めた「あの子たち」の一人であろう。

　その瞳に──色は違うものの──王族の証あかしを認め、絶死ははぁ、と小さくため息をこぼす。

　会ったことがない絶死を母親と勘違いしたということは、この少女はエルフ王の孫──絶死の姪ということだろう。

　少しだけ「殺したくない」という感情が自分にあることに驚きながら、絶死は胸を潰されて死んだエルフ王の体を少女のほうへ全力で蹴り飛ばした。

　常人、いや、逸脱者ですら回避は困難な速度で飛んだ死体を、少女はひょいと軽く避よける。

　死体はそのまま扉の向こうにある壁へとぶち当たり、大きな音と共に真っ赤な花を咲かせた。

（回避できるということは……肉体能力はかなり高いわね。あいつの傷は刃物らしきものでつけられたようだったけど……）

　少女──姪が持つのは殴打武器である黒い杖。一見すれば、あの男の傷は別人がつけたと分かる。実際、「あの子たち」と言っていたのだから最低でももう一人いるのは確実だ。しかしながら魔法の刃を作る、形態を変えるなどといったマジックアイテムは存在する。

　彼女がエルフ王に傷を負わせた本人という線も捨てきれない。

（それとももう一人が胸の傷を、この子が足の傷？　杖で……魔法？）

　しかしダークエルフの少女はなぜ、エルフ王を傷つけたのか。

　いや、エルフ王が憎まれる理由など色々とありそうだ。一番ありうるのは絶死のように親の憎悪をコピーされたからかもしれない。というのもあれだけ深い傷を与えるだけの強い動機──恨みを自発的に持つには、少女は幼すぎるように思える。

　自分の力がよく分かっていず、じゃれたつもりであれだけの手傷を負わせたという線も考えられなくもないが、状況がそれを否定している。死体とはいえエルフ王が自分の方に飛んできても受け止めようともせず、平然と避けたからだ。

「え、えっと、あ、あの、ですね。お姉さんはどちらの方なんでしょう？」

　おどおどした──男の妄想が具現化したような可愛らしい少女。つまりは絶死とは無縁の世界に生きているようなそれが問いかけてくる。

　しかし、中身と外見がまるで違うのは、一目瞭然だ。自らの後ろに転がっているエルフ王の死体を気にする様子も、この部屋の──絶死が作り出した──惨劇を目にしても怯える様子も全く見せないのだから。

（こっちからの攻撃を回避しておいてそういう態度に出る？　うっわ。おどおどしたのは擬態の可能性が高いわね。逆により警戒すべき、というところね。……さて、どうしようかしら）

　相手の質問にどのように答えるべきなのか。出来るならば、戦闘をできる限り控えた上で欺瞞情報を与え、その一方で相手の情報をじっくりと時間をかけて引き出したい。

　しかし、それは不可能だ。

　エルフ王の言葉からすると相手は間違いなく複数。エルフ王に手傷を与えたのがこの少女だとしたら、血糊一つついていない──傷を回復させていたとしても血の汚れは残るはずなのに──この少女とエルフ王の間に隔絶した差があったということ。

　エルフ王を痛めつけたのがこの少女でなかったとしても、それをした者が追っ手に選んだのがこの少女なのだから、少女もその仲間もただ者でないことは疑いようがない。どれほどの能力を持つのか全く分からないが、合流されればいかな絶死でも危険すぎる。

　ならば味方の姿が見えない今こそ各個撃破のチャンスなのだ。情報を得るよりも、先手を打って短時間でこの少女を撃破すべきだろう。

（敵の敵が味方であるというのは希望的観測でしかないわ。新たな敵だと思って行動した方が間違いないわよね）

　わずかに思案し、相手が少しでも警戒心を解くように笑顔を浮かべ、絶死はようやく少女の質問に答える。

「──こんにちは。私は……魔導国の人間だけど、あなたは？　一人？」

　少女がピクリと表情を動かした。自信なさそうな表情自体は変わっていないが、何かをちょっと考えるような素振りをわずかに見せたのだ。

（読めないわね。失敗したわ。もっと反応が絞れるような返答にしておくべきだったわ……。今のままじゃ、魔導国を知らないのか、魔導国の関係者なのか、それとも──魔導国の敵対者なのかが分からないわ。即座の攻撃に転じないということは敵対者の可能性は多少下がったかもしれないけど、私と同じように情報の入手を最優先している場合もあるし……。ああ、評議国の名前を出した方がもっと別の反応が見られたかもしれないわね）

　彼女が魔導国の名前を出したのは、魔導王がダークエルフの少女を側近にしているという情報があったからだ。

　この情報は魔導国の組織内部にスパイが潜り込んで得たのではない。

　カッツェ平野における王国との戦いにおいて、〝占せん星せい千せん里り〟が魔導王の傍らにダークエルフの少女の存在を確認したのだ。

〝占星千里〟が見た光景を幻術で再現したとき、魔導王とその軍勢については克明に描かれていた。もちろんその唯一の側そば仕つかえだったダークエルフも投影されていたが、その容貌は全体的にぼやけ気味で顔の造作などはいまいち分からなかった。

　これは致し方ないことだ。〝占星千里〟は戦場全体を観察する必要があったのでたった一人を記憶するのに労力を割くわけにはいかなかったし、その後に起きたことの印象が強すぎて他の多くの情報がすっ飛んでしまったようだった。

　そのおぼろげな印象だけで見たところ、目の前の少女は魔導王の供回りと雰囲気が合わないような気がした。黒い杖を持っているという共通点はあるが、身に着けた鎧が全く違う。まあ幻影のクオリティが低すぎて、武装でしか印象を語れないという面もあるが。

　この少女が魔導国の手の者だったとしたら、果たしてどんな格好でここに来るか。自分もそうだが、まず間違いなく万全の装備で来る。ここは戦場なのだ。何が起きるか分からない場所に来るのに、普段着で登場する者はいない。カイレや〝占星千里〟も似合う、似合わないは度外視して、ただ性能によってのみ装着する防具を決定されていた。

　だが、それを言ったらカッツェ平野も戦場だった。真の強者で、本気の武装を複数持つ者はいない。高みに上るためには優れた武具が不可欠であり、戦闘技術はその武具に合わせて錬磨されるからだ。棍棒の達人だったのに漆黒聖典に引き抜かれたとき強力な斧を与えられ、何年もかけて斧の扱いに習熟しなければならなかったという例もある。

　その理屈で言うと、魔導国のダークエルフの少女と目の前の少女は別人ということになるが、そう結論付けるには共通する因子が多いようにも思える。

　だからこそ反応を見るために鎌をかけたのだが、見事に空振りだった。

　こちらの鎌ならもっとうまく扱うのに、と心の中で独りごちながら大鎌のグリップを握る手に微かに力をこめる。

　それに他種族の顔だ。

　人間種同士であれば大体は見分けられるが、それでも完璧というわけではない。やはり同種族でないと見抜けないところ、同じように見えてしまうところがある。

「あ、え、は、はい。一人です……」

「そうなんだ。それじゃ、みんなが心配しちゃうわね」

（はっ。可愛い顔して……平気で噓をつく。……完璧に見た目通りではないわね。そうなると会話で得られる情報は噓である確率は非常に高い、か。相手に協力者がいると分かっている状況でこれ以上会話を続けるのは意味がないわね。まずは力でねじ伏せて安全な場所に移動。そのあとで魔法的手段にしろ、痛みによる肉体的手段にしろ、真実を引き出す方がいいわね……）

　少女が自信なげに杖を持っていない方の手を持ち上げ、首からぶら下がっているネックレスに触れた。

　何でもないような仕草。不安だから手が無意識に何かを求めて動いてしまったとも見えるそれ。おどおどした少女らしいと言ってもよいが、外見と中身が乖かい離りしていると分かっている絶死には意味のない行動とは思えなかった。

「ちぃ！」

　短い舌打ちが中空に消えるよりも速い速度で、一気に少女との間合いを詰める。兜をかぶりつつ、その手に持つ武器──カロンの導き──を床すれすれで薙ぎ払うように少女の足に走らせる。

　切り落とせるなら切り落とす。

　容赦など一つとしてない絶死の全力での──同僚の中で最も強い男ですら回避は難しい攻撃である。

　それは──

　少女が持っていた杖を足元に突き立てることで弾き返される。

　鉄すらたやすく斬り裂ける武器が弾かれたが、驚きはない。それくらいは十分にあり得ると思っていた。しかし、絶死の全力の攻撃を受けて、その杖を持つ手がびくともしなかったのは想定外だ。だが──

（──やはり戦士系か）

　ダークエルフの少女が修めている職業がほぼ確定したとも言える。

（……いや待て？　軽装の戦士？　まさか……。しかし子供がエルフ王だけと確定したわけでは……だが、外見が……）

　ダークエルフもエルフも寿命は同じであり、外見の成長も同じはずだ。

「い、いきな──」

（別の血族、という線もあり得る……かしら？　深読みのしすぎ？）

　ダークエルフの少女が何かつぶやいているようだが、思考を巡らせながらも絶死の手は止まらない。敵対すると決めたのだ。会話をするのは時間稼ぎが必要な時か、勝った時だけでいい。

　後方に飛びのいた少女を追いかけ、廊下に飛び出る。

　大きく弧を描き、十分な遠心力をのせた大鎌を少女の手足目掛けて叩きつける。

　これだけ大きな鎌を振り回せば、当然壁や床に当たる。しかし問題はない。法国──いや、人類の救世主たる神、スルシャーナが持っていた武器は壁や床など簡単に斬り裂ける。多少の引っ掛かりはあるものの、大鎌の速度はほとんど鈍らない。

　しかし、弾かれる。

　弾かれる。

　弾かれる。

　立て続けに斬りつけた稲妻のごとき三撃。すべてが少女の持つ黒い杖に弾き返された。鮮やかな杖捌きというわけではないが、とにかく瞬発力が凄まじい。その電光のようなスピードは、明らかに絶死と同等クラスのものだった。

（なかなかやる。同格の戦士？　不味いな。完全に防御に回られるとこっちが不利だ）

　この短い攻防だけでも分かることはある。

　エルフ王の話からすると相手には味方がいる。それがもしこの少女と同格であれば、絶死にできることは全力で逃げることのみだろう。しかしながら、エルフ王が逃げられたとはいえ自分もやすやすと逃げ切れると考えるのは浅慮というものだ。一度逃がしたからこそ、次は何か策を用意していると考えるべきだ。相手がバカでないならば。

　つまり──

（──短期決戦で押し切る。殺すのは……もはや仕方がない。場合によっては死体を持って帰って蘇るかどうか確かめればいい）

　絶死は少女の腹部に視線が動きそうになるのをぐっと堪える。

　金属で作られたドレスのような鎧を着ているにもかかわらず、腹筋など全く盛り上がってもいない柔らかそうですべすべした腹部は晒されている。重要な器官の詰まった弱点ともいえる場所を堂々と晒しているのだ。とはいえ、そこを狙えば深手を与えられる、という考えは甘い。

　鎧の防御力は大抵が、込められた魔力＋使用されている金属＋特殊能力等の総計だ。なので、あの薄いお腹にも鎧の魔化の強さに比例した防御効果が存在するはずだ。それでも鎧に使われている素材から発生する守りはない。つまり防御力が薄い箇所であるのは間違いない。

　では、なぜ、そんなものを着用しているのか。

　わざと隙を晒すことで、相手の攻撃を誘導しているからだろう。何かの罠がそこには待ち構えている可能性が高い。

　そう思いながらも、あそこを攻撃することで一撃必殺が行えるのではないか、という期待も抱いてしまう。だからこそ腹部には視線を向けない。

「〈地母神の力パワー・オブ・ガイア〉」

　突然、少女が魔法を発動し、絶死は目を丸くする。

（は!?　魔法!?　戦士職じゃない!?　いや、いや、少しぐらいは魔法が使える戦士職がないわけでもない……けど……。え？）

　絶死は一応、信仰系魔法を使えるが、少女の使用した魔法は聞いたことのないものだ。こちらに影響を与えてこないということから、自己強化の類たぐいと推測する。

　少女が戦士職をメインに習熟し、魔法職を嗜たしなみ程度に修めているのであれば、そこまで警戒は必要ない。問題となるのは魔法職がメインの場合だ。

　魔法は多様な手段を選択できるという点で戦士職の対応幅を超えてくる。下手すれば何かすごい魔法で一気に戦局が悪化するということだってないとは言えない。

　何かすごい魔法とあやふやなのは、単純に魔法職に関しての絶死の知識が乏しいためだ。だからこそなお一層警戒が必要になってくる。自分も同じことができるが、ちょっとした回復が出来るだけでも継戦能力が少しは変わってくる。

　最悪の事態を想定し、少女が戦士職じゃないと仮定した場合、なんの系統の魔法詠唱者マジツク・キヤスターなのか。

　確証は全くないが、先ほどの攻防を考慮すると少女は魔力系ではないと思われる。一般的な魔力系であればもっと近接戦闘力に欠けるからだ。それよりは近接戦闘能力が高めの職業──森祭司ドルイド、もしくは神官、などの信仰系があり得るだろうか。

　例外的な魔力系魔法詠唱者マジツク・キヤスター、その他系統、精神系という線もあり得るが、絶死は残念ながらそちらに関してはさらにうとい。なので、考えてもキリがない。油断しないように頭の片隅に残す程度にとどめておく。

　それに──ダークエルフということも考慮すれば、やはり森祭司ドルイドである可能性が高い。

　更に、あのエルフ王の関係者ならなおさらだ。

　ただ、森祭司ドルイドなどの場合、絶死は残念ながらそれをどうこうする能力は持っていない。なので、代わりに──インクイジターを極めた際に習得する二つの特殊能力の片割れを発動する。これは少女が、絶死が知らないような高位の魔法を使うことが出来る神官職である可能性を考えてだ。

「異端判決」

　彼女と同じ神を信仰しない神官が、絶死の周囲で魔法を発動させる際に消費する魔力をわずかに上昇させる能力だ。すぐにはっきりとした効果があるというわけではないが、長期戦や強大な魔法を使った時は徐々に大きな負担となっていくだろう。

　長期戦はあまり視野に入れていないが、高位階魔法を連発するような戦い方を相手が選んだ場合を想定した判断だ。相手の能力が読めない段階で一点読みの能力を発動するのは一手無駄打ちすることになるかもしれないが、こういった能力は最初の方に使わなくては意味が薄い。

「〈精霊形態エレメンタルフオーム・大地アース〉」

　再び聞いたことがない魔法を使った少女の肌の色が茶色に変わる。

　色を変えるだけの魔法ではないだろう。もしかしたら本当の姿を見せた──元々ダークエルフではなく別の種族だった──と思わなくもなかったが、そんなことを考えても無駄だろう。

　命のかかった戦いにおいて答えの出ない疑問というのは、警戒はしてもそれに囚われるべきではない類のものだ。

　魔法だってそうだ。

　どんな効果があるのかが分からない以上、そちらに思考を割くのは最低限にしておくべきだ。絶死も先ほどとは別の能力を発動させる。

「異端断罪」

　インクイジターを極めた際に習得する二つの特殊能力のもう一つの片割れだ。こちらも似た効果を持つが、先ほどのものとは違い魔法の発動失敗確率を高めるというもの。勿論、魔法の発動に失敗した場合、魔力はそのまま消費してしまう。

　これで両方を使ってしまったので、特殊技術の効果時間が切れるまではインクイジターの能力は使えなくなるが仕方がない。インクイジターを修めることによって得られる肉体の強靭さや魔法に関する強さまでも失うわけではないのだから、許容の範囲だろう。

　早期決着を心に決めた絶死だが、それに反してやや迂遠とも言える展開だった。絶死にとっては今のところ思わしくない戦局だと言える。絶死が思うに、勝利の方程式は乱暴に分類すると二つしかない。相手に何もさせずにこちらの勝ち筋を押し付け続けて叩き潰すか、相手の打つ手を見ながら勝ち筋をふさぎ続けてすり潰すか。

　しかし一気呵成に打ち倒すやり方を選択した絶死を、その攻撃を受け切った少女は互いの手札を一枚一枚場に出すような戦い方に引きずり込んだ。その点で言えば、状況をコントロールしているのは忌々しいことに少女の方である。こうなってしまうと、ある程度は相手の脚本に付き合い、その中で筋書きを狂わせていくしかない。

「あ、あの、それじゃ、ごめんなさい」

　魔法はたった二つで十分なのか、はたまたそれしか使えないのかは不明だが、少女が謝罪の言葉を口にしながら黒い杖を振りかぶると、それを身の毛もよだつようなスピードで無造作に振り下ろしてくる。

　ぞっとした。

　攻撃速度が異常に速い点にではない。

　謝罪に心がこもっていない。声音にも表情にも罪悪感が見られない。ただ、謝るということを命じられているような──ある種の人形のような──

（──考えるな！）

　重要なのはそれではない。今、振り下ろされている攻撃だ。

　戦士として判断するなら、この攻撃は不合格だ。フェイントなどが存在しない、あまりにも単調な攻撃。

　凄まじい速さだが、避けるのも、受けるのも容易。

　絶死は受け止めることを選択する。回避や受けは見せてもらったので、今度は相手の腕力を試すという意味がある。

　絶死は持っていた大鎌でそれを想定通り容易く受け止め──

（──重!!）

　余裕をもって受け止めたはずなのに、両肘に両膝が軽く曲がる。押し込まれ、杖が額まで迫った。

　ぐっと奥歯を嚙みしめ、「ん!!」という声に気合を入れて、全力でそれを押し返す。撥ねのけられても少女のバランスが崩れることはない。ただ、武器が上に跳ね上がった。

　チャンスだ。

　がら空きになった胴体に視線をやらないようにしながら、絶死は今度は武技を使う。

〈疾しつ風ぷう超ちよう走そう破は〉、〈剛腕剛撃〉、〈超貫通〉、〈能力超向上〉、〈可能性超知覚〉。

　先ほどまで武技を使った攻撃をしてこなかったのは、この時のため。

　移動速度と俊敏性を上昇させ、全てのダメージを向上させ、突き刺しによるダメージを高め、肉体を強め、第六感を研ぎ澄ます。

　狙うのは一点。

　無防備そうに見える腹部だ。

　罠かもしれないが、それを食い破る自信もあった。そして何より戦闘の均衡を、一気に自分の側に傾かせられるほどの深手を与えられるかもしれないという魅力に逆らうことなど出来ない。絶死には短期決戦をしなくてはならない理由があるのだから。

　紫電のごとき踏み込みで間合いを蹂躙すると、風切り音さえ置き去りにするような速度の直ちよく突とつを少女の柔らかそうな腹部に見舞う。

　一気に上昇した能力によって、突然加速した絶死の動きに虚を突かれた少女の防御は追いつかない。

　想定以上の抵抗──肌とは思えないほど硬い──を突き破り、ズブリと大鎌が突き刺さる。

（良し！）

　相そう好ごうが崩れるのを止められない。

　絶死はエクスキューショナーの職業を修めている。これらによって致命的な一撃クリテイカルヒツトを与えた際のダメージ量は大きくなり、場合によっては一撃死もあり得る。ただ、本来、斬撃武器で一定以上の傷を負わせた際により深い傷へと変える能力もあるのだが、今回は翼のように左右に広がる三日月刃ではなく、柄の延長のように伸びた刺突用の刃を突き刺しているので、その能力は機能しない。それでもこの一撃はかなりの損傷を少女に負わせたはずだ。

　しかしながら、浮かびあがった喜びの表情はすぐに険しいものに変わった。

　武器を通して絶死の手に伝わってくる感触は異常そのもの。

　特に内臓を断ち切るぶつぶつとしたものがない。

　その理由を理解するよりも早く、視界の端──上部に黒い影が生まれる。

「──〈即応反射〉！」

　しかし、遅い。遅かった。

　ほんの僅かとはいえ、伝わってくる感触に気を取られてしまったのが大きなミスだ。

　ガッ！　という音が響く。

　強振した杖で頭をぶん殴られた。

　即座に痛覚鈍化を使い、疾風超走破によって大きく飛びのく。同時に突き刺した大鎌を強引に引き抜くことで、さらなるダメージを少女に与える。

　強打によって皮膚が裂けたのだろう。血がダラダラと顔面まで流れてくる。痛みを武技で抑え込んでいるのに、わずかな表情の変化でさえ刺すような激痛がはしり、視界がクラクラと揺れる。

　絶死は風神として知られる神の鎧を装着している。にもかかわらず、足元が揺れるほどのダメージを負わされた。これほどの負傷は久しく記憶にない。

「──〈重傷治癒ヘビーリカバー〉」

　絶死をして一足では届かない距離を保ちながら、自身の使える最高位の治癒魔法を使用する。完治には程遠いが、差し当たっての応急処置にはなるはずだ。魔法を使いつつも、追撃を警戒して油断なく少女を睨みつける。

　そして絶死は目を見開いた。

　少女の腹部からは臓物がこぼれていないどころか、血が流れていないのだ。それでも無傷ではない証拠に、その整った顔は痛みに歪められているし、土の色をした肌に大きな裂け目が出来ている。

「いたたた」

　少女は巻物をどこからか取り出すと魔法を発動させる。

「〈大治癒ヒール〉」

　自身が使ったものよりも上位の治癒魔法だ。

（──第六位階！　なぜ、そんな巻物が！　不味い！　あれならさっきのダメージのほとんどが回復したかもしれない。あの子の体力がどれくらいあるかは分からないけど、私の方が残ったダメージが大きいと見ていいはず！　それにあの腹の感触。異常な硬さといい、やはり罠、だったのか！）

　おそらくは腹部に対する致命的な一撃クリテイカルヒツトを無効化するような魔化が施されているのではないだろうか。ただ、それでも腹部を貫かれた痛みを少女は味わっていた様子だ。相手の攻撃を誘引するという狙いは見事に果たされているが、その際に腹を貫かれる激痛は伴うらしい。

　どんな性格最悪な奴が作った鎧だ、と絶死は舌打ちをする。狙われることが分かっているなら、苦痛への耐性も付与しておけばいいものを。あれでは呪いの防具の類だ。

　絶死は苛立ちに頭を搔かき毟むしりたくなるのを、ぐっと堪こらえる。これ以上、痛みを増すような行為はしたくないというのもあるが、そんなことをしている余裕はないためだ。

　第六位階ほどの魔法を使わせたとて喜べない。あれが最後の巻物である保証はない。まだ何枚もあるかもしれない。そうなると普通にやりあったら絶死に勝ち目はない。ただ、少女がどれだけ〈大治癒ヒール〉の巻物を持っていても殺せる切り札がある。

　しかし、まだそれを使うことは出来ない。その前に幾つか試すべきだろう。

　まず、〈大治癒ヒール〉をかすり傷程度で使うはずがない。高ダメージは与えられているのだから、あとは〈大治癒ヒール〉を使う隙を与えないほど攻め立てるべきだ。

　攻め方を決めた絶死は、大鎌を構える。そして武技を使い、能力を上昇させたまま一気に間合いを詰める。

　次に狙うのは手首。

（何！）

　少女は避よける様子を見せない。

　先ほどは絶死自身の運動能力の向上に追いついていない様子だったが、今度は違う。防御しようという気配自体が皆無。一瞬、絶死の脳裏に先ほどの光景が浮かぶ。しかし、ここまで来て攻撃しないという選択肢はない。

　殺傷圏内に入る直前に体を独楽こまのように回転させると、遠心力を最大にのせた大鎌を少女の前腕部に叩きつける。

　その体を刃が走り抜け、血が飛び散り、少女の手が鎧ごと廊下に落ちる──ことはない。これまで何度も鎧ごと容易く切断してきた一撃を受けても、少女の手首は健在だった。

　──硬い。

　腹部とはまるで違う。

　鎧に覆われているのだから当たり前ではあるが、それにしても硬い。武具自体が六大神のそれに匹敵するものだからなのか、それとも何らかの防御系の武技を使っているからなのか。

　何より恐るべきは、絶死の渾身の一撃を腕の一本で受け切ったことだ。体勢すら崩せていない。

　ただ、絶死が思考を巡らせる時間はなかった。

　己の右手が狙われていると悟った少女が左手だけで黒い杖を持ち、すでにそれを振り下ろしていたからだ。

　絶死は先ほどの痛みを思い出し〈即応反射〉と〈回避〉を使い、必死に体をよじる。

　大鎌を戻してそれを受け止める時間も余裕もない。

　しかしながら避けきれない。

　たとえ、即応反射で体勢を整えても、攻撃と同じタイミングでは武技を使用しても回避は困難だ。

　その一撃は絶死の肩に食い込む。先ほどとは違って僅かな余裕があるので、同時に武技を使う。

〈防御超強化〉

　防御力を上昇させる武技だ。〈外皮強化〉の方がダメージ軽減率は高いのだが、ハーフエルフである絶死は外皮を持たない。

　武技を使ってもなお、その一撃は、絶死の体に奥底まで突き抜けるような痛みを与えた。〈防御超強化〉を使ったところで気休めにしかならない。先ほどに比べればちょっとましという程度。

　うめき声をなんとか嚙み殺す。相手に情報を与える必要などないから。ただ──

（不味い……）

　これで確定と言っていいだろう。これこそが少女の狙いだったのだ。

　考えてみると先ほどからそうだ。

　こちらの攻撃に合わせて、攻撃をしかけてくる。まさに少女の戦い方は「肉を切らせて骨を断つ」だ。

　普通に戦ったら絶死を捉えることが出来ないからという可能性もあり得るが、おそらくはそうではないだろう。少女はあえてその戦い方を選択しているのだ。

（防御に自信がある……セドランみたいな、防御役タンク職とかいう奴かしら……。……だから腹部ががら空きなの？　受けたダメージは〈大治癒ヒール〉で回復するみたいな）

　攻撃力にはちょっと欠けるが防御力に特化した──魔法も使える防御役タンク職で、絶死に匹敵する強者だとしたら、少女の能力の推測に矛盾はない感じがする。そう判断するにはあの殴打攻撃はやけに強力だが。

　あるいはあの杖、あれが強大な力を持つマジックアイテムなのか。六大神の武具ですら切断できない強度なのだから、大いにあり得る話だ。

　この少女が魔導王の隣にいた少女と同一人物であることへの疑いを、絶死は刻一刻と深めていた。強大な魔法を行使し、恐るべき軍勢を率いる魔導王なら、凄まじい武具を所蔵し、それを下か賜しすることは十分考えられる。

　少しだけ距離を取り、絶死は大鎌を構えながら、少女の動きを油断なく観察する。

　どっしりと構えた少女に対し、飛びつき飛びのく自分。

　これでは格上と格下の戦いだ。

（本当に不味いわね）

　現状、どちらが優勢かといえば少女だ。

　絶死の攻撃をその身で受け止め、代わりに絶死が避けることのできない一撃を繰り出す。少女が己の体力、防御力、攻撃力、魔法による回復、どれに自信があるのかは分からない。それでも少なくとも、少女が殴られて殴って回復してという単純な足し算引き算を選んだということは、それで勝てると判断したということだ。こちらの引き出しを開けさせるために、わざと不条理な戦い方をしていることもあり得るが。

　少女から前に踏み込んで攻撃を仕掛ける気配がないということから考えると、味方の到着まで時間を稼いでいるのかもしれない。少女の味方の強さは不明だが、それでも加勢されれば戦局はさらに一気に少女の側に傾く。ゆえに着実にダメージを重ねる消耗戦を仕掛けたという可能性も十分にあり得る。

　絶死の取れる手段は少ない。一番の理想は相手の戦略に乗った上で優位に立つこと。つまりこちらの攻撃は当てて、相手の攻撃は防ぐということなのだろうが、そう上手くいくものではない。

　少女の鎧は目を見張るほど頑丈で、有効打を与えるためには深く踏み込まなければならない。そして攻撃に傾注したことによって生じた隙を、少女は確実に突いてくる。ではどうするか。

（なんて難題……。やはり使う？）

　絶死はほんの一瞬、自らの手──握りしめた大鎌に目を落とす。

　かつての神、スルシャーナが使用したとされる大鎌〝カロンの導き〟は法国では発見できていない希少な金属で作り出されており、頑丈さと殺傷能力の高さは、まさに神が使ったものだ。

　そして八時間で二回〈死デス〉を使用できる。

　更には攻撃に負の追加ダメージを加える〈死者の炎アンデツド・フレイム〉。

　知性のないアンデッドから身を守る〈不死者忌避アンデス・アヴオイダンス〉。

　アンデッドを生み出す〈不死者創造クリエイト・アンデツド〉。

　病気にする〈病気デイジーズ〉。

　退散抵抗のないアンデッドを一撃で滅ぼすチャンスを得る〈不死に眠りをスリープ・トウ・ザ・アンデス〉。

　様々な視線効果の中から選択して能力を得る〈邪視イビルアイ〉。

　視線攻撃を防ぎつつ恐怖効果などを強化する〈死面デスマスク〉。

　二通りの使い方がある〈栄光の手ハンド・オブ・グローリー〉。

　これらの中から選択して、合計で四時間ごとに五回発動させることが出来る。

　他には特別製アンデッド〝スパルティアト〟──第五位階で召喚される重装骸骨戦士ヘビー・スケルトンウオリアーと能力は同等、武装の性能は上、ただし特殊技術などのバフが乗らない分、弱い──を二十四時間で計三十体、最大同時発現数五体で使役可能という力を持つ非常に優れたマジックアイテムである。

　伏せ札をめくるには早いとも感じられる。

　現状の単調な戦い方でもまだやれることはあるし、相手の札が見えていない段階で手をさらすのは精神的にも劣勢に立つことになる。

「あ、あの、来ないんですか？」

　少女のおどおどとした問いかけに、絶死は「ちっ」と大きな舌打ちで応える。

（攻撃されることを望んでいるの!?　このガキ！　だったら、これはどう！）

　絶死は後ろに飛びのくと同時に武技を使う。

〈双空斬〉、〈剛腕剛撃〉、〈流水加速〉によって振るった大鎌の軌跡上に生じた二つの刃が飛ぶ。

　少女が前に動いた。

　前に、だ。

〈空斬〉のような斬撃を飛ばすタイプの武技は、直接斬りつけるよりも威力が減衰する。しかしその身に刃を突き立てられながら、意にも介さず一直線に進んでくるなど正気の沙汰ではない。

（いや、私もあの子相手に同じことしたっけ。これは確かに精神的に来るわね）

　少女はオーラの刃が直撃したとき僅かに痛がる様子を──それも演技くさいが──見せただけ。射程距離に入るや否や、バレバレのモーションから黒い杖が唸りをあげて繰り出される。

　それはギリギリで回避に成功する。

　少女の攻撃は相変わらず及第点には届かない。だが確実に最適化されてきている。最初はどうとでも出来そうな攻撃だったが、今では十分に身構えていても、ほんの少し反応が遅れただけで命中しかねない。

（笑え笑え！　完全に見切られたと思わせろ！）

　絶死は口元に薄ら笑いを浮かべ、聞こえるように笑い声を上げる。

　うまく出来ただろうか。硬い笑顔では──また殴られる。

（〈超回避〉に回す分の余力は絶対に残さないと不味いわ）

　後方に下がることで距離を取ろうとするが、それに合わせて少女も距離を詰めてくる。

　差は広がらない。

「スパルティアト！」

　少女との間に壁のように五体のアンデッドが立ちはだかる。

　少女の杖の一振りでまず一体が消滅する。

　五体のスパルティアト程度、少女の五回の攻撃を受け止める程度にしかならないだろう。だが、それで十分。

　絶死は壁を蹴って跳躍すると、天井すれすれを通って、少女の後ろに回り込もうとする。

　だが少女は体を一瞬沈み込ませたかと思うと、床面が爆散するほどの勢いで後方に飛びのいた。挟撃されることを嫌がったのだろう。スパルティアトなど相手にもならないだろうが、それでも邪魔されては気が散るというところか。

　実際、スパルティアトの攻撃でダメージを負っている様子はない。

　凄まじい速さで飛びすさった少女は、着地と同時に手にした杖を床に突き刺し、ガリガリと削りながら急制動をかける。でたらめな動きだ。高すぎる瞬発力を、桁違いの膂りよ力りよくによって無理矢理に制御している。

（変な……動き。全力に慣れていない？　……あまり戦い慣れていない？）

　うーん、うーんとうなっている少女を前に、床に降りた絶死の左右にスパルティアトが並ぶ。

　絶死はスパルティアトに「行け」という思念を送る。命令に従って恐怖を感じないアンデッドたちが少女に一斉に襲い掛かった。遅れて絶死も踏み込む。

　少女が再び巻物を取り出した。

「〈炎の嵐フアイヤーストーム〉」

　豪炎の嵐が全てを包み込む。荒れ狂う灼熱が絶死の身を焼くが、それは幻だったかのように一瞬で搔き消える。ただ、それが現実に起きたということはひりつくような火傷の痛みが証明していた。せめてもの救いは、巻物から魔法を起動したためか、そこまで大きなダメージではなかったことだ。

　一応、スパルティアトたちもまだ動ける。しかしそれはなんとか致命傷は避けられたというもの。もう一度魔法を食らったら今度は全て倒れ伏すだろう。

　絶死は自身の体を軸にして素早く大鎌を回転させると、石突を横よこ薙なぎに叩きつけた。鎧部分に当たったせいではっきりとは分からないが、打ちよう擲ちやくが特別手痛いダメージになった様子はない。合わせてスパルティアトたちも手に持つ槍を突き出すが、颶ぐ風ふうを巻いて振るわれた杖の一薙ぎで全ての槍が打ち払われた。やはり絶死の攻撃以外は彼女には届かない。

　しかしその間隙を突いて絶死は再び踊るように回転すると、蜘蛛が地を這うような姿勢から少女の足首を狙った超低空の斬撃を放つ。

　その際、隣にいたスパルティアトの一体を切断してしまい、スパルティアトがそのまま消え去ってしまう。とはいえ、召喚したモンスターの扱いなどこのようなものだ。

　少女のアキレス腱を刈り取るように、大鎌が具足を斬りつけ──火花が散る。

　やはりここも硬い。

〈剛腕剛撃〉と〈超斬撃〉、職業の効果などが働いても大きく切り裂けた感じはない。

　だが、足首を狙ったのはそれだけが目的ではない。

　素早く両足のスタンスを前後に広げて奥歯をギリッと嚙みしめると、大鎌を足首にかけたまま、それを全力で引っ張り上げる。バランスを崩して転倒させることが狙いだ。だが──

「──重！」

　びくともしない。

　まるで巨木だ。

　あり得ない。

　だが、事実だ。

　相手のパワーを考慮して全霊を込めたのに、逆につんのめってこちらが転倒しそうになる。腕に伝わる重みと可憐な少女の見た目があまりにそぐわない。

　何らかの特殊能力やマジックアイテムによるものなのかもしれないが、天に向かって立つ巨大な樹を相手にしているような感覚を絶死は覚えた。手応えからして、どれだけ力を入れようとも引き倒すことはできそうにない。

　ふと、ぞくりと悪お寒かんが走った。

　体勢を崩した絶死を見て好機だと思ったのか、少女が杖の端を握った右腕を目いっぱい伸ばして、前進を阻もうとするスパルティアトの間を割って絶死に杖を振り下ろしてきたのだ。

　射程距離と遠心力を最大値に設定した、背筋が凍るような一撃。

　躱すにはあまりに体勢が悪すぎる。スパルティアトを割り込ませても、毛ほども勢いを減じられないだろう。

　だが絶死は頭の中でスパルティアトに命令を下した。

　一瞬の間も置かず、横にいたスパルティアトが体当たりして絶死を突き飛ばす。少女の杖が黒い流星のように叩きつけられ、絶死の身代わりになったスパルティアトが木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕される。

　絶死は床を転がりながら器用に大鎌を操り、少女の足首から刃を外す。そしてそのままの勢いで素早く立ち上がると、大鎌を正面に突き出して牽制する構えをとった。

　しかし少女は絶死を追撃しなかった。その小さな体を激しく閃かせると、黒い暴風が吹き荒れ、残りのスパルティアトがバラバラに砕け散りながら消滅する。

　降り注ぐ骨の残骸が虚こ空くうに消え去る中、何の感情も映さない眼差の少女は黒い杖を静かに構え直す。そして、思い出したようにおどおどした。

（またスパルティアトを召喚する？　……でも、その前に一つだけ確かめないといけないわね）

　おもむろに、絶死は大鎌を頭上で回転させ始めた。フォンフォンという風切り音が静寂を切り裂き、響き渡る。少女は成り行きを見守るように、徹底して待ちの姿勢。

　微かに、少しずつ絶死のつま先が少女ににじり寄る。

　間合いが詰まり──

　鋭く息を吐いた絶死が、十分に加速させた大鎌を少女の左手首目掛けて奔はしらせる。

　空間ごと引き裂くような速度で刃物が迫っていても、少女は頓着していない。ただ機械的に、迫りくる攻撃に体を差し出し、代わりに一撃を食らわせようとしているのが見て取れる。絶死の速度に慣れてきたのか、その動きにはよどみがない。

　だが──大気を切り裂いて少女の腕に襲いくる刃の軌道が跳ね上がる。

　繰り返し見せたパターンからの変化。

　狙うはその細首。

　はね飛ばせば死ぬだろうか。先ほどの感触からすると、断言はできない。ただ、首元は腹部と同様さらけ出されている。やはり罠なのかもしれないが、少なくとも、直撃すれば腹と同様に痛手を受けてくれる公算は大きい。そうなれば、習得した様々な職業の後押しもあって、今までの不利益な取引をひっくり返すような損傷を与えることもできるだろう。

　これまでの攻防で戦士としての力量自体は絶死の方が上らしいと分かった。ここまでフェイントを一度しか使わず、素直に攻撃をしてきたのはこのためだ。なので、絶死の単純な攻撃に慣れた少女は先ほどの武技を使った時と同様に、首を狙った攻撃を回避することはできなかった。

　大鎌は少女の細い首を斬り裂く。そして──

「ぐぅ！」

　──杖で打ち据えられる。

　我慢してきたのだが、思わず痛みによる声をあげてしまう。

　絶死は大きく飛びのき、目を見開いてしまう。

「……またか」

　少女の首からは一滴も血が流れていない。ただ、肌を斬り裂いたような痕だけは薄く残っている。ダメージが入っていないはずはない。もしかすると急所攻撃を無効とする能力を有しているのではないだろうか。そうなると彼女の習得している幾つかの能力は効果を発揮しなくなってしまう。

（本当に生きているの？　もしかして……魔導王の作ったアンデッド？）

　絶死の動揺を嗅ぎ取ったのか、少女がおどおどと提案をしてきた。

「あ、あの……。こ、降参し、しませんか？　え、えっと。これ以上痛みは与えないし、投降後の安全も保証してやる……です」

　それに対する絶死の感想は──気持ち悪い、だった。

　先ほどからそうだったのだが、少女の攻撃からは敵意とか殺意というものがほとんど感じられない。それを優しいと思うか、もっと別の感情を抱くかは人それぞれだろう。ただ──敵意も殺意も抱かずに、まともに食らえば頭蓋骨が砕けそうな攻撃をしてくる相手に優しさなどあるものか。

　絶死からすればこの少女は心底気持ち悪い。姪なのかもしれないが、親近感は一切湧かない。

　哀れみ、優越感、などの何らかの感情が透けて見える提案だというのであれば、不快には思ってもそこまでの嫌悪は抱かなかっただろう。しかしながら少女からはそういった情動が感じられない。

（……感情がないアンデッドが演技をしているだけだと考えると確かに納得がいくのよね）

　何もかもがちぐはぐに感じられ、この少女の全ての言動や態度は演技なのではないかという気持ちにさせられる。しかし、今重要なのはそこではない。絶死個人の好き嫌いなどはこの際関係ない。

　重要なのは、どのように行動すれば現状を打破してより自分の利益になるか、だ。降伏を受け入れようという素振りを見せるのも、利益になるのなら検討する価値はある。

「降参してもいいけ──」

　言いかけて絶死は黙る。

　そうだ。

　会話をするのは時間稼ぎが必要な時か、勝った時だけでいい。

　少女は勝っているか？

　──否。明白な勝敗はまだついていない。若干、少女が有利というぐらいだろう。だとするなら、少女が会話を始めたのは時間を稼ぐ必要があるからではないだろうか。

「──ちぃ！」

　大きな舌打ちとともに、絶死は少女との距離を再び詰める。距離を取っても武技を使って攻撃しても、相手には巻物からの魔法がある。あと何枚あるのか──ついでにどこに仕舞っているのか──は不明ではあるが、まだまだあると仮定した場合、削り合いは絶死にとってあまりに分ぶが悪い。

　幸運なのは相手が巻物以外の遠距離攻撃手段を持っていないと推測できることだ。もし持っていたなら巻物を使うはずがないのだから。

（盗賊系を修めていて、巻物をそうやって使用している？　……いえ、自己強化と思おぼしき魔法自体は使っていたからその可能性は低いわね）

　ただ、絶死は効果的な遠距離攻撃の手段を有していないため、遠距離戦では勝算はないと思われる。

　ならば近接戦ではどうだ。

　悪くはない。だからこそ実際、いま挑む。

　大鎌で今度は顔面を狙って斬りつける。顔の傷は受け入れられないのか、少女は黒い杖で大鎌を弾き返す。

　絶死の手にまでビリビリと衝撃が伝わってくる。

　反撃で少女が大振りで杖を振り下ろしてきた。〈超回避〉と〈即応反射〉を併用し、それを絶死は軽やかに避けた。

　やはり互角、いや、戦士としての技量──相手の動きを予測し、イメージを修正する能力──の差が打ち合いに表れてきているせいか、天秤はややこちらに傾いている。しかしどれだけダメージを積み上げたとしても〈大治癒ヒール〉があれば逆転され、まず間違いなく負ける。

（ならばここは使うべきかしら……）

　絶死は二つの切り札を持っている。

　一つは相手を確実に殺すための切り札。

　もう一つは非常に汎用性に優れた切り札だ。

　後者の切り札は相手を倒すためにも、逃げるためにも使えるので、やすやすと切ることはできない。

　ではここで前者を切るべきだろうか？

　攻撃すれば少女は痛がる素振りを見せる。しかし、本当に痛みはあるのだろうか。疑いだすときりがない。

　今までの少女に対する思考全てが、絶死の勝手な想像であり、まるで的外れなのかもしれない。見た目通りの可愛らしい少女で、戦いが苦手で嫌いだという可能性だって皆無とは言えない。

　それでも少女から感じ取れるうさん臭さはなくならない。

（どうしよう……。もし……もしも、この少女並みの力を持つ者がさらに複数いた場合を考えると、あれを使うのが正解とは断言できない……。でも……。理想はこの少女は切り札を切らないで殺すことなんだけど……できる？）

　できるかどうか、疑問に対する答えは「分からない」だ。

〈大治癒ヒール〉の巻物があれだけならば、なんとかなるかもしれない。しかし、時間をかけずにというのは無理かもしれない。

　もちろん、こうして思考を巡らせている間も手は休めていない。鎌で連続して斬り付けているが、やはり出血は確認できないし、少女の重い杖による反撃を受けている。

　足を止めて狙いを定めるだけでいい少女と違い、高速で殺傷圏を出入りしながら大鎌を振る絶死は、間合いをコントロールするために足を、攻撃には武器を使わなければならない。回避や防御にそれらを割り振れないとなると、ダメージ覚悟で放たれるカウンターを防ぐのはかなり難しい。

　少女がダメージを受け入れないのは唯一、顔。腹部はダメージを受け入れる代わりに渾身の一撃をお見舞いしてくる。

　これまでに把握した情報を基に分析する。

（やはり……使う？　これを使えば絶対に勝てる……）

　使うべきは今か、まだか。それだけが問題だ。

　それからもう何度目の応酬になるだろう。

　少女が肉体を斬り裂かれる代わりに振り回した杖が絶死の脇腹にクリーンヒットする。

　骨がきしむような音が体内に響いたような錯覚を覚えながら、絶死は後方に大きく吹き飛ばされた。痛みのあまり吐き気すら感じつつ、靴の裏を激しく床に擦りつけて制動をかける。

　思いのほか痛撃を食らってしまった。やや呼吸がしづらい。苦痛で横隔膜がひくついている。しかし絶死は悠然とした態度で石突を床につき、そこに寄り掛かかって足を交差させると、兜をゆっくりと外し、全く効いていないという仮面──ニタニタ嗤い──を見せた。

　向こうから積極的に攻めてこないからこそこんなポーズも取れる。

「ま、しょうがないか」

　軽い口調で独り言を呟き、決心する。相手を確実に殺す切り札を使うということを。

　距離の開いた絶死を少女は追いかけてこない。

　その余裕が命取りだ。

「……ねぇ、さっき、私に降伏しませんか、って言ったわよね？　一つ、聞きたいんだけど……あなた、魔導王が作り出したアンデッド？」

「え？　あ、あのなんでそんな質問なんですか？　待遇とかを聞いたりしないんですか？」

「答えて」

「………………ち、違いますよ。見ての通り、僕はアンデッドじゃないです」

「そう」と答えつつ、絶死は考える。

　即答しなかったのは本当に質問の意図が読めなかったからか。それとも──答えを考える時間が欲しかったからか。

（第一、見て分からなかったから質問をしたんだけど……。って言うか、魔導王についてはスルーなのはどういう反応なの？　でも、まぁ、いいわ。アンデッドだろうがなんだろうが、これなら間違いなく死ぬ）

　兜を被りなおし、絶死は生まれ持った異能を発動。

　その力を神が使ったとされる武器に向けることによって、死の神スルシャーナが保有した最強の力の行使が可能となる。ゆえに──




「──The goal of all life is death」




　同時に背中に時計が姿を見せる。

　これこそがこの大鎌を装備している時に限り、絶死が使える切り札の一つ。

　確殺の技。

　抵抗不可能な絶対の死を与える技。

　未だ一度も破られたことのない無敵の技。

「え!?」

　少女が驚いたような声をあげる。素直な──本当に驚いたと絶死にも感じ取れる感情の吐露だった。

（──あれ？　アンデッドじゃないのかしら？　まぁ、その気持ちは痛いほどよく分かるわ。これを知らない者からすれば、得え体たいのしれない、謎の技を使われたと思うでしょうね。でも、ね。実際にはこの時計のようなものには効果はない。あくまでもこの後に使われる力を後押ししてくれるに過ぎないわ。まさに──驚くにはまだ早い、ってところね）

　続いて、絶死は大鎌に込められた魔法の力を引き出す。

　選択するのは当然──

「──〈死デス〉」

　少女に魔法を放つと同時に、カチリ、と音が鳴った。時計が時を刻み始めたのだ。

　──勝った。

　絶死は勝利を確信する。

「〈不死鳥の炎フイーニクス・フレイム〉」

　少女の後ろに炎の鳥が翼を広げるのが見えた。

（また魔法！　でも、ふふ。無駄よ。何の魔法を使ったかは知らないけど、この力を使われてしまえば生き残る道はない。……この力を使われる前に私を倒すこと。それだけがチャンスだったのよ！）

〈死デス〉という魔法は即座に効果を発揮する魔法だが、この特殊能力を使った場合は効果を発揮するまでに十二秒間の時間を必要とする。その間に絶死が殺された場合はどうなるのか不明のため、絶死は攻撃をせずに守りに入る。

　魔法を唱えたが効果がないと感じたのか、少女は杖を振りかざして猛スピードで突進してくる。

　今まで基本的に待ち受けて、反撃しかしてこなかった少女が攻撃に転じたのは、異常性を感じ取っているからだろう。理解不能な状況下で、守りに入ったり、様子見をしたりしないところはさすが戦闘のセンスがいい。

　しかし技量や攻防の駆け引きは絶死に軍配が上がる。攻めを考えずに守勢に回れば受け流すことも回避することも難しくはない。無論、いつまでも一度も当たることなく躱し続けることはできないが、ほんの数秒ならどうということはない。

（──六秒）
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　少女の連撃を躱す。瞬きすら命取りになる暴風のような攻撃は英雄、いや逸脱者の領域に達した者ですら視認は難しい。まさに絶死と同じ領域に立つ者の攻撃だ。ただ、こうして防御に転じてじっくりと観察するからこそ分かるが、少女は肉体のスペックこそ高いがやはりそれを活かしきれていない──慣れていない動きに思える。

（──八秒）

　これは生まれついての強者ではよくあることだ。

　肉体の性能が高すぎるからこそ──ゴリ押しで勝ててしまうからこそ、小手先の技術や動きの読み合いを軽んじる。そうして努力を怠った者は、多くの場合、本当の強者に地面を舐めさせられることになる。そうなるまで自分が傲慢であることに気付かないのだ。

　そう。目の前の少女のように。

（──十一秒。終わりね。さようなら）

　常人であれば掠るだけで脳のう震しん盪とうを起こしかねない攻撃を余裕で躱し、絶死は心の中で別れを告げる。

　何とも表現しようのない気持ち悪さを持つ少女だったが、勝利を確信してこうしてみると可愛らしい外見をしている。考えてみると、まだ何も分からないような歳の子供なのだ。この子には罪はなく、育てた親が悪いというべきだろう。

　そうして杖の一撃を受け流し──攻撃のチャンスを見逃し──異常事態に直面する。

　少女が死んでいないのだ。

（……え？）

　一瞬、頭の中が白くなる。

　絶対に死ぬ技で相手が死んでいない。そうなると、時間を数え間違えた。それが最もあり得る答えだ。

　訓練を除き、ここまでの強者と戦ったのは初めてだ。感じてはいなかったつもりだったが、きっと緊張していたのだろう。そんな精神状態では秒数を冷静に数えることなど難しいはずだ。ちょっとしたミスだろう。

（……二秒）

　追加で二秒ほど数える。それもゆっくりと。

　しかし──死なない。

　死んでいない。

　少女は元気よく、「えい」とか「やぁ」などの、恐ろしい攻撃には不似合いな可愛らしい雄叫びをあげながら杖を振り下ろしてくる。

「なん、何でよ!?」

　理解できない。

　絶対に死ぬ技だ。死者であるアンデッドですら、命なきゴーレムですら殺せるという絶死自身にも理解不能な技を使ったのに、なぜ少女は死なないのだ。

　少女の攻撃は絶死の体に痛みを与えたのだから、幻であるはずがない。それ以外に何があるだろう。もしかするとあの技はダークエルフには効果がないのか、それとも血縁には効果がないのか。それとも──少女が使った魔法がそれを破ったというのだろうか。

　もしそうだとしたら何故、この技を知っているのだ。彼女だって生まれながらの異能タレントで使用できるだけであり、この技の全てを知っているわけではない。彼女がこの技を使えると知る法国の一握りの者たちも同じだ。仮にこの技の全てを知る者がいるとすれば、それはこの大鎌の真なる持ち主、スルシャーナに他ならない。

　かの神がこの少女の後ろにでもいるというのか。少女の不死性を見るにつけ、それは奇妙な現実味を帯びている。だとしたら──

「──つぅ！」

　混乱と焦燥が体をこわばらせ、避けられたはずの一撃をまともに受けてしまう。

「ああ、もう！」

　痛みをこらえ、絶死も大鎌を振るう。半ばやけっぱちの攻撃は少女の体に食い込み、効いているのかいないのか確認する間もなく杖でしこたまぶん殴られた。痛みで視界に星が散るが、傾いだ体が倒れる前に踏ん張ってこらえる。

　絶死は必死になって考える。

　計画が狂った。

　この後、どうしたらいい。

　どうしたら最善の行動がとれる。

　随分被弾したが、余力はまだ残っている。まだまだ敗北には程遠い。しかし、相手の援軍のことも考えると、戦い続けるかここで逃げるかを決めざるを得ない。

　では、逃げるとして絶死の走力で振り切れるだろうか。出来るとも出来ないとも断言は出来ない。そうなると──

（──もう一つの切り札を切れというの？）

　悪い考えではない。しかしながら絶死はそれを使うことを迷う。というのも実例を先ほど見せつけられたからだ。絶対無敵の技が破られる姿を。

　あちらが破られるというのは考えにくい。しかしながら何か──すごい技でかき消されるのではないだろうか。

（──巻物がどれくらいあるのか、どんな魔法が使えるのか！　情報が全然足りない！）

　相手の手の内がさっぱり読めないためにこちらのカードを切ってもいいのか迷ってしまう。しかしながら前にも考えたように時間は絶死の敵であって、少女の味方だ。

　我慢出来るとはいっても、杖で打ち据えられる痛みがより思考を鈍くする。

　絶死は笑みを深くした。

　笑みは自分の感情を、思いを、気持ちを、誰からも──特に敵から──全て隠してくれる。

　だから、笑う。そして結論を出す。

（──もう考えない！　この情報の足りてない状況では幾ら考えても無駄だ！）

　はっきり分かっているのは、自分の切り札が一枚明かされた上に、少女の使用した何らかの対策が有効であることまでも相手に知られてしまったこと。その一事のみを切り取っても、絶死がこれまでに受けたダメージの総計を遙かに上回る損失と言える。

　最後の切り札たる能力を発動させると、白い光が収束し、もう一人の絶死を作り出す。

　絶死の持つ切り札は二つ。

　一つは絶対死──より正確に言えば道具に眠る、先人の切り札を行使可能とする生まれ持った異能。

　そしてもう一つは取得した職業──レッサーワルキューレ／オールマイティ──によって生み出される分身体。




　エインヘリヤル。




　戦闘能力自体は絶死に劣るが、それでも元々の絶死の強さゆえに圧倒的な力を持つ使役体だ。

　少女が目を見開きつつ「えっ」という声を上げる。先ほど見た光景を彷彿とさせ、切り札を発動させた絶死の方が嫌な感じを抱く。

　絶死が己の分身──エインヘリヤルに思考で命令を下すよりも早く、少女が手に球体を取り出した。

　次の瞬間、少女の隣に巨大な──場所が廊下ということもあり多少窮屈そうにしている──土の精霊が召喚された。

　また訳が分からなくなった。

　少女が修めている職業は森祭司ドルイドの可能性が高いと思っていた。しかしながら今、少女は精霊を召喚するのに、魔法ではなくアイテムで呼び出したようだった。

　わざわざあの精霊──そこまで強いと感じられない精霊を、だ。

（精霊を召喚出来ず、攻撃魔法も使えない。……自己強化しか出来ないタイプの森祭司ドルイド、ということ？　それとも何か見過ごしているか、勘違いしている？　……エルフ王が使役するのは強大な土の精霊だと聞いているけど……これってこと？　でも……そこまで……強大と言うほどかしら？）

　エルフ王が使役すると噂に聞く精霊の戦闘能力は絶対なもので、逸脱者ですら勝てないという話だ。

　それからするといま目の前にいるものは違うと言える。ただ、絶死のような強者からすれば弱く感じられても、弱者からすれば強大にはちがいない。

　あの程度の精霊ならさして問題にはならない。

　エインヘリヤルに任せてしまって、絶死本人は少女と戦っても構わない。ちょっとの時間で精霊を倒してくれることだろう。そうなったら次は二対一だ。

（……いや、ここは一気に精霊を潰してしまいましょう）

「行くわよ！」

　絶死は突撃し、その持っている鎌で精霊を攻撃する。同時にエインヘリヤルもだ。

　土の精霊は物理攻撃に対して耐性を持つが、それでも実力差がある。硬い外皮も深々と切り裂ける。だが、頑健さが売りなだけあって、一発や二発では致命傷にならない。

　しかし土の精霊が消え去る。

「──は？」

　訳が分からない。倒した、というわけではない。

　なぜなら次の瞬間には、再び土の精霊が目の前にいるのだから。それも先ほどよりも巨大になっている。

　これは一体、どういうことなのか。

　先ほどと同じ存在であるとは思えない。

「まさか生いけ贄にえ召喚！」

　そんな魔法や特殊技術など一度も聞いたことがない。しかしそんな名称こそが最も似合っているため、思わず言葉にしてしまった。

　新しくと言っていいのかは不明だが、続いて姿を見せた土の精霊は先ほどのものより確かに強い。あれは逸脱者でも勝てない相手だ。しかしながら──

（私なら勝てる。でも……その選択肢を選んでいいの？）

　ダメージを与えたり、滅ぼしたりしたらこの土の精霊ももう一段階強くなったりするのではないだろうか。

　いくら何でもそんなはずがないとは思える。しかし、絶対にないと断言することも出来ない。

　エインヘリヤルを待機させ、少女を窺う。

　おどおどした態度で土の精霊の後ろからこちらを見つめてくるだけだ。そして土の精霊もこちらに即座の攻撃をしてこようという気配はない。

（本当にこの子は一体何者なの？　アンデッドなら魔導王が作ったとかで全て納得がいくんだけど、もし本当にこの子がやっぱり普通のダークエルフだったとしたら……。これほどの子が世に隠れていたなんて、一体どういうことよ。これだけの力を持っているならもっと知られているはずでしょ？　それとも私みたいにどこかの国で隠されていた？）

　魔導国が建国されたのは数年前。

　帝国はかつてこの辺りは魔導王のものだったなどと宣言していたが、昔から存在する法国からすれば苦し紛れの噓っぱちだ。

　魔導国や魔導王など、今までこの地に存在しなかった。

（魔導王自体、突然出現したことなどから、かつての神々と同じ存在なのではないか、という未確認情報もあったけど……。まさかね……。でも……だとしたら……もしかしてこの少女も同じ？　いや、王族の証あかしであるその瞳を持つ以上はあの男の関係者という方があり得る。もしかして魔導王はこの少女を手に入れたから、遠方よりこちらに来て他種族を融和させようという政策を打ち出した？）

　分からない。確証は何もない。魔導王と彼女が関係者というのだって想像の域を出ない。

　ただ、その可能性があるという最悪のケースを想定すべきだ。

（もしこの少女が本当に魔導国の人間なら……私と同格の存在が、魔導王にこの少女と、最低でも二人はいるということに……まさか、魔導王もここに来ている？）

　絶死は焦りを感じる。

　なんて愚かだったのだろう。魔導国の関係者と仮定したのなら、最初からそれに気が付くべきだった。

　普通なら絶対にあり得ない話だ。

　一国の王が他国同士の最終決戦の場に来るなど、命がいくつあっても足りない。だが魔導王は聖王国にふらりとやってきて、思うさま活躍していったらしいではないか。一軍を滅ぼす魔法詠唱者マジツク・キヤスターがどこにでも出現し得ることを諸国に知らしめたのだ。

　それに属国になる前の帝国の闘技場に闘士として登場したという、噓みたいな報告も受けている。ならば陥落寸前のエルフの王都に来たとしても、ぎりぎり不思議とは言えない。

　絶死は自分を激しく罵ののしる。

　もし本当に絶死の想像通り、魔導王がここに来ているとしたら最悪だ。この少女一人でも厄介なのに、あのアンデッドまで参戦したら勝算はない。もちろん、魔導王がどれだけの戦闘能力を持つかは法国でも完璧な分析は終わっていないが、それでも十万を超える軍勢を瓦解させた魔導王がこの少女以下とはなかなか考えにくい。

（今のところ、仮定に仮定を重ねた考えだけど、筋は通る──通ってしまうわね。相手の狙いが分からないけど、本当に魔導王が来ているなら交渉をする？）

　もしこれでエルフ王の精霊を奪うことが出来れば、この国の簒さん奪だつはなるだろう。

　少女は王族の血を引く証あかし──その両目を持つ。

　正統な血を引く者としての証と、王が使役していた土の精霊を従えている姿を前にすれば、エルフたちは頭こうべを垂れるに違いない。

（これで法国わたしたちを撃退すれば人気も高まるでしょう。……完璧なタイミングね。完璧、な、タイミング？）

　絶死はさらなる焦燥感に襲われる。

（──魔導国が王国を滅亡させる勢いで侵略したからこそ、法国はエルフ国との戦争を終わらせるべく決着を急いだ。でもそれが実は魔導国の狙いだったとしたら？）

　突如として、バラバラだったルビクキューが完成する光景を幻視する。いかなる戦いにおいても怯えなど感じなかった絶死が、体の奥に氷を詰め込まれたような異様な感覚を覚えて一瞬身を震わせた。そう、全てが魔導国の策謀なのだとすると、何もかも説明がついてしまう。

（王国が本当の狙いではなく、エルフの国を支配下に置きつつ、法国に一撃を食らわせる？　もしそうだとしたらエ・ナイウルで撃退されて侵攻が明らかになったのは、滅ぼされる恐怖を王国に与えるためではなく、タイミングを見計らって法国を動かすためだけ!?　いや、その両方が狙い？　この短期間で二カ国を支配下に置くつもりで？　信じられない！　幾らなんでも、魔導国の思惑通りに踊らされたなんて……あり得ないわ！）

　認めたくはないが、それでも先ほどと同じように最悪の可能性は考えるべきだ。

　最高執行機関は、魔導王について最大限の警戒をすべきだと評していた。策略もずば抜けて切れるが、やはりその恐るべき力こそ最も警戒しなければならない、と。

　だが──。

　そう、だが──もしこの戦略を練ったのが魔導王だとしたら、真に恐ろしいのは十万の兵を一瞬で屠る魔法の力ではない。九百万の王国民を皆殺しにする精強な配下を擁することでもない。百手先の局面を見通し、見えない操り糸で相手を意のままに操る智謀こそ最も恐ろしい。

　ただでさえ強大な存在がさらに策も練るなど、もはやどうしようもない。弱者の強者に対する唯一の武器を潰される形になるのだから。

（……それとも、もしかして戦略を練ったのは悪魔宰相アルベド？　どっちにしても……いや、待って？　……もしかして二カ国だけではなく……法国も？　ここに来ている兵士たちを殲せん滅めつし、それをもって宣戦布告とする？）

　弱い兵士たちがどれだけ殺されても問題ない、と言い切ることができる者もいるのは事実だ。英雄の領域に達した人物であれば、数万の一般的な兵士を凌ぐ戦闘能力を持つ。しかしながらそれは強者の考えであって、一般市民たちからすればどうだろうか。

　確かに法国は人間至上主義を謳うたっており、それをもって国を一致団結させている。この思考の裏にあるのは、弱い人間は団結し、先手を取って他種族を打ち倒せなければ、逆に押されて滅ぼされるというものだ。実際、ビーストマンと接している竜王国がいい例だ。

　しかし、もし仮に圧倒的強者によって滅ぼされると分かっていても戦いを継続できるだけの強い意志を大衆が持てるだろうか。大敵であるエルフ国を亡ぼせず、逆に兵士たちが殲滅されたと聞いたとしても。

　絶死はいつもの──本心を隠す──笑みをこぼす。

　嬉しかったり、面白かったりしたのではない。心境は全くその逆。

　ここまで完璧に策を練られていたことに──罠にはまってしまったことに対する絶望感からだ。

（どうすればいいの？　兵士たちを逃がすように立ち回る？　それとも私が生き残るように逃げる？）

　法国最強の切り札である絶死の死亡は大きな痛手だ。だからこそ逃げるのが得策だろうか。

　今後の最善手に思考を割き、行動できなかった絶死を見てどう思ったのか、少女が語り掛けてきた。

「あ、あの、ですね？　繰り返しになるんですが降参しませんか？　ま、まだ遅くないと思うんです。殺したくはないんです」

　相手の情報を手に入れるという意味では不味い、とは言い切れない。しかし──

「──られない。逃げられないわ!!」

「え？」

　少女が不思議そうな声をあげた。確かに当然だ。少女の質問に対しての絶死の返答は──少女の視点からすれば──意味が通ってない。しかし、絶死の中では通っている。

　そうだ。それしかないのだ。

　もし本当にこれが魔導国の陰謀だとしたら、この罠を破る方法は一つ。

　傷だらけの獣と化して、目の前の少女を食い殺し、それをもって魔導国の計画を打破する。

　これだけの強者を失えば、それは魔導国の作戦を大きく狂わせる一手となる。

　最悪の罠が待ち構えていたかもしれないが、こここそがそれを打ち破るチャンスなのだ。自分だけが今、それを許されているのだ。

（そう。私の国を救えるのは私だけ！）

　命を懸けるだけの恩義があるのか、と問われれば複雑な気持ちはある。しかしながら時折、気に入った人間というのはいた。長く生きているせいで大抵が既に亡くなっているが、そういった者たちが愛していた国のために一度くらいは命を賭してもいい。

（──死ぬかもしれないが全力で殺す。それだけでいい）

　覚悟は決めた。

　確かに撤退を考えた。しかし、それはぎりぎりになって逃げるのではなく、絶対に逃げられるような余裕をもって行動したかったからだ。今までの戦いは真剣になって殺し合おうという気持ちに欠けていた部分はある。それは自分の姪かもしれない者に対する情によるものではない。年とし端はのいかない子供であろうと、手足を刻んで捕ほ縛ばくすることも、必要とあらば躊躇なく抹殺することもできる。だが、自分が生き残ることを最優先に考えていたのは確かだった。

　それは捨てる。

　今、ここで、博打を打たなかったらどこで打つというのか。

　明日はきっと今日よりも悪い状況にしかならない。

「行け！」

　叫ぶ。

　指示に従ってエインヘリヤルが襲い掛かった。

　本当は言葉にする必要はない。心の中からでも命令を下すことはできる。そういう意味では声に出すというのは相手に情報を与えるだけの悪手と言えなくもない。絶死だってそれは分かっている。にもかかわらず声を発したのは、己の気持ちを高ぶらせるため、より一層強い覚悟を持つためだ。

　エインヘリヤルに精霊を受け持たせ、自分は少女に突進する。

　しかしながら精霊が通路を塞ぐように、その両腕を広げながら立ちはだかる。

　ならば、それでも構わない。

　絶死とエインヘリヤルの二人がかりで一気に精霊を打ち倒し、その後、少女を殺す。

　もし、目の前の精霊がエルフ王から奪った精霊だったら、打ち滅ぼせば王たる証あかしを奪い去るということになる。それによって魔導国の一手を遅らせることが出来るかもしれない。

　二本の大鎌で一瞬のうちに何度も精霊に斬りつける。

　正直言えば、血を流さず急所が存在しない精霊はやっかいな相手だ。

　高位の精霊は物理攻撃に対しての耐性を持つ。絶死の振るう大鎌ですら一撃では殺し切れない。

　絶死からすると相手にはしたくない系統だ。だが、そんなことを言っている余裕はない。

　ただ、精霊が廊下を塞ぐように立っているため、少女からの攻撃は届かない。それに巻物から発動する攻撃魔法の射線を通すのはなかなかに難しいだろう。それより警戒すべきは少女が自分にかけたと思しき強化魔法を精霊にかけることだ。

（二人で戦える私の方が有利。でも、絶対ではない。後ろに行けないということは、魔法による精霊の強化を阻止出来ないということ……なんだけど……）

　ただ、こうなることを少女は理解していなかったのだろうか。

　何か少しだけ引っかかるものがある。しかし、それを上手く言語化することが出来ない。

　積み重なった巨石の集まりのような腕を精霊が振り下ろす。大きく飛びのきたいところだが、ヒットアンドアウェイでちまちま戦っていられる状況ではない。大鎌を迫りくる腕に引っかけ、攻撃をそらす。土の精霊のパワーは凄まじいものだが、側面から力を加えれば軌道を変えるのは難しくない。とはいえ受け流しに適した形状の武器でもなく、あくまで力量差があるからこそ出来る芸当ではあるが。

　視界の隅でエインヘリヤルも同じように受け流しに成功している。

　エインヘリヤルは絶死よりも弱い。それでも可能だったということは、絶死が感じていたとおり、この土の精霊はやはりそんなに強くない。

　そうなるとエルフ王が使役し、法国が最も警戒していた土の精霊ではないのかもしれない。

　だからといって目の前にいる土の精霊が弱いという意味でもない。

　英雄程度であれば回避できずに叩き潰されているのは間違いない。それが致命傷になるかどうかは難しいところだが、重傷はまず避けられないところだ。

　攻撃をいなすと、土の精霊の後方に目をやって少女の動向を確かめる。巨大な相手の懐に飛び込んでいるので、そこから視線を切るのは危険だが、少女の出方を確認しない方が遙かに危険だった。

　そして目を疑った。

（──は？）

　少女が背中を見せて走り出していたのだ。

　可愛らしい走り方だが、その速度はとてつもなく速い。

　逃げた。

　逃げ出した。

「────!!」

　絶死は理解する。

　この土の精霊を召喚したのはエインヘリヤルに対抗してではない。

　逃げるための時間稼ぎだ。

　少女の態度からは悟れなかったが、実は少女もぎりぎりのところだったのではなかろうか。

　少女は最初から命を懸けてまで戦う気はなかったのだ。それはあの時の行動にも表れていたではないか。

　絶死が後ろを取ろうとした時に凄まじい勢いで後退したのは、挟撃されることを嫌がったのではない。自分の逃走経路を潰されることを避けたのだ。

　今までの態度や言動が如実に物語っている。

「しまっ！」

　三つの選択肢から最適なものを即座に選ばなくてはならない。

　どうにかして少女を追いかける。

　とにかく、土の精霊を倒す。

　絶死も逃げる。

　そのうち、三番目は簡単に実行できる。

　召喚者の視界外になってしまうと、精霊に状況に応じた命令を下すことはできない。

　そのため、例えば「その通路に陣取って、通り抜けようとする者を殺せ」という命令を与えていた場合、土の精霊が逃げ出した絶死を追いかけることはない。しかしながら「目の前の女を殺せ」のような命令の場合、絶死が逃げたとしても追いかけて攻撃しようとするだろう。

　ただ、やみくもに追いかけるだけであり、機転を利かせて先回りしようなどとはしない。

　そのため移動速度や俊敏性といったもので勝っている絶死が負けるはずがない。

　背中を見せて全力で逃げてしまえば、土の精霊は見失った絶死を捜すだけの存在に成り下がるだろう。

　しかしそれは却下だ。却下せざるを得ない。

　将来起こる可能性が高い危険──魔導国の陰謀から目をそらすということになるのだから。

　なら、一番目と二番目はどうだ。

　少女を追いかけるというのもなかなか難しい。目の前の壁土の精霊を短時間で滅ぼしたとしても、尋常ならざる機動力を持つ少女に追いつけるかどうかは運次第だ。それに少女の逃げる先にいるのは彼女の援軍だろう。そうなると勝敗は本当にどうなるか分からない。

　であるなら、二番目の選択肢を選ぶのが最良だろう。

　先の覚悟が宙に浮いてしまうようではあり、土の精霊がエルフ王によって使役されていたものでなければ意味がない行為ではある。

　しかし、リターンとリスクを考えると、どうしてもそれしか選べない。

　逃がした魚は大きいが、釣れた魚の大きさで満足するべきだ。

　絶死が土の精霊を鋭い目で睨むと、その後ろ──離れたところで少女がこちらを振り返っているのが見えた。

　捨て台詞でも吐くつもりかと、土の精霊から意識をそらさずに眺めていると、少女の唇が動く。

「良かった。魔力を残しておいて」

　これだけ距離があれば聞こえないはずなのに、ハーフエルフという絶死の血のおかげか、それとも高い能力のせいなのかは分からなかったが、少女の安堵したような声が小さく聞こえた。絶死がそこに込められた意味を理解するよりも、少女が杖を天井めがけて突き上げる方が早かった。




　マーレが修めているディサイプル・オブ・ディザスターという職業には切り札が存在する。

　それはかのワールド・ディザスターの切り札の劣化版。

　その名も小災厄ぷちカタストロフ。

　膨大な魔力を消費する代わりにその破壊力はアインズが使う超位魔法をしのぐ。無論、それですらも大災厄グランドカタストロフほどの破壊力はない。しかしそれでも、純粋なエネルギーの奔流は一瞬で全てを吹き飛ばすに十分だった。




　次の瞬間、すさまじい力が絶死を襲った。

　不味い、死ぬ、と直感した。

　荒れ狂う力の一撃によって、瞬時に土の精霊が吹き飛ぶ。

　その時ようやく分かった。土の精霊はエインヘリヤルへの対抗手段でも、少女が逃げるための壁でもなかった。絶死たちをその暴虐の一撃から逃がさないようにするための囮おとりに過ぎなかったのだ。

　実際、土の精霊が消滅するのにわずかに遅れて、彼女の分身であるエインヘリヤルまでも消え失せる。

　続いて──

（──まだ！　死なない！　私は死なない！）

　諦めた方が楽になれるんじゃないかという破壊の渦の中、絶死は己の全生命力を振り絞って耐える。だが──意識が薄れる。先ほどまであった、全身がばらばらになりそうなほどの痛みはもはやない。自分がどこにいるのか、立っているのかどうかさえ、もう分からない。

　これが死、という感覚なんだろう。

　なんだ、それ。

　絶死はそれだけを思う。

　自分はこれから命がけで戦うのではなかったのか。

　法国を──自分の国を悪逆非道な国家の謀略から守るために全身全霊の力を振り絞って戦うのではなかったのだろうか。

　なんて卑怯なんだ。

　無論、卑怯などというのは絶死の勝手な言い分だろう。それは薄れゆく意識の中でも分かっている。それでもそういう感情しか生まれない。

　精霊が滅んだことにも安堵はない。捨て駒としての価値しかなかったのだろう。それとも法国最強の切り札である自分を殺すということにそれ以上のメリットを感じ取ったのか。

　結局、あの少女は何者だったのか。

　本当に魔導国の関係者なら、どこまで魔導国の手の平で踊らされていたのだろうか。

　これが敗北だ。

　敗北とは敵の攻撃に倒れることではない。我が身を賭してでも叶えたい願いを無残に砕かれること、覆くつがえしようのない絶望をもたらされることだとようやく気づいた。

　酷い。

　負けたくない。

　絶対に負けたくない。

　敗北を知りたいなんて噓っぱちだ。

　本当は自分の力を否定したかっただけだ。それとも──母の否定なのか。

　自分の中に流れる血を──愛されない日々がもたらしたものを。

　でも、こんなくそったれな力でも、大事なものを守れたなら……。

　そのときは母を──少しは許してやれるかもしれないのに。

　せっかく負けたくないと思えたのに。

　そんな気持ちさえ挫かれる。

（ねがわくは、まどうこくのかんけいしゃでない……こと……を…………）

　そして──真っ暗になった。





•






　エルフの宝物殿からアウラと二人揃って出る。

　結論から言って、期待外れだったかどうかすら分からない。椰子の実をより巨大にした──アウラの身長を超える──謎の果実など、アインズでは価値の分からないものが多数あったためだ。

　差し当たって希少な金属で作られた物はなく、素材的には自然環境下で簡単に入手できそうな物ばかりだったのは少しがっかりだが、それでも珍しい効果や見たことのない能力を持っているかもしれないというロマンは残っている。

　なので、アインズの気分は悪くはない。いや──かなりいいのかもしれない。

　手に入れたアイテムは既にこの場にはない。

〈転移門ゲート〉を使ってナザリック地表部にあるログハウス付近に放り投げたのだ。

　ログハウスの中に詰めているであろうプレアデスの誰かが驚いているかもしれないが、先に送り出したマーレのことを考えると会って説明している時間はない。〈転移門ゲート〉の向こうに行って放り出したアイテムを──危険性も考慮し、ログハウス内で──大切に保管しておくように大声で命じたぐらいだ。

　一通り終わり、覚悟を決めたアインズはアウラに真剣な面持ち──無論、普段の骸骨顔である──を向けた。

「では、頼むぞ！　アウラ！」

「はい!!」

　元気のいい返事をしてアウラが、アインズに背中を見せてしゃがみこんだ。

　はっきり言って、アインズとアウラでは走る速度が違う。普通に走れば置いていかれるだろう。もちろん、アウラがエルフ王の血痕を辿りつつという条件が付けば、流石に速度が鈍るだろうが、それを差し引いてもアインズでは追いつけないかもしれない。移動速度が大きく向上する装備品ならある。しかし装備変更は、その部位の装備だけをさっと変えればそれで終わりというわけではない。

　アインズの普段の装備は耐性パズル、装備重量、増減するパラメーターなどなどを厳しい基準でクリアした一揃いだ。そのバランスを崩すとなると、どうしても吟味する必要性が出てくるため、多少時間が必要だ。巻物などの消費型のアイテムならさっと使えるのだが、そうなるといつもの貧乏性が顔を出してしまう。

　それに何より、それを使ってもなお、アウラに追いつけるかどうか分からない。

　なので、この場合の最適解は──アウラに運ばれる、なのだ。

　無論、成人男性が少女に運ばれるというのは非常に、非常に、恥ずかしい。アインズだって恥ずかしく思う。流石にこれくらいでは感情は抑圧されないのか、じりじりと羞恥心がこみ上げてくる。

　しかしながらこの選択にマーレの命が懸かっているかもしれないのだ。

　確かにエルフ王とマーレであれば間違いなくマーレが勝つだろう。アインズの見立てでは、戦闘能力の底が大体見えた上に消耗し、負傷したエルフ王に勝算などあるはずがない。しかし、常に絶対の保証はない。

〈伝言メツセージ〉などで状況を聞くのも、もし戦闘中だったら意識をそらすことになる恐れがあり、憚はばかられる。なので、やはり一秒でも早く到着するのがベストだ。

　ならば──アインズは自らの羞恥心を捨てる方を選ぶ。鈴木悟としてではなく、アインズ・ウール・ゴウンとしてそれを選ぶのだ。

　そこで当たり前の問題が一つ浮かぶ。

　それはどのように運ばれるか、だ。

　アウラに運ばれるのであれば、お姫様抱っこという選択肢もあるだろう。人によっては肩車だっていいじゃないか、という者もいるかもしれない。その中でアインズが選んだのは背負われる形だ。いや、より正確にはアウラが選んだ形と言うべきだろうか。

　最初、アインズは荷物のように肩に担ぎ上げる形を提案した。まだそちらの方が恥ずかしくないし、「お荷物になっている」と自分を皮肉る意味でも丁度いいと考えたのだ。

　しかしそれを提案すると、アウラに「そのような荷物扱いなど出来ません」と言われ、説得に苦労しそうなのでその場は引いたという経緯がある。

　お姫様抱っこは流石に遠慮した。精神安定化、待ったなしである。

　なので、背負ってもらうのだ。

　覚悟などすでに決まっているアインズは心の中で「どっこいしょ」と言いながら、小さな少女の背中に乗った。ついでにアイテムボックスから短剣を取り出しておく。必要になるかどうかは不明だが、用意しておくのは悪いことではない。

　その横にはアインズが〈第十位階死者召喚サモン・アンデツド・10ｔｈ〉によって召喚したアンデッド──精霊髑髏エレメンタル・スカルが並ぶ。

　ならばアウラの代わりに他のアンデッドを召喚し、それに乗れという意見もあるだろう。しかし、それをしない理由は簡単だ。

　どちらを切り捨てるか、だ。

　もしも突発的な事態で危険が迫った場合、アンデッドを盾としてアウラとアインズは撤退するつもりだ。そのためにはアインズは騎乗目的でアンデッドを召喚することは出来ない。

　無論、接敵時にアンデッドから降りればいいのだが、その一瞬が致命的な何かを生む可能性もある。警戒のし過ぎだとはアインズも思う。ただ、ここが戦場であり、予期せぬ出来事が起こる確率が上昇している以上、ある程度の準備──即座にアンデッドを盾にして撤退──は安全性を考慮すると必須だろう。

　エレメンタル・スカルはどちらかというと魔法火力役アタツカーであり、防御役タンクではない。にもかかわらずこれを召喚しているのは、壁役にはいつでも防御役タンク職が最適というわけではないからだ。ちなみに──ユグドラシルの場合、火力役アタツカーが防御役タンクをするのはお勧め出来ない。さらに防御役タンクが火力役アタツカーを兼ねられるのはたっち・みーみたいな化け物だけなので、それもお勧めは出来ない。というか普通は出来ない。ただし出来ると言い張ることは自由だが。

　アウラが走る。

　床に残っているわずかな血痕を辿り、階段を数階下る。そこで立ち止まった。

　床から目を離し、進行方向に顔を向けている。アインズもそちらに視線をやるが、誰かがいる気配はない。

　どうした、と問いかけようとも思ったが、不測の事態が起きた際にエレメンタル・スカルに即座に命令を下せるようにアウラから教えてくれるまで待つ。もしかすると、という心当たりがあったためというのもある。

　そしてそれは正解だった。

「……アインズ様、マーレから伝言が届きました」

「──そうか」

　アインズは重々しく答える。アウラの背中に乗ったままでは格好はつかないが、それでも主人に相応しい口調というものはあるのだ。

「アウラのその様子から察するに、マーレは助けを求めているわけではなさそうだな。ということはエルフ王は無事に捕らえられたということなのか？」

「それが……エルフ王は既に殺されていたそうです」

「何？」

　プライマル・アースエレメンタルを失ったエルフ王はアインズからすれば弱かった。しかし、それでもこの世界の住人に殺されるほど──逃げられないほど弱くはなかった。

「……エルフ王以外の強者がいた、ということか。それでマーレはどうした？」

「はい。その強者も倒したそうなのですが、まだ息があるそうです。どうなさいますか？　マーレの話では重要な情報を握っている可能性があるそうです。もしかするとアインズ様とシャルティアの戦いも監視していたかもしれない、と」

「なんだと？　あの戦いを、か？　……もしや世界級ワールドアイテムを持っていたということか？　……すぐにその場に行き、そいつを確保。ナザリックまで帰還する。……時間はないぞ。アウラ、苦労させるがもう少しだけ頼む」

　強者たちと言っていないということは一人なのだろうが、強者は一人で他にも有う象ぞう無む象ぞうがいるということだってあり得る。何があるか分からない以上、安全な場所まで速やかに撤退を試みるべきだろう。

「苦労など何もございません。ですが──大急ぎです。アインズ様、しっかりとつかまっていてください」

　いうが早いか、アウラがまさに飛ぶように走り出す。先ほどよりも速く、角を曲がる時などわずかにも速度を落とさないため、壁を蹴り登りながらの──乗ったことがないジェットコースターみたいな──動きだ。恐怖など感じない身でありながらも少し怖い。視線が低いからより怖く感じるのだろうか。

　戦士化した時はこれに近い速度で疾走できるが、自分の足で走るのと他人の匙加減での加速減速急カーブはまるで違う。

　体感で数秒ののち、マーレの姿が確認できた。

　見知らぬ人間を肩にかつぎあげており、片手にはマーレ自身の杖と見慣れぬ奇怪な鎌のような武器を器用に持っている。

「エルフ王は殺されたと聞いたがその死体はどうした」とか「エルフ王が持っていたであろうマジックアイテムはどうした」などと質問は山のようにあるが、敵地でそんなことをしている余裕はない。ここはひとまず帰還を優先すべきだろう。

　アインズは真面目な顔をしたまま堂々と──これは必要だったのだと理解してもらえるような、ごく当たり前の行動だと感じられるような態度で──アウラの背中から降りると、持ってきた短剣を廊下に突き立てる。

　何もない廊下を短時間で記憶するのはかなり難しいが、見覚えのある短剣を刺した場所であれば多少は覚えやすいものだ。それにこの短剣はしっかりと記憶しているので、ここに対して魔法を飛ばすこともできる。

　その後、アインズは〈転移門ゲート〉を発動させる。

「先に入れ」

　おどおどした返事をしたマーレが人間をかついだまま〈転移門ゲート〉の先に消えた。

　アインズはエレメンタル・スカルを消し、アウラと共に〈転移門ゲート〉をくぐる。

　門の先は宝物殿から奪ったアイテムを投げ込んだところで、視線を動かすと回収に来ていたであろうエントマがこちらに向かって頭を下げている。〈転移門ゲート〉が再び発動したことによってアインズが戻ってくると理解したゆえの行動だろう。

　そしてその周囲には手伝いとして駆り出されたらしきデスナイトたちが所在なげに立っていた。

「おかえりなさいませ、アインズ様」

「うむ。回収はそのまま頼むぞ、エントマ。それと指輪は預かっているか？」

「はい、ございます」

「ならば、アウラに渡すんだ。そしてアウラ。それは重要な情報源。死んでしまっては不味い。丁重に、かつ早急に氷結牢獄まで運ぶんだ。その際、ニューロニストなら大丈夫だとは思うがちゃんと武装ははぎ取っておくんだぞ」

「ア、アインズ様、少しよろしいですか？」

「どうした、マーレ。何か心配事でもあるのか？」

「は、はい。この人間……？　はすごく強かったです。〈砂男の砂サンドマンズ・サンド〉を使っていますが、なんらかのきっかけで目を覚ました場合、ニューロニストさんでは勝てないと思います」

「……なるほど。ならばアウラは私か誰かが行くまでそのままその女の周囲で待機。それの警戒に当たれ」

　指輪を嵌はめたアウラは、マーレより丁重にその人間を持ち上げ、指輪の力で転移した。それを見送ったアインズはマーレに向き直る。

「さて……どうして、あの人間が私とシャルティアとの戦いを監視していたと思ったんだ、マーレ」

　それが最大の疑問だ。

「は、はい。あの人間はアインズ様のThe goal of all life is deathとシャルティアさんのエインヘリヤルを使ったんです。絶対になんの関係もないなんてこと、あるはずがありません！」

「な!!　なんだと!!」

　普通、切り札とも呼べるような強い特殊技術は一つ持つのが限界だ。それを二つ持つということはアインズの常識からするとあり得ない。そうなってくると確かにマーレの推測が当たっているかもしれない。コピーの能力を持っているとか、なのだろうか。

「よく殺さずに済んだな？」

「は、はい。僕も小災厄ぷちカタストロフで殺しちゃったかな、と思ったんですけど、あの人、すごい生命力を持っていたみたいで、運よく死ななかったんです」

「小災厄ぷちカタストロフを使ったのか!?　……それで死なないとは……確かにあの人間は強者だな。本当にマーレは幸運だったな……。それではエルフ王はどうなった？」

　マーレからエルフ王の最期を聞き、アインズは──ない──眉を顰ひそめる。〈時間停止タイム・ストツプ〉を防いだということは対策が施されたマジックアイテムを持っている可能性が高いので、彼が装備していたアイテムの回収はしたい。その一方であの人間についての情報収集も行いたい。

　どちらを優先すべきかといえば、アイテムの方だろう。あの人間がナザリックからそう簡単に逃げられるはずがない。

（だったらパンドラズ・アクターを送り込もう。あれなら捜索もできるだろう。それともあの人間の情報収集の方に回らせるか……。いや、情報収集はパンドラズ・アクターよりも俺の方がいいな。そうなると……）

　アインズはエントマの方を向く。

「エントマよ。もう少しだけ待ってくれ。これからパンドラズ・アクターを呼び出す」

　エントマの返事ののち、アインズは〈伝言メツセージ〉を発動させた。

























　エルフの国から帰還した主人に氷結牢獄で挨拶を済ませたアルベドは、主人の部屋に戻ると仕事を再開する。

　王国を滅ぼして広大な領土を支配下に置いたこともあり、仕事量は増大している。しかしながら内政に特化した能力を持つアルベドが頭を悩ますような問題はない。というのも多数の都市を焼き尽くした結果、困難な問題──特に占領政策──もまた焼き尽くされているからだ。

　そのためにアルベドが自分の脳のリソースを大きく割いて検討しているのは、将来的に様々な国を支配することになった際、各国の占領政策で使用できるマニュアル作成だ。

　エ・ランテルに使ったものを国家レベルに拡大すること自体は可能かもしれないが、規模や程度を大きくする過程で捻れが生じるのは想像に難くない。やはり都市には都市の、国家には国家のメソッドと、最初から区別しておいた方が後々の障害を回避できるだろう。

　もちろん、それをそのままどこの国にも適用できるとは思っていない。種族が違えば文化なども大きく違う。ただ、それでも大おお雑ざつ把ぱな骨組みは使えるはずだ。

（出来上がった資料はデミウルゴスとパンドラズ・アクターにも見てもらって、その後でアインズ様の承認を得なくてはいけないわね）

　あの二人の知恵を借りれば、自分が作った雛形はより良いものになるだろう。

（あの娘を使ってもいいわね……）

　英知に富む自らの主人に最初から見てもらった方が早い──あの二人よりも深くまで見抜いてくれるだろう──のは事実なのだが、一目で問題点が分かるような代物を提案するなどということは、守護者統括たる地位にいる者として容認できるはずがない。

　などと考えながら書類を片付けていると──

『アルベド！　氷結牢獄まですぐに来るんだ』

〈伝言メツセージ〉を受け、アルベドはまさに飛び上がる。自らの主人の思念に強い憤怒を感じとったのだ。

　ある程度のレベル帯に達すれば、精神操作に対する耐性は必須である。魅了や支配などは時と場合によっては一撃必殺になり得るのだから当たり前だ。階層守護者で対策をとってない者は皆無だろう。

　にもかかわらず、僅かとはいえアルベドが怯えの感情を抱いたのは、精神操作を無効化することはできても、内側から湧き出す感情までも拭い去ることはできないからだ。

　バレた。

　アルベドは主人に内密に動いている件がある。それが露見したのではないだろうか。

　やはりデミウルゴス辺りが感づき、主人に注進したのだろうか。

　しかしながらまだ実験段階。本格的に動き出したわけではない。にもかかわらず、あれほどの憤怒を向けられるだろうか。

　ただ、自分に対して怒りの感情を向けられる心当たりはあれくらいだ。

　分からない。

　アルベドは慌てて指輪の力を発動させ、氷結牢獄へと向かう。

　エルフの国で捕えてきたハーフエルフの檻の前に主人が立っていた。その後ろには領域守護者のニューロニスト、それとアウラとマーレの姿があった。

　主人の表情は普段と変わらない。とはいえそこからは激しい怒りを感じることが出来る。

　アルベドは主人の足元に飛びつき、即座に土下座する。

「申し訳ありませんでした！」

「……な、なんだ？」

　その困惑したような声に、主人の怒りの原因が自分の考えとは違うことを瞬時に悟る。ならば土下座は悪手だった。

　ただここに来るまでにどのような言い訳をするかに関しては考えている。たとえ主人が自分より賢くても、時間をかけていればそれに匹敵する作戦を練ることが出来ているはずだ。

（出来ているといいわね……）

「──ナザリック内でアインズ様がご不快に思われたり、お怒りを覚えられるようなことがあれば、それは全て守護者統括として私が不出来のせい。タブラ・スマラグディナ様にも申し訳なく思います。ゆえにこのように頭を下げ、謝罪をするのが最も正しいことかと存じます」

「…………いや、違うぞ、アルベド。まず、最初にお前の勘違いを正しておこう。この怒りはナザリックに向けてのことではない」

　アルベドは安堵の息を零こぼす。演技ではなく、本気のものだ。

「で、あれば、一体どうされたのでしょうか？」

「その前に頭を上げるというか、立ち上がったらどうだ？　罪もないお前が土下座しているのはあまり好きではない」

「ありがとうございます、アインズ様」

　感謝を告げながらアルベドは立ち上がる。

　アウラとマーレが少し訝し気な表情を一瞬浮かべたのがちょっと気になるが、今はそれ以上に重要なことがある。

「ではあの捕虜のどのような情報がアインズ様のご不興を買ったのでしょうか？」

〈記憶操作コントロール・アムネジア〉を使って情報を収集するという話だった。

　訓練を重ねた主人ですら、長い年月に渡って記憶を探る場合、ざっと見るだけでも週単位で時間がかかるし、重要な情報を得るために詳しく見ていくなら年単位での時間が必要だろうという説明を受けていた。記憶の改竄まで入れるなら何十年単位だ、と。

　記憶を見るというのは偽証不能の尋問方法だと思う者も多いかもしれないが、得られた情報はあくまでもその者にとっての真実でしかないのだ。言うまでもなく、その者が騙されていることだって十分にある。

　確証を得ようとするなら、複数の者を対象に記憶を覗かなければ情報源として信頼できず、そんなことをしていたら時間がいくらあっても足りはしない。結局、もっと簡単に情報を得られる方法を選んだ方が現実的だと主人はこぼしていた。

　記憶を改変させることもそうだ。

　たとえば、主人がある村を焼き払い、生き残ったその村の住人が不敬にも恨みを抱いて力を求め──絶対に不可能なことだが、害することが出来るほど高みに上ったとしよう。

　その村を焼き払ったのが主人であるという記憶を消せばそれで問題が解決し、その男を利用できるようになるかというと違う。その住人が復讐のために力を求めて生きた中で、主人に対する恨みを誰かに話すことだってあっただろう。そういったところまで消していかないと、その男の中で大きな矛盾が生まれてしまう。

　村を焼いた人物は覚えていないが、ある時、酒の席で「アインズというアンデッドに村を焼かれた」という話をした記憶が残っていたりするのだから。

　ただ、捕虜が気を失っている間にも情報収集をすることが出来るというのが便利なので使用してみる、ということだった。

「──シャルティアだ」

　その一言で大体のことは推測できた。

「……あの女はどこに所属する者なのですか？」

「……アルベドよ」

「はっ！」

　アルベドは片膝をつく。

「今やっているナザリックの防衛に関すること以外の全ての案件を放り出して構わん。すぐに法国を攻め滅ぼす。あいつらから吹っ掛けてきた戦争だ。ちゃんと買ってやらなくてはな。……そう思わないか？」

　優しい口調だった。しかし、その奥にある感情は真逆。これほどの憤怒を見せるのはいつ以来だろうか。

「──はい。まさに仰る通りかと存じます。即座に全階層守護者に命令を伝達し、臨戦態勢に移行いたします」

「よろしい。すぐに頼むぞ、アルベド。すぐに、だ」

　主人の優しい声に身を震わせながら、アルベドは深く頭を下げた。





























































あとがき










　皆さん、お久しぶりです、丸山です。

　この本を手に取り、ここまで読んでくださってありがとうございます！




　十四巻の巻末予告に十五巻は二〇二一年の初春と書かれていましたが、それからすると一年ほど遅れてということになりました。でも、ですね。十六巻がすぐに出たので、まぁ、許してもらえるのかな、とか思っております。

　許してくださいますよね？

　一年に一冊……自分が読者だったら、ちょっと遅くないか、と思うところですが、やはりその立場になってみないと何事も分からないものですね。今の丸山は他の作家さんたちにかなり優しくなれます。あの先生も忙しいんだよ、仕方がないんだ、って。




　それにしても、色々なことがあって大変です。いいことが起きているなら素晴らしいのですが、なんか悪いことばかりしか世の中で起こってない気がします。しかしながら！　もうこの本が出ている頃には始まっていると思いますが、アニメの四期ですよ！

　正直、丸山にとってはそれぐらいしかいいことが起きてない気もしないでもないですが、起きているだけマシという奴なのかもしれません。もっと皆さんに明るい話題をたくさんお届けできれば最高なんですが、残念ながらそれぐらいしかないんですよ……。

　何はともあれ、祝アニメ四期！

　これも応援してくださっている方々のお陰です。




『オーバーロード』はあと二巻で完結となります！　もうちょっとだけお付き合いください。……もうちょっとというのが何年単位の話なのかは丸山も分かりませんが。

　ただ、最後の二巻もできれば今回のように近い間隔で出したいと思っております。とはいえその準備には少し時間をいただくかもしれません。でもなるべく早く出せるように努力を、努力ぐらいはしたいと思っております。

　さて、最後に、『オーバーロード』十五巻、十六巻に尽力してくださった方々、そして本を手に取ってくださった方々に深い感謝を。

　それでは！











二〇二二年六月　丸山くがね
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